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【 独立行政法人国立がん研究センター】 （ 単位： 円）

資産の部

Ⅰ　 流動資産

現金及び預金 11,884,770,854

有価証券 1,500,520,902

医業未収金 5,375,474,801

貸倒引当金 △ 10,328,272 5,365,146,529

未収金 2,442,654,548

医薬品 237,497,138

診療材料 2,049,656

給食用材料 10,222,957

貯蔵品 75,856,296

前払費用 48,926,960

未収収益 25,107,619

その他流動資産 647,124

流動資産合計 21,593,400,583

Ⅱ　 固定資産

１ 　 有形固定資産

建物 27,043,404,578

減価償却累計額 △ 3,892,837,388 23,150,567,190

構築物 29,998,303

減価償却累計額 △ 12,152,299 17,846,004

医療用器械備品 13,877,828,671

減価償却累計額 △ 5,963,937,624 7,913,891,047

その他器械備品 7,496,366,980

減価償却累計額 △ 3,026,143,716 4,470,223,264

車両 1,147,627

減価償却累計額 △ 1,147,626 1

土地 61,096,514,650

建設仮勘定 1,025,435,793

その他有形固定資産 25,000,000

有形固定資産合計 97,699,477,949

２ 　 無形固定資産

ソフト ウェ ア 251,319,600

電話加入権 368,000

その他無形固定資産 21,948,301

無形固定資産合計 273,635,901

３ 　 投資その他の資産

投資有価証券 12,184,399,241

破産更生債権等 17,602,132

貸倒引当金 △ 17,602,132 0

長期前払費用 67,565,966

投資その他の資産合計 12,251,965,207

固定資産合計 110,225,079,057

資産合計 131,818,479,640

貸　 借　 対　 照　 表
（ 平成２ ５ 年３ 月３ １ 日）

科　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 目 金　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 額
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【 独立行政法人国立がん研究センター】 （ 単位： 円）

科　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 目 金　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 額

負債の部

Ⅰ　 流動負債

運営費交付金債務 115,739,650

預り 補助金等 110,616,253

預り 寄附金 2,037,637

一年以内返済長期借入金 2,189,740,770

買掛金 2,009,979,778

未払金 6,970,544,868

一年以内支払リ ース債務 373,065,633

未払消費税等 27,764,800

前受金 945,149,782

預り 金 944,943,778

未払費用 41,193,586

引当金

賞与引当金 900,982,512 900,982,512

その他流動負債 31,200,393

流動負債合計 14,662,959,440

Ⅱ　 固定負債

資産見返負債

資産見返運営費交付金 737,912,383

資産見返補助金等 1,440,790,389

資産見返寄附金 56,780,276 2,235,483,048

長期借入金 14,156,625,850

リ ース債務 252,069,337

引当金

退職給付引当金 85,498,157

環境対策引当金 189,599,550 275,097,707

資産除去債務 2,106,287,344

その他固定負債 320,000

固定負債合計 19,025,883,286

負債合計 33,688,842,726

純資産の部

Ⅰ　 資本金

政府出資金 91,662,446,513

資本金合計 91,662,446,513

Ⅱ　 資本剰余金

資本剰余金 6,105,085,985

損益外減価償却累計額（ －） △ 3,342,147,265

損益外利息費用累計額（ －） △ 3,192,780

資本剰余金合計 2,759,745,940

Ⅲ　 利益剰余金

積立金 3,507,342,672

当期未処分利益 200,101,789

（ う ち当期総利益） （ 200,101,789 ）

利益剰余金合計 3,707,444,461

純資産合計 98,129,636,914

負債純資産合計 131,818,479,640
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【 独立行政法人国立がん研究センター】 （ 単位： 円）

経常費用

業務費

給与費 17,422,344,986

材料費 13,858,582,666

委託費 2,812,606,101

設備関係費 6,099,147,513

経費 5,952,320,483

その他 2,062,525 46,147,064,274

一般管理費

給与費 965,049,793

経費 361,803,103

減価償却費 4,845,398 1,331,698,294

財務費用 374,512,461

その他経常費用 114,174,752

経常費用合計 47,967,449,781

経常収益

運営費交付金収益 7,778,284,595

補助金等収益 578,356,517

業務収益

医業収益 34,351,148,045

研修収益 17,967,571

研究収益 4,792,523,817 39,161,639,433

寄附金収益 41,880,462

資産見返負債戻入

資産見返運営費交付金戻入 125,160,563

資産見返補助金等戻入 290,461,489

資産見返寄附金戻入 7,712,387 423,334,439

施設費収益 7,804,834

財務収益 39,884,565

その他経常収益 351,288,819

経常収益合計 48,382,473,664

経常利益 415,023,883

臨時損失

固定資産除却損 35,996,842

その他臨時損失 191,767,618 227,764,460

臨時利益

その他臨時利益 12,842,366 12,842,366

当期純利益 200,101,789

当期総利益 200,101,789

損　 益　 計　 算　 書
（ 平成２ ４ 年４ 月１ 日～平成２ ５ 年３ 月３ １ 日）

科　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 目 金　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 額
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【 独立行政法人国立がん研究センター】 （ 単位： 円）

Ⅰ　 業務活動によるキャッ シュ ・ フロー

人件費支出 △ 18,354,118,101

材料の購入による支出 △ 13,713,177,069

その他の業務支出 △ 10,500,690,906

運営費交付金収入 8,055,752,000

補助金等収入 2,035,694,590

寄附金収入 39,918,099

医業収入 34,063,629,825

研修収入 21,360,401

研究収入 5,190,452,353

その他の収入 348,752,648

小計 7,187,573,840

利息の受取額 143,540,683

利息の支払額 △ 380,160,090

業務活動によるキャッ シュ ・ フロー 6,950,954,433

Ⅱ　 投資活動によるキャッ シュ ・ フロー

定期預金の預入による支出 △ 5,009,075,554

定期預金の戻入による収入 5,009,073,370

有形固定資産の取得による支出 △ 5,304,968,405

無形固定資産の取得による支出 △ 146,099,745

施設費による収入 455,017,417

投資活動によるキャッ シュ ・ フロー △ 4,996,052,917

Ⅲ　 財務活動によるキャッ シュ ・ フロー

長期借入金の返済による支出 △ 2,091,203,614

長期借入れによる収入 817,508,500

リ ース債務償還による支出 △ 721,385,400

財務活動によるキャッ シュ ・ フロー △ 1,995,080,514

Ⅳ　 資金減少額 △ 40,178,998

Ⅴ　 資金期首残高 11,915,874,298

Ⅵ　 資金期末残高 11,875,695,300

キャッ シュ・ フロー計算書
（ 平成２ ４ 年４ 月１ 日～平成２ ５ 年３ 月３ １ 日）

科　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 目 金　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 額
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【 独立行政法人国立がん研究センタ ー】 （ 単位： 円）

Ⅰ　 当期未処分利益 200,101,789

当期総利益 200,101,789

Ⅱ　 利益処分額

積立金 200,101,789 200,101,789

利益の処分に関する書類（ 案）

科　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 目 金　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 額
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【 独立行政法人国立がん研究センタ ー】 （ 単位： 円）

Ⅰ　 業務費用

（ １ ） 損益計算書上の費用

業務費 46,147,064,274

一般管理費 1,331,698,294

財務費用 374,512,461

その他経常費用 114,174,752

臨時損失 227,764,460 48,195,214,241

（ ２ ） （ 控除） 自己収入等

医業収益 △ 34,351,148,045

研修収益 △ 17,967,571

研究収益 △ 4,194,762,102

その他経常収益 △ 440,766,233

臨時利益 △ 12,842,366 △ 39,017,486,317

業務費用合計 9,177,727,924

Ⅱ　 損益外減価償却相当額 1,248,065,628

Ⅲ　 損益外利息費用相当額 3,192,780

Ⅳ　 損益外除売却差額相当額 778,000

Ⅴ　 引当外退職給付増加見積額 △ 1,348,967,987

Ⅵ　 機会費用

政府出資又は地方公共団体出資等の機会費用 527,740,267 527,740,267

Ⅶ　 行政サービス実施コ スト 9,608,536,612

行政サービス実施コ スト 計算書
（ 平成２ ４ 年４ 月１ 日～平成２ ５ 年３ 月３ １ 日）

科　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 目 金　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 額
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94

△
 1

7,
60

2,
13

2
－

－
－

－
△

 1
7,

60
2,

13
2

未
収

財
源

措
置

予
定

額
12

,6
14

,5
00

0
12

,6
14

,5
00

0
－

－
－

－
0

長
期

前
払

費
用

66
,6

14
,1

96
21

,7
03

,7
22

20
,7

51
,9

52
67

,5
65

,9
66

－
－

－
－

67
,5

65
,9

66

計
13

,8
67

,4
94

,6
56

22
,8

03
,2

02
1,

63
8,

33
2,

65
1

12
,2

51
,9

65
,2

07
－

－
－

－
12

,2
51

,9
65

,2
07

（
注

）
１

．
建

物
の

当
期

増
加

額
1
,
8
6
4
,
6
8
2
,
9
5
9
円

。
　

主
な

内
訳

：
中

央
病

院
発

電
機

設
備

6
4
6
,
6
7
9
,
5
7
8
円

、
中

央
病

院
B
E
M
S
3
4
2
,
1
3
0
,
8
0
4
円

、
ナ

ー
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

工
事

等
築

地
地

区
1
3
9
,
1
5
5
,
6
7
1
円

（
注

）
２

．
医

療
用

器
械

備
品

の
当

期
増

加
額

3
,0

1
9
,4

7
5
,4

7
9
円

。
　

主
な

内
訳

：
陽

子
線

治
療

装
置

（
資

産
除

去
債

務
）
1
,2

4
7
,1

7
9
,7

5
6
円

、
IV

R
-
C

T
シ

ス
テ

ム
2
5
5
,1

5
0
,0

0
0
円

、
サ

イ
ク

ロ
ト

ロ
ン

装
置

（
資

産
除

去
債

務
）
2
4
5
,5

2
4
,5

3
7
円

、

マ
ル

チ
ス

ラ
イ

ス
　

S
P

E
C

T
－

C
T
シ

ス
テ

ム
1
3
4
,9

2
5
,0

0
0
円

、
マ

ル
チ

ス
ラ

イ
ス

S
P

E
C

T
ｰ

C
T
シ

ス
テ

ム
1
0
9
,4

7
8
,0

0
0
円

（
注

）
３

．
そ

の
他

器
械

備
品

の
当

期
増

加
額

1
,3

0
8
,1

3
1
,9

8
0
円

。
　

主
な

内
訳

：
薬

物
動

態
解

析
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

賃
貸

借
1
6
8
,9

6
3
,4

8
0
円

、
自

動
分

析
装

置
1
0
5
,0

0
0
,0

0
0
円

、
ﾃ
ﾞｼ

ﾞﾀ
ﾙ

電
話

交
換

設
備

賃
貸

借
5
7
,3

6
8
,2

9
2
円

、
次

世
代

ｼ
ｰ

ｹ
ﾝ
ｻ

ｰ
ｱ

ｯ
ﾌ
ﾟｸ

ﾞﾚ
ｰ

ﾄﾞ
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

4
9
,2

4
5
,0

0
0
円

（
注

）
４

．
減

少
額

の
主

な
理

由
は

一
年

以
内

償
還

有
価

証
券

へ
の

振
替

1
,5

0
0
,5

2
0
,9

0
2
円

有
形

固
定

資
産

（
償

却
費

損
益

内
）

１
．

固
定

資
産

の
取

得
、

処
分

、
減

価
償

却
費

（
「

第
８

７
 
特

定
の

償
却

資
産

の
減

価
に

係
る

会
計

処
理

」
及

び
「

第
９

１
 
資

産
除

去
債

務
に

係
る

特
定

の
除

去
費

用
等

の
会

計
処

理
」

に
よ

る
損

益
外

減
価

償
却

相
当

額
も

含
む

。
）

及
び

減
損

損
失

累
計

額
の

明
細

資
産

の
種

類
減

価
償

却
累

計
額

減
損

損
失

累
計

額
摘

要

有
形

固
定

資
産

（
償

却
費

損
益

外
）

非
償

却
資

産

有
形

固
定

資
産

合
計

無
形

固
定

資
産

投
資

そ
の

他
の

資
産
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２
．

た
な

卸
資

産
の

明
細

（
単
位

：
円

）

注
１

（
注

）
 
１

．
当

期
減

少
額

の
そ

の
他

は
、

低
価

法
に

よ
る

評
価

損
に

よ
る

も
の

で
す

。

３
．

有
価

証
券

の
明

細
（

１
）

流
動

資
産

と
し

て
計

上
さ

れ
た

有
価

証
券

（
単
位

：
円

）

（
２

）
投

資
そ

の
他

の
資

産
と

し
て

計
上

さ
れ

た
有

価
証

券

（
単
位

：
円

）

４
．

長
期

借
入

金
の

明
細

（
単

位
：

円
）

返
済

期
限

摘
　

　
要

平
成

2
5
年

5
月

2
5
日

～
平

成
5
0
年

3
月

2
0
日

５
．

引
当

金
の

明
細

（
単

位
：

円
）

0 0

期
末

残
高

23
7,

49
7,

13
8

2,
04

9,
65

6
10

,2
22

,9
57

75
,8

56
,2

96
32

5,
62

6,
04

7

当
期

費
用

に
含

ま
れ

た
評

価
差

額

0 0 0

平
均

利
率

（
％

）

2
.0

7

期
末

残
高

90
0,

98
2,

51
2

18
9,

59
9,

55
0

種
類

及
び

銘
柄

取
得

価
額

地
方

債

政
府

保
証

債 計
12

,3
39

,9
45

,0
00

12
,0

00
,0

00
,0

00
12

,1
84

,3
99

,2
41

貸
借

対
照

表
計

上
額

合
計

12
,1

84
,3

99
,2

41

区
　

　
　

分
期

首
残

高
当

期
増

加
額

当
期

減
少

額
期

末
残

高

区
　

　
　

分
期

首
残

高
当

期
増

加
額

当
期

減
少

額

計
89

6,
45

4,
81

8
1,

09
0,

58
2,

06
2

貸
借

対
照

表
計

上
額

合
計

1,
50

0,
52

0,
90

2

満
期

保
有

目
的

債
券

券
面

総
額

診
療

材
料

7,
01

3,
36

4
3,

15
2,

68
2,

43
8

3,
15

7,
64

6,
14

6
0

給
食

用
材

料
10

,2
34

,4
16

20
0,

26
6,

28
6

20
0,

27
7,

74
5

0
貯

蔵
品

50
,3

79
,1

15
1,

04
3,

47
7,

14
6

1,
01

7,
99

9,
96

5
0

摘
　

　
要

当
期

購
入

・
払

出
・

振
替

そ
の

他
製

造
・

振
替

医
薬

品
21

6,
30

4,
22

5
9,

15
7,

02
1,

07
3

9,
13

5,
72

8,
52

8
99

,6
32

種
類

期
首

残
高

当
期

増
加

額
当

期
減

少
額

摘
　

　
要

地
方

債

計
1,

51
2,

58
5,

00
0

1,
50

0,
00

0,
00

0
1,

50
0,

52
0,

90
2

計
28

3,
93

1,
12

0
13

,5
53

,4
46

,9
43

13
,5

11
,6

52
,3

84
99

,6
32

満
期

保
有

目
的

債
券

種
類

及
び

銘
柄

取
得

価
額

券
面

総
額

貸
借

対
照

表
計

上
額

1,
50

0,
52

0,
90

2
1,

51
2,

58
5,

00
0

1,
50

0,
00

0,
00

0

当
期

費
用

に
含

ま
れ

た
評

価
差

額

摘
　

　
要

目
的

使
用

そ
の

他

財
政

融
資

資
金

17
,6

20
,0

61
,7

34
81

7,
50

8,
50

0
2,

09
1,

20
3,

61
4

16
,3

46
,3

66
,6

20

89
6,

45
4,

81
8

0

賞
与

引
当

金
89

6,
45

4,
81

8
90

0,
98

2,
51

2
89

6,
45

4,
81

8
0

0
18

9,
59

9,
55

0
0

0
環

境
対

策
引

当
金

1,
09

0,
58

2,
06

2

摘
　

　
要

貸
借

対
照

表
計

上
額

6,
31

1,
42

0,
00

0
6,

02
8,

52
5,

00
0

6,
20

0,
00

0,
00

0
5,

80
0,

00
0,

00
0

6,
26

0,
46

5,
70

3
5,

92
3,

93
3,

53
8
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６
．

貸
付

金
等

に
対

す
る

貸
倒

引
当

金
の

明
細

（
単

位
：

円
）

期
末

残
高

10
,3

28
,2

72
10

,3
28

,2
72

注
１

0 0
注

１

17
,6

02
,1

32
17

,6
02

,1
32

注
２

27
,9

30
,4

04
（

注
）

１
．

一
般

債
権

に
つ

い
て

は
、

貸
倒

実
績

率
に

よ
り

、
回

収
不

能
見

込
額

を
計

上
し

て
お

り
ま

す
。

２
．

破
産

更
生

債
権

等
に

つ
い

て
は

、
個

別
に

回
収

可
能

性
を

検
討

し
、

回
収

不
能

見
込

額
を

計
上

し
て

お
り

ま
す

。

７
．

退
職

給
付

引
当

金
の

明
細

（
単

位
：

円
）

摘
　

　
要

退
職

一
時

金
に

係
る

債
務

年
金

資
産

退
職

給
付

引
当

金

８
．

資
産

除
去

債
務

の
明

細
（

単
位

：
円

）

摘
　

　
要

（
注

）
１

．
資

産
除

去
債

務
に

対
応

す
る

除
去

費
用

等
に

つ
い

て
、

独
立

行
政

法
人

会
計

基
準

第
9
1
の

特
定

は
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。

２
．

資
産

除
去

債
務

に
対

応
す

る
除

去
費

用
等

に
つ

い
て

、
独

立
行

政
法

人
会

計
基

準
第

9
1
の

特
定

が
さ

て
れ

お
り

ま
す

。

９
．

保
証

債
務

の
明

細
（

単
位

：
円

）

保
証

料
収

益

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

金
額

(1
,7

41
,7

77
,6

14
)

(1
,7

10
,6

64
,2

70
)

(1
,7

41
,7

77
,6

14
)

(1
,7

10
,6

64
,2

70
)

－

1
13

,7
27

,1
86

,7
34

0
0

1
1,

74
1,

77
7,

61
4

1
11

,9
85

,4
09

,1
20

－

（
注

）
１

．
高

度
専

門
医

療
に

関
す

る
研

究
等

を
行

う
独

立
行

政
法

人
に

関
す

る
法

律
（

平
成

2
0
年

法
律

第
9
3
号

）
附

則
第

8
条

第
7
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

　
各

国
立

高
度

専
門

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

は
、

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
当

該
国

立
高

度
専

門
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
以

外
の

　
国

立
高

度
専

門
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
が

承
継

し
た

旧
特

別
会

計
の

財
政

融
資

資
金

か
ら

の
借

入
金

債
務

を
保

証
し

て
お

り
ま

す
。

２
．

（
　

）
は

、
１

年
以

内
保

証
債

務
減

少
予

定
額

を
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

0 0
85

,4
98

,1
57

期
末

残
高

54
0,

87
8,

89
4

31
5,

03
5,

91
4

2,
10

6,
28

7,
34

4

1,
25

0,
37

2,
53

6

△
 6

,1
38

,6
79 0 0

△
 2

,7
40

,9
20

△
 2

,7
40

,9
20

△
 8

,8
79

,5
99

85
,4

98
,1

57

期
首

残
高

旧
特

別
会

計
の

財
政

融
資

資
金

か
ら

の
負

債
に

係
る

保
証

債
務

85
,4

98
,1

57

区
　

　
　

分
当

期
増

加
期

末
残

高

注
２

55
,0

65
,7

17
25

9,
97

0,
19

7
0

当
期

減
少

期
末

残
高

区
　

　
　

分
貸

付
金

等
の

残
高

貸
倒

引
当

金
の

残
高

当
期

増
減

額
摘

　
　

要
期

首
残

高
当

期
増

減
額

期
末

残
高

期
首

残
高

医
業

未
収

金
5,

07
4,

60
9,

22
4

30
0,

86
5,

57
7

5,
37

5,
47

4,
80

1
16

,4
66

,9
51

△
 6

,1
38

,6
79

一
般

債
権

5,
07

4,
60

9,
22

4
30

0,
86

5,
57

7
5,

37
5,

47
4,

80
1

16
,4

66
,9

51
未

収
金

2,
54

3,
63

8,
78

4
△

 1
00

,9
84

,2
36

2,
44

2,
65

4,
54

8
0

一
般

債
権

2,
54

3,
63

8,
78

4
△

 1
00

,9
84

,2
36

2,
44

2,
65

4,
54

8
0

破
産

更
生

債
権

等
20

,3
43

,0
52

△
 2

,7
40

,9
20

17
,6

02
,1

32
20

,3
43

,0
52

区
　

　
　

分
期

首
残

高
当

期
増

加
額

当
期

減
少

額

退
職

給
付

債
務

合
計

額
56

,7
49

,1
73

46
,5

25
,5

35
17

,7
76

,5
51

破
産

更
生

債
権

等
20

,3
43

,0
52

△
 2

,7
40

,9
20

17
,6

02
,1

32
20

,3
43

,0
52

計
7,

63
8,

59
1,

06
0

19
7,

14
0,

42
1

7,
83

5,
73

1,
48

1
36

,8
10

,0
03

56
,7

49
,1

73
46

,5
25

,5
35

17
,7

76
,5

51

0
△

 9
,3

15
,9

56
△

 9
,3

15
,9

56

58
3,

87
1,

44
8

1,
52

2,
41

5,
89

6
0

0
0

0
56

,7
49

,1
73

37
,2

09
,5

79
8,

46
0,

59
5

期
首

残
高

当
期

増
加

額
当

期
減

少
額

0
1,

25
0,

37
2,

53
6

0

52
8,

80
5,

73
1

12
,0

73
,1

63
0

未
確

認
過

去
勤

務
債

務
及

び
未

認
識

数
理

計
算

上
の

差
異

注
１

区
　

　
　

分

石
綿

障
害

予
防

規
則

放
射

性
同

位
元

素
等

に
よ

る
放

射
線

障
害

の
防

止
に

関
す

る
法

律

放
射

性
同

位
元

素
等

に
よ

る
放

射
線

障
害

の
防

止
に

関
す

る
法

律

合
　

計
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１
０

．
資

本
金

及
び

資
本

剰
余

金
の

明
細

（
単

位
：

円
）

摘
　

　
要

資
本

金
政

府
出

資
金

資
　

 
本

資
本

剰
余

金

剰
余

金
施

設
費

注
１

運
営

費
交

付
金

補
助

金
等

寄
附

金
等

目
的

積
立

金

損
益

外
除

売
却

差
額

相
当

額
注

２

そ
の

他

損
益

外
減

価
償

却
累

計
額

損
益

外
利

息
費

用
累

計
額

（
注

）
１

．
当

期
増

加
額

は
、

主
と

し
て

施
設

整
備

費
補

助
金

を
財

源
と

し
た

資
産

の
増

加
に

よ
る

も
の

で
す

。



（
注

）
２

．
当

期
減

少
額

は
、

固
定

資
産

の
減

少
に

よ
る

も
の

で
す

。



１
１

．
積

立
金

の
明

細
（

単
位

：
円

）

摘
要

注
１

（
注

）
１

．
当

期
増

加
額

は
独

立
行

政
法

人
通

則
法

第
４

４
条

第
１

項
の

規
程

に
従

い
、

前
期

の
利

益
処

分
に

お
い

て
整

理
し

た
額

で
す

。



１
２

．
運

営
費

交
付

金
債

務
及

び
当

期
振

替
額

等
の

明
細

（
１

）
運

営
費

交
付

金
債

務
の

増
減

の
明

細

（
単

位
：

円
）

13
8,

02
8,

46
1

0
7,

94
0,

01
2,

35
0

11
5,

73
9,

65
0

8,
07

8,
04

0,
81

1
11

5,
73

9,
65

0

計
91

,6
62

,4
46

,5
13

0
0

期
末

残
高

91
,6

62
,4

46
,5

13
91

,6
62

,4
46

,5
13

2,
07

1,
71

1,
96

8 0 0

積
立

金

計

期
首

残
高

2,
58

2,
51

9,
38

9
2,

58
2,

51
9,

38
9

区
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
分

92
4,

82
3,

28
3

0

当
期

増
加

額
当

期
減

少
額

92
4,

82
3,

28
3

0

0 0
△

 6
3,

11
5,

19
0

4,
09

6,
48

9,
20

7
6,

10
5,

08
5,

98
5

3,
34

2,
14

7,
26

5

区
　

　
　

　
　

　
　

分
期

首
残

高
当

期
増

加
額

当
期

減
少

額

91
,6

62
,4

46
,5

13
0

0

0
0

0

45
3,

95
7,

38
5

1,
61

7,
75

4,
58

3
0

0
0

0
0

0
0

4,
09

6,
48

9,
20

7
0

0
計

4,
48

8,
10

9,
40

2
1,

61
7,

75
4,

58
3

77
8,

00
0

0
0

0
△

 6
2,

33
7,

19
0

0
77

8,
00

0

差
引

計
2,

39
4,

02
7,

76
5

36
6,

49
6,

17
5

77
8,

00
0

2,
09

4,
08

1,
63

7
1,

24
8,

06
5,

62
8

0

期
末

残
高

運
営

費
交

付
金

収
益

資
産

見
返

小
　

　
計

0
3,

19
2,

78
0

0

3,
50

7,
34

2,
67

2
3,

50
7,

34
2,

67
2

資
本

剰
余

金

3,
19

2,
78

0
2,

75
9,

74
5,

94
0

期
末

残
高

平
成

２
４

年
度

0
8,

05
5,

75
2,

00
0

7,
64

0,
25

6,
13

4
29

9,
75

6,
21

6

交
付

年
度

期
首

残
高

交
付

金
当

期
交

付
額

当
期

振
替

額

0 0
平

成
２

３
年

度
13

8,
02

8,
46

1
0

13
8,

02
8,

46
1

0

計
13

8,
02

8,
46

1
8,

05
5,

75
2,

00
0

7,
77

8,
28

4,
59

5
29

9,
75

6,
21

6
0

運
営

費
交

付
金

20



（
２

）
運

営
費

交
付

金
債

務
の

当
期

振
替

額
の

明
細

平
成

２
３

年
度

交
付

分

（
単

位
：

円
）

２
．

当
該

業
務

に
関

す
る

損
益

等

　
ア

．
臨

床
研

究
業

務
58

,3
15

,9
01

円

　
イ

．
そ

の
他

79
,7

12
,5

60
円

３
．

運
営

費
交

付
金

収
益

化
額

の
積

算
根

拠

　
　

年
度

計
画

の
予

定
ど

お
り

に
遂

行
し

た
業

務
に

つ
い

て
、

各
業

務
に

充
て

ら
れ

る
運

営
費

交
付

金
の

計
画

額
を

収
益

化

平
成

２
４

年
度

交
付

分

（
単

位
：

円
）

２
．

当
該

業
務

に
関

す
る

損
益

等

　
ア

．
研

究
業

務
1,

46
4,

87
7,

00
0

円

　
イ

．
臨

床
研

究
業

務
2,

42
1,

45
4,

18
2

円

　
ウ

．
診

療
業

務
14

5,
20

8,
00

0
円

　
エ

．
教

育
研

修
業

務
1,

28
3,

32
5,

00
0

円

　
オ

．
情

報
発

信
業

務
1,

23
6,

09
8,

72
5

円

　
カ

．
そ

の
他

61
6,

93
9,

81
0

円

　
　

　
（

内
訳

）
病

院
内

保
育

所
運

営
費

費
10

,5
84

,0
00

 円
退

職
手

当
60

6,
35

5,
81

0 
円

　
ア

．
臨

床
研

究
業

務
29

9,
75

6,
21

6
円

３
．

運
営

費
交

付
金

収
益

化
額

の
積

算
根

拠

　
　

年
度

計
画

の
予

定
ど

お
り

に
遂

行
し

た
業

務
に

つ
い

て
、

各
業

務
に

充
て

ら
れ

る
運

営
費

交
付

金
の

計
画

額
を

収
益

化

業
務

達
成

基
準

に
よ

る
振

替
額

運
営

費
交

付
金

収
益

13
8,

02
8,

46
1

１
．

業
務

達
成

基
準

を
採

用
し

た
業

務
：

研
究

業
務

、
臨

床
研

究
業

務
、

診
療

業
務

、
教

育
研

修
業

務
、

情
報

発
信

業
務

、
そ

の
他

（
１

）
損

益
計

算
書

に
計

上
し

た
費

用
の

額
 
：

 
1
3
8
,
0
2
8
,
4
6
1
円

（
２

）
固

定
資

産
の

取
得

額
 
：

 
0
円

計
0

区
　

　
　

分
金
　
　
　
額

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

計
0

会
計

基
準

第
8
1
第

3
項

に
よ

る
振

替
額

0
合

　
　

　
計

13
8,

02
8,

46
1

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

業
務

達
成

基
準

に
よ

る
振

替
額

運
営

費
交

付
金

収
益

１
．

業
務

達
成

基
準

を
採

用
し

た
業

務
：

研
究

業
務

、
臨

床
研

究
業

務
、

診
療

業
務

、
教

育
研

修
業

務
、

情
報

発
信

業
務

、
そ

の
他

（
１

）
損

益
計

算
書

に
計

上
し

た
費

用
の

額
 
：

 
7
,
1
6
7
,
9
0
2
,
7
1
7
円

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

　
－

　
（

費
用

進
行

基
準

を
採

用
し

た
業

務
は

あ
り

ま
せ

ん
）

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

0
資

本
剰

余
金

0
計

　
－

　
（

期
間

進
行

基
準

を
採

用
し

た
業

務
は

あ
り

ま
せ

ん
）

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

0
資

本
剰

余
金

0

（
２

）
固

定
資

産
の

取
得

額
 
：

 
2
9
9
,
7
5
6
,
2
1
6
 
円

計
7,

94
0,

01
2,

35
0

会
計

基
準

第
8
1
第

3
項

に
よ

る
振

替
額

00

　
－

　
（

費
用

進
行

基
準

を
採

用
し

た
業

務
は

あ
り

ま
せ

ん
）

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

0
資

本
剰

余
金

0

　
－

　
（

期
間

進
行

基
準

を
採

用
し

た
業

務
は

あ
り

ま
せ

ん
）

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

0
資

本
剰

余
金

0 0

費
用

進
行

基
準

に
よ

る
振

替
額

運
営

費
交

付
金

収
益

0

期
間

進
行

基
準

に
よ

る
振

替
額

運
営

費
交

付
金

収
益

計
0

29
9,

75
6,

21
6

資
本

剰
余

金
0

合
　

　
　

計
7,

94
0,

01
2,

35
0

資
本

剰
余

金
0

費
用

進
行

基
準

に
よ

る
振

替
額

運
営

費
交

付
金

収
益

0

区
　

　
　

分
金
　
　
　
額

計
13

8,
02

8,
46

1

期
間

進
行

基
準

に
よ

る
振

替
額

運
営

費
交

付
金

収
益

0

7,
64

0,
25

6,
13

4

21



（
３

）
運

営
費

交
付

金
債

務
残

高
の

明
細

（
単

位
：

円
）

　
－

　
（

期
間

進
行

基
準

を
採

用
し

た
業

務
は

あ
り

ま
せ

ん
）

　
－

　
（

費
用

進
行

基
準

を
採

用
し

た
業

務
は

あ
り

ま
せ

ん
）

１
３

．
運

営
費

交
付

金
以

外
の

国
等

か
ら

の
財

源
措

置
の

明
細

（
１

）
施

設
費

の
明

細

（
単

位
：

円
）

20
,2

21
,4

17

20
,2

21
,4

17

資
本

剰
余

金

1,
61

7,
75

4,
58

3

1,
61

7,
75

4,
58

3

○
が

ん
研

究
開

発
費

に
係

る
次

年
度

へ
の

繰
越

が
生

じ
た

こ
と

に
よ

り
債

務
残

高
が

発
生

し
た

も
の

。
当

該
債

務
残

高
は

２
５

年
度

に
全

額
収

益
化

等
を

行
う

予
定

。

○
退

職
手

当
に

係
る

次
年

度
へ

の
繰

越
が

生
じ

た
こ

と
に

よ
り

債
務

残
高

が
発

生
し

た
も

の
。

当
該

債
務

残
高

は
２

５
年

度
に

全
額

収
益

化
等

を
行

う
予

定
。

○
施

設
整

備
費

に
係

る
次

年
度

へ
の

繰
越

が
生

じ
た

こ
と

に
よ

り
債

務
残

高
が

発
生

し
た

も
の

。
当

該
債

務
残

高
は

２
５

年
度

に
全

額
収

益
化

等
を

行
う

予
定

。

交
付

年
度

運
営

費
交

付
金

債
務

残
高

残
高

の
発

生
理

由
及

び
収

益
化

等
の

計
画

区
　

　
分

業
務

等
区

分
金

　
　

額

14
,1

17
,0

00
教

育
研

修
業

務
0

情
報

発
信

業
務

0

業
務

達
成

基
準

を
採

用
し

た
業

務
に

係
る

分

研
究

業
務

0
臨

床
研

究
業

務
13

,3
59

,9
00

そ
の

他
88

,2
62

,7
50

左
の

会
計

処
理

内
訳

摘
　

要
建

設
仮

勘
定

見
返

施
設

費
そ

の
他

平
成

２
３

年
度

　
独

立
行

政
法

人
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
　

施
設

整
備

費
補

助
金

1,
63

7,
97

6,
00

0
0

－

計
11

5,
73

9,
65

0

区
　

　
　

　
　

分
当

期
交

付
額

平
成

２
４

年
度

費
用

進
行

基
準

を
採

用
し

た
業

務
に

係
る

分
－

小
計

11
5,

73
9,

65
0

期
間

進
行

基
準

を
採

用
し

た
業

務
に

係
る

分
－

－

診
療

業
務

合
　
　
　
　
　
計

1,
63

7,
97

6,
00

0
0

22



（
２

）
補

助
金

等
の

明
細

（
単

位
：

円
）

0
0

18
,9

94
,0

00

0
44

,0
02

,0
57

32
5,

47
7,

86
3

0
0

22
,7

77
,1

14

0
0

14
,5

75
,8

81

0
0

12
,0

00
,0

00

0
0

15
9,

91
1,

82
0

0
44

,0
02

,0
57

55
3,

73
6,

67
8

１
４

．
役

員
及

び
職

員
の

給
与

の
明

細
（

単
位

：
千

円
、

人
）

（
注

）
１

．

２
．

３
．

支
給

人
員

は
、

年
間

平
均

支
給

人
員

数
を

記
載

し
て

お
り

ま
す

。

４
．

非
常

勤
の

役
員

及
び

職
員

は
、

外
数

と
し

て
（

　
　

）
で

記
載

し
て

お
り

ま
す

。

５
．

中
期

計
画

に
お

い
て

は
、

法
定

福
利

費
等

を
含

め
て

予
算

上
の

人
件

費
と

し
て

お
り

ま
す

が
、

上
記

明
細

に
は

法
定

福
利

費
等

は
含

ま
れ

て
お

り
ま

せ
ん

。

(0
) 0

(0
)

17
6

資
産

見
返

補
助

金
等

0

12
8,

32
0,

08
0

69
,4

42
,2

75

15
,0

04
,5

00 0 0

21
2,

76
6,

85
5

支
給

人
員

資
本

剰
余

金
預

り
補

助
金

等

左
の

会
計

処
理

内
訳

収
益

計
上

平
成

２
４

年
度

疾
病

予
防

対
策

事
業

等
補

助
金

18
,9

94
,0

00
0

平
成

２
４

年
度

医
療

施
設

運
営

費
等

補
助

金
49

7,
80

0,
00

0
0

区
　

　
　

　
　

分
当

期
交

付
額

建
設

仮
勘

定
補

助
金

等

0

平
成

２
４

年
度

老
人

保
健

推
進

費
等

補
助

金

平
成

２
４

年
度

医
薬

品
等

審
査

迅
速

化
事

業
補

助
金

92
,2

19
,3

89
0

平
成

２
４

年
度

地
域

産
学

官
連

携
科

学
技

術
振

興
事

業
費

補
助

金
29

,5
80

,3
81

0 0

職
員

に
対

す
る

給
与

等
の

支
給

基
準

は
、

独
立

行
政

法
人

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

職
員

給
与

規
程

、
独

立
行

政
法

人
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
非

常
勤

職
員

給
与

規
程

、
独

立
行

政
法

人
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
非

常
勤

医
師

及
び

研
究

員
給

与
規

程
、

独
立

行
政

法
人

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

職
員

退
職

手
当

規
程

に
よ

っ
て

お
り

ま
す

。

合
　

　
　

計
(3

,1
30

,6
22

)
(9

64
)

(0
)

12
,4

01
,4

20
1,

66
5

61
4,

81
6

職
　

　
　

員
(3

,1
24

,4
42

)
(9

59
)

(0
)

12
,3

57
,7

24
1,

66
2

61
4,

81
6

役
員

に
対

す
る

報
酬

等
の

支
給

基
準

は
、

独
立

行
政

法
人

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

役
員

報
酬

規
程

及
び

独
立

行
政

法
人

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

役
員

退
職

手
当

規
程

に
よ

っ
て

お
り

ま
す

。

(0
)

17
6

平
成

２
４

年
度

科
学

技
術

戦
略

推
進

費
補

助
金

15
9,

91
1,

82
0

役
　

　
　

員
(6

,1
80

)
(5

)
(0

)
43

,6
96

3
0

合
　
　
　
　
　
計

81
0,

50
5,

59
0

0

区
　

　
　

分
報

酬
又

は
給

与
退

職
手

当

支
給

額
支

給
人

員
支

給
額

12
,0

00
,0

00
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１
５

．
開

示
す

べ
き

セ
グ

メ
ン

ト
情

報
（

単
位

：
円

）

研
究

事
業

臨
床

研
究

事
業

診
療

事
業

教
育

研
修

事
業

情
報

発
信

事
業

計
法

人
共

通
合

計

事
業

費
用

業
務

費
4,

19
4,

48
1,

23
8

4,
99

1,
15

1,
04

2
33

,2
65

,2
30

,1
12

2,
27

1,
68

0,
60

4
1,

42
4,

52
1,

27
8

46
,1

47
,0

64
,2

74
-

46
,1

47
,0

64
,2

74
一

般
管

理
費

-
-

-
-

-
0

1,
33

1,
69

8,
29

4
1,

33
1,

69
8,

29
4

財
務

費
用

72
4,

53
2

0
37

3,
78

7,
92

9
0

0
37

4,
51

2,
46

1
0

37
4,

51
2,

46
1

そ
の

他
4,

63
0,

63
6

14
,8

79
,6

66
35

,7
48

,5
54

1,
01

4,
17

8
75

6,
84

0
57

,0
29

,8
74

57
,1

44
,8

78
11

4,
17

4,
75

2
事

業
費

用
計

4,
19

9,
83

6,
40

6
5,

00
6,

03
0,

70
8

33
,6

74
,7

66
,5

95
2,

27
2,

69
4,

78
2

1,
42

5,
27

8,
11

8
46

,5
78

,6
06

,6
09

1,
38

8,
84

3,
17

2
47

,9
67

,4
49

,7
81

事
業

収
益

研
究

収
益

2,
30

3,
09

5,
32

2
2,

48
9,

42
8,

49
5

-
-

-
4,

79
2,

52
3,

81
7

0
4,

79
2,

52
3,

81
7

医
業

収
益

-
-

34
,3

51
,1

48
,0

45
-

-
34

,3
51

,1
48

,0
45

0
34

,3
51

,1
48

,0
45

研
修

収
益

-
-

-
17

,9
67

,5
71

-
17

,9
67

,5
71

-
17

,9
67

,5
71

運
営

費
交

付
金

収
益

1,
46

4,
87

7,
00

0
2,

78
3,

23
0,

78
5

14
5,

20
8,

00
0

1,
28

3,
32

5,
00

0
1,

48
4,

70
4,

00
0

7,
16

1,
34

4,
78

5
61

6,
93

9,
81

0
7,

77
8,

28
4,

59
5

補
助

金
等

収
益

15
9,

91
1,

82
0

39
9,

45
0,

69
7

18
,9

94
,0

00
0

0
57

8,
35

6,
51

7
0

57
8,

35
6,

51
7

寄
附

金
収

益
0

0
0

0
0

0
41

,8
80

,4
62

41
,8

80
,4

62
資

産
見

返
負

債
戻

入

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

戻
入

0
12

5,
16

0,
56

3
0

0
0

12
5,

16
0,

56
3

0
12

5,
16

0,
56

3
資

産
見

返
補

助
金

等
戻

入
21

5,
27

4,
50

5
60

,1
29

,2
65

15
,0

57
,7

19
0

0
29

0,
46

1,
48

9
0

29
0,

46
1,

48
9

資
産

見
返

寄
附

金
戻

入
5,

57
9,

58
9

0
2,

13
2,

79
8

0
0

7,
71

2,
38

7
0

7,
71

2,
38

7
施

設
費

収
益

0
0

7,
80

4,
83

4
0

0
7,

80
4,

83
4

0
7,

80
4,

83
4

財
務

収
益

0
0

0
0

0
0

39
,8

84
,5

65
39

,8
84

,5
65

そ
の

他
12

,2
90

,1
03

4,
61

6,
49

8
16

3,
64

9,
40

3
39

,9
09

,4
91

10
0,

03
8,

96
9

32
0,

50
4,

46
4

30
,7

84
,3

55
35

1,
28

8,
81

9
事

業
収

益
計

4,
16

1,
02

8,
33

9
5,

86
2,

01
6,

30
3

34
,7

03
,9

94
,7

99
1,

34
1,

20
2,

06
2

1,
58

4,
74

2,
96

9
47

,6
52

,9
84

,4
72

72
9,

48
9,

19
2

48
,3

82
,4

73
,6

64
事

業
損

益
（

△
損

失
）

△
 3

8,
80

8,
06

7
85

5,
98

5,
59

5
1,

02
9,

22
8,

20
4

△
 9

31
,4

92
,7

20
15

9,
46

4,
85

1
1,

07
4,

37
7,

86
3

△
 6

59
,3

53
,9

80
41

5,
02

3,
88

3
5,

49
7,

69
3,

12
0

3,
05

4,
08

4,
80

5
41

,9
88

,4
98

,4
16

57
5,

44
8,

65
1

25
7,

54
5,

71
1

51
,3

73
,2

70
,7

03
80

,4
45

,2
08

,9
37

13
1,

81
8,

47
9,

64
0

　
（

主
要

資
産

内
訳

）

流
動

資
産

現
金

及
び

預
金

0
0

0
0

0
0

11
,8

84
,7

70
,8

54
11

,8
84

,7
70

,8
54

医
業

未
収

金
0

0
5,

37
5,

47
4,

80
1

0
0

5,
37

5,
47

4,
80

1
0

5,
37

5,
47

4,
80

1
固

定
資

産

有
形

固
定

資
産

5,
49

9,
71

4,
14

7
2,

25
1,

79
0,

57
3

34
,9

59
,2

71
,3

94
55

9,
94

6,
08

3
17

8,
83

0,
38

4
43

,4
49

,5
52

,5
81

54
,2

49
,9

25
,3

68
97

,6
99

,4
77

,9
49

　
１

．

２
．

事
業

の
内

容

「
研

究
事

業
」

 
：

 
が

ん
に

関
す

る
戦

略
的

研
究

・
開

発
を

推
進

す
る

事
業

「
臨

床
研

究
事

業
」

 
：

 
治

療
成

績
及

び
患

者
の

Q
O
L
の

向
上

に
つ

な
が

る
臨

床
研

究
及

び
治

験
等

の
事

業

「
診

療
事

業
」

 
：

 
が

ん
患

者
及

び
そ

の
家

族
の

視
点

に
立

っ
た

、
良

質
か

つ
安

全
な

医
療

を
提

供
す

る
た

め
の

事
業

「
教

育
研

修
事

業
」

 
：

 
が

ん
に

対
す

る
研

究
・

医
療

の
専

門
家

（
看

護
師

、
薬

剤
師

等
の

コ
メ

デ
ィ

カ
ル

部
門

も
含

む
。

）
の

育
成

を
積

極
的

に
行

う
事

業

「
情

報
発

信
事

業
」

 
：

 
研

究
成

果
等

や
収

集
し

た
国

内
外

の
最

新
知

見
等

の
情

報
を

迅
速

か
つ

分
か

り
易

く
、

国
民

及
び

医
療

機
関

に
提

供
す

る
事

業

３
．

事
業

費
用

の
う

ち
法

人
共

通
は

、
各

セ
グ

メ
ン

ト
に

配
賦

不
能

費
用

で
あ

り
、

そ
の

主
な

も
の

は
、

管
理

部
門

に
係

る
費

用
（

1
,
3
8
8
,
8
4
3
,
1
7
2
円

）
で

す
。

４
．

総
資

産
の

う
ち

法
人

共
通

は
、

各
セ

グ
メ

ン
ト

に
配

賦
し

な
か

っ
た

資
産

で
あ

り
、

そ
の

主
な

も
の

は
、

現
金

及
び

預
金

（
1
1
,
8
8
4
,
7
7
0
,
8
5
4
円

）
、

管
理

部
門

が
管

理
す

る
土

地
（

5
3
,
2
1
8
,
4
3
7
,
6
0
0
円

）
、

建
物

（
9
9
5
,
9
6
4
,
4
2
4
円

）
で

す
。

５
．

損
益

外
減

価
償

却
相

当
額

、
損

益
外

利
息

費
用

相
当

額
、

損
益

外
除

売
却

差
額

相
当

額
及

び
引

当
外

退
職

給
付

増
加

見
積

額
の

各
セ

グ
メ

ン
ト

の
金

額
は

、
以

下
の

と
お

り
で

す
。

（単
位

：円
）

研
究

事
業

臨
床

研
究

事
業

診
療

事
業

教
育

研
修

事
業

情
報

発
信

事
業

計
法

人
共

通
合

計

62
1,

98
1,

29
3

69
9,

16
3

55
2,

02
1,

50
4

27
,5

24
,6

72
12

,8
92

,1
81

1,
21

5,
11

8,
81

3
32

,9
46

,8
15

1,
24

8,
06

5,
62

8
0

0
3,

19
2,

78
0

0
0

3,
19

2,
78

0
0

3,
19

2,
78

0
0

0
0

0
0

0
77

8,
00

0
77

8,
00

0
△

 9
5,

64
5,

62
0

△
 2

0,
40

9,
23

9
△

 9
39

,9
13

,3
81

2,
06

5,
50

4
△

 7
,6

90
,5

53
△

 1
,0

61
,5

93
,2

89
△

 2
87

,3
74

,6
98

△
 1

,3
48

,9
67

,9
87

引
当

外
退

職
給

付
増

加
見

積
額

総
資

産

セ
グ

メ
ン

ト
の

区
分

に
つ

い
て

は
、

高
度

専
門

医
療

に
関

す
る

研
究

等
を

行
う

独
立

行
政

法
人

に
関

す
る

法
律

に
定

め
ら

れ
て

い
る

業
務

内
容

に
基

づ
き

、
「

研
究

事
業

」
、

「
臨

床
研

究
事

業
」

、
「

診
療

事
業

」
、

「
教

育
研

修
事

業
」

、
「

情
報

発
信

事
業

」
に

区
分

し
て

お
り

ま
す

。

損
益

外
減

価
償

却
相

当
額

損
益

外
除

売
却

差
額

相
当

額

損
益

外
利

息
費

用
相

当
額
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１
６

．
関

連
公

益
法

人
の

状
況

・
公

益
財

団
法

人
が

ん
研

究
振

興
財

団
（

１
）

関
連

公
益

法
人

の
概

要

会
長

大
竹

　
美

喜
ア

フ
ラ

ッ
ク

最
高

顧
問

理
事

長
高

山
　

昭
三

公
益

財
団

法
人

が
ん

研
究

振
興

財
団

理
事

長
（

元
国

立
が

ん
セ

ン
タ

ー
研

究
所

長
）

専
務

理
事

北
井

　
曉

子
公

益
財

団
法

人
が

ん
研

究
振

興
財

団
専

務
理

事

理
事

上
田

　
龍

三
愛

知
医

科
大

学
医

学
部

腫
瘍

免
疫

講
座

教
授

（
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
理

事
長

特
任

補
佐

）

理
事

垣
添

　
忠

生
公

益
財

団
法

人
日

本
対

が
ん

協
会

会
長

（
元

国
立

が
ん

セ
ン

タ
ー

総
長

）

理
事

児
玉

　
哲

郎
栃

木
県

立
が

ん
セ

ン
タ

ー
所

長
（

元
国

立
が

ん
セ

ン
タ

ー
部

長
）

理
事

関
谷

　
剛

男
公

益
財

団
法

人
佐

々
木

研
究

所
常

務
理

事
・
研

究
所

長
（
元

国
立

が
ん

セ
ン

タ
ー

部
長

）

理
事

堀
田

　
知

光
独

立
行

政
法

人
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
理

事
長

理
事

山
口

　
建

静
岡

県
立

静
岡

が
ん

セ
ン

タ
ー

総
長

（
元

国
立

が
ん

セ
ン

タ
ー

研
究

所
副

所
長

）

監
事

亀
口

　
政

史
亀

口
公

認
会

計
士

事
務

所
所

長

（
２

）
関

連
公

益
法

人
と

の
取

引
の

関
連

図

公
益

財
団

法
人

が
ん

研
究

振
興

財
団

は
、

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

の
建

物
の

一
部

を
借

り
て

い
る

た
め

、

財
団

か
ら

賃
借

料
の

支
払

い
が

行
わ

れ
て

い
る

。

（
３

）
関

連
公

益
法

人
の

財
務

状
況

（
４

）
関

連
公

益
法

人
の

正
味

財
産

に
つ

い
て

A
B

C
=
A
-
B

D
E
=
C
+
D

F
G

H
=
F
+
G

I
J
=
H
+
I

K
=
E
+
J

35
4,

55
6,

64
5

29
8,

75
7,

99
6

55
,7

98
,6

49
41

5,
66

8,
08

6
34

5,
79

3,
90

4
69

,8
74

,1
82

0
△

 6
1,

11
1,

44
1

2,
54

4,
60

7,
31

8
2,

48
3,

49
5,

87
7

0
0

0
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【 独立行政法人国立がん研究セン タ ー】 （ 単位： 円）

区　 　 分 予算額 決算額 差額 備考

収入

運営費交付金 8,204,000,000 8,055,752,000 △ 148,248,000 給与法改正に伴い人件費相当額が削減さ れたこ と によ る 。

施設整備費補助金 1,948,000,000 455,017,417 △ 1,492,982,583 23年度分が25年4月に入金、 24年度分が25年度で入金さ れたこ と によ る 。

長期借入金等 3,218,000,000 817,508,500 △ 2,400,491,500 25年度で借り 入れる こ と になっ たこ と によ る 。

業務収入 36,995,000,000 39,312,338,465 2,317,338,465 医業収益の増等によ る 。

その他収入 10,396,000,000 7,540,083,504 △ 2,855,916,496 定期預金の戻入等によ る 。

計 60,761,000,000 56,180,699,886 △ 4,580,300,114

支出

業務経費 42,901,000,000 42,567,986,076 △ 333,013,924

研究業務経費 3,782,000,000 3,690,730,720 △ 91,269,280 経費の削減等によ る 。

臨床研究業務経費 5,053,000,000 4,587,442,407 △ 465,557,593 経費の削減等によ る 。

診療業務経費 28,823,000,000 29,320,543,851 497,543,851 人件費及び経費の増加等によ る 。

教育研修業務経費 2,017,000,000 2,265,247,283 248,247,283 人件費及び経費の増加等によ る 。

情報発信業務経費 1,637,000,000 1,299,485,295 △ 337,514,705 経費の削減等によ る 。

その他の経費 1,589,000,000 1,404,536,520 △ 184,463,480 経費の削減等によ る 。

施設整備費 5,951,000,000 5,304,968,405 △ 646,031,595 23年度から 未完成で繰り 越さ れた整備が完成し たため

借入金償還 2,091,000,000 2,091,203,614 203,614 予算上の償還予定額と 決算上の償還実績額が異なっ たこ と によ る 。

支払利息 379,000,000 380,160,090 1,160,090 予算上の償還予定額と 決算上の償還実績額が異なっ たこ と によ る 。

その他支出 665,000,000 5,876,560,699 5,211,560,699 定期預金の預入等によ る 。

計 51,987,000,000 56,220,878,884 4,233,878,884

（ 注） 損益計算書の計上額と 決算額の集計区分の相違の概要は、 以下のと おり であり ます。

決　 算　 報　 告　 書
（ 平成２ ４ 年４ 月１ 日～平成２ ５ 年３ 月３ １ 日）

　  （ １ ） 損益計算書の補助金等収益、 業務収益、 寄附金収益、 財務収益、 その他経常収益は、 決算報告書上は「 業務収入」 に含んでおり ます。

　  （ ２ ） 損益計算書の一般管理費、 その他経常費用は、 決算報告書上は業務経費の「 その他の経費」 に含んでおり ます。
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独立行政法人国立がん研究センター 平成２４年度事業報告書 
 

1. 国民の皆様へ    
独立行政法人国立がん研究センターは、平成 22 年 4 月に独立行政法人としてス

タートし 3 年目を迎えるとともに、国立機関として創設されてから 50 周年を迎え

ました。 
50 年にわたり、地域の方々はもとより全国のがん患者さんに最新かつ最善の医

療を提供するとともに、がんの病態解明と治療開発に向けた先端的な研究を行い、

適正な臨床試験によって確立された根拠に基づくがん医療を実践する場として医

師、看護師をはじめとする専門医療従事者養成の中心的役割を担ってきました。 
当法人の業務は多岐にわたっていますが、大別すると研究業務、臨床研究業務、

診療業務、教育研修業務、情報発信業務に区分できます。 
研究事業としては、がんの予防、診断に役立つよう、遺伝子レベルの研究から

臨床に直結した研究に至るまで幅広い研究を推進するとともに、基礎研究と臨床

研究とのトランスレーショナルリサーチが推進されるように、共同カンファレン

スを実施し環境整備を進めています。バイオバンクの基礎となる包括同位体制を

維持し、他機関へ当センターのノウハウの提供を行っています。 
臨床研究事業としては、新薬や新治療法を待ち望む患者さんに速やかに提供で

きるよう、がんに関する医薬品の治験や臨床研究を推進するとともに、企業、大

学との連携協定、早期探索的臨床試験拠点になるなど強化を図っています。また、

早期・探索的臨床研究センターを中心として、未承認薬を用いた医師主導治験を

実施しました。 

診療事業としては、中央病院と東病院の２病院を運営し、高度先駆的医療の提

供に努めており、東病院では陽子線治療も行っています。患者目線で最良の医療

について考えていくがん相談対話外来の運用を行っています。 
教育研修事業としては、がんに関する臨床医学の専門的な知識と技能を有する

医師を育成するため、レジデント制度及びがん専門修練医制度を実施しています。 
  レジデントや職員を対象とした連携大学院を実施しています。 

情報発信事業としては、わが国のがん対策を総合的かつ計画的に推し進めるた

めに必要な情報を整備し、がん診療に従事する医療関係者やがん患者さんに提供

するほか、医療スタッフの人材育成、技術支援等を通じて、我が国のがん医療の

水準の向上に努めています。 
このほか、我が国のがん対策が科学的根拠に基づき、かつ、実情に即したもの

となるよう、専門的な観点から政策提言を行っています。 
平成２４年度は年度計画に揚げた数値目標はおおよそ達成し、経常収支も３年

連続で黒字を維持して経営的にも十分な成果を実現することができました。 
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2. 基本情報 
(1) 法人の概要 
① 法人の目的 

独立行政法人国立がん研究センターは、がんその他の悪性新生物に係る医

療に関し、調査、研究及び技術の開発並びにこれらの業務に密接に関連する

医療の提供、技術者の研修等を行うことにより、国の医療政策として、がん

その他の悪性新生物に関する高度かつ専門的な医療の向上を図り、もって公

衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としています。（高度専門医療

に関する研究等を行う独立行政法人に関する法律第三条） 
② 業務内容 

当法人は、高度専門医療に関する研究等を行う独立行政法人に関する法律

第三条の目的を達成するため以下の業務を行います。 
一 がんその他の悪性新生物に係る医療に関し、調査、研究及び技術の 

開発を行うこと。 
二 前号に掲げる業務に密接に関連する医療を提供すること。 
三 がんその他の悪性新生物に係る医療に関し、技術者の研修を行う 

こと。 
四 前三号に掲げる業務に係る成果の普及及び政策の提言を行うこと。 
五 前各号に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。 

③ 沿革 
昭和 37 年  1 月  国立がんセンター設置 
昭和 56 年  9 月  新研究棟竣工 
平成  4 年  7 月   国立がんセンター東病院開院 

国立がんセンター病院を国立がんセンター中央病院に 
                  改称 
平成  6 年  4 月  研究所支部開所 
平成  9 年  3 月  陽子線治療棟竣工 
平成 11 年  1 月  中央病院新棟開棟 
平成 13 年  3 月  疾病ゲノム棟竣工 
平成 16 年  2 月  がん予防・検診研究センター開所 
平成 17 年 10 月  臨床開発センター開所 
平成 22 年  4 月  独立行政法人国立がん研究センター設立 

④ 設立根拠法 
高度専門医療に関する研究等を行う独立行政法人に関する法律 
（平成２０年法律第９３号） 

⑤ 主務大臣（主務省所管課等） 
厚生労働大臣（厚生労働省医政局国立病院課） 
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⑥ 組織図 
（平成２５年４月１日現在）

監 査 室

理 事 長 特 任 補佐

企 画 戦 略 局

理 事 長 理 事 会 監 事

臨 床 開 発 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

早期･探索臨床研究ｾﾝﾀｰ

事 務 部 門

多施設臨床試験支援ｾﾝﾀｰ

学際的研究支援室

がん予防･検診研究ｾﾝﾀｰ

がん対策情報ｾﾝﾀｰ

中 央 病 院

東 病 院

研 究 所

執

行

役

員

会

 
 

(2) 住所 
築地キャンパス：東京都中央区築地５－１－１ 
柏キャンパス ：千葉県柏市柏の葉６－５－１ 
 

(3) 資本金の状況             
                            （単位：百万円） 

区分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 
政府出資金 91,662 0 0 91,662 
資本金合計 91,662 0 0 91,662 
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(4)役員の状況 
                                   (平成 25 年 4 月 1 日現在) 

役職 氏名 任期 担当 経歴 
 
理事長 

 
堀田知光 

 
自 平成 24 年 4 月 1 日 
至 平成 26 年 3 月 31 日 

 
 
 
 
 
 
 
 

平成 18 年 4 月 
 独）国立病院機構名古屋 
医療センター院長 

平成 19 年 4 月 
 独）国立病院機構本部東海

北陸ブロック担当理事 
平成 24 年 4 月 
 （現職） 

 
理 事 

 

 
荒井保明 
 

 
自 平成 24 年 8 月 1 日 
至 平成 26 年 7 月 31 日 
 

 
臨床 
 
 

平成 24 年 7 月 
 国立がん研究センター 
 中央病院長 
平成 24 年 8 月 
 （現職） 

 
理 事 
(非常勤) 

 
末松 誠 
 

 
自 平成 25 年 4 月 1 日 
至 平成 27 年 3 月 31 日 
 

 
教育・評価 
 
 

平成 19 年 10 月 
 慶応義塾大学医学部長 
平成 23 年 4 月 
 （現職） 

 
理 事 
(非常勤) 

 
佃 和夫 
 

 
自 平成 25 年 4 月 1 日 
至 平成 27 年 3 月 31 日 

 
経営・業務 
改善 

平成 24 年 4 月 
 三菱重工業株式会社 
 取締役相談役 
平成 24 年 4 月 
 （現職） 

 
理 事 
 

 
中釜 斉 
 
 

 
自 平成 24 年 4 月 1 日 
至 平成 26 年 3 月 31 日 
 

 
研究・国際 
 
 

平成 23 年 4 月 
 国立がん研究センター 
研究所長 

平成 24 年 4 月 
 （現職） 

 
理 事 
(非常勤) 

 
門田守人 

 
自 平成 24 年 4 月 1 日 
至 平成 26 年 3 月 31 日 

 
がん対策 
 
 

平成 24 年 4 月 
 公益財団法人がん研究会 
有明病院院長 

平成 24 年 4 月 
 （現職） 

 
監 事 
(非常勤) 

 
長崎武彦 

 
自 平成 24 年 4 月 1 日 
至 平成 26 年 3 月 31 日 

 
 
 
 

平成 18 年 4 月 
 新日本有限責任監査法人

副理事長 
平成 22 年 4 月 
 公認会計士 
 （現職） 

 
監 事 
(非常勤) 

 
小野高史 

 
自 平成 24 年 4 月 1 日 
至 平成 26 年 3 月 31 日 

 
 
 
 
 

平成 22 年 7 月 
東海旅客鉄道株式会社 
顧問 

平成 24 年 4 月 
 （現職） 
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(5)常勤職員の状況 
常勤職員は平成 25 年 1 月 1 日現在において 1,685 人（前年比 68 人増、4.2%

増）であり、平均年齢は 37 歳となっています。このうち、国等からの出向者は

9 人です。 
 

3. 簡潔に要約された財務諸表 
① 貸借対照表 (http://www.ncc.go.jp)   

         （単位：百万円） 
資 産 の 部 金 額 負 債 の 部 金 額 

流動資産 21,593 流動負債 14,663  

 現金・預金   11,885  運営費交付金債務      116 

 医業未収金    5,365  一年以内返済長期借入金    2,190 

 棚卸資産      326  買掛金  2,010 

 その他 4,018  未払金  6,971 

固定資産 110,225  一年以内リース債務    373 

 有形固定資産   97,699  賞与引当金  901 

 無形固定資産 274      その他    2,103 

 投資その他の資産 12,252 固定負債 19,026 

 
         長期借入金 14,157 

     リース債務 252 

     退職給付引当金 85 

     その他 4,532 

    負 債 合 計 33,689 

    純 資 産 の 部 金 額 

    
資本金 

政府出資金 

 

91,662  

    資本剰余金 2,760 

    利益剰余金 3,707 

    純 資 産 合 計 98,130 

資 産 合 計  131,818 負債純資産合計 131,818 

 

 

 

 

 

 

 

5



② 損益計算書(http://www.ncc.go.jp) 
                              （単位：百万円） 

  金   額 

経 常 費 用 （A) 47,967 

   業務費   

     人件費  17,422 

     減価償却費 4,296 

     その他 24,428  

   一般管理費 1,332 

   その他経常費用   489 

経 常 収 益 （B) 48,382 

   補助金等収益等 8,357 

   自己収入等 39,162 

   その他 864 

臨 時 損 益 （C） △215 

当 期 総 利 益 （B-A+C) 200 

 
③ キャッシュ・フロー計算書(http://www.ncc.go.jp) 

                          （単位：百万円） 
  金  額 

Ⅰ業務活動によるキャッシュ･フロー（A) 6,951 

   人件費支出 △18,354 

   補助金等収入 2,036  

   自己収入等 39,275 

   その他収入・支出 △16,006 

Ⅱ投資活動によるキャッシュ･フロー（B) △4,996 

Ⅲ財務活動によるキャッシュ･フロー（C) △1,995 

Ⅳ資金増加額（又は減少額）（D＝A+B+C) △40 

Ⅴ資金期首残高（E) 11,916  

Ⅵ資金期末残高（F=D+E) 11,876 
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④ 行政サービス実施コスト計算書(http://www.ncc.go.jp) 
                           （単位：百万円） 

  金  額 

Ⅰ業務費用 9,178 

  損益計算書上の費用 48,195 

  （控除）自己収入等 △39,017  

（その他の行政サービス実施コスト）   

Ⅱ損益外減価償却相当額 1,248  

Ⅲ損益外利息費用相当額 3 

Ⅳ損益外除売却差額相当額 1 

Ⅴ引当外退職給付増加見積額 △1,349  

Ⅵ機会費用 528  

Ⅶ行政サービス実施コスト 9,609 

 
 財務諸表の科目 

① 貸借対照表 
流動資産 
現金・預金  ：現金、預金 
医業未収金  ：医業収益に対する未収金 
棚卸資産   ：医薬品、診療材料、給食用材料等 

     固定資産 
有形固定資産 ：土地、建物、医療用器械等 
無形固定資産 ：ソフトウェア、電話加入権等 
投資その他の資産 ：投資有価証券等 

     流動負債 
運営費交付金債務：国から各業務に係る運営費交付金を受領した際に債務 

として整理する勘定 
一年以内返済長期借入金：長期借入金のうち１年以内に返済期限が到来す 

るもの 
      買掛金    ：医薬品、診療材料、給食材料に係る未払債務 
      未払金    ：買掛金以外の未払債務 
      一年以内リース債務：リース債務のうち１年以内に支払期限が到来するも 

の 
賞与引当金  ：支給対象期間に基づき定期に支給する役職員賞与に対す

る引当金 
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環境対策引当金：環境有害物質の除去に伴う処理費用の支出に備えるため、 

今後発生すると見込まれる金額を計上したもの 

固定負債 
長期借入金  ：財政融資資金、借入金であって、当初の契約において１

                       年を超えて最終の返済期限が到来するもの（一年以内返済 
長期借入金に該当するものを除く） 

リース債務  ：ファイナンス・リース取引に係る未払債務（一年以内支 
払リース債務に該当するものを除く） 

退職給付引当金：将来支払われる退職給付に備えて設定される引当金 
政府出資金  ：政府による出資金 
資本剰余金  ：国から交付された施設費や補助金等を財源として取得し 

た償却資産及びその資産の損益外減価償却相当額の累計 
額又は損益外減損損失相当額の累計額 

利益剰余金  ：業務に関連して発生した剰余金の累計額 
 

② 損益計算書 
業務費    ：独立行政法人の業務に要した費用 
人件費    ：給与、賞与、法定福利費等、独立行政法人の職員等に要 

する経費 
減価償却費  ：業務に要する固定資産の取得原価をその耐用年数にわた 

って費用として配分する経費 
その他経常費用：利息の支払や、債券の発行に要する経費 
補助金等収益等：国・地方公共団体等の補助金等、国からの運営費交付金 

のうち、当期の収益として認識した収益 
自己収入等  ：医業にかかる収益、委託を受けて行う研究にかかる収益

等 
臨時損益   ：固定資産の除却損益、物品受贈益等が該当 
 

③ キャッシュ・フロー計算書 
業務活動によるキャッシュ・フロー：独立行政法人の通常の業務の実施に

係る資金の状態を表し、サービスの提供等による収入、原

材料、商品又はサービスの購入による支出、人件費支出等

が該当 
投資活動によるキャッシュ・フロー：将来に向けた運営基盤の確立のため

に行われる投資活動に係る資金の状態を表し、固定資産の

取得・売却等による収入・支出が該当 
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財務活動によるキャッシュ・フロー：増資等による資金の収入・支出、及

び借入れ・返済による収入・支出等、資金の調達及び返済

などが該当 
 

④ 行政サービス実施コスト計算書 
業務費用   ：独立行政法人が実施する行政サービスのコストのうち、

独立行政法人の損益計算書に計上される費用 
その他の行政サービス実施コスト：独立行政法人の損益計算書に計上され

ないが、行政サービスの実施に費やされたと認められるコ

スト 
損益外減価償却相当額：償却資産のうち、その減価に対応すべき収益の獲

得が予定されないものとして特定された資産の減価償却

費相当額（損益計算書には計上していないが、累計額は貸

借対照表に記載されている） 
損益外利息費用相当額：建物、器械備品等の財産的基礎を構成する資産に

係る時の経過による資産除去債務の調整額（資本剰余金か

らの控除項目） 
損益外除売却差額相当額：償却資産のうち、その減価に対応すべき収益の

獲得が予定されないものとして特定された資産の除売却

損相当額  
引当外退職給付増加見積額：財源措置が運営費交付金により行われること

が明らかな場合の退職給付引当金増加見積額（損益計算書

には計上していないが、仮に引き当てた場合に計上したで

あろう退職給付引当金見積額を貸借対照表に注記してい

る） 
機会費用   ：国又は地方公共団体の財産を無償又は減額された使用料

により賃貸した場合の本来負担すべき金額などが該当 
 

4. 財務情報 
(1) 財務諸表の概況 

① 経常費用、経常収益、当期総損益、資産、負債、キャッシュ･フローなどの 
主要な財務データの経年比較・分析 

（経常費用） 
平成 24 年度の経常費用は 47,967 万円と、前年度比 2,766 百万円増（6.1％

増）となっています。これは、前年度と比較して医業費用が 1,908 百万円増

（6.1％増）となったことが主な要因となっています。 
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（経常収益） 
平成 24 年度の経常収益は 48,382 百万円と、前年度比 2,022 百万円増

（4.4％増）となっています。これは、前年度と比較して医業収益が 2,043
百万円増（6.3％増）となったことが主な要因となっています。 

（当期総損益） 
上記経常損益の状況及び臨時損益として環境対策引当金 190 百万円等を

計上した結果、平成 24 年度の当期総利益は 200 百万円と、前年度比 724 百

万円減（78.4％減）となっています。 
（資産） 

平成 24 年度末現在の資産合計は 131,818 百万円と、前年度比 1,529 百万

円増（1.2％増）となっています。これは、前年度と比較して有形固定資産

が 1,343 百万円増（1.4％増）となったことが主な要因となっています。 
（負債） 

平成 24 年度末現在の負債合計は 33,689 百万円と、前年度比 964 百万円

増（2.9％増）となっています。未払金は期首と比較して 383 百万円増（5.8％
増）、前受金が 345 百万円増（57.5％増）となったことが主な要因となって

います。 
（業務活動によるキャッシュ・フロー） 

平成 24 年度の業務活動によるキャッシュ・フローは 6,951 百万円と、前

年度比 2,742 百万円増（65.1％増）となっています。これは、前年度と比較

して医業収入が 2,099 百万円増（6.6％増）、補助金等収入が 1,811 百万円増

（806.5％増）、人件費支出が 1,647 百万円増（9.9％増）となったことが主

な要因となっています。 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

平成 24 年度の投資活動によるキャッシュ・フローは△4,996 百万円と、

前年度比 14,196 百万円増（74.0％増）となっています。これは、前年度と

比較して投資有価証券の取得による支出が 13,853 百万円減（100.0％減）と

なったことが主な要因となっています。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

平成 24 年度の財務活動によるキャッシュ・フローは△1,995 百万円と、

前年度比 3,087 百万円減（282.8％減）となっています。これは、前年度と

比較して長期借入れによる収入が 3,225 百万円減（79.8%減）となったこと

が主な要因となっています。 
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表 主要な財務データの経年比較 

                                      （単位：百万円） 
区 分 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 

経常費用 41,318  45,202  47,967 

経常収益 44,280 46,361  48,382  

当期総利益 2,583 924  200  

資  産 124,143 130,289  131,818  

負  債 26,874 32,725  33,689  

利益剰余金（又は繰越欠損金） 2,583 3,507  3,707  

業務活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ 7,697 4,209              6,951              

投資活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ △2,698 △19,192  △4,996  

財務活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ 20,807 1,091  △1,995  

資金期末残高 25,807 11,916  11,876  

（注 1）独立法人化初年度が平成 22 年度であるため当年度を含め 3 年度の比較となっておりま

す。 

 

② セグメント事業損益の経年比較・分析 
事業損益は 415 百万円と、前年度比 744 百万円減（64.2％減）となって

います。これは、前年度と比較して研究事業損益が 371 百万円減（111.7％
減）、教育研修事業損益が 288 百万円減（44.7％減）となったことが主な要

因となっています。 
 

表 事業損益の経年比較 
                                                                                                 （単位：百万円） 

区   分 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 

研究事業 887 332  △39  

臨床研究事業 591 632  856  

診療事業 2,246 866  1,029  

教育研修事業 △245 △644 △931 

情報発信事業 55 639  159  

法人共通 △573 △666  △659  

合    計 2,961 1,159  415  

（注 1）独立法人化初年度が平成 22 年度であるため当年度を含め 3 年度の比較となっておりま

す。 
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③ セグメント総資産の経年比較・分析 
総資産は 131,818 百万円と、前年度比 1,529 百万円増（1.2％増）となっ

ています。これは、臨床研究業務に係る固定資産が前年度比 479 百万円増

（27.0％増）、診療業務に係る固定資産が前年度比 1,055 百万円増（3.1％増）

となったことが主な要因となっています。 
表 総資産の経年比較 

                               （単位：百万円） 
区   分 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 

研究事業 4,656 6,725  5,498  

臨床研究事業 670 2,659 3,054 

診療事業 38,071 39,491  41,988  

教育研修事業 81 1,051  575  

情報発信事業 549 332  258  

法人共通 80,115 80,031  80,445  

合    計 124,143 130,289  131,818  

（注 1）独立法人化初年度が平成 22 年度であるため当年度を含め 3 年度の比較となっておりま

す。 

④ 行政サービス実施コスト計算書の経年比較・分析 
平成 24 年度の行政サービス実施コストは 9,609 百万円と、前年度比 1,494

百万円減（13.5％減）となっています。これは、引当外退職給付増加見積額

が 1,630 百万円減（579.2％減）となったことが主な要因となっています。 
表 行政サービス実施コストの経年比較 

                               （単位：百万円） 
区   分 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 

業務費用 6,751 8,807  9,178  

うち損益計算書上の費用 42,024 45,442  48,195  

うち自己収入 △35,273 △36,635  △39,017  

損益外減価償却相当額 1,072 1,028  1,248  

損益外利息費用相当額  0 0 3 

損益外減損損失相当額  0 55 0 

損益外除売却差額相当額 0 1 1 

引当外退職給付増加見積額  2 281 △1,349 

機会費用 1,044 930 528 

行政サービス実施コスト 8,869 11,102  9,609  

（注 1）独立法人化初年度が平成 22 年度であるため当年度を含め 3 年度の比較となっておりま

す。 

12



(2) 施設等投資の状況（重要なもの） 
① 当事業年度中に完成した主要施設等 

中央病院発電機設備（取得原価 647 百万円） 
② 当事業年度において継続中の主要施設等の新設・拡充 

治療棟その他工事 
 

(3) 予算・決算の概況 
                              （単位：百万円） 

区 分 
平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額 

収 入 
 

         

 運営費交付金 8,803 8,803 8,755    8,755 8,204    8,056 

 施設整備費補助金 520 0 1,019        0 1,948  455 

 長期借入金等 2,800 0 4,969    4,043 3,218    818 

 業務収入 28,720 31,097 36,937 37,014 36,995 39,312 

 その他収入 11,263 46,201 21,893  40,178 10,396  7,540 

計 52,105 86,102 73,573   89,989 60,761   56,181 

支 出 
 

          

 業務経費 33,518 32,762 41,810  41,823 42,901  42,568 

施設整備費 11,082 2,685 9,242   5,214 5,951   5,305 

 借入金償還 1,584 1,584 1,904  1,904     2,091  2,091     

 支払利息 464 408 421  414 379  380 

 その他支出 891 22,855 538   54,525 665   5,877 

計 47,539 60,295 53,915  103,880 51,987  56,221 

（注 1）独立法人化初年度が平成 22 年度であるため当年度を含め 3 年度の比較となっておりま

す。 

 

(4) 経費削減及び効率化目標との関係 
当法人においては、当中期目標期間終了年度における一般管理費（退職給付費

用等を除く）を、平成 21 年度に比べて、15％削減することを目標としています。

この目標を達成するため、平成 24 年度においても、職員にコスト意識を徹底す

るとともに、無駄遣いを排除し経費削減に継続して努めたことにより、目標を上

回る成果を達成しました。 
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（単位：百万円） 

区  分  
平成 21年度 

当中期目標期間 

平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 

金 額 金額 比率 金額 比率 金額 比率 

 一般管理費 857  693 80.9% 720  84.0%  709  82.7%  

 

5. 事業の説明 
(1) 財源構造 

当法人の経常収益は 48,382 百万円で、その主な内訳は、運営費交付金収益

7,778 百万円（収益の 16.1％）、補助金等収益 578 百万円（1.2％）、診療報酬等

の自己収入 39,162 百万円（80.9%）となります。 
 

(2) 財務データ及び業務実績報告書と関連付けた事業説明 
ア 研究事業 

研究事業は、がんに関する戦略的研究・開発を推進する事を目的としていま

す。 
事業の財源は、事務費については、運営費交付金 1,465 百万円、事業費につ

いては、研究収益等 2,696 百万円となっています。 
事業に要する費用は、業務費 4,194 百万円、財務費用等 5 百万円となってい

ます。 
イ 臨床研究事業 

臨床研究事業は、治療成績及び患者の QOL の向上につながる臨床研究及び

治験等を目的としています。 
事業の財源は、事務費については、運営費交付金 2,783 百万円、事業費につ

いては、研究収益等 3,079 百万円となっています。 
事業に要する費用は、業務費等 5,006 百万円となっています。 

ウ 診療事業 
診療事業は、がん患者及びその家族の視点に立った、良質かつ安全な医療を

提供する事を目的としています。 
事業の財源は、事務費及び事業費については、医業収益 34,351 百万円、運

営費交付金 145 百万円、補助金等収益 19 百万円、その他収益等 189 百万円、   

となっています。 
事業に要する費用は、業務費 33,265 百万円、財務費用等 410 百万円となっ

ています。 
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エ 教育研修事業 
教育研修事業は、がんに対する研究・医療の専門家（看護師、薬剤師等のコ

メディカル部門も含む。）の育成を積極的に行う事を目的としています。 
事業の財源は、事務費及び事業費については、運営費交付金 1,283 百万円、

研修収益等 58 百万円となっています。 
事業に要する費用は、業務費 2,273 百万円となっています。 

オ 情報発信事業 
情報発信事業は、研究成果等や収集した国内外の最新知見等の情報を迅速か

つ分かり易く、国民及び医療機関に提供する事を目的としています。 
事業の財源は、事務費及び事業費については、運営費交付金 1,485 百万円、

その他収益等 100 百万円となっています。 
事業に要する費用は、業務費 1,425 百万円となっています。 
 

以上 
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究
所

と
病

院
等

、
セ

ン
タ

ー
内

の
連

携
強

化

　
研

究
の

成
果

を
臨

床
の

実
用

化
や

が
ん

対
策

に
つ

な
げ

る
た

め
、

研
究

所
、

臨
床

開
発

セ
ン

タ
ー

、
が

ん
予

防
・
検

診
研

究
セ

ン
タ

ー
、

が
ん

対
策

情
報

セ
ン

タ
ー

、
病

院
が

高
度

専
門

性
を

有
し

た
上

で
、

ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ

ナ
ル

リ
サ

ー
チ

の
推

進
の

た
め

に
相

互
の

機
能

の
強

化
と

連
携

を
図

る
と

と
も

に
、

若
手

研
究

者
を

中
心

と
し

た
人

事
交

流
を

推
進

す
る

。
　

臨
床

側
が

臨
床

面
か

ら
の

問
題

点
を

提
示

し
、

臨
床

側
と

基
礎

研
究

者
が

ア
イ

デ
ア

を
出

し
合

う
こ

と
に

よ
り

、
当

セ
ン

タ
ー

発
の

ブ
レ

ー
ク

ス
ル

ー
を

生
み

出
す

こ
と

を
目

的
に

し
た

リ
サ

ー
チ

･カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

年
間

６
回

以
上

開
催

す
る

。
　

早
期

開
発

を
目

的
と

し
た

企
業

と
の

包
括

的
契

約
に

基
づ

く
研

究
活

動
の

支
援

を
通

し
て

、
基

礎
研

究
部

門
と

臨
床

研
究

部
門

の
共

同
研

究
を

活
発

化
す

る
。

　  

１
．

研
究

・
開

発
に

関
す

る
事

項
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

イ
　

基
礎

研
究

部
門

と
臨

床
研

究
部

門
間

と
の

共
同

研
究

　 　 　 　
ま

た
、

セ
ン

タ
ー

は
、

が
ん

分
野

の
基

礎
研

究
、

公
衆

衛
生

研
究

及
び

臨
床

研
究

（
治

験
を

含
む

。
）
推

進
の

た
め

に
、

研
究

の
統

括
や

調
整

を
行

う
。

そ
の

た
め

の
研

究
基

盤
を

構
築

・
提

供
し

、
研

究
評

価
と

と
も

に
研

究
資

源
の

適
切

な
活

用
を

図
っ

て
い

く
。

（
１

）
臨

床
を

志
向

し
た

研
究

・
開

発
の

推
進

①
研

究
所

と
病

院
等

、
セ

ン
タ

ー
内

の
連

携
強

化

 研
究

の
成

果
を

臨
床

の
実

用
化

や
が

ん
対

策
に

つ
な

げ
る

た
め

に
、

研
究

所
、

が
ん

予
防

・
検

診
研

究
セ

ン
タ

ー
、

が
ん

対
策

情
報

セ
ン

タ
ー

、
病

院
が

高
度

専
門

性
を

有
し

た
上

で
、

ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ
ナ

ル
リ
サ

ー
チ

の
推

進
の

た
め

に
相

互
の

機
能

の
強

化
と

連
携

を
図

り
、

『
先

端
医

療
開

発
推

進
会

議
』
等

を
定

期
的

に
開

催
し

、
世

界
的

レ
ベ

ル
で

の
革

新
的

医
療

・
予

防
法

の
開

発
や

標
準

医
療

の
確

立
に

資
す

る
成

果
の

継
続

的
な

作
出

を
目

指
す

。

○
平

成
2
3
年

度
に

行
わ

れ
た

基
礎

研
究

部
門

と
臨

床
研

究
部

門
の

共
同

研
究

を
整

理
し

、
見

直
し

を
加

え
つ

つ
機

動
的

に
推

進
し

た
。

そ
の

多
く

が
平

成
2
4
年

度
も

継
続

さ
れ

た
他

、
リ
サ

ー
チ

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
等

を
踏

ま
え

て
新

た
な

共
同

研
究

も
追

加
さ

れ
た

。
そ

の
結

果
、

バ
イ

オ
バ

ン
ク

試
料

等
を

用
い

た
オ

ミ
ッ

ク
ス

解
析

に
基

づ
く

創
薬

標
的

・
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

探
索

、
核

酸
医

薬
や

新
規

鎮
痛

薬
の

開
発

研
究

等
の

、
裾

野
の

広
い

共
同

研
究

が
引

き
続

き
展

開
さ

れ
た

。

◯
が

ん
研

究
開

発
費

「
遺

伝
子

変
異

等
の

情
報

を
活

用
し

た
個

別
化

医
療

開
発

の
た

め
の

基
盤

構
築

」
に

よ
り

、
中

央
病

院
、

東
病

院
、

研
究

所
及

び
臨

床
開

発
セ

ン
タ

ー
共

同
で

の
E
P
O

C
に

お
け

る
生

検
等

微
小

試
料

を
用

い
た

cl
in

ic
al

 s
eq

u
en

ci
n
g体

制
の

構
築

、
稼

働
の

支
援

を
行

っ
た

。
ま

た
、

既
採

取
試

料
の

解
析

を
開

始
し

た
。

○
東

病
院

臨
床

部
門

と
臨

床
開

発
セ

ン
タ

ー
の

基
礎

研
究

部
門

が
共

同
し

て
、

タ
ー

ゲ
ッ

ト
シ

ー
ク

エ
ン

ス
を

用
い

た
が

ん
患

者
の

遺
伝

子
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
を

明
ら

か
に

す
る

遺
伝

子
解

析
研

究
（
A

B
C

 s
tu

d
y）

を
開

始
し

た
。

○
研

究
所

も
し

く
は

臨
床

開
発

セ
ン

タ
ー

と
中

央
病

院
も

し
く

は
東

病
院

と
の

間
で

、
基

礎
研

究
部

門
と

臨
床

研
究

部
門

が
連

携
し

て
様

々
な

臓
器

が
ん

の
組

織
マ

イ
ク

ロ
ア

レ
イ

、
ゲ

ノ
ム

解
析

、
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

解
析

、
プ

ロ
テ

オ
ー

ム
解

析
、

発
現

解
析

に
関

す
る

研
究

を
実

施
し

た
。

【
基

礎
研

究
部

門
と

臨
床

研
究

部
門

と
の

共
同

研
究

件
数

】
1
8
3
件

（
中

央
病

院
：
1
0
7
件

、
東

病
院

：
7
6
件

）
新

規
実

施
件

数
/
7
6
件

（
中

央
病

院
：
3
3
件

、
東

病
院

：
4
3
件

）

 

 
 

 

○
柏

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
基

礎
研

究
部

門
(臨

床
開

発
セ

ン
タ

ー
）
と

臨
床

部
門

（
東

病
院

）
が

具
体

的
な

共
同

研
究

に
つ

い
て

行
う

T
R
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
実

施
し

て
い

る
（
月

2
回

開
催

）
。

○
柏

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
は

遺
伝

子
検

査
に

よ
る

個
別

化
医

療
体

制
確

立
を

目
指

し
た

研
究

（
A

B
C

 s
tu

d
y)

を
開

始
し

、
が

ん
の

遺
伝

子
変

異
と

そ
の

臨
床

的
意

味
づ

け
（
治

療
効

果
や

予
後

と
の

相
関

な
ど

）
を

継
続

的
に

検
討

す
る

ex
p
er

t 
p
an

el
と

そ
の

下
支

え
を

す
る

ju
n
io

r 
p
an

el
を

開
始

し
た

。
（
そ

れ
ぞ

れ
月

2
回

開
催

）

【
リ
サ

ー
チ

・
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
開

催
数

】
　

本
年

度
実

績
：
8
回

/
目

標
6
回

以
上

　
発

表
者

延
べ

人
数

：
2
5
名

　
延

べ
参

加
者

数
：
1
,7

8
0
名

　

　 　 　 　

　 　 　 　
医

療
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

に
関

す
る

国
の

政
策

と
一

体
と

な
り

、
先

端
医

療
開

発
推

進
会

議
を

中
心

に
が

ん
医

療
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

に
資

す
る

研
究

・
治

療
技

術
開

発
を

進
め

る
と

と
も

に
、

研
究

開
発

を
推

進
す

る
た

め
の

バ
イ

オ
バ

ン
ク

、
が

ん
臨

床
開

発
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

、
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

セ
ン

タ
ー

な
ど

の
取

組
み

を
充

実
、

発
展

さ
せ

、
が

ん
研

究
開

発
の

ブ
レ

ー
ク

ス
ル

ー
に

つ
な

げ
る

。
 こ

れ
ら

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
基

礎
研

究
部

門
と

臨
床

研
究

部
門

及
び

疫
学

・
公

衆
衛

生
研

究
部

門
の

間
で

の
共

同
研

究
の

実
施

件
数

を
前

年
度

に
比

し
て

3
％

以
上

増
や

す
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

ウ
　

若
手

研
究

者
を

中
心

と
す

る
基

礎
研

究
部

門
と

臨
床

研
究

部
門

間
で

の
人

事
交

流
の

推
進

エ
　

が
ん

医
療

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
に

資
す

る
研

究
・
治

療
技

術
開

発
と

、
バ

イ
オ

バ
ン

ク
開

発
の

推
進

○
平

成
２

５
年

度
か

ら
の

が
ん

研
究

開
発

費
の

新
運

営
体

制
が

決
定

さ
れ

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
に

資
す

る
研

究
・
治

療
技

術
開

発
を

推
進

の
た

め
の

が
ん

研
究

開
発

費
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

予
定

で
あ

る
。

○
が

ん
研

究
開

発
費

に
よ

る
研

究
開

発
の

遂
行

を
支

援
す

る
た

め
、

新
た

に
が

ん
研

究
特

別
研

究
員

を
1
2
名

採
用

し
た

。

○
平

成
2
3
年

度
に

引
き

続
き

、
築

地
キ

ャ
ン

パ
ス

・
柏

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、

臨
床

研
究

部
門

の
研

究
者

が
共

同
研

究
の

た
め

基
礎

研
究

部
門

の
研

究
室

に
お

い
て

研
究

を
行

う
、

あ
る

い
は

基
礎

研
究

部
門

の
メ

ン
バ

ー
が

臨
床

研
究

部
門

に
お

い
て

必
要

な
情

報
提

供
・
教

育
等

を
受

け
る

な
ど

、
双

方
向

の
人

事
交

流
を

活
発

に
推

進
し

た
。

○
脳

腫
瘍

連
携

研
究

分
野

に
お

い
て

、
中

央
病

院
脳

脊
髄

腫
瘍

科
の

レ
ジ

デ
ン

ト
が

2
名

、
基

礎
研

究
を

行
っ

た
。

ま
た

中
央

病
院

病
理

部
の

レ
ジ

デ
ン

ト
を

リ
サ

ー
チ

レ
ジ

デ
ン

ト
と

し
て

採
用

し
た

。
横

浜
市

立
大

学
脳

神
経

外
科

の
助

教
1
名

が
外

来
研

究
員

と
し

て
基

礎
研

究
に

携
わ

っ
た

。

○
研

究
所

ゲ
ノ

ム
生

物
学

研
究

分
野

に
中

央
病

院
レ

ジ
デ

ン
ト
１

名
が

共
同

研
究

の
た

め
に

滞
在

し
、

ゲ
ノ

ム
解

析
研

究
を

開
始

し
た

。

○
臨

床
医

６
名

を
研

究
室

に
受

け
入

れ
、

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
や

治
療

標
的

の
探

索
な

ど
臨

床
の

視
点

か
ら

の
T

R
研

究
を

実
施

し
た

。

○
臨

床
分

野
の

治
験

に
関

わ
る

付
随

研
究

の
立

案
と

作
製

を
が

ん
専

門
修

練
医

レ
ベ

ル
の

若
手

医
師

と
取

り
組

ん
だ

。

○
中

央
病

院
の

ス
タ

ッ
フ

、
チ

ー
フ

レ
ジ

デ
ン

ト
、

レ
ジ

デ
ン

ト
等

の
臨

床
部

門
の

若
手

研
究

者
合

計
1
4
名

を
、

分
子

病
理

分
野

で
受

け
入

れ
、

分
子

病
理

学
的

あ
る

い
は

臨
床

病
理

学
的

研
究

を
指

導
し

た
。

○
緩

和
医

療
科

若
手

ス
タ

ッ
フ

向
け

の
基

礎
医

学
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
た

。
（
月

１
回

）

◯
遺

伝
医

学
研

究
分

野
・
中

央
病

院
支

援
施

設
に

て
、

チ
ー

フ
レ

ジ
デ

ン
ト
１

名
を

受
け

入
れ

、
研

究
指

導
を

行
っ

た
。

○
東

病
院

の
レ

ジ
デ

ン
ト
・
が

ん
専

門
修

練
医

2
9
名

を
臨

床
開

発
セ

ン
タ

ー
の

研
究

部
門

に
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

さ
せ

た
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

②
研

究
基

盤
の

整
備

②
研

究
基

盤
の

整
備

②
研

究
基

盤
の

整
備

ア
　

 セ
ン

タ
ー

内
バ

イ
オ

バ
ン

ク
構

築
の

推
進

○
バ

イ
オ

バ
ン

ク
調

整
委

員
会

を
毎

月
開

催
し

（
計

8
回

）
、

N
C

C
バ

イ
オ

バ
ン

ク
の

適
切

な
運

営
並

び
に

6
N

C
バ

イ
オ

バ
ン

ク
構

築
の

た
め

の
情

報
共

有
に

努
め

た
。

〇
セ

ン
タ

ー
内

バ
イ

オ
バ

ン
ク

の
適

切
な

運
営

と
研

究
者

に
よ

る
試

料
利

用
を

適
切

化
す

る
た

め
、

バ
イ

オ
バ

ン
ク

関
連

規
定

（
運

営
規

程
、

試
料

利
用

細
則

）
の

改
訂

を
計

3
回

行
っ

た
。

○
 6

ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
共

通
問

診
票

に
準

拠
し

た
当

セ
ン

タ
ー

問
診

票
を

作
成

し
て

、
問

診
票

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
運

用
を

開
始

し
た

。
問

診
票

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

情
報

と
、

院
内

が
ん

登
録

H
o
sC

an
R
か

ら
抽

出
し

た
情

報
を

も
と

に
、

バ
イ

オ
バ

ン
ク

カ
タ

ロ
グ

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

H
o
sC

an
R
バ

イ
オ

バ
ン

ク
エ

デ
ィ

シ
ョ
ン

を
開

発
し

た
。

○
バ

イ
オ

バ
ン

ク
の

基
盤

と
な

る
包

括
的

同
意

新
体

制
（
個

別
説

明
と

文
書

に
よ

る
意

思
表

示
確

認
）
が

2
年

目
と

な
る

今
年

度
の

同
意

割
合

は
、

昨
年

度
と

ほ
ぼ

同
等

の
以

下
の

割
合

で
あ

っ
た

。
【
同

意
取

得
割

合
（
セ

ン
タ

ー
全

体
）
】

　
8
9
.1

%
(対

象
患

者
数

1
1
,6

7
8
人

、
同

意
患

者
数

1
0
,4

0
1
人

)

○
包

括
的

同
意

新
体

制
に

基
づ

い
て

8
,0

7
1
症

例
(3

2
,0

9
1
バ

イ
ア

ル
)の

研
究

採
血

血
液

 (
血

漿
)を

新
規

に
バ

イ
オ

バ
ン

ク
に

受
け

入
れ

、
1
3
8
症

例
 (
1
3
9
バ

イ
ア

ル
)を

倫
理

審
査

委
員

会
の

承
認

を
受

け
て

行
わ

れ
る

研
究

に
払

い
出

し
た

。
現

有
す

る
研

究
採

血
血

液
検

体
は

、
1
4
,9

4
4
症

例
(5

9
,2

8
4
バ

イ
ア

ル
)で

あ
る

。

〇
セ

ン
タ

ー
内

研
究

者
、

関
係

者
の

情
報

共
有

策
と

し
て

、
内

部
サ

ー
バ

ー
の

「
研

究
者

の
お

役
立

ち
ペ

ー
ジ

」
に

「
バ

イ
オ

バ
ン

ク
・
包

括
同

意
に

関
す

る
ペ

ー
ジ

」
を

9
月

1
3
日

に
開

設
し

た
。

（
掲

載
内

容
：
計

画
書

の
記

載
例

、
同

意
取

得
実

績
、

規
程

類
の

掲
載

、
他

）

○
他

機
関

の
バ

イ
オ

バ
ン

ク
設

立
担

当
者

・
実

務
者

、
1
1
機

関
2
9
名

(見
学

2
4
名

、
研

修
5
名

)を
受

け
入

れ
た

。
ま

た
、

バ
イ

オ
バ

ン
ク

体
制

整
備

に
関

す
る

電
話

・
メ

ー
ル

の
問

い
合

わ
せ

対
応

7
件

を
お

こ
な

っ
た

。

○
1
,4

5
9
症

例
(7

,1
6
4
バ

イ
ア

ル
)の

病
理

凍
結

組
織

 (
手

術
検

体
)を

新
規

に
バ

イ
オ

バ
ン

ク
に

受
け

入
れ

、
1
,0

4
4
症

例
(1

,9
9
3
バ

イ
ア

ル
)を

倫
理

審
査

委
員

会
の

承
認

を
受

け
て

行
わ

れ
る

研
究

に
払

い
出

し
た

。
現

有
す

る
病

理
凍

結
組

織
検

体
は

、
1
4
,8

3
0
症

例
(6

0
,4

2
1
バ

イ
ア

ル
)で

あ
る

。

○
平

成
2
4
年

末
の

調
査

で
は

、
過

去
3
年

間
に

バ
イ

オ
バ

ン
ク

試
料

の
払

い
出

し
を

受
け

て
当

セ
ン

タ
ー

の
研

究
者

が
行

っ
た

研
究

の
英

文
論

文
は

、
総

計
1
0
6
報

 (
イ

ン
パ

ク
ト
フ

ァ
ク

タ
ー

合
計

5
6
3
.5

8
点

・
被

引
用

回
数

合
計

6
3
0
回

)で
あ

っ
た

。

○
 当

セ
ン

タ
ー

職
員

は
、

ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
バ

イ
オ

バ
ン

ク
運

営
協

議
会

議
長

、
倫

理
検

討
部

会
・
情

報
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
検

討
部

会
長

、
中

央
研

究
倫

理
支

援
部

門
部

門
長

を
務

め
、

包
括

同
意

と
試

料
収

集
の

両
面

で
先

行
す

る
当

セ
ン

タ
ー

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

提
供

し
て

、
N

C
B

N
 (
ナ

シ
ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
バ

イ
オ

バ
ン

ク
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

)プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

発
進

に
貢

献
し

た
。

【
手

術
検

体
の

新
規

保
存

件
数

】
　

　
　

　
1
,4

5
9
(症

例
)/

目
標

1
,2

0
0
件

　
セ

ン
タ

ー
が

取
り

組
む

べ
き

分
野

の
研

究
基

盤
を

整
備

し
て

い
く

た
め

に
、

臨
床

試
料

及
び

情
報

を
研

究
に

活
用

す
る

た
め

の
体

制
等

を
構

築
し

て
い

く
。

　
臨

床
試

料
及

び
臨

床
情

報
を

研
究

に
活

用
す

る
た

め
、

(1
)新

包
括

同
意

に
基

づ
く

研
究

採
血

血
液

、
(2

)日
常

診
療

余
剰

検
体

で
あ

る
病

理
凍

結
組

織
・
病

理
ブ

ロ
ッ

ク
・
診

療
採

血
血

液
等

の
試

料
、

(3
) 
院

内
が

ん
登

録
等

と
連

結
し

た
カ

タ
ロ

グ
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
か

ら
な

る
バ

イ
オ

バ
ン

ク
を

構
築

・
運

営
し

、
倫

理
審

査
委

員
会

の
承

認
を

得
て

行
う

研
究

の
た

め
に

適
切

な
払

い
出

し
を

行
い

、
ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ
ナ

ル
リ

サ
ー

チ
を

推
進

す
る

。
手

術
検

体
の

新
規

保
存

件
数

を
1
,2

0
0

件
以

上
と

す
る

。
　

政
府

の
医

療
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

室
と

の
密

接
な

連
携

の
も

と
、

ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
や

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

等
と

協
調

し
、

オ
ー

ル
ジ

ャ
パ

ン
の

バ
イ

オ
バ

ン
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

を
推

進
す

る
。

　
ゲ

ノ
ム

・
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

・
プ

ロ
テ

オ
ー

ム
解

析
の

た
め

の
コ

ア
解

析
拠

点
の

運
用

に
よ

り
、

効
率

的
な

研
究

体
制

を
構

築
す

る
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

イ
　

 オ
ー

ル
ジ

ャ
パ

ン
バ

イ
オ

バ
ン

ク
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

構
築

の
推

進

○
他

の
国

立
高

度
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
（
N

C
）
と

協
力

し
て

平
成

2
3
年

度
に

設
置

し
た

「
6
N

C
バ

イ
オ

バ
ン

ク
運

営
協

議
会

」
の

議
長

を
、

平
成

2
4
年

度
は

当
セ

ン
タ

ー
研

究
所

長
が

務
め

た
。

国
立

国
際

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

に
中

央
バ

イ
オ

バ
ン

ク
事

務
室

を
設

置
し

、
7

月
に

は
ナ

シ
ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
バ

イ
オ

バ
ン

ク
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

（
N

C
B

N
）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

、
情

報
公

開
等

の
対

外
的

活
動

も
開

始
し

た
。

ま
た

、
従

来
の

「
検

討
部

会
」
に

加
え

て
、

「
実

践
機

関
」
と

し
て

の
中

央
バ

イ
オ

バ
ン

ク
に

専
門

部
門

を
設

置
し

た
。

N
C

B
N

に
参

画
す

る
た

め
の

当
セ

ン
タ

ー
の

包
括

的
同

意
に

基
づ

く
バ

イ
オ

バ
ン

ク
構

築
の

研
究

計
画

書
及

び
説

明
・
同

意
文

書
改

訂
の

変
更

申
請

を
行

い
、

研
究

倫
理

審
査

委
員

会
の

承
認

を
得

た
。

N
C

B
N

中
央

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

管
理

部
門

と
協

力
し

て
、

各
N

C
が

保
管

す
る

試
料

・
情

報
に

関
す

る
カ

タ
ロ

グ
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

設
計

を
行

い
、

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

問
診

票
デ

ー
タ

の
入

力
を

進
め

た
。

ウ
　

 情
報

基
盤

の
構

築
と

コ
ア

解
析

拠
点

の
整

備

○
研

究
所

に
設

置
さ

れ
た

ゲ
ノ

ム
系

・
プ

ロ
テ

オ
ー

ム
系

・
バ

イ
オ

ロ
ジ

ー
系

・
共

同
利

用
機

器
等

か
ら

な
る

コ
ア

フ
ァ

シ
リ
テ

ィ
ー

の
運

用
に

よ
り

、
セ

ン
タ

ー
内

で
の

連
携

と
研

究
の

効
率

化
、

加
速

化
を

図
っ

た
。

○
生

検
等

微
小

試
料

を
用

い
た

cl
in

ic
al

 s
eq

u
en

ci
n
ｇ
の

遺
伝

子
変

異
・
融

合
検

出
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

た
。

ま
た

、
研

究
所

に
お

い
て

cl
in

ic
al

 s
eq

u
en

ci
n
ｇ
の

た
め

の
機

器
及

び
体

制
整

備
を

行
っ

た
。

○
研

究
所

に
お

い
て

高
速

シ
ー

ク
エ

ン
サ

ー
に

よ
る

情
報

解
析

の
方

法
論

開
発

並
び

に
解

析
要

員
の

拡
充

を
継

続
し

、
国

内
有

数
の

ゲ
ノ

ム
情

報
解

析
拠

点
と

し
て

基
盤

構
築

と
そ

の
運

用
を

進
め

た
。

③
臨

床
研

究
の

推
進

の
た

め
の

中
核

機
能

の
強

化

ア
　

臨
床

研
究

支
援

体
制

及
び

多
施

設
共

同
臨

床
研

究
の

中
核

機
能

を
担

う
た

め
の

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
整

備
の

推
進

○
早

期
探

索
的

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
て

、
早

期
・
探

索
試

験
を

行
う

先
端

施
設

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

、
医

師
主

導
治

験
な

ど
を

継
続

的
に

実
施

す
る

A
R
O

の
構

築
を

開
始

し
た

。
（
未

承
認

薬
を

用
い

た
医

師
主

導
治

験
を

1
試

験
実

施
済

み
）

○
多

施
設

臨
床

試
験

支
援

セ
ン

タ
ー

は
、

JC
O

G
お

よ
び

他
の

臨
床

試
験

グ
ル

ー
プ

と
の

共
同

試
験

の
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

/
運

営
事

務
局

と
し

て
3
3
研

究
班

の
医

師
主

導
臨

床
試

験
を

直
接

支
援

し
た

。

○
多

施
設

臨
床

試
験

支
援

セ
ン

タ
ー

は
、

都
道

府
県

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

連
絡

協
議

会
の

臨
床

試
験

部
会

を
運

営
し

た
。

都
道

府
県

拠
点

病
院

の
C

R
C

配
置

の
現

状
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を

行
い

、
結

果
を

厚
生

労
働

省
が

ん
対

策
・
健

康
増

進
課

に
報

告
し

て
、

拠
点

病
院

の
研

究
者

主
導

臨
床

試
験

支
援

基
盤

の
強

化
を

提
言

し
た

。
　 ○

早
期

開
発

試
験

グ
ル

ー
プ

は
「
早

期
・
探

索
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
」
と

し
て

、
F
ir
st

 i
n
 h

u
m

an
を

含
め

た
新

薬
、

新
規

医
療

機
器

の
開

発
の

た
め

の
基

盤
整

備
を

行
い

、
複

数
の

医
師

主
導

治
験

を
開

始
し

た
。

③
臨

床
研

究
の

推
進

の
た

め
の

中
核

機
能

の
強

化
③

臨
床

研
究

の
推

進
の

た
め

の
中

核
機

能
の

強
化

　
ま

た
、

臨
床

研
究

の
推

進
の

た
め

に
、

セ
ン

タ
ー

で
行

う
臨

床
研

究
を

支
援

す
る

体
制

及
び

多
施

設
共

同
臨

床
研

究
の

中
核

機
能

を
担

う
た

め
の

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
等

の
整

備
を

行
う

。
　

中
期

目
標

の
期

間
中

に
、

セ
ン

タ
ー

が
直

接
的

又
は

間
接

的
に

支
援

し
た

臨
床

試
験

に
つ

い
て

、
学

会
等

が
作

成
す

る
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

5
件

以
上

採
用

さ
れ

る
こ

と
を

目
指

す
。

　

　
「
早

期
探

索
的

臨
床

試
験

拠
点

整
備

事
業

」
に

よ
り

、
医

師
主

導
治

験
の

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
機

能
及

び
高

度
な

試
験

に
対

応
で

き
る

複
数

施
設

か
ら

な
る

早
期

開
発

試
験

グ
ル

ー
プ

を
構

築
し

、
我

が
国

で
初

と
な

る
未

承
認

薬
医

師
主

導
治

験
を

積
極

的
に

展
開

す
る

。
　

臨
床

研
究

の
推

進
の

た
め

、
セ

ン
タ

ー
で

行
う

臨
床

研
究

を
支

援
す

る
体

制
及

び
多

施
設

共
同

臨
床

研
究

の
中

核
機

能
を

担
う

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
等

の
整

備
を

進
め

る
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

イ
　

学
会

等
が

作
成

す
る

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

へ
の

採
用

ウ
　

臨
床

研
究

実
施

機
関

の
訪

問
監

査
の

実
施

○
学

際
的

研
究

支
援

室
お

よ
び

東
病

院
臨

床
試

験
支

援
室

に
て

、
臨

床
指

針
、

先
進

医
療

B
、

医
師

主
導

治
験

を
行

う
場

合
の

セ
ン

タ
ー

内
で

の
監

査
体

制
を

構
築

し
、

平
成

2
5
年

2
月

に
1
診

療
科

2
課

題
に

つ
い

て
実

施
し

た
。

○
多

施
設

臨
床

試
験

支
援

セ
ン

タ
ー

は
、

直
接

的
ま

た
は

間
接

的
に

実
施

す
る

臨
床

研
究

実
施

機
関

の
訪

問
監

査
を

1
3
医

療
機

関
に

対
し

て
行

っ
た

。

【
訪

問
監

査
医

療
機

関
数

】
　

1
3
医

療
機

関
/
目

標
1
1
医

療
機

関
以

上
　

　
　

（
佐

久
総

合
病

院
、

獨
協

医
科

大
学

越
谷

病
院

、
兵

庫
県

立
が

ん
セ

ン
タ

ー
、

静
岡

県
立

が
ん

セ
ン

タ
ー

、
　

　
　

　
中

村
記

念
病

院
、

札
幌

厚
生

病
院

、
新

潟
県

厚
生

連
長

岡
中

央
綜

合
病

院
、

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

中
央

病
院

、
　

　
　

　
国

立
病

院
機

構
九

州
が

ん
セ

ン
タ

ー
、

群
馬

大
学

医
学

部
附

属
病

院
、

京
都

大
学

医
学

部
附

属
病

院
、

　
　

　
　

が
ん

・
感

染
症

セ
ン

タ
ー

都
立

駒
込

病
院

、
筑

波
大

学
医

学
医

療
系

）

○
セ

ン
タ

ー
が

支
援

し
た

臨
床

試
験

に
つ

い
て

、
学

会
な

ど
が

作
成

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
採

用
さ

れ
た

。
【
ｶ
ﾞｲ

ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
へ

の
採

用
数

】
　

　
1
4
件

/
目

標
1
件

以
上

・
日

本
食

道
学

会
編

　
食

道
が

ん
診

断
・
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
　

第
3
版

・
日

本
乳

癌
学

会
　

乳
癌

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

薬
物

療
法

　
W

E
B

版
・
日

本
肺

癌
学

会
編

　
肺

癌
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・
肺

癌
学

会
　

再
発

小
細

胞
肺

癌
に

対
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・
再

発
熱

性
好

中
球

減
少

症
（
F
N

）
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
・
N

C
C

N
 g

u
id

el
in

e 
B

re
as

t 
C

an
ce

r 
V

er
3
.2

0
1
2

・
N

C
C

N
 g

u
id

el
in

e 
O

va
ri
an

 C
an

ce
r 

V
er

1
.2

0
1
3

・
N

C
C

N
 g

u
id

el
in

e 
S
u
p
p
o
rt

iv
e 

C
ar

e 
V

er
1
.2

0
1
3

・
N

C
C

N
 g

u
id

el
in

e 
N

o
n
-
H

o
d
ki

n
's

 L
ym

p
h
o
m

a 
V

er
1
.2

0
1
3

・
N

C
C

N
 g

u
id

el
in

e 
S
m

al
l 
C

el
l 
L
u
n
g 

C
an

ce
r 

V
er

2
.2

0
1
2

・
N

C
C

N
 g

u
id

el
in

e 
S
m

al
l 
C

el
l 
L
u
n
g 

C
an

ce
r 

V
er

2
.2

0
1
3

・
N

C
C

N
 g

u
id

el
in

e 
N

o
n
-
S
m

al
l 
C

el
l 
L
u
n
g 

C
an

ce
r 

V
er

2
.2

0
1
2

・
N

C
C

N
 g

u
id

el
in

e 
N

o
n
-
S
m

al
l 
C

el
l 
L
u
n
g 

C
an

ce
r 

V
er

2
.2

0
1
3

・
N

C
C

N
 g

u
id

el
in

e 
L
u
n
g 

C
an

ce
r 

S
cr

ee
n
in

g 
V

er
2
.2

0
1
3

　 　 　
平

成
2
1
年

度
末

現
在

、
通

算
で

肺
癌

2
件

、
胃

癌
6
件

、
食

道
7

件
、

婦
人

科
腫

瘍
2
件

、
乳

癌
2

件
と

臓
器

領
域

毎
の

偏
り

が
あ

る
が

、
今

後
、

大
腸

、
肝

胆
膵

、
泌

尿
器

、
脳

腫
瘍

、
血

液
腫

瘍
等

の
領

域
の

強
化

を
目

指
す

。
ま

た
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
、

セ
ン

タ
ー

が
、

直
接

的
又

は
間

接
的

に
実

施
す

る
臨

床
研

究
実

施
機

関
の

訪
問

監
査

（
科

学
性

・
倫

理
性

の
確

認
調

査
）
に

つ
い

て
、

都
道

府
県

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

の
2
0
%
、

地
域

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

の
1
0
%

以
上

の
実

施
を

目
指

す
。

　 　 　
都

道
府

県
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
連

絡
協

議
会

臨
床

試
験

部
会

の
事

務
局

と
し

て
、

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

に
お

け
る

研
究

者
主

導
臨

床
試

験
に

対
す

る
支

援
体

制
の

基
盤

整
備

を
図

る
。

　
セ

ン
タ

ー
が

直
接

的
又

は
間

接
的

に
支

援
し

た
臨

床
試

験
に

つ
い

て
、

学
会

等
が

作
成

す
る

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
１

件
以

上
採

用
さ

れ
る

こ
と

を
目

指
す

。
　

セ
ン

タ
ー

が
直

接
的

又
は

間
接

的
に

支
援

す
る

臨
床

研
究

実
施

機
関

の
訪

問
監

査
（
科

学
性

・
倫

理
性

の
確

認
調

査
）
に

つ
い

て
、

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

を
中

心
に

年
間

1
1
医

療
機

関
以

上
の

監
査

を
行

う
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

④
産

官
学

等
と

の
連

携
強

化

イ
　

研
究

成
果

の
実

用
化

を
目

指
し

た
企

業
・
ア

カ
デ

ミ
ア

間
で

の
包

括
的

な
提

携
の

推
進

○
第

一
三

共
と

が
ん

領
域

で
の

創
薬

研
究

を
目

的
と

し
た

包
括

連
携

契
約

を
締

結
し

、
N

C
C

か
ら

創
薬

標
的

に
関

す
る

情
報

・
ア

ッ
セ

イ
系

を
提

供
し

、
企

業
サ

イ
ド

で
ス

ク
リ
ー

ニ
ン

グ
を

行
う

仕
組

み
を

構
築

し
た

。
創

薬
段

階
か

ら
、

開
発

段
階

に
進

ん
だ

場
合

に
は

、
セ

ン
タ

ー
で

の
P
h
as

e 
Iで

F
IH

に
つ

な
げ

る
こ

と
も

視
野

に
入

れ
て

進
め

て
い

る
。

ま
た

、
臨

床
医

と
企

業
研

究
者

間
の

情
報

交
換

も
積

極
的

に
進

め
て

い
る

。

○
ア

ス
ト
ラ

ゼ
ネ

カ
社

と
の

間
で

治
験

の
活

性
化

を
目

的
と

し
た

包
括

的
連

携
に

加
え

て
、

前
臨

床
研

究
に

つ
い

て
も

連
携

契
約

を
締

結
し

て
、

ア
ス

ト
ラ

ゼ
ネ

カ
社

が
持

つ
化

合
物

を
使

っ
た

生
物

学
的

な
研

究
を

進
め

る
ル

ー
ト
を

構
築

し
た

。
治

験
に

関
し

て
は

、
国

際
共

同
P
h
as

e 
I試

験
を

国
際

共
同

治
験

と
し

て
行

い
、

グ
ロ

ー
バ

ル
で

の
F
IH

を
実

現
し

、
日

本
で

の
早

期
開

発
を

可
能

と
す

る
道

筋
が

で
き

た
。

企
業

の
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
の

最
新

情
報

な
ら

び
に

当
セ

ン
タ

ー
の

研
究

開
発

力
に

関
す

る
情

報
を

交
換

し
合

う
fa

ce
-
to

-
fa

ce
会

議
を

1
回

、
電

話
会

議
を

複
数

回
開

催
し

た
。

○
島

津
製

作
所

と
の

間
で

の
包

括
共

同
研

究
契

約
を

発
展

さ
せ

、
研

究
所

内
に

企
業

の
ラ

ボ
を

設
置

し
、

1
0
数

名
常

駐
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
次

世
代

医
療

分
野

と
先

端
技

術
と

の
融

合
に

よ
り

、
が

ん
の

超
早

期
診

断
や

創
薬

プ
ロ

セ
ス

革
新

を
目

指
し

た
共

同
研

究
が

加
速

す
る

。

ウ
　

国
際

的
な

共
同

治
験

に
も

対
応

で
き

る
早

期
・
探

索
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
の

整
備

○
厚

生
労

働
省

の
早

期
・
探

索
的

臨
床

試
験

拠
点

整
備

事
業

に
採

択
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

本
年

度
に

早
期

探
索

的
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
を

両
キ

ャ
ン

パ
ス

を
包

含
す

る
形

で
設

立
し

た
。

早
期

探
索

的
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
で

は
、

P
h
as

e 
1
ユ

ニ
ッ

ト
、

支
援

ユ
ニ

ッ
ト
、

T
R

ユ
ニ

ッ
ト
を

そ
れ

ぞ
れ

設
置

し
体

制
整

備
を

進
め

る
と

共
に

、
F
ir
st

 i
n
 H

u
m

an
試

験
、

未
承

認
薬

を
用

い
た

II
T

、
ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ
ナ

ル
リ
サ

ー
チ

を
そ

れ
ぞ

れ
推

進
し

た
。

ア
　

　
産

官
学

連
携

に
よ

る
医

療
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進

○
製

薬
会

社
よ

り
未

承
認

薬
の

提
供

を
受

け
て

、
製

薬
会

社
と

連
携

し
な

が
ら

早
期

開
発

を
実

施
す

る
た

め
の

医
師

主
導

治
験

1
試

験
の

登
録

を
終

了
し

、
1
試

験
が

新
た

に
IR

B
承

認
を

得
た

。

○
ア

カ
デ

ミ
ア

発
の

新
規

抗
が

ん
剤

に
関

し
て

、
製

薬
会

社
・
大

学
な

ど
と

共
同

で
、

fi
rs

t 
in

 h
u
m

an
の

第
I相

試
験

を
研

究
者

主
導

臨
床

試
験

と
し

て
1
試

験
終

了
し

、
後

継
試

験
と

し
て

1
試

験
を

医
師

主
導

治
験

と
し

て
新

た
に

IR
B

承
認

を
得

た
。

○
医

療
機

器
メ

ー
カ

ー
、

大
学

等
と

共
同

で
、

革
新

的
医

薬
品

・
医

療
機

器
・
再

生
医

療
促

進
事

業
に

機
能

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

内
視

鏡
の

事
業

と
し

て
採

択
さ

れ
、

未
承

認
医

療
機

器
を

用
い

た
臨

床
研

究
を

3
試

験
(昨

年
度

か
ら

の
継

続
2
件

を
含

む
)し

た
。

○
産

官
学

連
携

推
進

を
目

的
と

し
て

、
第

2
回

が
ん

新
薬

開
発

合
同

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
わ

が
国

か
ら

の
新

薬
開

発
を

目
指

し
て

：
医

療
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
ど

う
実

現
す

る
か

」
を

1
1
月

1
6
日

に
開

催
し

た
。

○
ア

ス
ト
ラ

ゼ
ネ

カ
社

と
の

間
で

早
期

開
発

試
験

を
活

発
化

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

包
括

的
提

携
の

も
と

、
基

礎
研

究
者

を
中

心
に

当
セ

ン
タ

ー
の

研
究

開
発

力
に

関
す

る
情

報
を

交
換

し
合

う
fa

ce
-
to

-
fa

ce
会

議
を

1
回

、
電

話
会

議
を

複
数

回
開

催
し

た
。

○
研

究
成

果
の

実
用

化
に

向
け

て
、

第
一

三
共

、
理

化
学

研
究

所
と

連
携

し
、

シ
ー

ド
化

合
物

（
抗

体
）
探

索
研

究
を

実
施

し
て

い
る

。

④
産

官
学

等
と

の
連

携
強

化
④

産
官

学
等

と
の

連
携

強
化

　
「
革

新
的

医
薬

品
・
医

療
機

器
創

出
の

た
め

の
5
か

年
戦

略
」
等

を
踏

ま
え

、
国

内
外

の
大

手
・
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

等
の

産
業

界
、

先
端

研
究

施
設

、
主

要
が

ん
セ

ン
タ

ー
等

と
「
医

療
ク

ラ
ス

タ
ー

」
を

形
成

し
て

先
端

的
な

臨
床

研
究

を
推

進
す

る
た

め
に

、
産

官
学

連
携

を
支

援
す

る
産

官
学

連
携

オ
フ

ィ
ス

等
の

整
備

を
行

う
。

ま
た

、
ク

ラ
ス

タ
ー

内
で

の
積

極
的

な
共

同
研

究
推

進
の

た
め

の
協

議
の

場
の

設
定

及
び

早
期

臨
床

開
発

試
験

を
つ

か
さ

ど
る

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
を

整
備

す
る

。
　

こ
れ

に
よ

り
、

平
成

2
1
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
共

同
研

究
件

数
、

治
験

実
施

件
数

及
び

国
際

共
同

治
験

実
施

数
に

つ
い

て
各

々
5
％

以
上

の
増

加
を

目
指

す
。

　
産

官
学

連
携

に
よ

る
シ

ー
ズ

の
前

臨
床

か
ら

早
期

臨
床

開
発

を
支

援
す

る
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

我
が

国
の

基
礎

研
究

成
果

を
生

か
し

た
医

療
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
推

進
す

る
。

　
研

究
成

果
の

実
用

化
を

目
指

し
た

包
括

的
な

提
携

契
約

を
企

業
と

の
間

で
締

結
す

る
と

と
も

に
、

ポ
ス

ト
ア

ラ
イ

ア
ン

ス
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト
を

推
進

す
る

。
企

業
が

実
用

化
を

目
指

さ
な

い
が

必
要

性
の

高
い

研
究

テ
ー

マ
に

つ
い

て
は

、
ア

カ
デ

ミ
ア

と
の

間
で

研
究

連
携

を
進

め
る

。
　

大
学

と
の

間
で

医
療

機
器

開
発

に
向

け
た

医
工

連
携

の
取

組
を

進
め

、
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

開
催

す
る

。
　

こ
れ

ら
の

取
組

を
通

じ
て

、
産

官
学

連
携

に
よ

る
医

療
ク

ラ
ス

タ
ー

の
拠

点
と

し
て

機
能

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
　

平
成

2
1
年

度
に

比
し

、
共

同
研

究
件

数
、

治
験

実
施

件
数

及
び

国
際

共
同

治
験

実
施

数
に

つ
い

て
各

々
1
0
％

以
上

増
や

す
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

エ
　

早
期

臨
床

開
発

試
験

を
つ

か
さ

ど
る

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
の

整
備

○
早

期
臨

床
開

発
を

医
師

主
導

治
験

と
し

て
実

施
可

能
な

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
/
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
部

門
を

東
病

院
臨

床
開

発
セ

ン
タ

ー
臨

床
試

験
支

援
室

に
整

備
し

、
早

期
探

索
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
の

支
援

ユ
ニ

ッ
ト
と

し
て

セ
ン

タ
ー

の
組

織
に

位
置

づ
け

た
。

製
薬

会
社

よ
り

未
承

認
薬

の
提

供
を

受
け

て
実

施
す

る
早

期
開

発
の

医
師

主
導

治
験

を
1
試

験
終

了
、

新
た

に
2
試

験
開

始
し

た
。

新
規

抗
が

ん
剤

や
新

規
内

視
鏡

診
断

・
治

療
機

器
な

ど
の

fi
rs

t 
in

 h
u
m

an
の

研
究

者
主

導
臨

床
試

験
を

実
施

し
た

。

○
医

師
主

導
治

験
及

び
臨

床
試

験
の

デ
ー

タ
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト
を

省
力

・
低

コ
ス

ト
で

実
施

す
る

た
め

に
、

C
R
F
（
症

例
報

告
書

）
電

子
化

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

開
始

し
た

。

○
臨

床
試

験
に

必
要

な
情

報
を

被
験

者
の

電
子

カ
ル

テ
か

ら
の

抽
出

す
る

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

た
。

○
中

央
病

院
臨

床
試

験
支

援
室

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
1
名

、
監

査
１

名
、

知
財

管
理

1
名

、
デ

ー
タ

マ
ネ

ー
ジ

ャ
２

名
体

制
と

し
て

早
期

臨
床

開
発

を
中

心
と

し
た

臨
床

研
究

支
援

体
制

の
強

化
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

T
R
支

援
の

た
め

に
、

薬
物

動
態

・
薬

力
学

専
門

家
３

名
、

バ
イ

オ
イ

ン
フ

ォ
マ

テ
ィ

ク
ス

1
名

を
配

置
し

た
。

○
中

央
病

院
臨

床
試

験
支

援
室

デ
ー

タ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
部

門
で

は
、

電
子

カ
ル

テ
デ

ー
タ

の
2
次

利
用

シ
ス

テ
ム

及
び

症
例

報
告

書
回

収
・
電

子
化

管
理

 シ
ス

テ
ム

（
P
D

C
：
P
ap

er
 D

at
a 

C
ap

tu
re

）
 を

構
築

し
、

迅
速

で
効

率
よ

く
治

験
・
臨

床
試

験
の

デ
ー

タ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

実
施

で
き

る
体

制
の

整
備

を
推

進
し

た
。

オ
　

既
存

治
験

の
受

託
契

約
複

数
年

化
及

び
治

験
経

費
の

出
来

高
算

定
の

推
進

○
契

約
3
年

目
以

降
の

治
験

経
費

が
実

績
に

応
じ

た
算

定
と

な
る

よ
う

に
、

受
託

研
究

費
算

定
要

領
の

改
訂

を
実

施
し

た
。

○
一

部
の

企
業

治
験

の
治

験
経

費
算

出
に

お
い

て
、

試
験

的
に

マ
イ

ル
ス

ト
ー

ン
ペ

イ
メ

ン
ト
(目

標
到

達
毎

払
い

／
時

期
到

来
毎

払
い

）
に

よ
る

方
式

を
実

施
し

、
将

来
の

治
験

経
費

算
出

方
法

見
直

し
の

準
備

を
進

め
た

。

カ
　

共
同

研
究

件
数

、
治

験
実

施
件

数
及

び
国

際
共

同
治

験
実

施
数

【
共

同
研

究
件

数
】

＜
年

度
実

績
＞

  
  
  
  
1
8
8
件

（
築

地
：
1
3
1
件

/
柏

：
5
5
件

、
共

通
2
件

）
（
対

2
1
年

度
3
9
%
増

）
　

／
目

標
1
4
9
件

（
対

2
1
年

度
1
0
％

増
）

【
治

験
実

施
件

数
】

＜
3
月

末
実

績
＞

　
　

　
3
6
6
件

（
中

央
：
2
0
7
件

/
東

：
1
5
9
件

）
(対

2
1
年

度
5
0
%
増

)/
目

標
：
2
8
2
件

(対
2
1
年

度
1
0
％

増
)

【
国

際
共

同
治

験
実

施
件

数
（
治

験
実

施
件

数
の

内
数

）
】

＜
3
月

末
実

績
＞

　
　

　
1
5
0
件

（
中

央
：
8
3
件

/
東

：
6
7
件

）
(対

2
1
年

度
5
3
％

増
)/

目
標

：
1
0
8
件

(対
2
1
年

度
1
0
％

増
)
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

⑤
研

究
・
開

発
の

企
画

及
び

評
価

体
制

の
整

備

ア
　

  
が

ん
医

療
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

に
直

結
す

る
研

究
の

企
画

○
平

成
２

５
年

度
か

ら
の

が
ん

研
究

開
発

費
の

新
運

営
体

制
が

決
定

さ
れ

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
に

資
す

る
研

究
・
治

療
技

術
開

発
を

推
進

の
た

め
の

が
ん

研
究

開
発

費
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

予
定

で
あ

る
。

イ
　

　
各

種
研

究
費

へ
の

積
極

的
な

応
募

支
援

及
び

研
究

費
の

管
理

・
監

査
体

制
の

強
化

○
平

成
2
5
年

度
文

部
科

学
省

科
学

研
究

費
等

の
応

募
に

向
け

て
、

若
手

研
究

者
向

け
の

セ
ミ
ナ

ー
を

3
回

開
催

し
、

研
究

計
画

書
の

書
き

方
な

ど
の

技
術

修
得

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

応
募

手
続

や
注

意
事

項
に

つ
い

て
の

説
明

会
を

開
催

し
た

。

○
研

究
費

（
文

部
科

学
省

科
学

研
究

費
、

厚
生

労
働

省
科

学
研

究
費

、
科

学
技

術
振

興
機

構
受

託
研

究
費

、
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
受

託
研

究
費

、
医

薬
基

盤
研

究
所

受
託

研
究

費
等

）
の

継
続

申
請

と
新

規
申

請
の

合
計

数
（
平

成
2
4
年

度
に

申
請

）
は

3
8
5
件

と
な

り
、

高
い

応
募

数
を

維
持

し
た

。

○
研

究
費

適
正

経
理

管
理

室
会

議
を

2
回

開
催

し
、

平
成

２
４

年
３

月
策

定
の

研
究

費
不

正
使

用
防

止
計

画
の

進
捗

状
況

に
つ

い
て

確
認

を
行

っ
た

。

ウ
　

　
外

部
委

員
か

ら
成

る
評

価
委

員
会

に
よ

る
研

究
評

価

○
研

究
分

野
ご

と
の

口
演

評
価

会
と

全
研

究
課

題
の

総
合

評
価

会
を

開
催

し
、

が
ん

研
究

開
発

費
事

業
の

研
究

課
題

と
特

別
枠

研
究

事
業

の
研

究
課

題
の

両
者

に
つ

い
て

外
部

評
価

委
員

に
よ

る
中

間
評

価
を

実
施

し
た

。
（
平

成
2
5
年

1
月

2
4
日

）
。

⑤
研

究
・
開

発
の

企
画

及
び

評
価

体
制

の
整

備
⑤

研
究

・
開

発
の

企
画

及
び

評
価

体
制

の
整

備

　
が

ん
医

療
研

究
開

発
費

に
よ

る
研

究
を

は
じ

め
、

我
が

国
の

が
ん

対
策

の
中

核
機

関
と

し
て

の
使

命
を

果
た

す
た

め
の

研
究

を
企

画
し

、
評

価
し

て
い

く
体

制
の

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

研
究

を
支

援
し

て
い

く
た

め
の

体
制

も
充

実
さ

せ
る

。

　
が

ん
研

究
開

発
費

等
の

研
究

費
を

用
い

て
、

が
ん

医
療

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
直

結
す

る
研

究
を

企
画

す
る

と
と

も
に

、
外

部
評

価
委

員
に

よ
る

客
観

的
な

評
価

結
果

を
研

究
費

の
配

分
に

活
か

す
。

　
我

が
国

全
体

の
が

ん
研

究
の

推
進

に
向

け
て

、
が

ん
研

究
予

算
の

獲
得

や
が

ん
研

究
政

策
立

案
に

積
極

的
な

働
き

か
け

を
行

う
。

　
研

究
費

を
公

的
機

関
及

び
民

間
か

ら
広

く
獲

得
す

る
た

め
、

研
究

費
の

積
極

的
な

応
募

、
獲

得
に

向
け

支
援

す
る

。
　

研
究

費
の

適
正

使
用

を
推

進
す

る
た

め
、

不
正

防
止

計
画

を
着

実
に

実
行

し
、

相
談

体
制

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
内

部
監

査
に

加
え

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

実
施

す
る

。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

⑥
知

的
財

産
の

管
理

強
化

及
び

活
用

推
進

ア
　

知
的

財
産

面
か

ら
研

究
開

発
、

事
業

化
な

ど
の

方
針

決
定

を
支

援
す

る
体

制
の

構
築

○
特

許
庁

の
外

郭
団

体
で

あ
る

工
業

所
有

権
・
情

報
館

か
ら

、
知

的
財

産
プ

ロ
デ

ュ
ー

サ
ー

の
派

遣
枠

を
継

続
し

、
多

層
的

疾
患

オ
ミ
ッ

ク
ス

に
よ

る
創

薬
標

的
探

索
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

研
究

成
果

の
実

用
化

戦
略

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、

6
N

C
バ

イ
オ

バ
ン

ク
の

M
T

A
に

関
す

る
規

程
、

契
約

書
雛

形
案

を
作

成
し

、
セ

ン
タ

ー
間

で
の

調
整

を
進

め
て

い
る

。

○
東

京
大

学
T

L
O

と
の

連
携

を
継

続
し

、
主

な
発

明
者

を
訪

問
し

発
明

の
発

掘
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
特

許
調

査
、

市
場

調
査

に
関

す
る

目
利

き
機

能
を

活
用

し
て

、
事

業
化

の
可

能
性

の
高

い
発

明
を

厳
選

し
、

特
許

出
願

を
行

う
体

制
を

構
築

し
た

。

○
医

薬
品

、
診

断
薬

に
関

す
る

市
場

性
調

査
に

資
す

る
医

薬
品

開
発

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

で
あ

る
M

ed
T

R
A

C
K

に
加

え
て

、
特

許
調

査
を

効
率

的
に

行
う

た
め

の
ツ

ー
ル

と
し

て
野

村
総

研
が

提
供

す
る

特
許

調
査

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

「
N

R
Iサ

イ
バ

ー
パ

テ
ン

ト
デ

ス
ク

」
を

導
入

し
し

、
短

時
間

に
有

用
な

情
報

を
入

手
で

き
る

環
境

整
備

を
行

っ
た

。

○
製

薬
企

業
と

医
療

機
器

企
業

の
O

B
２

名
を

非
常

勤
職

員
と

し
て

雇
用

し
、

専
門

的
な

知
識

、
経

験
を

生
か

し
て

、
研

究
成

果
の

実
用

化
に

向
け

た
取

り
組

み
を

加
速

さ
せ

て
い

る
。

イ
　

マ
テ

リ
ア

ル
・
リ
サ

ー
チ

ツ
ー

ル
の

管
理

・
提

供
体

制
の

整
備

○
成

果
有

体
物

取
扱

規
程

を
制

定
、

M
at

er
ia

l 
T

ra
n
sf

er
 A

gr
ee

m
en

tの
雛

形
を

作
成

し
て

効
率

的
な

管
理

体
制

を
整

備
し

、
研

究
用

成
果

有
体

物
の

、
企

業
へ

の
有

償
で

の
細

胞
や

抗
体

の
提

供
を

実
施

し
た

。

ウ
　

所
有

知
的

財
産

権
の

実
施

状
況

の
追

跡
・
管

理

○
知

的
財

産
の

技
術

移
転

先
で

の
実

施
状

況
を

確
認

し
、

共
同

出
願

契
約

に
記

載
さ

れ
た

内
容

が
、

遵
守

さ
れ

て
い

る
か

を
確

認
し

、
適

切
な

対
価

が
得

ら
れ

る
よ

う
に

対
応

し
た

。

○
昨

年
度

に
続

い
て

、
東

京
大

学
T

L
O

と
共

同
で

現
有

特
許

の
ラ

イ
セ

ン
ス

の
可

能
性

に
つ

い
て

、
費

用
負

担
が

発
生

す
る

タ
イ

ミ
ン

グ
で

検
討

し
、

ラ
イ

セ
ン

ス
の

見
込

み
の

低
い

特
許

は
継

続
し

な
い

決
定

を
行

な
う

こ
と

で
、

経
費

削
減

を
図

っ
た

。

エ
　

知
的

財
産

関
係

書
類

等
の

管
理

の
強

化

○
共

同
研

究
、

特
許

出
願

を
管

理
す

る
デ

ー
タ

を
見

直
し

、
的

確
な

デ
ー

タ
が

迅
速

に
得

ら
れ

る
よ

う
に

改
善

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

件
数

管
理

、
現

状
確

認
等

の
業

務
の

精
度

と
効

率
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

○
築

地
と

柏
で

の
デ

ー
タ

の
共

有
化

を
進

め
、

両
拠

点
か

ら
必

要
と

す
る

書
類

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
可

能
と

し
、

業
務

の
効

率
化

進
め

た
。

　
研

究
開

発
シ

ス
テ

ム
の

改
革

の
推

進
等

に
よ

る
研

究
開

発
能

力
の

強
化

及
び

研
究

開
発

等
の

効
率

的
推

進
等

に
関

す
る

法
律

（
平

成
2
0
年

法
律

第
6
3
号

）
及

び
「
知

的
財

産
推

進
計

画
」
を

踏
ま

え
つ

つ
、

共
同

研
究

や
受

託
研

究
等

を
推

進
す

る
た

め
知

的
財

産
管

理
部

門
を

設
置

し
、

マ
テ

リ
ア

ル
・
リ
サ

ー
チ

ツ
ー

ル
の

管
理

・
提

供
体

制
の

整
備

、
所

有
知

的
財

産
権

の
実

施
状

況
の

追
跡

・
管

理
、

知
的

財
産

関
係

書
類

等
の

管
理

強
化

、
研

究
者

に
対

す
る

知
財

教
育

の
実

施
、

及
び

、
上

記
研

究
を

推
進

す
る

た
め

、
知

的
財

産
管

理
や

契
約

行
為

等
に

関
す

る
管

理
機

能
や

研
究

者
に

対
す

る
相

談
支

援
機

能
の

充
実

を
図

る
。

　
ま

た
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
、

特
許

出
願

件
数

と
そ

の
内

容
が

適
切

か
ど

う
か

に
つ

い
て

吟
味

し
、

活
用

推
進

に
至

る
シ

ス
テ

ム
を

作
る

。

　
セ

ン
タ

ー
の

高
度

な
研

究
成

果
や

研
究

資
源

と
企

業
が

持
つ

革
新

的
な

技
術

を
融

合
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

世
界

を
リ
ー

ド
す

る
製

品
開

発
を

推
進

す
る

た
め

、
企

業
と

の
共

同
研

究
の

円
滑

な
実

施
に

向
け

て
研

究
者

を
支

援
し

、
研

究
成

果
の

実
用

化
へ

の
道

筋
を

つ
け

る
。

企
業

と
の

包
括

的
な

連
携

を
推

進
し

、
よ

り
積

極
的

か
つ

効
果

的
な

研
究

成
果

の
社

会
還

元
を

目
指

す
。

　
外

部
の

専
門

家
も

活
用

し
な

が
ら

、
研

究
成

果
を

知
的

財
産

面
か

ら
目

利
き

し
、

特
許

等
の

出
願

及
び

維
持

を
適

切
に

判
断

す
る

と
と

も
に

、
知

的
財

産
管

理
シ

ス
テ

ム
の

活
用

に
よ

る
業

務
の

効
率

化
、

マ
テ

リ
ア

ル
を

活
用

し
た

産
学

連
携

の
活

性
化

、
研

究
者

に
対

す
る

知
財

教
育

の
実

施
、

研
究

者
に

対
す

る
相

談
支

援
機

能
の

充
実

を
図

る
。

研
究

者
等

に
対

す
る

知
的

財
産

セ
ミ

ナ
ー

を
年

４
回

以
上

開
催

す
る

。
　

以
上

の
知

的
財

産
戦

略
に

関
し

て
は

、
政

府
の

医
療

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

推
進

室
や

他
の

ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
を

強
化

す
る

。

⑥
知

的
財

産
の

管
理

強
化

及
び

活
用

推
進

⑥
知

的
財

産
の

管
理

強
化

及
び

活
用

推
進
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

オ
　

研
究

者
に

対
す

る
知

財
教

育
の

実
施

○
研

究
者

・
臨

床
医

を
対

象
と

し
て

知
的

財
産

戦
略

セ
ミ
ナ

ー
を

開
催

し
た

。
5
月

2
1
日

　
ア

カ
デ

ミ
ア

の
発

明
と

産
学

連
携

　
（
東

京
大

学
T

L
O

　
山

本
社

長
）

6
月

1
4
日

　
研

究
者

が
自

分
の

技
術

を
世

に
出

す
方

法
に

つ
い

て
 （

つ
く

ば
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
シ

ー
ド

株
式

会
社

　
佐

々
木

社
長

）
7
月

1
8
日

　
研

究
成

果
実

用
化

に
向

け
た

ベ
ン

チ
ャ

ー
の

起
業

　
（
東

京
大

学
エ

ッ
ジ

キ
ャ

ピ
タ

ル
　

郷
治

社
長

、
片

田
江

プ
リ
ン

シ
パ

ル
）

1
月

1
5
日

　
抗

体
医

薬
の

研
究

開
発

と
知

財
戦

略
　

（
中

外
製

薬
　

知
的

財
産

部
　

尾
島

和
行

弁
理

士
）

○
特

許
出

願
や

共
同

研
究

契
約

等
で

研
究

者
と

接
す

る
際

に
は

、
知

的
財

産
戦

略
の

観
点

か
ら

O
JT

教
育

を
行

っ
た

。

【
研

究
者

等
に

対
す

る
知

的
財

産
セ

ミ
ナ

ー
開

催
数

】
　

4
回

（
目

標
４

回
）

カ
　

知
的

財
産

管
理

や
契

約
行

為
等

に
関

す
る

相
談

支
援

機
能

の
充

実

○
臨

床
開

発
セ

ン
タ

ー
内

に
先

端
医

療
開

発
支

援
室

を
創

設
し

、
知

財
・
共

同
研

究
契

約
の

支
援

体
制

を
構

築
し

た
。

○
知

的
財

産
、

産
学

連
携

分
野

に
明

る
い

弁
護

士
と

顧
問

契
約

を
お

こ
な

い
、

高
度

な
法

務
問

題
に

つ
い

て
相

談
で

き
る

体
制

を
構

築
し

た
。

ま
た

法
務

担
当

者
を

新
た

に
配

置
し

、
契

約
書

等
の

確
認

を
一

元
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

効
率

化
と

法
務

リ
ス

ク
を

軽
減

を
進

め
た

。

○
製

薬
企

業
と

医
療

機
器

企
業

の
O

B
２

名
を

非
常

勤
職

員
と

し
て

雇
用

し
、

専
門

的
な

知
識

、
経

験
を

生
か

し
て

、
知

財
管

理
や

契
約

行
為

に
関

す
る

相
談

へ
の

対
応

を
行

う
よ

う
に

し
た

。

【
共

同
研

究
(1

8
8
件

)、
特

許
出

願
(3

6
件

)】
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

（
２

）
病

院
に

お
け

る
研

究
・
開

発
の

推
進

①
臨

床
研

究
機

能
の

強
化

ア
　

臨
床

研
究

を
行

う
た

め
の

診
療

体
制

等
の

整
備

①
臨

床
研

究
機

能
の

強
化

　
病

院
は

臨
床

開
発

の
様

々
な

段
階

に
対

応
す

る
た

め
、

橋
渡

し
研

究
を

含
む

臨
床

研
究

を
行

う
た

め
の

診
療

体
制

等
の

整
備

を
進

め
る

。
　

セ
ン

タ
ー

で
実

施
さ

れ
る

臨
床

試
験

の
支

援
部

門
の

整
備

・
強

化
を

行
う

と
と

も
に

、
治

験
関

連
の

体
制

の
充

実
を

図
る

。
　

ま
た

、
そ

の
推

進
の

た
め

に
、

積
極

的
に

独
立

行
政

法
人

医
薬

品
医

療
機

器
総

合
機

構
等

と
の

人
事

交
流

を
行

っ
て

確
保

さ
れ

た
薬

事
・
規

制
要

件
の

専
門

家
を

含
め

た
支

援
体

制
の

基
盤

整
備

を
行

い
円

滑
な

試
験

実
施

を
進

め
る

と
と

も
に

、
支

援
体

制
の

モ
デ

ル
化

に
よ

り
国

内
他

施
設

へ
の

普
及

を
図

る
。

　
ま

た
、

治
験

申
請

か
ら

症
例

登
録

（
F
ir
st

 p
at

ie
n
t 

in
）
ま

で
の

期
間

を
平

均
1
3
0
日

以
内

と
す

る
。

　
世

界
ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
治

験
を

実
施

可
能

な
体

制
を

整
え

た
P
h
as

e 
Iセ

ン
タ

ー
に

よ
り

、
fi
rs

t
in

 m
an

を
含

む
第

Ⅰ
相

試
験

や
P
ro

o
f 
o
f 
co

n
ce

p
t試

験
な

ど
の

早
期

開
発

試
験

を
企

業
治

験
や

医
師

主
導

治
験

と
し

て
実

施
す

る
と

と
も

に
、

臨
床

試
験

の
支

援
部

門
の

整
備

・
強

化
を

行
い

、
治

験
関

連
の

体
制

の
充

実
を

図
る

。
　

臨
床

開
発

の
様

々
な

段
階

へ
の

対
応

を
推

進
し

、
ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ
ナ

ル
リ
サ

ー
チ

を
含

む
臨

床
研

究
を

行
う

た
め

の
診

療
体

制
等

の
整

備
を

進
め

る
。

　
薬

事
・
規

制
要

件
に

関
す

る
専

門
家

育
成

の
た

め
、

独
立

行
政

法
人

医
薬

品
医

療
機

器
総

合
機

構
等

と
の

人
事

交
流

を
実

施
す

る
。

　
こ

れ
ら

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
治

験
申

請
か

ら
症

例
登

録
（
F
ir
st

p
at

ie
n
t 

in
）
ま

で
の

期
間

を
平

均
1
4
0
日

以
内

に
維

持
す

る
。

○
臨

床
側

が
臨

床
面

で
の

問
題

点
を

提
示

し
、

基
礎

研
究

者
を

含
め

た
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

に
よ

り
ブ

レ
ー

ク
ス

ル
ー

に
つ

な
げ

る
リ
サ

ー
チ

・
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
8
月

と
1
2
月

を
除

き
月

1
回

開
催

し
、

緊
密

な
意

見
交

換
の

機
会

と
し

て
基

礎
研

究
者

と
臨

床
研

究
者

の
共

同
研

究
を

活
発

化
し

た
。

○
築

地
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
研

究
所

と
中

央
病

院
の

合
同

に
よ

る
P
h
as

eⅠ
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
定

期
的

（
月

2
～

3
回

）
に

開
催

し
た

。

○
柏

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
基

礎
研

究
部

門
と

臨
床

部
門

が
具

体
的

な
共

同
研

究
に

つ
い

て
行

う
T

R
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
実

施
し

て
い

る
（
月

2
回

開
催

）
。

○
が

ん
の

遺
伝

子
変

異
と

そ
の

臨
床

的
意

味
づ

け
（
治

療
効

果
や

予
後

と
の

相
関

な
ど

）
を

継
続

的
に

検
討

す
る

ex
p
er

t 
p
an

a e
lと

そ
の

下
支

え
を

す
る

ju
n
io

r 
p
an

el
を

開
始

し
た

。
（
月

2
回

開
催

）

○
築

地
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
各

診
療

科
の

医
師

に
よ

る
診

療
科

横
断

型
P
h
as

eⅠ
チ

ー
ム

を
構

築
し

、
定

期
的

な
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
開

始
す

る
と

と
も

に
進

行
固

形
癌

患
者

を
対

象
と

し
た

P
h
as

eⅠ
試

験
の

実
施

を
開

始
し

た
。

○
柏

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、

各
診

療
科

か
ら

若
手

医
師

を
選

抜
し

、
診

療
科

横
断

的
P
h
as

e 
Iチ

ー
ム

構
築

に
向

け
て

合
同

回
診

・
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
実

施
し

た
。

○
セ

ン
タ

ー
内

新
着

任
職

員
向

け
に

バ
イ

オ
バ

ン
ク

と
包

括
的

同
意

に
関

す
る

説
明

会
を

2
回

開
催

し
、

1
9
6
名

が
参

加
し

た
。

○
バ

イ
オ

バ
ン

ク
調

整
委

員
会

を
毎

月
開

催
し

（
計

8
回

）
、

N
C

C
バ

イ
オ

バ
ン

ク
の

適
切

な
運

営
並

び
に

6
N

C
バ

イ
オ

バ
ン

ク
構

築
の

た
め

の
情

報
共

有
に

努
め

た
。

○
バ

イ
オ

バ
ン

ク
の

基
盤

と
な

る
包

括
同

意
新

体
制

（
個

別
説

明
と

文
書

に
よ

る
意

思
表

示
確

認
）
が

2
年

目
と

な
る

今
年

度
の

同
意

割
合

は
、

昨
年

度
と

ほ
ぼ

同
等

の
以

下
の

割
合

で
あ

っ
た

。
【
同

意
取

得
割

合
（
セ

ン
タ

ー
全

体
）
】

　
8
9
.1

%
(対

象
患

者
数

1
1
,6

7
8
人

、
同

意
患

者
数

1
0
,4

0
1
人

)

○
築

地
キ

ャ
ン

パ
ス

の
リ
サ

ー
チ

・
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ェ

は
、

全
新

患
患

者
に

対
し

て
、

初
診

手
続

き
サ

ポ
ー

ト
（
共

通
予

診
カ

ー
ド

の
記

載
補

助
、

感
染

症
検

査
の

説
明

、
質

問
対

応
、

他
）
を

継
続

し
て

い
る

。
平

成
2
4
年

度
の

新
患

患
者

サ
ポ

ー
ト
数

は
築

地
キ

ャ
ン

パ
ス

は
8
,1

3
9
名

  
 （

参
考

）
 柏

キ
ャ

ン
パ

ス
 4

,6
5
1
名

〇
JC

O
G

他
の

多
施

設
共

同
研

究
、

自
主

研
究

の
立

案
、

実
施

を
行

い
、

臨
床

試
験

の
推

進
に

貢
献

し
た

。

〇
レ

ジ
デ

ン
ト
や

若
手

医
師

に
対

し
て

積
極

的
に

臨
床

試
験

に
関

す
る

教
育

を
実

施
し

、
プ

ロ
ト
コ

ー
ル

作
成

に
参

加
さ

せ
る

よ
う

に
し

た
。

○
学

際
的

研
究

支
援

室
に

お
い

て
、

研
究

に
関

す
る

患
者

か
ら

の
問

い
合

わ
せ

・
相

談
窓

口
対

応
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。

○
中

央
病

院
・
東

病
院

臨
床

試
験

支
援

室
に

て
治

験
に

関
す

る
取

り
合

わ
せ

窓
口

を
継

続
し

て
実

施
し

た
。

（
２

）
病

院
に

お
け

る
研

究
・
開

発
の

推
進

（
２

）
病

院
に

お
け

る
研

究
・
開

発
の

推
進

（
２

）
病

院
に

お
け

る
研

究
・
開

発
の

推
進

　
治

験
等

の
臨

床
研

究
を

病
院

内
で

高
い

倫
理

性
、

透
明

性
を

も
っ

て
円

滑
に

実
施

す
る

た
め

の
基

盤
の

整
備

に
努

め
る

こ
と

。

①
臨

床
研

究
機

能
の

強
化
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

イ
　

臨
床

試
験

の
支

援
部

門
の

整
備

・
強

化
と

治
験

関
連

の
体

制
の

充
実

○
治

験
事

務
局

を
中

央
病

院
、

東
病

院
の

臨
床

試
験

支
援

室
内

に
配

置
す

る
こ

と
で

、
両

病
院

の
治

験
の

管
理

及
び

支
援

体
制

を
強

化
し

、
研

究
者

及
び

治
験

依
頼

者
の

利
便

性
を

向
上

さ
せ

た
。

○
治

験
事

務
局

に
お

い
て

治
験

責
任

医
師

保
管

資
料

の
一

元
管

理
を

開
始

し
、

資
料

の
保

管
体

制
を

強
化

さ
せ

た
。

○
C

R
C

教
育

の
た

め
の

セ
ミ
ナ

ー
、

G
C

P
改

正
に

伴
う

治
験

責
任

医
師

等
を

対
象

と
し

た
説

明
会

の
開

催
な

ど
を

通
じ

て
、

C
R
C

等
の

質
の

向
上

を
図

っ
た

。

○
治

験
担

当
看

護
師

・
治

験
担

当
臨

床
検

査
技

師
・
C

R
C

ア
シ

ス
タ

ン
ト
の

採
用

、
治

験
専

用
の

検
体

処
理

室
・
心

電
図

測
定

室
の

整
備

、
治

験
依

頼
者

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
用

の
無

線
L
A

N
設

置
等

を
実

施
し

、
治

験
実

施
の

支
援

体
制

を
強

化
さ

せ
た

。

○
日

本
の

主
要

な
製

薬
企

業
を

訪
問

し
、

当
セ

ン
タ

ー
の

早
期

臨
床

開
発

の
実

施
体

制
説

明
と

共
同

開
発

の
協

力
依

頼
を

行
っ

た
。

（
2
3
社

訪
問

）

○
中

央
病

院
臨

床
試

験
支

援
室

及
び

東
病

院
臨

床
開

発
セ

ン
タ

ー
臨

床
試

験
支

援
室

に
お

い
て

、
臨

床
研

究
実

施
の

た
め

の
C

R
C

に
よ

る
支

援
を

実
施

し
た

。

○
東

病
院

先
端

医
療

開
発

支
援

室
に

広
報

部
門

を
設

置
し

、
早

期
探

索
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
の

H
P
開

設
な

ど
の

臨
床

試
験

・
T

R
関

連
の

広
報

活
動

を
開

始
し

た
。

○
東

病
院

に
て

臨
床

試
験

に
関

す
る

基
礎

及
び

ア
ド

バ
ン

ス
ド

コ
ー

ス
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
始

し
た

。

○
東

病
院

に
て

生
物

統
計

に
関

す
る

相
談

窓
口

を
設

置
し

た
。

ウ
　

薬
事

・
規

制
要

件
に

関
す

る
専

門
家

育
成

の
た

め
の

人
事

交
流

の
実

施

○
平

成
2
4
年

1
0
月

よ
り

、
Ｐ

Ｍ
Ｄ

Ａ
と

の
人

事
交

流
を

実
施

す
る

た
め

研
究

員
1
名

を
派

遣
し

、
東

病
院

臨
床

試
験

支
援

室
に

新
た

に
1

名
の

P
M

D
A

審
査

専
門

員
を

受
け

入
れ

た
（
1
2
月

末
お

よ
び

3
月

末
）
。

ま
た

、
平

成
2
5
年

1
月

に
は

医
師

1
名

（
シ

ニ
ア

レ
ジ

デ
ン

ト
）
を

P
M

D
A

の
審

査
員

(医
療

機
器

担
当

)と
し

て
派

遣
す

る
予

定
で

あ
る

。

エ
　

治
験

申
請

か
ら

症
例

登
録

ま
で

の
期

間

　 　 　 　
 

 

　

 
 

 
 

　 　 　

 

　

【
治

験
申

請
か

ら
症

例
登

録
（
F
ir
st

 p
at

ie
n
t 

in
）
ま

で
の

期
間

】
　

＜
3
月

末
実

績
＞

　
平

均
1
3
0
.5

日
(中

央
：
1
2
9
.6

日
、

東
：
1
3
1
.3

日
)
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

②
倫

理
性

・
透

明
性

の
確

保

ア
　

倫
理

審
査

委
員

会
等

の
機

能
の

強
化

○
研

究
倫

理
審

査
委

員
会

事
務

局
業

務
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
改

訂
を

行
い

、
事

務
局

に
お

け
る

業
務

の
充

実
を

図
っ

た
。

○
研

究
倫

理
審

査
の

効
率

化
・
迅

速
化

を
可

能
と

す
る

研
究

倫
理

審
査

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

決
定

し
た

。
（
平

成
２

５
年

夏
頃

導
入

予
定

）
。

○
「
臨

床
研

究
に

関
す

る
倫

理
指

針
」
に

よ
り

研
究

機
関

の
長

の
責

務
と

し
て

定
め

ら
れ

て
い

る
臨

床
研

究
の

自
己

点
検

と
し

て
の

監
査

を
行

う
た

め
、

「
臨

床
研

究
の

内
部

監
査

に
関

す
る

標
準

業
務

手
順

書
」
を

制
定

し
た

（
平

成
2
4
年

1
0
月

1
日

）
。

○
臨

床
研

究
の

内
部

監
査

を
、

1
部

門
2
課

題
を

抽
出

し
て

実
施

し
(平

成
2
5
年

2
月

)、
平

成
2
5
年

度
か

ら
の

本
格

稼
働

に
備

え
た

。
ま

た
、

研
究

倫
理

セ
ミ
ナ

ー
(平

成
2
5
年

3
月

6
日

)に
て

臨
床

研
究

の
内

部
監

査
に

つ
い

て
周

知
し

た
。

○
臨

床
研

究
（
先

進
医

療
B

）
の

監
査

に
関

す
る

標
準

業
務

手
順

書
、

医
師

主
導

治
験

の
監

査
に

関
す

る
標

準
業

務
手

順
書

を
制

定
し

た
（
平

成
2
4
年

1
0
月

1
日

）
。

〇
上

記
手

順
書

に
則

り
セ

ン
タ

ー
内

監
査

部
門

が
行

う
監

査
計

画
を

、
先

進
医

療
B

適
用

試
験

1
試

験
、

医
師

主
導

治
験

1
試

験
に

つ
い

て
立

案
し

た
。

○
臨

床
研

究
の

監
査

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

受
け

入
れ

手
順

書
に

則
り

JC
O

G
監

査
を

受
け

入
れ

、
事

前
準

備
並

び
に

当
日

の
対

応
、

事
後

対
応

を
行

っ
た

（
監

査
実

施
日

は
1
0
月

、
4
日

間
）
。

イ
　

主
要

な
倫

理
指

針
等

に
つ

い
て

の
職

員
教

育
の

充
実

○
「
臨

床
研

究
に

関
す

る
倫

理
指

針
」
の

説
明

や
研

究
倫

理
と

被
験

者
保

護
等

を
テ

ー
マ

に
し

た
職

員
向

け
研

究
倫

理
セ

ミ
ナ

ー
を

計
3
回

開
催

し
た

【
総

参
加

者
数

：
6
7
0
名

】
。

○
研

究
に

お
け

る
個

人
情

報
保

護
の

基
本

概
念

や
匿

名
化

等
の

体
制

・
仕

組
み

を
テ

ー
マ

に
し

た
職

員
向

け
個

人
情

報
保

護
セ

ミ
ナ

ー
を

1
回

開
催

し
た

。
【
参

加
者

数
：
3
5
6
名

】

○
研

究
者

単
位

で
セ

ミ
ナ

ー
履

修
歴

を
管

理
す

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

引
き

続
き

作
成

し
た

。

ウ
　

研
究

管
理

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
整

備
・
更

新

○
平

成
２

３
年

度
に

引
き

続
き

、
倫

理
審

査
の

進
捗

状
況

、
研

究
課

題
の

属
性

情
報

、
研

究
者

情
報

、
研

究
の

進
捗

情
報

な
ど

を
管

理
す

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

研
究

倫
理

審
査

事
務

の
電

子
化

を
図

る
た

め
の

研
究

倫
理

審
査

シ
ス

テ
ム

に
向

け
て

検
討

を
行

っ
た

。

エ
　

研
究

に
関

す
る

情
報

公
開

及
び

問
い

合
わ

せ
対

応
体

制
の

整
備

○
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
治

験
情

報
の

公
開

、
公

開
情

報
に

対
す

る
電

話
問

い
合

わ
せ

、
問

い
合

わ
せ

か
ら

受
診

ま
で

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト
を

引
き

続
き

実
施

し
た

。

○
早

期
探

索
的

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

の
H

P
を

開
設

し
、

開
発

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ
ン

に
関

す
る

受
付

窓
口

を
設

置
し

た
。

○
当

セ
ン

タ
ー

で
の

早
期

・
探

索
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
に

関
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（
日

本
語

/
英

語
）
の

作
成

、
及

び
専

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
開

設
を

行
い

、
積

極
的

に
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

②
倫

理
性

・
透

明
性

の
確

保
②

倫
理

性
・
透

明
性

の
確

保

　
高

度
な

倫
理

性
・
透

明
性

が
確

保
さ

れ
た

臨
床

研
究

等
の

実
施

を
図

る
た

め
、

倫
理

審
査

委
員

会
等

の
機

能
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
主

要
な

倫
理

指
針

等
に

つ
い

て
職

員
教

育
の

充
実

を
図

る
。

　
ま

た
、

セ
ン

タ
ー

で
実

施
し

て
い

る
治

験
等

臨
床

研
究

に
つ

い
て

適
切

に
情

報
開

示
す

る
と

と
も

に
、

セ
ン

タ
ー

を
受

診
す

る
患

者
へ

の
研

究
に

関
す

る
説

明
を

組
織

的
か

つ
効

率
的

に
行

う
体

制
や

、
患

者
・
家

族
へ

の
研

究
に

関
す

る
情

報
開

示
及

び
問

い
合

わ
せ

へ
の

対
応

の
体

制
等

を
整

備
す

る
。

 　
高

度
な

倫
理

性
・
透

明
性

が
確

保
さ

れ
た

臨
床

研
究

等
の

実
施

と
迅

速
な

審
査

手
続

を
担

保
す

る
た

め
、

倫
理

審
査

委
員

会
等

の
機

能
や

運
営

の
仕

方
を

継
続

的
に

点
検

し
、

改
善

、
合

理
化

を
図

る
。

　
「
臨

床
研

究
に

関
す

る
倫

理
指

針
」
が

研
究

機
関

の
長

の
責

務
と

し
て

定
め

る
臨

床
研

究
に

対
す

る
内

部
監

査
を

実
施

す
る

。
　

職
員

の
研

究
活

動
に

係
る

C
O

I管
理

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

主
要

な
倫

理
指

針
等

に
つ

い
て

研
究

倫
理

セ
ミ
ナ

ー
等

を
通

じ
た

職
員

教
育

の
充

実
を

図
る

。
　

セ
ン

タ
ー

で
実

施
し

て
い

る
治

験
や

臨
床

研
究

等
に

つ
い

て
、

研
究

管
理

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
整

備
、

更
新

す
る

と
と

も
に

、
国

民
に

対
し

て
研

究
に

関
す

る
情

報
開

示
を

適
切

に
行

う
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

（
３

）
担

当
領

域
の

特
性

を
踏

ま
え

た
戦

略
的

か
つ

重
点

的
な

研
究

・
開

発
の

推
進

　
こ

れ
ら

研
究

基
盤

の
強

化
に

よ
り

、
詳

細
を

別
紙

に
示

し
た

研
究

・
開

発
を

着
実

に
推

進
す

る
こ

と
。

　
が

ん
対

策
基

本
法

と
が

ん
対

策
推

進
基

本
計

画
を

踏
ま

え
、

が
ん

に
よ

る
死

亡
者

の
減

少
、

す
べ

て
の

が
ん

患
者

及
び

そ
の

家
族

の
苦

痛
の

軽
減

並
び

に
療

養
生

活
の

質
の

維
持

向
上

を
実

現
す

る
た

め
の

が
ん

対
策

に
資

す
る

研
究

に
積

極
的

に
取

り
組

む
。

　
具

体
的

な
方

針
に

つ
い

て
は

別
紙

１
の

と
お

り
。

　
が

ん
対

策
基

本
法

と
が

ん
対

策
推

進
基

本
計

画
を

踏
ま

え
、

が
ん

に
よ

る
死

亡
者

の
減

少
、

す
べ

て
の

が
ん

患
者

及
び

そ
の

家
族

の
苦

痛
の

軽
減

並
び

に
療

養
生

活
の

質
の

維
持

向
上

を
実

現
す

る
た

め
の

が
ん

対
策

に
資

す
る

研
究

に
積

極
的

に
取

り
組

む
。

未
だ

解
明

さ
れ

て
い

な
い

難
治

が
ん

等
の

原
因

の
究

明
や

本
態

解
明

に
繋

が
る

研
究

を
推

進
し

、
高

度
先

駆
的

な
予

防
・
診

断
・
治

療
技

術
の

開
発

に
資

す
る

成
果

を
創

出
す

る
。

　
具

体
的

な
方

針
に

つ
い

て
は

別
紙

１
の

と
お

り
。

○
引

き
続

き
、

が
ん

に
よ

る
死

亡
者

の
減

少
、

す
べ

て
の

が
ん

患
者

及
び

そ
の

家
族

の
苦

痛
の

軽
減

並
び

に
療

養
生

活
の

質
の

維
持

向
上

を
実

現
す

る
た

め
の

が
ん

対
策

に
資

す
る

研
究

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
だ

。

○
特

に
、

未
だ

解
明

さ
れ

て
い

な
い

難
治

が
ん

等
の

原
因

の
究

明
や

本
態

解
明

に
繋

が
る

研
究

を
推

進
し

、
高

度
先

駆
的

な
予

防
・
診

断
・
治

療
技

術
の

開
発

に
資

す
る

成
果

を
創

出
し

た
。

主
な

例
と

し
て

は
、

新
規

治
療

標
的

分
子

と
し

て
、

R
E
T

融
合

遺
伝

子
を

同
定

し
、

阻
害

剤
を

用
い

た
医

師
主

導
治

験
の

開
始

に
至

っ
た

。
ま

た
、

骨
肉

腫
の

肺
転

移
を

抑
制

す
る

、
新

規
an

ti
-
m

ic
ro

R
N

A
核

酸
医

薬
開

発
の

前
臨

床
研

究
を

進
め

た
。

（
３

）
担

当
領

域
の

特
性

を
踏

ま
え

た
戦

略
的

か
つ

重
点

的
な

研
究

・
開

発
の

推
進

（
３

）
担

当
領

域
の

特
性

を
踏

ま
え

た
戦

略
的

か
つ

重
点

的
な

研
究

・
開

発
の

推
進

（
３

）
担

当
領

域
の

特
性

を
踏

ま
え

た
戦

略
的

か
つ

重
点

的
な

研
究

・
開

発
の

推
進
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

　
 担

当
領

域
の

特
性

を
踏

ま
え

た
戦

略
的

・
重

点
的

な
研

究
・
開

発
の

推
進

１
．

重
点

的
な

研
究

・
開

発
戦

略
の

考
え

方

ア
　

研
究

開
発

の
た

め
の

企
業

、
大

学
、

学
会

等
と

の
連

携

○
企

業
と

の
連

携
　

　
・
共

同
研

究
 (
1
4
8
件

)
　

　
　

企
業

と
の

単
発

の
共

同
研

究
の

み
で

は
な

く
、

組
織

対
組

織
の

連
携

を
進

め
る

包
括

契
約

に
よ

り
、

事
業

化
を

目
指

し
た

　
　

　
戦

略
的

な
連

携
を

進
め

て
い

る
。

（
第

一
三

共
、

島
津

製
作

所
、

ア
ス

ト
ラ

ゼ
ネ

カ
な

ど
）

○
大

学
等

と
の

連
携

　
・
東

京
女

子
医

大
と

細
胞

シ
ー

ト
に

よ
る

術
後

管
腔

狭
窄

を
予

防
す

る
た

め
の

連
携

を
目

指
し

た
、

共
同

研
究

契
約

の
締

結
を

　
 進

め
て

い
る

。
　

・
平

成
2
4
年

度
か

ら
開

始
し

た
当

セ
ン

タ
ー

の
レ

ジ
デ

ン
ト
・
職

員
を

対
象

と
し

た
新

た
な

連
携

大
学

院
制

度
を

開
始

  
  
平

成
2
4
年

度
入

学
者

数
　

慶
應

義
塾

大
学

7
名

、
順

天
堂

大
学

2
3
名

　
・
上

記
に

加
え

、
東

京
医

科
歯

科
大

学
大

学
院

の
中

に
、

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

が
新

た
に

講
座

を
設

置
す

る
と

い
う

  
  
 新

た
な

連
携

協
力

を
平

成
2
5
年

2
月

1
日

に
締

結
し

た
。

尚
、

こ
の

新
講

座
は

平
成

2
5
年

4
月

よ
り

開
始

さ
れ

る
。

　
 担

当
領

域
の

特
性

を
踏

ま
え

た
戦

略
的

・
重

点
的

な
研

究
・
開

発
の

推
進

（
別

紙
）

１
．

重
点

的
な

研
究

・
開

発
戦

略
の

考
え

方

　
が

ん
は

単
一

の
疾

患
で

は
な

く
、

そ
の

原
因

、
宿

主
背

景
因

子
、

本
態

と
な

る
遺

伝
子

異
常

、
病

態
、

病
期

及
び

治
療

応
答

性
等

に
お

い
て

極
め

て
多

様
な

様
相

を
呈

す
る

こ
と

が
明

ら
か

に
さ

れ
て

い
る

。
そ

の
罹

患
率

及
び

死
亡

率
を

抑
制

す
る

た
め

に
は

、
基

礎
研

究
、

公
衆

衛
生

研
究

及
び

臨
床

研
究

の
各

分
野

に
お

い
て

高
度

先
駆

的
な

研
究

・
開

発
を

展
開

す
る

と
と

も
に

、
こ

れ
ら

３
大

分
野

の
有

機
的

な
連

携
に

基
づ

く
、

我
が

国
に

お
け

る
総

合
的

研
究

戦
略

と
し

て
推

進
す

る
こ

と
が

極
め

て
重

要
で

あ
る

。
　

こ
の

た
め

、
が

ん
の

原
因

・
本

態
解

明
、

予
防

・
診

断
・
治

療
法

の
基

盤
と

な
る

技
術

の
開

発
等

基
礎

研
究

の
成

果
を

、
公

衆
衛

生
研

究
及

び
臨

床
研

究
に

応
用

し
、

よ
り

優
れ

た
予

防
・
診

断
・

治
療

法
の

開
発

に
結

び
つ

け
る

と
と

も
に

、
公

衆
衛

生
研

究
及

び
臨

床
研

究
に

お
い

て
見

出
さ

れ
た

疑
問

、
仮

説
を

基
礎

研
究

の
課

題
と

し
て

積
極

的
に

取
り

上
げ

る
等

、
双

方
向

性
の

橋
渡

し
研

究
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　 　 　

担
当

領
域

の
特

性
を

踏
ま

え
た

戦
略

的
・
重

点
的

な
研

究
・
開

発
の

推
進

（
別

紙
１

）
１

．
重

点
的

な
研

究
・
開

発
戦

略
の

考
え

方

　
が

ん
対

策
基

本
法

と
が

ん
対

策
推

進
基

本
計

画
を

踏
ま

え
、

が
ん

対
策

に
資

す
る

研
究

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、

世
界

を
リ
ー

ド
す

る
研

究
成

果
を

継
続

的
に

創
出

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
成

果
の

社
会

へ
の

還
元

を
促

進
す

る
。

　
そ

の
実

現
に

向
け

、
病

院
と

研
究

所
の

連
携

を
よ

り
強

化
し

、
企

業
や

国
内

外
の

大
学

、
学

会
等

の
ア

カ
デ

ミ
ア

機
関

と
の

産
官

学
連

携
の

一
層

の
推

進
を

図
り

つ
つ

、
が

ん
の

原
因

・
本

態
解

明
の

基
礎

研
究

か
ら

予
防

及
び

診
断

・
治

療
技

術
の

革
新

的
開

発
を

目
指

し
た

橋
渡

し
研

究
や

早
期

臨
床

開
発

試
験

を
積

極
的

に
推

進
す

る
。

 さ
ら

に
セ

ン
タ

ー
が

中
心

的
に

支
援

・
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

し
、

が
ん

診
療

拠
点

病
院

等
を

中
心

と
し

た
多

施
設

共
同

臨
床

試
験

を
展

開
し

、
新

し
い

標
準

治
療

の
開

発
と

国
内

へ
の

普
及

を
積

極
的

に
推

進
す

る
。

早
期

の
開

発
か

ら
標

準
化

を
目

指
し

た
基

礎
・
臨

床
研

究
を

セ
ン

タ
ー

が
主

体
的

に
展

開
し

、
世

界
の

が
ん

医
療

に
大

き
く

貢
献

す
る

成
果

を
あ

げ
る

よ
う

、
総

合
的

に
研

究
を

推
進

す
る

。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

イ
　

コ
レ

ス
ポ

ン
デ

ィ
ン

グ
オ

ー
サ

ー
で

あ
る

論
文

の
引

用
総

数

・
平

成
2
4
年

に
発

行
さ

れ
た

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

の
研

究
者

が
著

者
又

は
共

著
者

で
あ

る
英

文
論

文
総

数
は

W
eb

-
o
f-

S
ci

en
ce

に
よ

る
検

索
ベ

ー
ス

で
5
9
9
件

（
平

成
2
3
年

は
5
7
5
件

）
で

あ
り

、
こ

れ
ら

の
被

引
用

総
数

は
平

成
2
5
年

4
月

1
5
日

時
点

で
7
6
0
件

(引
用

率
1
.2

7
)で

あ
っ

た
。

ま
た

、
5
9
9
件

の
う

ち
、

掲
載

さ
れ

た
雑

誌
の

イ
ン

パ
ク

ト
フ

ァ
ク

ー
が

1
5
以

上
の

論
文

数
は

2
0
件

で
あ

っ
た

。

　
 

　 　 　 ま
た

、
こ

れ
ら

研
究

の
方

向
性

及
び

そ
の

成
果

を
的

確
に

評
価

す
る

た
め

に
は

ま
ず

、
が

ん
の

実
態

を
把

握
し

、
分

析
す

る
研

究
が

欠
か

せ
な

い
。

つ
い

で
、

発
生

し
た

が
ん

に
対

す
る

高
度

先
駆

的
診

療
技

術
の

開
発

、
日

本
人

の
が

ん
罹

患
率

を
低

減
さ

せ
う

る
一

次
予

防
法

の
開

発
、

検
診

等
早

期
発

見
に

よ
る

二
次

予
防

法
の

科
学

的
評

価
と

開
発

が
求

め
ら

れ
る

。
さ

ら
に

、
こ

の
よ

う
に

し
て

開
発

さ
れ

た
が

ん
の

予
防

・
検

診
・
診

断
・
治

療
法

の
均

て
ん

化
を

図
る

た
め

の
研

究
及

び
対

策
を

展
開

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
は

、
こ

れ
ら

の
研

究
課

題
に

つ
い

て
、

セ
ン

タ
ー

内
各

部
門

の
連

携
は

も
と

よ
り

、
国

内
外

の
医

療
機

関
、

研
究

機
関

、
学

会
等

と
の

一
層

の
連

携
を

図
り

、
総

合
的

な
取

り
組

み
を

進
め

て
い

く
こ

と
。

　
そ

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

中
期

計
画

に
お

い
て

、
主

な
研

究
成

果
に

係
る

数
値

目
標

を
設

定
す

る
な

ど
、

セ
ン

タ
ー

が
達

成
す

べ
き

研
究

成
果

の
内

容
と

そ
の

水
準

を
明

確
化

及
び

具
体

化
す

る
こ

と
。

　 　   ま
た

、
疫

学
研

究
等

に
よ

る
日

本
人

の
エ

ビ
デ

ン
ス

の
収

集
や

、
が

ん
医

療
の

質
的

向
上

に
資

す
る

研
究

、
情

報
発

信
手

法
の

開
発

に
関

す
る

研
究

等
に

取
り

組
み

、
そ

の
成

果
を

活
用

し
て

い
く

こ
と

に
よ

り
、

が
ん

医
療

の
均

て
ん

化
に

寄
与

す
る

。
　

具
体

的
に

は
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
、

セ
ン

タ
ー

全
体

と
し

て
、

1
0
件

以
上

の
が

ん
対

策
の

推
進

に
大

き
く

貢
献

す
る

顕
著

な
成

果
を

あ
げ

る
こ

と
を

目
指

す
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

２
．

具
体

的
方

針

（
１

）
疾

病
に

着
目

し
た

研
究

①
　

が
ん

の
原

因
、

発
生

・
進

展
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

ア
　

が
ん

の
原

因
解

明
に

資
す

る
研

究
の

推
進

ア
　

が
ん

の
原

因
解

明
に

資
す

る
研

究
の

推
進

ア
　

が
ん

の
原

因
解

明
に

資
す

る
研

究
の

推
進

①
　

が
ん

の
原

因
、

発
生

・
進

展
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

科
学

技
術

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
常

に
取

り
入

れ
、

分
子

・
細

胞
か

ら
個

体
に

至
る

も
の

ま
で

を
研

究
対

象
に

す
る

こ
と

に
よ

り
、

が
ん

の
原

因
、

発
生

・
進

展
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

解
明

し
、

予
防

・
診

断
・

治
療

へ
の

応
用

の
糸

口
と

な
る

研
究

を
行

う
。

①
　

が
ん

の
原

因
、

発
生

・
進

展
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

①
　

が
ん

の
原

因
、

発
生

・
進

展
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

　
が

ん
発

生
の

要
因

に
関

し
て

、
ゲ

ノ
ム

・
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

解
析

、
様

々
な

ゲ
ノ

ム
修

飾
に

関
す

る
網

羅
的

解
析

、
発

が
ん

動
物

モ
デ

ル
を

用
い

た
研

究
成

果
を

も
と

に
、

外
的

な
環

境
要

因
（
食

事
、

喫
煙

、
ウ

ィ
ル

ス
・
細

菌
感

染
、

職
業

環
境

等
）
、

生
活

習
慣

病
や

炎
症

な
ど

の
内

的
環

境
要

因
及

び
遺

伝
的

な
発

が
ん

要
因

の
解

明
に

取
り

組
む

。
　

生
活

習
慣

病
や

炎
症

等
に

起
因

す
る

が
ん

の
発

生
・
成

立
に

関
し

て
主

導
的

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

分
子

機
構

の
解

明
に

取
り

組
む

。
　

発
が

ん
感

受
性

の
分

子
機

構
を

解
明

し
、

そ
の

知
見

に
基

づ
く

新
し

い
予

防
法

の
開

発
を

目
指

す
。

　
が

ん
発

生
の

リ
ス

ク
要

因
に

関
し

て
、

ゲ
ノ

ム
・
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

解
析

、
発

が
ん

動
物

モ
デ

ル
を

用
い

た
研

究
成

果
を

も
と

に
、

外
的

、
内

的
環

境
及

び
遺

伝
的

な
発

が
ん

要
因

や
発

が
ん

感
受

性
の

分
子

機
構

の
解

明
に

取
り

組
む

。
　

生
活

習
慣

病
や

炎
症

等
に

起
因

す
る

が
ん

の
発

生
・
成

立
に

関
し

て
主

導
的

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

要
因

と
そ

の
分

子
機

構
の

解
明

に
取

り
組

む
。

ウ
ィ

ル
ス

発
が

ん
の

分
子

機
構

の
解

明
を

進
め

る
。

○
印

刷
業

従
事

者
の

胆
管

癌
1
例

の
全

エ
ク

ソ
ン

解
析

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

約
1
,5

0
0
ヶ

所
の

体
細

胞
変

異
が

検
出

さ
れ

、
こ

れ
ま

で
の

肝
胆

道
系

悪
性

腫
瘍

に
お

け
る

体
細

胞
変

異
の

頻
度

に
く

ら
べ

て
明

ら
か

に
高

率
で

あ
っ

た
。

○
中

央
病

院
肺

腺
が

ん
1
,5

0
0
例

を
対

象
と

し
た

1
0
0
万

多
型

に
関

す
る

全
ゲ

ノ
ム

関
連

解
析

を
施

行
し

、
新

規
感

受
性

遺
伝

子
座

、
B

P
T

F
お

よ
び

B
T

N
L
2
を

同
定

し
た

。

○
肺

が
ん

手
術

組
織

の
ゲ

ノ
ム

解
析

を
行

い
、

新
規

ド
ラ

イ
バ

ー
遺

伝
子

と
し

て
R
E
T

融
合

遺
伝

子
を

同
定

し
た

。

○
肝

が
ん

に
お

け
る

新
規

ド
ラ

イ
バ

ー
変

異
の

同
定

と
分

子
パ

ス
ウ

エ
イ

解
析

を
進

め
た

。

○
固

形
が

ん
（
肺

が
ん

、
胃

が
ん

、
肉

腫
）
に

お
け

る
新

規
融

合
遺

伝
子

の
同

定
と

そ
の

機
能

解
析

を
進

め
た

。

○
膵

臓
発

が
ん

モ
デ

ル
マ

ウ
ス

に
お

い
て

A
go

u
ti
遺

伝
子

の
高

発
現

が
膵

臓
発

が
ん

を
促

進
す

る
こ

と
を

示
し

た
。

○
M

ie
ap

ホ
モ

欠
失

マ
ウ

ス
を

作
成

し
て

、
大

腸
発

が
ん

モ
デ

ル
マ

ウ
ス

や
p
2
1
ホ

モ
欠

失
マ

ウ
ス

と
の

交
配

を
進

め
た

。

○
子

宮
頸

が
ん

の
原

因
と

な
る

H
P
V

ゲ
ノ

ム
を

制
御

・
標

識
す

る
細

胞
株

を
樹

立
し

、
発

が
ん

過
程

の
解

明
や

、
ウ

イ
ル

ス
ゲ

ノ
ム

複
製

阻
害

剤
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
に

有
用

な
系

を
確

立
し

た
。

　 ○
正

常
膵

管
上

皮
細

胞
を

不
死

化
し

が
ん

化
に

十
分

な
遺

伝
子

異
常

の
組

み
合

わ
せ

を
同

定
し

た
。

○
幹

細
胞

環
境

の
異

所
性

が
マ

ウ
ス

胚
性

幹
細

胞
に

お
い

て
D

N
A

二
本

鎖
切

断
を

誘
導

し
、

ゲ
ノ

ム
異

常
を

誘
導

し
、

が
ん

性
幹

細
胞

へ
の

変
化

を
惹

起
さ

せ
る

こ
と

を
見

い
だ

し
た

。

○
P
A

R
P
-
1
機

能
欠

失
は

特
定

C
p
G

領
域

の
D

N
A

脱
メ

チ
ル

化
を

誘
導

す
る

こ
と

を
見

い
だ

し
た

。

○
D

N
A

メ
チ

ル
化

異
常

の
誘

発
に

は
慢

性
炎

症
が

重
要

で
あ

る
も

の
の

、
リ
ン

パ
球

は
必

須
で

は
な

い
こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

。

２
．

具
体

的
方

針
２

．
具

体
的

方
針

２
．

具
体

的
方

針

（
１

）
疾

病
に

着
目

し
た

研
究

（
１

）
疾

病
に

着
目

し
た

研
究

（
１

）
疾

病
に

着
目

し
た

研
究
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

イ
　

が
ん

の
発

生
・
進

展
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

関
す

る
研

究
の

推
進

イ
　

が
ん

の
発

生
・
進

展
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

関
す

る
研

究
の

推
進

イ
　

が
ん

の
発

生
・
進

展
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

関
す

る
研

究
の

推
進

　
が

ん
が

多
様

性
を

獲
得

し
、

進
展

・
浸

潤
・
転

移
す

る
過

程
、

及
び

、
治

療
抵

抗
性

を
獲

得
す

る
分

子
機

構
を

、
が

ん
細

胞
側

と
宿

主
側

の
両

方
の

観
点

か
ら

統
合

的
に

解
明

す
る

事
を

目
指

す
。

　
が

ん
が

進
展

・
浸

潤
・
転

移
す

る
過

程
及

び
治

療
抵

抗
性

の
獲

得
に

関
与

す
る

が
ん

細
胞

側
或

い
は

宿
主

側
の

因
子

に
つ

い
て

、
次

世
代

シ
ー

ク
エ

ン
ス

技
術

等
の

最
新

ゲ
ノ

ム
解

析
や

網
羅

的
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

解
析

、
が

ん
幹

細
胞

に
注

目
し

た
解

析
等

を
用

い
て

同
定

し
、

そ
の

分
子

機
構

の
解

明
を

進
め

る

○
乳

が
ん

の
が

ん
幹

細
胞

が
骨

髄
内

で
長

期
に

潜
在

す
る

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

、
骨

髄
内

の
特

定
の

間
葉

系
幹

細
胞

が
分

泌
す

る
エ

ク
ソ

ソ
ー

ム
に

焦
点

を
当

て
て

追
及

し
、

が
ん

幹
細

胞
が

d
o
rm

an
cy

を
獲

得
す

る
機

構
の

解
明

を
進

め
た

。

◯
乳

が
ん

の
脳

転
移

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
し

て
、

エ
ク

ソ
ソ

ー
ム

に
よ

る
血

液
脳

関
門

突
破

と
い

う
新

し
い

観
点

か
ら

示
唆

し
た

。

○
正

常
膵

管
上

皮
細

胞
よ

り
人

工
が

ん
幹

細
胞

を
作

製
し

、
が

ん
幹

細
胞

性
維

持
に

必
要

な
遺

伝
子

群
を

同
定

し
た

。

○
が

ん
幹

細
胞

が
薬

剤
耐

性
に

関
与

す
る

こ
と

を
示

し
た

。

○
が

ん
幹

細
胞

の
維

持
に

M
期

に
形

成
さ

れ
る

R
N

A
依

存
性

R
N

A
ポ

リ
メ

ラ
ー

ゼ
が

重
要

で
あ

る
こ

と
を

見
出

し
た

。

○
昨

年
度

ま
で

に
同

定
し

た
大

腸
が

ん
抑

制
に

働
く

小
分

子
Ｒ

Ｎ
Ａ

の
機

能
解

析
を

進
め

た
。

○
3
0
例

余
り

の
頭

蓋
内

胚
細

胞
腫

の
全

エ
ク

ソ
ー

ム
解

析
を

行
い

、
胚

細
胞

腫
の

発
生

に
関

与
す

る
と

考
え

ら
れ

る
新

た
な

遺
伝

子
変

異
を

同
定

し
た

。

○
M

ie
ap

ホ
モ

欠
失

M
E
F
細

胞
を

用
い

て
、

不
良

な
ミ
ト
コ

ン
ド

リ
ア

か
ら

産
生

さ
れ

る
活

性
酸

素
種

（
R
O

S
）
が

、
細

胞
の

遊
走

能
・
浸

潤
能

を
増

強
す

る
こ

と
を

明
ら

か
と

し
た

。

○
M

ie
ap

ノ
ッ

ク
ダ

ウ
ン

大
腸

が
ん

細
胞

株
を

用
い

て
、

不
良

な
ミ
ト
コ

ン
ド

リ
ア

か
ら

産
生

さ
れ

る
活

性
酸

素
種

（
R
O

S
）
が

、
が

ん
細

胞
の

遊
走

能
・
浸

潤
能

を
増

強
す

る
こ

と
を

明
ら

か
と

し
た

。

○
神

経
芽

腫
に

お
い

て
受

容
体

型
チ

ロ
シ

ン
キ

ナ
ー

ゼ
A

L
K

と
結

合
し

そ
の

分
解

に
関

わ
る

F
L
O

T
１

を
見

出
し

、
そ

の
発

現
低

下
が

神
経

芽
腫

の
悪

性
化

に
関

わ
る

こ
と

を
示

し
た

。

○
P
A

R
P
-
1
機

能
異

常
が

胚
細

胞
腫

瘍
発

生
時

に
tr

o
p
h
o
b
la

st
分

化
を

誘
導

し
転

移
性

病
変

を
増

加
さ

せ
る

こ
と

を
見

い
だ

し
た

。
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2
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度
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業
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の
実

績
中
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目
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画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

ウ
　

が
ん

の
本

態
解

明
の

研
究

の
推

進
ウ

　
が

ん
の

本
態

解
明

の
研

究
の

推
進

ウ
　

が
ん

の
本

態
解

明
の

研
究

の
推

進

　

　
が

ん
本

態
の

特
性

を
様

々
な

検
討

に
よ

り
解

明
し

、
有

効
な

治
療

標
的

の
同

定
に

つ
な

げ
る

。
　

分
子

病
理

学
的

解
析

を
基

盤
と

し
た

が
ん

の
病

理
学

的
診

断
・

分
類

等
に

関
す

る
研

究
を

進
め

る
と

と
も

に
、

が
ん

に
お

け
る

ゲ
ノ

ム
・
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

異
常

並
び

に
不

安
定

性
、

R
N

A
及

び
蛋

白
質

発
現

の
変

化
と

、
治

療
応

答
性

等
と

の
関

係
の

解
明

に
取

り
組

む
。

高
精

度
診

断
マ

ー
カ

ー
開

発
の

た
め

の
ゲ

ノ
ム

・
プ

ロ
テ

オ
ミ
ク

ス
等

の
新

た
な

診
断

技
術

の
開

発
に

取
り

組
む

。
各

種
が

ん
に

特
徴

的
な

細
胞

周
期

・
信

号
伝

達
系

・
分

化
・
細

胞
死

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

制
御

異
常

の
解

明
、

が
ん

組
織

及
び

担
が

ん
個

体
に

お
け

る
代

謝
系

・
内

分
泌

系
の

異
常

の
解

明
、

が
ん

に
お

け
る

幹
細

胞
、

転
移

・
浸

潤
を

規
定

す
る

が
ん

細
胞

側
・
宿

主
側

の
要

因
と

そ
れ

ら
の

相
互

作
用

の
解

明
、

が
ん

に
お

け
る

間
質

及
び

脈
管

系
の

役
割

の
解

明
に

取
り

組
む

。

　

　
膵

・
胆

道
・
肺

・
胃

が
ん

、
骨

肉
腫

等
に

お
け

る
ゲ

ノ
ム

・
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

異
常

並
び

に
不

安
定

性
、

R
N

A
及

び
蛋

白
質

発
現

の
変

化
を

明
ら

か
に

し
、

転
移

・
浸

潤
能

の
獲

得
や

が
ん

幹
細

胞
の

機
能

維
持

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

析
、

治
療

応
答

性
等

と
の

関
係

の
解

明
に

取
り

組
む

こ
と

に
よ

り
、

各
種

が
ん

の
特

性
を

規
定

す
る

が
ん

細
胞

側
・
宿

主
側

の
要

因
を

同
定

す
る

。
　

高
精

度
診

断
マ

ー
カ

ー
開

発
の

た
め

の
ゲ

ノ
ム

・
プ

ロ
テ

オ
ミ
ク

ス
等

の
新

た
な

診
断

技
術

の
開

発
に

取
り

組
む

。
民

間
企

業
と

共
同

で
早

期
肺

が
ん

の
転

移
・
再

発
、

患
者

の
予

後
を

予
測

で
き

る
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

の
実

用
化

を
推

進
す

る
。

　
多

層
的

オ
ミ
ッ

ク
ス

解
析

に
よ

る
が

ん
・
白

血
病

等
の

創
薬

標
的

探
索

に
関

し
て

、
６

ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
の

バ
イ

オ
バ

ン
ク

と
も

連
携

を
取

り
つ

つ
、

多
施

設
共

同
研

究
体

で
の

臨
床

試
料

の
解

析
を

推
進

し
、

臨
床

・
病

理
情

報
と

の
関

連
解

析
に

基
づ

く
創

薬
標

的
候

補
探

索
を

進
め

る
。

　 　 　

○
本

邦
肺

腺
が

ん
の

6
割

は
、

E
G

F
R
、

K
R
A

S
、

H
E
R
2
、

B
R
A

F
遺

伝
子

の
変

異
、

A
L
K

、
R
E
T

、
 R

O
S
1
の

遺
伝

子
融

合
を

原
因

（
ド

ラ
イ

バ
ー

変
異

）
と

し
て

発
生

す
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
。

○
肺

腺
が

ん
症

例
に

お
け

る
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

解
析

に
よ

り
、

前
が

ん
段

階
で

の
D

N
A

メ
チ

ル
化

異
常

が
、

複
数

の
が

ん
関

連
遺

伝
子

の
発

現
異

常
を

介
し

て
、

が
ん

の
悪

性
度

と
症

例
の

予
後

を
規

定
す

る
こ

と
を

示
し

た
。

○
膵

臓
発

が
ん

モ
デ

ル
動

物
に

お
い

て
M

U
C

1
の

細
胞

内
/
核

内
移

行
が

E
M

T
に

関
与

す
る

可
能

性
を

示
し

た
。

○
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
で

治
療

を
受

け
た

膵
が

ん
症

例
約

５
０

例
に

お
い

て
、

約
７

0
％

の
症

例
で

p
5
3
及

び
M

ie
ap

に
よ

る
ミ
ト
コ

ン
ド

リ
ア

品
質

管
理

機
構

の
異

常
が

生
じ

て
い

る
可

能
性

が
示

さ
れ

た
。

○
膵

が
ん

微
少

環
境

で
、

低
酸

素
状

態
の

が
ん

関
連

線
維

芽
細

胞
に

ア
ル

ギ
ナ

ー
ゼ

II
発

現
が

誘
導

さ
れ

、
そ

の
存

在
が

予
後

不
良

因
子

と
な

る
こ

と
を

示
し

た
。

○
ゲ

ノ
ム

・
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

・
ト
ラ

ン
ス

ク
リ
プ

ト
ー

ム
・
プ

ロ
テ

オ
ー

ム
等

多
層

オ
ミ
ッ

ク
ス

解
析

に
よ

り
、

G
C

N
1
L
1
複

合
体

機
能

異
常

を
含

む
W

n
t/

β
-
ca

te
n
in

分
子

経
路

が
腎

発
が

ん
に

寄
与

す
る

こ
と

を
示

し
た

。

○
軟

骨
肉

腫
全

ゲ
ノ

ム
解

読
か

ら
、

高
頻

度
に

異
常

を
き

た
す

新
規

が
ん

抑
制

遺
伝

子
を

同
定

し
た

。

○
疼

痛
を

処
置

す
る

た
め

の
組

成
物

が
、

が
ん

の
進

展
を

抑
制

す
る

こ
と

を
見

出
し

た
。

○
が

ん
と

間
質

線
維

芽
細

胞
が

協
調

し
て

浸
潤

を
促

進
す

る
作

用
を

観
察

し
、

そ
の

阻
害

剤
を

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
す

る
系

を
樹

立
し

た
。

こ
の

協
調

作
用

を
阻

害
す

る
物

質
を

数
種

類
見

出
し

た
。

○
正

常
細

胞
の

増
殖

停
止

過
程

で
は

p
5
3
/
A

rf
依

存
性

に
H

2
A

X
の

低
減

を
伴

い
、

不
死

化
形

質
獲

得
に

お
い

て
は

p
5
3
あ

る
い

は
A

rf
の

変
異

に
よ

り
H

2
A

X
発

現
の

回
復

を
伴

う
こ

と
を

見
い

だ
し

た
。

○
が

ん
細

胞
で

は
A

rf
/
p
5
3
変

異
に

よ
る

H
2
A

X
高

発
現

に
よ

り
チ

ェ
ッ

ク
ポ

イ
ン

ト
応

答
の

活
性

化
が

誘
導

さ
れ

、
抗

が
ん

剤
に

対
す

る
感

受
性

の
増

大
に

寄
与

す
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

　 　 　
ま

た
、

が
ん

及
び

が
ん

治
療

に
お

け
る

腫
瘍

免
疫

の
特

性
の

解
明

に
関

す
る

基
礎

研
究

を
積

極
的

に
推

進
し

、
診

療
標

的
と

し
て

の
可

能
性

を
検

討
す

る
。

そ
の

他
、

生
命

科
学

の
新

し
い

進
展

に
伴

い
、

高
度

先
駆

的
が

ん
診

療
開

発
に

資
す

る
基

礎
的

研
究

の
積

極
的

な
展

開
に

取
り

組
む

。

　 　 　 　
網

羅
的

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
解

析
に

よ
り

、
が

ん
の

単
発

・
多

発
の

区
別

、
が

ん
の

リ
ン

パ
節

転
移

の
予

測
、

化
学

療
法

奏
効

性
の

予
測

な
ど

に
有

用
な

D
N

A
メ

チ
ル

化
マ

ー
カ

ー
の

分
離

を
推

進
す

る
。

　
医

療
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

会
議

や
医

療
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

室
と

の
緊

密
な

連
携

の
も

と
、

日
本

発
の

医
薬

品
や

個
別

化
医

療
技

術
の

創
出

の
た

め
、

高
速

シ
ー

ク
エ

ン
サ

ー
等

の
技

術
革

新
に

伴
う

大
量

の
ゲ

ノ
ム

情
報

を
高

速
か

つ
高

精
度

に
解

析
す

る
。

大
型

計
算

機
並

び
に

人
的

資
源

の
確

保
を

含
め

た
情

報
基

盤
を

構
築

し
、

我
が

国
に

お
い

て
臨

床
的

に
重

要
又

は
特

徴
的

な
が

ん
に

つ
い

て
、

生
検

標
本

な
ど

の
微

量
な

病
理

検
体

を
含

め
た

全
エ

ク
ソ

ン
解

析
を

体
系

的
に

行
い

、
診

断
・
治

療
の

分
子

標
的

探
索

を
開

始
す

る
。

　
放

射
線

治
療

の
急

性
・
晩

期
有

害
事

象
に

関
わ

る
遺

伝
子

多
型

解
析

研
究

を
多

施
設

研
究

と
し

て
実

施
し

、
ゲ

ノ
ム

ワ
イ

ド
の

遺
伝

子
を

対
象

に
さ

ら
な

る
研

究
の

推
進

及
び

症
例

集
積

を
図

る
。

 

○
D

N
A

損
傷

マ
ー

カ
ー

と
な

る
ポ

リ
(A

D
P
-
リ
ボ

ー
ス

)が
血

中
で

早
期

に
代

謝
さ

れ
る

こ
と

を
見

い
だ

し
た

。

○
食

道
が

ん
患

者
の

非
が

ん
部

食
道

に
は

、
高

メ
チ

ル
化

の
み

な
ら

ず
、

低
メ

チ
ル

化
も

存
在

す
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
。

○
放

射
線

治
療

の
急

性
・
晩

期
有

害
事

象
に

関
わ

る
遺

伝
子

多
型

解
析

研
究

の
多

施
設

研
究

は
、

1
2
月

時
点

で
2
2
5
例

の
登

録
が

あ
り

、
今

年
度

内
に

S
N

P
タ

イ
ピ

ン
グ

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

。

○
幼

若
性

大
細

胞
リ
ン

パ
腫

や
肺

が
ん

の
発

症
に

関
わ

る
A

L
K

融
合

蛋
白

質
が

p
5
3
を

リ
ン

酸
化

し
、

そ
の

機
能

を
不

活
化

す
る

こ
と

を
明

ら
か

と
し

た
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

②
　

が
ん

の
実

態
把

握

ア
　

が
ん

登
録

の
推

進
に

よ
る

が
ん

の
実

態
把

握
ア

　
が

ん
登

録
の

推
進

に
よ

る
が

ん
の

実
態

把
握

ア
　

が
ん

登
録

の
推

進
に

よ
る

が
ん

の
実

態
把

握

　
が

ん
登

録
を

推
進

し
、

が
ん

の
罹

患
、

転
帰

な
ど

の
実

態
と

そ
の

推
移

を
把

握
す

る
た

め
に

、
登

録
対

象
の

範
囲

や
予

後
調

査
の

方
法

等
を

含
め

た
実

施
体

制
の

標
準

化
と

連
携

体
制

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

さ
ら

に
、

正
確

な
が

ん
統

計
情

報
の

整
備

に
向

け
た

が
ん

登
録

の
課

題
を

検
討

す
る

。
　

ま
た

、
が

ん
登

録
か

ら
収

集
さ

れ
た

デ
ー

タ
を

用
い

て
、

が
ん

医
療

の
地

域
間

格
差

の
把

握
と

分
析

に
関

す
る

研
究

等
の

解
析

を
行

う
。

　
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
等

に
お

い
て

実
施

さ
れ

る
院

内
が

ん
登

録
及

び
都

道
府

県
に

お
い

て
実

施
さ

れ
る

地
域

が
ん

登
録

等
よ

り
、

が
ん

対
策

情
報

セ
ン

タ
ー

に
収

集
さ

れ
た

デ
－

タ
を

用
い

て
、

全
国

的
な

傾
向

や
課

題
な

ど
を

分
析

・
評

価
す

る
。

ま
た

、
国

と
県

の
が

ん
対

策
計

画
の

企
画

・
評

価
に

お
け

る
が

ん
統

計
の

適
切

な
利

用
を

支
援

す
る

。

　
が

ん
登

録
を

推
進

し
、

が
ん

の
罹

患
、

転
帰

な
ど

の
実

態
と

そ
の

推
移

を
把

握
す

る
た

め
に

、
登

録
の

内
容

や
予

後
調

査
の

方
法

等
を

含
め

た
実

施
体

制
の

標
準

化
と

連
携

体
制

に
つ

い
て

引
き

続
き

検
討

を
行

う
。

ま
た

、
正

確
な

が
ん

統
計

情
報

の
整

備
に

向
け

て
、

効
率

的
な

デ
ー

タ
の

収
集

及
び

適
切

な
情

報
利

用
が

可
能

な
体

制
整

備
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
が

ん
の

罹
患

、
転

帰
な

ど
の

実
態

と
そ

の
推

移
を

把
握

す
る

た
め

に
、

登
録

対
象

の
範

囲
や

予
後

調
査

の
方

法
等

を
含

め
た

実
施

体
制

の
標

準
化

と
連

携
体

制
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

た
。

○
が

ん
登

録
法

制
化

の
課

題
等

に
つ

い
て

、
厚

生
労

働
省

健
康

増
進

･が
ん

対
策

課
と

の
協

議
･意

見
交

換
を

継
続

的
に

実
施

し
た

。

○
院

内
が

ん
登

録
か

ら
収

集
さ

れ
た

デ
ー

タ
を

用
い

て
、

が
ん

医
療

の
地

域
間

格
差

の
把

握
と

分
析

に
関

す
る

研
究

等
の

解
析

を
行

っ
た

。
　

・
3
8
7
拠

点
病

院
か

ら
2
0
1
0
年

診
断

例
に

つ
い

て
院

内
が

ん
登

録
全

国
集

計
デ

ー
タ

を
約

5
4
万

件
収

集
し

、
施

設
別

情
報

を
含

め
た

集
計

報
告

書
を

作
成

・
公

表
し

た
。

　
・
3
9
7
拠

点
病

院
か

ら
2
0
1
1
年

診
断

例
に

つ
い

て
院

内
が

ん
登

録
全

国
集

計
デ

ー
タ

を
約

4
8
万

件
収

集
し

た
。

　
・
準

拠
点

病
院

（
2
7
5
施

設
程

度
）
を

対
象

に
、

2
0
1
1
年

症
例

デ
ー

タ
を

手
上

げ
方

式
で

1
5
5
施

設
か

ら
収

集
を

行
っ

た
。

○
中

央
サ

ー
バ

ー
へ

の
デ

ー
タ

集
積

を
行

う
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

型
院

内
が

ん
登

録
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

を
開

発
し

、
実

証
的

運
用

へ
向

け
て

の
準

備
を

行
っ

た
。

○
地

域
が

ん
登

録
に

つ
い

て
は

、
事

業
実

施
4
7
都

道
府

県
中

、
3
4
道

府
県

よ
り

罹
患

デ
ー

タ
の

提
出

（
2
0
0
8
年

罹
患

3
9
.9

万
件

、
総

人
口

の
5
7
.4

％
を

カ
バ

ー
）
を

研
究

班
が

受
け

、
2
5
府

県
デ

-
タ

（
総

人
口

の
4
4
.2

%
カ

バ
ー

）
に

基
づ

く
2
0
0
8
罹

患
数

・
率

全
国

値
推

計
を

行
っ

た
。

ま
た

、
同

デ
ー

タ
に

お
い

て
生

存
確

認
調

査
が

実
施

さ
れ

て
い

る
1
0
府

県
の

う
ち

、
精

度
基

準
を

満
た

し
た

7
府

県
デ

ー
タ

に
基

づ
く

2
0
0
3
-
5
年

生
存

率
集

計
を

合
わ

せ
て

行
っ

た
。

そ
の

結
果

を
報

告
書

と
し

て
ま

と
め

公
表

し
、

全
国

の
関

係
機

関
に

配
布

し
た

ま
た

同
デ

ー
タ

に
基

づ
く

研
究

用
デ

ー
タ

を
整

備
し

、
詳

細
解

析
に

役
立

て
た

。

○
2
0
0
7
年

の
が

ん
罹

患
デ

ー
タ

（
全

国
推

計
値

）
、

2
0
1
1
年

の
が

ん
死

亡
デ

ー
タ

（
全

国
・
都

道
府

県
値

）
、

罹
患

･死
亡

・
有

病
数

の
将

来
推

計
デ

ー
タ

を
が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
に

公
表

し
た

。

②
　

が
ん

の
実

態
把

握
　

各
種

が
ん

登
録

に
よ

る
我

が
国

の
が

ん
の

罹
患

、
転

帰
そ

の
他

の
状

況
等

の
実

態
及

び
そ

の
推

移
の

把
握

、
疫

学
研

究
に

よ
る

が
ん

の
リ
ス

ク
・
予

防
要

因
の

究
明

等
、

が
ん

の
実

態
把

握
に

資
す

る
研

究
を

推
進

す
る

。

②
　

が
ん

の
実

態
把

握
②

　
が

ん
の

実
態

把
握
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

イ
　

が
ん

の
原

因
究

明
に

基
づ

く
予

防
法

の
研

究
開

発
イ

　
が

ん
の

原
因

究
明

に
基

づ
く

予
防

法
の

研
究

開
発

イ
　

が
ん

の
原

因
究

明
に

基
づ

く
予

防
法

の
研

究
開

発

　
動

物
実

験
や

大
規

模
コ

ホ
ー

ト
研

究
等

の
疫

学
研

究
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

が
ん

の
発

生
に

関
わ

る
環

境
・
生

活
習

慣
等

外
的

要
因

、
加

齢
・
遺

伝
素

因
等

内
的

要
因

、
及

び
そ

れ
ら

の
相

互
作

用
を

解
明

す
る

な
ど

に
取

り
組

み
、

が
ん

の
リ
ス

ク
・
予

防
要

因
究

明
の

た
め

の
基

礎
的

研
究

を
推

進
す

る
。

　
基

礎
的

研
究

及
び

疫
学

研
究

な
ど

の
知

見
に

基
づ

き
有

効
な

が
ん

予
防

法
の

開
発

を
行

う
。

　
動

物
実

験
や

大
規

模
コ

ホ
ー

ト
研

究
等

の
疫

学
研

究
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

が
ん

の
発

生
に

関
わ

る
環

境
要

因
、

高
脂

血
症

や
糖

尿
病

等
の

生
活

習
慣

関
連

の
外

的
要

因
、

加
齢

・
遺

伝
素

因
等

の
内

的
要

因
を

複
数

同
定

し
、

そ
れ

ら
の

相
互

作
用

の
解

明
に

取
り

組
み

、
が

ん
の

リ
ス

ク
・
予

防
要

因
究

明
の

た
め

の
基

礎
的

研
究

を
推

進
す

る
。

新
規

コ
ホ

ー
ト
研

究
の

本
調

査
を

開
始

す
る

。
　

ア
ジ

ア
人

に
好

発
す

る
E
G

F
R

変
異

が
ん

へ
の

罹
患

リ
ス

ク
を

規
定

す
る

遺
伝

子
群

に
関

す
る

全
ゲ

ノ
ム

関
連

解
析

を
継

続
す

る
。

エ
ピ

ジ
ェ

ネ
テ

ィ
ッ

ク
異

常
の

抑
制

に
よ

る
が

ん
予

防
の

原
理

の
確

立
や

、
エ

ピ
ジ

ェ
ネ

テ
ィ

ッ
ク

変
化

を
指

標
と

し
た

発
が

ん
高

リ
ス

ク
群

捕
捉

の
可

能
性

の
検

討
を

行
う

。

○
肺

腺
が

ん
を

対
象

と
し

た
全

ゲ
ノ

ム
関

連
解

析
を

施
行

し
、

新
規

感
受

性
遺

伝
子

座
、

B
P
T

F
お

よ
び

B
T

N
L
2
を

同
定

し
た

。
こ

れ
ら

の
遺

伝
子

座
の

関
連

は
、

欧
米

人
と

比
べ

日
本

人
で

よ
り

強
い

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

。

○
国

際
共

同
研

究
（
F
em

al
e 

L
u
n
g 

C
an

ce
r 

C
o
n
so

rt
iu

m
 i
n
 A

si
a：

F
L
C

C
A

)に
よ

り
、

ア
ジ

ア
人

非
喫

煙
者

女
性

の
肺

腺
が

ん
リ
ス

ク
を

規
定

す
る

遺
伝

子
座

を
複

数
個

同
定

し
た

。

○
若

齢
期

、
短

期
間

の
高

脂
肪

食
摂

取
が

乳
腺

発
が

ん
の

促
進

と
進

展
に

関
与

し
、

複
数

の
細

胞
周

期
関

連
遺

伝
子

の
発

現
上

昇
が

寄
与

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

を
動

物
モ

デ
ル

を
用

い
て

確
認

し
た

。

○
大

規
模

コ
ホ

ー
ト
研

究
な

ど
の

複
数

の
疫

学
研

究
が

順
調

に
進

捗
し

、
が

ん
の

リ
ス

ク
・
予

防
要

因
に

関
す

る
2
9
編

(内
、

大
規

模
コ

ホ
ー

ト
研

究
で

あ
る

JP
H

C
研

究
か

ら
は

8
編

)の
論

文
を

学
術

誌
に

掲
載

し
た

。
「
日

本
人

の
た

め
の

が
ん

予
防

法
」
の

項
目

を
守

っ
て

い
る

数
が

多
い

ほ
ど

が
ん

の
リ
ス

ク
が

下
が

る
こ

と
、

n
-
3
脂

肪
酸

の
高

摂
取

が
、

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

感
染

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

肝
が

ん
の

リ
ス

ク
を

下
げ

て
い

る
こ

と
な

ど
を

示
し

た
。

○
国

際
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

研
究

へ
の

参
加

、
国

際
共

同
研

究
な

ど
を

通
し

て
8
編

の
論

文
が

掲
載

さ
れ

、
乳

が
ん

リ
ス

ク
に

関
連

す
る

遺
伝

子
多

型
な

ど
を

明
ら

か
に

し
た

。

○
次

世
代

の
研

究
基

盤
構

築
の

た
め

の
新

た
な

大
規

模
分

子
疫

学
コ

ホ
ー

ト
研

究
で

あ
る

JP
H

C
-
N

E
X

T
研

究
に

つ
い

て
は

、
昨

年
度

の
パ

イ
ロ

ッ
ト
調

査
に

引
き

続
き

、
本

調
査

実
施

の
た

め
の

研
究

計
画

書
を

作
成

し
、

倫
理

審
査

委
員

会
の

承
認

・
理

事
長

に
よ

る
研

究
許

可
を

受
け

、
今

年
度

は
本

調
査

を
開

始
し

た
。

秋
田

県
横

手
地

域
・
長

野
県

佐
久

地
域

・
高

知
県

中
央

東
地

域
な

ど
に

お
い

て
調

査
を

行
い

、
調

査
票

ベ
ー

ス
で

約
4
0
,0

0
0
名

の
参

加
を

得
て

、
約

1
5
,6

0
0
名

か
ら

血
液

な
ど

生
体

試
料

の
収

集
を

行
っ

た
。

○
文

部
科

学
省

科
学

技
術

戦
略

推
進

費
に

よ
る

「
大

規
模

分
子

疫
学

コ
ホ

ー
ト
研

究
の

推
進

と
統

合
」
に

お
い

て
、

JP
H

C
-
N

E
X

T
研

究
の

研
究

計
画

を
適

用
し

、
新

規
研

究
計

画
と

し
て

倫
理

審
査

委
員

会
の

承
認

・
理

事
長

に
よ

る
研

究
許

可
を

受
け

、
茨

城
県

筑
西

地
域

お
よ

び
高

知
県

安
芸

地
域

で
調

査
を

行
い

、
1
,9

8
3
名

の
参

加
を

得
た

。

○
大

規
模

分
子

疫
学

コ
ホ

ー
ト
研

究
に

お
け

る
ゲ

ノ
ム

解
析

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

の
提

言
の

た
め

に
、

JP
H

C
研

究
の

D
N

A
検

体
を

用
い

た
ゲ

ノ
ム

網
羅

的
S
N

P
解

析
（
約

1
0
0
0
人

）
お

よ
び

全
エ

ク
ソ

ー
ム

解
析

（
約

2
0
0
人

）
を

行
っ

た
。

○
筑

西
地

域
で

収
集

し
た

D
N

A
検

体
を

用
い

た
全

ゲ
ノ

ム
シ

ー
ク

エ
ン

ス
解

析
（
2
8
人

）
の

研
究

計
画

を
作

成
し

、
倫

理
審

査
委

員
会

の
承

認
・
理

事
長

に
よ

る
研

究
許

可
を

受
け

、
ゲ

ノ
ム

解
析

を
行

っ
た

。

○
既

に
1
0
万

人
規

模
の

参
加

を
得

て
い

る
文

部
科

学
省

科
研

費
に

よ
る

大
規

模
分

子
疫

学
コ

ホ
ー

ト
研

究
で

あ
る

J-
M

IC
C

研
究

と
の

統
合

解
析

を
可

能
に

す
る

た
め

に
、

「
デ

ー
タ

ー
統

合
の

た
め

の
妥

当
性

研
究

」
の

研
究

計
画

書
を

作
成

し
、

倫
理

審
査

委
員

会
の

承
認

・
理

事
長

に
よ

る
研

究
許

可
を

受
け

、
2
5
5
名

の
参

加
を

得
て

約
1
年

間
に

及
ぶ

調
査

を
開

始
し

た
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

③
　

が
ん

の
本

態
解

明
に

基
づ

く
高

度
先

駆
的

医
療

の
開

発
、

標
準

医
療

の
向

上
に

資
す

る
診

断
・
治

療
技

術
・
診

断
機

器
の

開
発

及
び

有
効

な
が

ん
予

防
・

検
診

法
の

開
発

③
　

が
ん

の
本

態
解

明
に

基
づ

く
高

度
先

駆
的

医
療

の
開

発
、

標
準

医
療

の
向

上
に

資
す

る
診

断
・
治

療
技

術
・
診

断
機

器
の

開
発

及
び

有
効

な
が

ん
予

防
・
検

診
法

の
開

発

ア
　

有
効

な
が

ん
予

防
法

の
研

究
開

発
ア

　
有

効
な

が
ん

予
防

法
の

研
究

開
発

ア
　

有
効

な
が

ん
予

防
法

の
研

究
開

発
　

が
ん

に
対

す
る

高
度

先
駆

的
な

予
防

法
、

検
診

を
含

む
早

期
診

断
法

及
び

治
療

法
の

開
発

に
資

す
る

研
究

を
推

進
す

る
。

　
ま

た
、

既
存

の
予

防
、

診
断

、
治

療
法

に
対

す
る

多
施

設
共

同
研

究
等

に
よ

る
有

効
性

の
比

較
等

、
標

準
的

診
断

及
び

治
療

法
の

確
立

に
資

す
る

研
究

並
び

に
有

効
な

が
ん

検
診

法
の

開
発

に
資

す
る

研
究

を
推

進
す

る
。

　
が

ん
患

者
に

対
す

る
緩

和
医

療
の

提
供

に
関

す
る

研
究

及
び

地
域

医
療

等
と

の
連

携
に

よ
る

療
養

生
活

の
質

の
向

上
と

普
及

に
関

す
る

研
究

を
行

う
と

と
も

に
、

地
域

ぐ
る

み
の

在
宅

医
療

を
含

め
た

医
療

シ
ス

テ
ム

の
モ

デ
ル

開
発

を
行

う
。

　
ま

た
、

高
度

先
駆

的
な

予
防

・
診

断
・
治

療
法

の
開

発
の

基
盤

と
な

る
、

バ
イ

オ
リ
ソ

ー
ス

や
臨

床
情

報
の

収
集

及
び

そ
の

解
析

を
推

進
す

る
。

　
科

学
的

根
拠

に
基

づ
き

、
発

が
ん

性
や

が
ん

予
防

の
有

効
性

の
評

価
を

行
う

と
と

も
に

、
基

礎
的

研
究

の
知

見
に

基
づ

く
新

し
い

予
防

法
の

開
発

を
行

う
。

　
介

入
研

究
等

に
よ

り
、

予
防

法
の

有
効

性
に

関
す

る
検

証
を

行
う

。

　
科

学
的

根
拠

に
基

づ
き

、
発

が
ん

性
や

が
ん

予
防

の
有

効
性

の
評

価
を

引
き

続
き

実
施

す
る

。
IA

R
C

の
モ

ノ
グ

ラ
フ

に
お

い
て

ヒ
ト
へ

の
発

が
ん

性
が

確
実

と
さ

れ
て

い
る

要
因

に
つ

い
て

、
日

本
人

の
エ

ビ
デ

ン
ス

を
系

統
的

に
整

理
す

る
と

と
も

に
、

よ
り

確
か

な
エ

ビ
デ

ン
ス

を
構

築
す

る
た

め
、

糖
尿

病
保

有
と

が
ん

と
の

関
係

な
ど

に
つ

い
て

プ
ー

ル
解

析
を

進
め

る
。

さ
ら

に
、

P
ai

-
1
 等

の
ア

デ
ィ

ポ
サ

イ
ト
カ

イ
ン

の
制

御
に

関
わ

る
ト
リ
グ

リ
セ

リ
ド

の
大

腸
発

が
ん

促
進

機
構

の
解

明
や

、
第

３
世

代
シ

ー
ク

エ
ン

サ
ー

に
よ

る
D

N
A

修
飾

全
体

像
（
D

N
A

ア
ダ

ク
ト
ー

ム
）
の

解
明

と
発

が
ん

要
因

と
の

関
連

に
つ

い
て

研
究

を
進

め
る

。

○
m

ic
ro

R
N

A
や

lin
cR

N
A

等
の

n
o
n
-
co

d
in

g 
R
N

A
の

発
現

制
御

機
構

や
生

体
内

恒
常

性
維

持
に

寄
与

す
る

天
然

化
合

物
や

ペ
プ

チ
ド

を
ス

ク
リ
ー

ニ
ン

グ
可

能
な

系
を

構
築

を
進

め
た

、
発

が
ん

予
防

効
果

の
あ

る
m

ic
ro

R
N

A
を

複
数

同
定

し
、

こ
れ

ら
を

ベ
ー

ス
に

し
た

薬
剤

候
補

化
合

物
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
系

を
構

築
し

た
。

が
ん

幹
細

胞
を

用
い

た
動

物
で

の
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
に

よ
る

抗
が

ん
作

用
確

認
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
系

を
完

成
す

る
等

、
新

た
な

が
ん

予
防

の
基

盤
を

構
築

し
た

。

○
科

学
的

根
拠

に
基

づ
き

、
発

が
ん

性
や

が
ん

予
防

の
有

効
性

の
評

価
を

引
き

続
き

実
施

し
た

。
今

年
度

は
 子

宮
・
卵

巣
が

ん
と

ビ
タ

ミ
ン

・
カ

ロ
テ

ノ
イ

ド
・
イ

ソ
フ

ラ
ボ

ン
と

の
関

連
の

評
価

を
行

っ
た

。
 ま

た
、

エ
ビ

デ
ン

ス
の

蓄
積

を
受

け
て

運
動

と
乳

が
ん

と
の

関
連

の
評

価
を

更
新

し
た

。
野

菜
・
果

物
に

つ
い

て
は

、
肺

が
ん

、
胃

が
ん

お
よ

び
全

が
ん

に
つ

い
て

そ
れ

ぞ
れ

日
本

の
複

数
の

コ
ホ

ー
ト
 の

プ
ー

リ
ン

グ
解

析
を

実
施

し
、

論
文

執
筆

中
で

あ
る

。
ま

た
、

B
M

I・
2
0
歳

時
の

体
重

と
乳

が
ん

、
 糖

尿
病

と
全

が
ん

お
よ

び
部

位
別

が
ん

に
つ

い
て

も
プ

ー
リ
ン

グ
解

析
を

行
い

、
論

文
執

筆
中

で
あ

 る
。

「
日

本
人

の
た

め
の

が
ん

予
防

法
」
に

つ
い

て
、

感
染

が
日

本
人

の
が

ん
の

原
因

と
し

て
重

要
で

あ
る

こ
と

を
受

け
、

エ
ビ

デ
ン

ス
の

見
直

し
に

よ
る

記
述

の
改

訂
を

行
っ

た
。

5
編

の
シ

ス
テ

マ
テ

ッ
ク

レ
ビ

ュ
ー

論
文

、
3
編

の
プ

ー
リ
ン

グ
解

析
論

文
が

掲
載

さ
れ

た
。

③
　

が
ん

の
本

態
解

明
に

基
づ

く
高

度
先

駆
的

医
療

、
標

準
医

療
の

向
上

に
資

す
る

診
断

・
治

療
技

術
及

び
有

効
な

が
ん

予
防

・
検

診
法

の
開

発
の

推
進

③
　

が
ん

の
本

態
解

明
に

基
づ

く
高

度
先

駆
的

医
療

の
開

発
、

標
準

医
療

の
向

上
に

資
す

る
診

断
・
治

療
技

術
・
診

断
機

器
の

開
発

及
び

有
効

な
が

ん
予

防
・
検

診
法

の
開

発
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国
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が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
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告
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2
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度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

イ
　

最
先

端
技

術
等

を
応

用
し

た
革

新
的

な
検

診
手

法
の

研
究

開
発

イ
　

最
先

端
技

術
等

を
応

用
し

た
革

新
的

な
検

診
手

法
の

研
究

開
発

イ
　

最
先

端
技

術
等

を
応

用
し

た
革

新
的

な
検

診
手

法
の

研
究

開
発

　
画

像
技

術
等

医
用

工
学

の
現

場
へ

の
導

入
を

目
指

す
。

　
生

活
習

慣
、

家
族

歴
・
既

往
歴

、
健

康
の

状
態

や
新

規
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

等
の

情
報

に
基

づ
き

、
重

点
的

に
検

診
受

検
勧

奨
す

べ
き

対
象

者
を

同
定

す
る

方
法

の
検

討
を

行
う

。

　
Ｃ

Ｔ
－

ｃ
ｏ
ｌｏ

ｎ
ｏ
ｇ
ｒａ

ｐ
ｈ
ｙ
や

乳
房

断
層

撮
影

装
置

に
お

け
る

検
査

法
の

検
討

や
診

断
手

法
の

有
用

性
の

検
討

を
進

め
る

。
が

ん
高

危
険

度
群

の
設

定
の

た
め

、
検

診
受

診
者

に
お

け
る

が
ん

罹
患

と
が

ん
既

往
歴

、
が

ん
家

族
歴

、
喫

煙
歴

等
と

の
関

連
を

特
定

の
が

ん
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

検
診

対
象

者
を

絞
り

込
む

た
め

、
が

ん
予

防
・
検

診
研

究
セ

ン
タ

ー
で

の
検

診
発

見
が

ん
の

デ
ー

タ
を

収
集

し
、

解
析

を
行

う
。

ま
た

、
超

高
精

細
Ｃ

Ｔ
（
拡

大
Ｃ

Ｔ
）
の

開
発

と
臨

床
応

用
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

○
 が

ん
予

防
・
検

診
研

究
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
が

ん
検

診
に

関
す

る
ア

ニ
ュ

ア
ル

レ
ポ

ー
ト
を

作
成

し
、

そ
の

中
で

平
成

1
6
年

2
月

1
日

～
平

成
2
3
年

3
月

3
1
日

ま
で

の
が

ん
検

診
デ

ー
タ

を
収

集
・
解

析
し

、
高

精
度

の
が

ん
検

診
の

検
診

結
果

を
取

り
ま

と
め

た
。

○
　

Ｃ
Ｔ

-
co

lo
n
o
gr

ap
h
y(

C
T

C
)の

単
独

コ
ー

ス
に

関
し

て
前

処
置

法
を

変
え

る
こ

と
に

よ
り

午
前

コ
－

ス
と

午
後

コ
ー

ス
の

選
択

を
可

能
と

し
、

午
前

コ
ー

ス
4
8
件

、
午

後
コ

ー
ス

1
1
4
件

を
実

施
し

た
。

○
 乳

房
断

層
撮

影
装

置
（
T

o
m

o
sy

n
th

es
is

)　
の

有
用

性
を

検
討

す
る

目
的

で
、

中
央

病
院

の
乳

腺
外

科
と

の
連

携
で

乳
が

ん
患

者
に

検
査

を
施

行
し

、
T

o
m

o
sy

n
th

es
is

に
お

け
る

検
査

の
最

適
化

を
行

っ
た

。
ま

た
、

化
学

療
法

が
施

行
さ

れ
た

乳
が

ん
患

者
に

施
行

し
、

加
療

効
果

に
有

用
で

あ
る

こ
と

を
明

ら
か

と
し

た
。

○
肺

が
ん

Ｃ
Ｔ

検
診

に
関

し
て

、
喫

煙
指

数
６

０
０

以
上

と
６

０
０

未
満

で
発

見
さ

れ
た

そ
れ

ぞ
れ

の
肺

が
ん

に
お

い
て

臨
床

病
理

学
的

な
解

析
を

行
っ

た
。

○
　

拡
大

Ｃ
Ｔ

に
お

け
る

画
像

表
示

の
一

環
と

し
て

医
療

用
裸

眼
３

Ｄ
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
の

立
体

認
識

能
に

つ
い

て
フ

ァ
ン

ト
ム

を
用

い
て

検
討

し
、

医
療

用
の

高
精

細
裸

眼
３

Ｄ
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
に

よ
っ

て
多

人
数

が
直

感
的

に
3
次

元
画

像
の

立
体

構
造

が
認

識
で

き
る

こ
と

を
明

ら
か

と
し

た
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

ウ
　

本
態

解
明

に
基

づ
く

高
度

先
駆

的
な

が
ん

の
診

断
・
治

療
法

の
基

礎
技

術
の

開
発

研
究

ウ
　

本
態

解
明

に
基

づ
く

高
度

先
駆

的
な

が
ん

の
診

断
・
治

療
法

の
基

礎
技

術
の

開
発

研
究

ウ
　

本
態

解
明

に
基

づ
く

高
度

先
駆

的
な

が
ん

の
診

断
・
治

療
法

の
基

礎
技

術
の

開
発

研
究

　
産

官
学

連
携

体
制

を
積

極
的

に
構

築
し

、
臨

床
医

学
と

基
礎

研
究

を
直

接
結

び
つ

け
る

橋
渡

し
研

究
の

推
進

を
行

う
。

　
特

に
至

適
な

臨
床

導
入

を
目

指
し

た
新

規
分

子
標

的
治

療
薬

な
ど

の
抗

が
ん

剤
や

免
疫

・
細

胞
・
遺

伝
子

療
法

な
ど

の
基

礎
的

研
究

、
ド

ラ
ッ

グ
・
デ

リ
バ

リ
ー

シ
ス

テ
ム

（
D

D
S
）
や

遺
伝

子
・

核
酸

医
薬

の
ベ

ク
タ

ー
・
デ

リ
バ

リ
ー

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

基
礎

的
研

究
、

薬
物

療
法

の
個

別
化

に
資

す
る

基
礎

的
研

究
、

が
ん

診
療

に
有

用
な

再
生

医
学

の
基

礎
的

検
討

、
放

射
線

診
断

・
治

療
の

基
礎

と
な

る
放

射
線

生
物

学
的

研
究

、
生

体
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
を

含
め

た
新

し
い

放
射

線
診

断
・

治
療

の
基

礎
的

研
究

、
緩

和
医

療
の

技
術

開
発

・
至

適
化

や
精

神
腫

瘍
学

の
科

学
的

基
盤

の
構

築
に

資
す

る
基

礎
的

研
究

な
ど

を
積

極
的

に
展

開
す

る
。

　
産

官
学

連
携

体
制

を
積

極
的

に
構

築
し

、
臨

床
医

学
と

基
礎

研
究

を
直

接
結

び
つ

け
る

ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ
ナ

ル
リ
サ

ー
チ

を
推

進
す

る
。

特
に

至
適

な
臨

床
導

入
を

目
指

し
た

新
規

分
子

標
的

治
療

薬
な

ど
の

抗
が

ん
剤

や
免

疫
・
細

胞
・
遺

伝
子

治
療

、
が

ん
幹

細
胞

を
標

的
と

し
た

が
ん

根
絶

療
法

な
ど

の
基

礎
的

研
究

を
積

極
的

に
展

開
す

る
。

　
そ

の
一

環
と

し
て

、
新

た
な

白
血

病
治

療
薬

の
開

発
を

進
め

、
そ

の
臨

床
応

用
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

民
間

企
業

と
の

共
同

研
究

に
て

、
Ｔ

Ｎ
ＩＫ

キ
ナ

ー
ゼ

に
対

す
る

阻
害

化
合

物
を

最
適

化
し

、
創

薬
を

推
進

さ
せ

る
。

ま
た

、
ド

ラ
ッ

グ
デ

リ
バ

リ
ー

シ
ス

テ
ム

（
D

D
S
）
や

核
酸

デ
リ
バ

リ
ー

シ
ス

テ
ム

の
基

礎
研

究
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
著

明
な

心
毒

性
軽

減
を

明
ら

か
に

し
た

エ
ピ

ル
ビ

シ
ン

内
包

ミ
セ

ル
の

臨
床

第
1
相

治
験

や
、

す
で

に
第

2
相

治
験

が
終

了
し

た
他

の
ミ
セ

ル
体

に
つ

き
第

3
相

治
験

を
先

導
す

る
。

第
2

世
代

D
D

S
と

し
て

抗
体

付
加

ミ
セ

ル
製

剤
の

開
発

お
よ

び
非

臨
床

試
験

を
開

始
す

る
。

が
ん

間
質

抗
体

を
用

い
た

が
ん

間
質

タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
（
C

A
S
T

)治
療

お
よ

び
C

A
S
T

診
断

法
の

開
発

を
推

進
す

る
。

　 　
 

 

○
膠

芽
腫

の
予

後
・
治

療
効

果
予

知
因

子
で

あ
る

M
G

M
T

の
メ

チ
ル

化
を

正
確

に
定

量
す

る
ア

ッ
セ

イ
を

P
yr

o
se

q
u
en

ci
n
gを

用
い

て
開

発
し

た
。

○
Ｔ

Ｎ
ＩＫ

キ
ナ

ー
ゼ

を
標

的
と

し
た

大
腸

が
ん

治
療

薬
の

開
発

を
進

め
た

。

○
神

経
膠

芽
腫

の
幹

細
胞

を
標

的
と

し
た

分
子

治
療

薬
の

開
発

を
進

め
た

。

◯
独

自
の

知
見

と
動

物
モ

デ
ル

に
基

づ
き

、
急

性
骨

髄
性

白
血

病
の

新
規

治
療

薬
の

開
発

を
国

内
製

薬
企

業
と

の
共

同
で

開
始

し
た

。

○
卵

巣
が

ん
の

抗
が

ん
剤

感
受

性
増

強
薬

の
開

発
を

進
め

た
。

○
抗

が
ん

剤
の

薬
力

学
マ

ー
カ

ー
に

関
し

て
民

間
企

業
と

の
共

同
研

究
を

開
始

し
た

。

○
生

検
等

微
小

試
料

の
変

異
検

出
（
cl

in
ic

al
 s

eq
u
en

ci
n
ｇ
）
の

た
め

の
体

制
整

備
を

行
っ

た
。

生
検

等
微

小
試

料
を

用
い

た
cl

in
ic

al
se

q
u
en

ci
n
ｇ
の

遺
伝

子
変

異
・
融

合
検

出
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

た
。

○
骨

肉
腫

の
術

前
化

学
療

法
の

奏
効

性
を

予
測

す
る

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
の

検
証

実
験

を
推

進
し

た
。

○
消

化
管

間
質

腫
瘍

の
術

後
再

発
を

予
測

す
る

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
の

検
証

実
験

を
推

進
し

た
。

○
肝

細
胞

が
ん

の
術

後
早

期
再

発
に

相
関

す
る

核
内

因
子

の
機

能
解

析
と

検
証

実
験

を
推

進
し

た
。

○
転

移
性

骨
腫

瘍
、

肉
腫

、
肺

が
ん

、
大

腸
が

ん
、

腎
が

ん
に

つ
い

て
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

お
よ

び
治

療
標

的
の

探
索

を
推

進
し

た
。

○
抗

が
ん

剤
の

薬
力

学
マ

ー
カ

ー
に

関
し

て
民

間
企

業
と

の
共

同
研

究
を

開
始

し
た

。

○
独

自
に

作
製

し
た

抗
h
T

E
R
T

モ
ノ

ク
ロ

ナ
ー

ル
抗

体
を

用
い

て
E
L
IZ

A
キ

ッ
ト
を

開
発

(M
B

L
と

の
共

同
研

究
）
し

血
中

h
T

E
R
T

が
が

ん
診

断
マ

ー
カ

に
な

り
得

る
か

ど
う

か
を

判
断

で
き

る
基

盤
を

確
立

し
た

。

○
治

療
前

食
道

が
ん

患
者

生
検

か
ら

化
学

放
射

線
療

法
感

受
性

サ
ブ

タ
イ

プ
を

同
定

す
る

遺
伝

子
セ

ッ
ト
を

決
め

、
診

断
薬

の
開

発
を

開
始

し
た

。

○
C

p
G

ア
イ

ラ
ン

ド
メ

チ
ル

化
形

質
マ

ー
カ

ー
遺

伝
子

の
D

N
A

メ
チ

ル
化

率
定

量
に

基
づ

く
腎

細
胞

が
ん

の
予

後
診

断
法

に
つ

い
て

、
特

許
申

請
を

行
い

、
 (
米

国
仮

出
願

：
 6

1
/
6
4
6
,0

4
4
)実

用
化

に
向

け
得

て
企

業
と

共
同

開
発

を
進

め
た

。
ゲ

ノ
ム

・
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

・
ト
ラ

ン
ス

ク
リ
プ

ト
ー

ム
・
プ

ロ
テ

オ
ー

ム
等

多
層

オ
ミ
ッ

ク
ス

解
析

に
よ

り
、

C
p
G

ア
イ

ラ
ン

ド
メ

チ
ル

化
形

質
陽

性
腎

が
ん

の
、

治
療

標
的

候
補

と
な

る
分

子
経

路
を

同
定

し
た

。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

　 　

　 　 　
放

射
線

生
物

学
的

研
究

や
、

が
ん

幹
細

胞
の

生
体

内
分

子
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
を

含
め

た
新

し
い

放
射

線
診

断
・
治

療
の

基
礎

的
研

究
を

、
臨

床
部

門
と

共
同

で
展

開
し

、
臨

床
応

用
を

視
野

に
入

れ
た

検
討

を
進

め
る

。
陽

子
線

の
照

射
部

位
確

認
シ

ス
テ

ム
の

開
発

な
ど

放
射

線
医

学
物

理
分

野
で

の
研

究
を

展
開

す
る

。
ス

キ
ャ

ニ
ン

グ
技

術
の

臨
床

導
入

を
図

り
、

陽
子

線
治

療
の

よ
り

高
精

度
化

を
進

め
て

、
臨

床
で

の
有

効
性

の
確

立
と

適
応

拡
大

に
向

け
た

研
究

を
行

う
。

　
 薬

物
療

法
の

個
別

化
に

資
す

る
基

礎
的

研
究

と
そ

の
臨

床
応

用
を

積
極

的
に

展
開

す
る

。
新

た
な

診
断

法
の

開
発

を
目

指
し

て
、

食
道

が
ん

化
学

放
射

線
治

療
の

予
知

医
療

開
発

に
関

す
る

企
業

と
の

共
同

研
究

を
継

続
し

、
よ

り
強

固
な

分
類

器
の

開
発

を
進

め
る

。
治

療
抵

抗
性

例
の

治
療

薬
開

発
を

目
指

し
た

分
子

標
的

探
索

研
究

も
推

進
す

る
。

治
療

効
果

予
測

の
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

探
索

の
た

め
の

網
羅

的
遺

伝
子

解
析

を
行

う
多

施
設

共
同

試
験

を
行

う
。

 緩
和

医
療

の
技

術
開

発
・
至

適
化

や
モ

ル
ヒ

ネ
抵

抗
性

が
ん

性
腹

膜
炎

や
骨

転
移

に
伴

う
疼

痛
と

そ
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

に
関

す
る

作
用

メ
カ

ニ
ズ

ム
解

析
を

進
め

、
臨

床
部

門
と

共
同

で
臨

床
研

究
を

開
始

す
る

。
作

成
し

た
が

ん
悪

液
質

モ
デ

ル
を

用
い

て
、

症
状

緩
和

薬
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
を

行
う

。

 

 
 

○
胆

道
が

ん
自

験
例

よ
り

樹
立

し
た

細
胞

株
1
4
株

を
用

い
た

in
 v

it
ro

の
薬

効
試

験
と

そ
れ

ら
の

細
胞

集
塊

を
用

い
た

免
疫

染
色

お
よ

び
網

羅
的

発
現

解
析

に
よ

り
、

E
R
C

C
1
が

シ
ス

プ
ラ

チ
ン

効
果

予
測

因
子

の
候

補
で

あ
る

こ
と

を
示

し
た

。

○
精

巣
セ

ミ
ノ

ー
マ

に
お

け
る

D
N

A
メ

チ
ル

基
転

移
酵

素
D

N
M

T
3
B

発
現

が
、

非
セ

ミ
ノ

ー
マ

肧
細

胞
腫

へ
の

分
化

と
相

関
す

る
、

予
後

予
測

マ
ー

カ
ー

に
な

る
こ

と
を

示
し

た
。

○
が

ん
性

腹
膜

炎
の

痛
み

を
評

価
す

る
実

験
系

を
構

築
し

、
痛

み
が

モ
ル

ヒ
ネ

抵
抗

性
で

あ
る

原
因

、
さ

ら
に

局
麻

酔
リ
ド

カ
イ

ン
が

奏
効

す
る

原
因

を
明

ら
か

に
し

た
。

○
異

な
る

手
法

を
用

い
、

新
規

が
ん

悪
液

質
モ

デ
ル

動
物

を
５

種
確

立
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

悪
液

質
の

成
因

を
比

較
解

析
し

た
。

○
胃

が
ん

接
種

悪
液

質
モ

デ
ル

に
お

い
て

、
漢

方
薬

六
君

子
湯

が
食

思
改

善
ペ

プ
チ

ド
「
グ

レ
リ
ン

」
シ

グ
ナ

ル
を

増
強

し
、

食
思

不
振

を
改

善
す

る
こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

。

○
製

薬
企

業
と

共
同

で
、

新
た

な
分

子
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
基

づ
く

新
規

鎮
痛

薬
の

開
発

の
た

め
の

ア
ッ

セ
イ

系
を

構
築

し
た

。

○
ス

キ
ル

ス
胃

が
ん

に
お

け
る

チ
ロ

シ
ン

リ
ン

酸
化

蛋
白

質
の

発
現

パ
タ

ー
ン

の
解

析
に

よ
り

、
、

M
E
T

阻
害

剤
感

受
性

の
グ

ル
ー

プ
と

M
E
T

阻
害

剤
抵

抗
性

で
S
rc

な
ど

他
の

キ
ナ

ー
ゼ

阻
害

剤
に

反
応

す
る

グ
ル

ー
プ

が
存

在
す

る
こ

と
を

見
出

し
た

。

○
が

ん
細

胞
に

お
い

て
新

規
の

放
射

線
増

感
の

標
的

と
な

る
候

補
遺

伝
子

を
sh

R
N

A
ラ

イ
ブ

ラ
リ
ー

を
用

い
た

網
羅

的
ス

ク
リ
ー

ニ
ン

グ
に

よ
り

複
数

見
い

だ
し

た
。

○
 ホ

ウ
素

中
性

子
線

捕
捉

療
法

の
移

植
腫

瘍
、

及
び

細
胞

モ
デ

ル
に

お
い

て
共

同
研

究
に

よ
り

H
M

G
B

1
、

ga
m

m
aH

2
A

X
、

ポ
リ

(A
D

P
-
リ
ボ

ー
ス

)が
早

期
応

答
マ

ー
カ

ー
と

な
る

こ
と

を
見

い
だ

し
た

。

○
P
A

R
G

阻
害

剤
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
と

構
造

最
適

化
を

外
部

研
究

機
関

と
の

共
同

研
究

と
し

て
進

め
、

特
許

出
願

を
行

っ
た

。

○
R
P
N

2
は

2
0
0
8
年

に
セ

ン
タ

ー
研

究
所

で
発

見
さ

れ
て

以
降

、
乳

が
ん

・
肺

が
ん

・
骨

肉
腫

・
卵

巣
が

ん
・
食

道
が

ん
・
大

腸
が

ん
・
膵

臓
が

ん
等

の
薬

剤
耐

性
、

あ
る

い
は

が
ん

幹
細

胞
の

機
能

維
持

に
関

与
し

、
が

ん
の

悪
性

度
を

規
定

す
る

重
要

な
遺

伝
子

で
あ

る
事

が
セ

ン
タ

−
の

研
究

所
と

病
院

、
及

び
国

内
外

の
グ

ル
ー

プ
の

研
究

報
告

か
ら

明
ら

か
に

な
っ

た
。

こ
の

分
子

の
阻

害
剤

で
あ

る
si

R
N

A
核

酸
医

薬
は

F
ir
st

 i
n
 H

u
m

an
 の

試
験

開
始

を
目

指
し

て
準

備
を

進
め

た
。

R
P
N

2
を

制
御

す
る

m
ic

ro
R
N

A
の

見
出

し
、

特
許

申
請

を
行

っ
た

。

○
血

液
等

の
体

液
中

の
m

ic
ro

R
N

A
は

、
エ

ク
ソ

ソ
ー

ム
と

い
う

細
胞

外
分

泌
顆

粒
に

よ
っ

て
運

ば
れ

る
が

，
こ

の
体

液
m

ic
ro

R
N

A
に

よ
る

新
規

診
断

法
の

開
発

を
目

標
に

、
前

立
腺

が
ん

、
が

ん
細

胞
が

ん
、

乳
が

ん
等

で
、

数
百

症
例

の
患

者
血

清
で

va
lid

at
io

n
作

業
を

進
め

た
。

○
新

た
な

免
疫

療
法

と
し

て
、

造
血

幹
細

胞
移

植
と

免
疫

遺
伝

子
治

療
の

複
合

療
法

の
基

礎
開

発
を

行
い

、
造

血
幹

細
胞

移
植

が
腫

瘍
の

免
疫

抑
制

性
環

境
を

解
除

す
る

機
序

を
明

ら
か

に
し

た
。

○
制

御
性

Ｔ
細

胞
の

腫
瘍

内
侵

入
を

阻
害

す
る

抗
体

と
免

疫
遺

伝
子

治
療

の
複

合
療

法
の

基
礎

開
発

を
行

い
、

複
合

療
法

が
膵

が
ん

に
対

す
る

腫
瘍

免
疫

を
強

化
し

遠
隔

転
移

巣
に

対
す

る
抗

腫
瘍

効
果

を
発

揮
で

き
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
。

○
腫

瘍
標

的
溶

解
ウ

イ
ル

ス
の

基
礎

開
発

と
し

て
、

腫
瘍

特
異

的
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
を

用
い

た
制

限
増

殖
型

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
に

膵
が

ん
標

的
リ
ガ

ン
ド

を
融

合
す

る
こ

と
に

よ
り

、
膵

が
ん

に
対

す
る

抗
腫

瘍
効

果
を

大
幅

に
強

化
で

き
る

こ
と

を
示

し
た

。

○
医

療
機

器
メ

ー
カ

ー
よ

り
未

承
認

医
療

機
器

の
提

供
を

受
け

て
、

早
期

開
発

を
行

う
の

研
究

者
主

導
臨

床
試

験
を

3
試

験
実

施
し

た
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

エ
　

わ
が

国
に

お
け

る
臨

床
試

験
の

推
進

に
資

す
る

研
究

の
実

施

エ
　

わ
が

国
に

お
け

る
臨

床
試

験
の

推
進

に
資

す
る

研
究

の
実

施
エ

　
わ

が
国

に
お

け
る

臨
床

試
験

の
推

進
に

資
す

る
研

究
の

実
施

　
化

学
療

法
、

放
射

線
療

法
、

手
術

及
び

そ
れ

ら
を

組
み

合
わ

せ
る

集
学

的
治

療
の

新
た

な
よ

り
よ

い
標

準
治

療
及

び
標

準
診

断
法

を
開

発
す

る
多

施
設

共
同

臨
床

試
験

（
主

と
し

て
第

Ⅱ
相

試
験

～
第

Ⅲ
相

試
験

：
後

期
治

療
開

発
）
に

お
け

る
中

央
支

援
機

構
を

担
う

こ
と

を
通

じ
て

、
各

種
が

ん
の

標
準

治
療

の
進

歩
に

貢
献

す
る

。
　

多
施

設
共

同
臨

床
試

験
等

の
支

援
を

通
じ

て
、

規
制

要
件

、
研

究
倫

理
、

臨
床

研
究

方
法

論
の

教
育

と
普

及
、

治
療

効
果

や
毒

性
の

共
通

判
定

規
準

の
作

成
と

普
及

、
有

害
事

象
報

告
シ

ス
テ

ム
や

施
設

訪
問

監
査

に
よ

る
臨

床
試

験
の

科
学

性
と

倫
理

性
を

担
保

す
る

体
制

構
築

の
支

援
と

普
及

、
及

び
そ

の
た

め
の

方
法

論
の

研
究

を
行

う
。

　
化

学
療

法
、

放
射

線
療

法
、

手
術

及
び

そ
れ

ら
を

組
み

合
わ

せ
る

集
学

的
治

療
の

新
た

な
よ

り
よ

い
標

準
治

療
及

び
標

準
診

断
法

を
開

発
す

る
多

施
設

共
同

臨
床

試
験

（
主

と
し

て
第

Ⅱ
相

試
験

～
第

Ⅲ
相

試
験

：
後

期
治

療
開

発
）
に

お
け

る
中

央
支

援
機

構
を

担
う

こ
と

を
通

じ
て

、
各

種
が

ん
の

標
準

治
療

の
進

歩
に

貢
献

す
る

。
　

多
施

設
共

同
臨

床
試

験
等

の
支

援
を

通
じ

て
、

規
制

要
件

、
研

究
倫

理
、

臨
床

研
究

方
法

論
の

教
育

と
普

及
、

治
療

効
果

や
毒

性
の

共
通

判
定

規
準

の
作

成
と

普
及

、
有

害
事

象
報

告
シ

ス
テ

ム
や

施
設

訪
問

監
査

に
よ

る
臨

床
試

験
の

科
学

性
と

倫
理

性
を

担
保

す
る

体
制

構
築

の
支

援
と

普
及

、
及

び
そ

の
た

め
の

方
法

論
の

研
究

を
行

う
。

○
多

施
設

臨
床

試
験

支
援

セ
ン

タ
ー

で
は

、
各

種
が

ん
の

標
準

治
療

を
開

発
す

る
た

め
の

多
施

設
共

同
臨

床
試

験
を

管
理

し
た

。
　

・
平

成
2
5
年

3
月

現
在

、
登

録
中

3
4
試

験
、

追
跡

中
2
2
試

験
、

準
備

中
1
4
試

験
の

計
7
0
試

験
を

管
理

　
・
平

成
2
4
年

度
（
1
月

～
3
月

）
の

患
者

登
録

数
は

3
,0

3
0
例

で
、

昨
年

度
の

2
,7

3
0
例

に
比

し
1
1
9
%
増

加

○
多

施
設

臨
床

試
験

支
援

セ
ン

タ
ー

で
は

、
規

制
要

件
、

研
究

倫
理

、
臨

床
研

究
方

法
論

の
教

育
と

普
及

、
治

療
効

果
や

毒
性

の
共

通
判

定
規

準
の

作
成

と
普

及
、

有
害

事
象

報
告

シ
ス

テ
ム

や
施

設
訪

問
監

査
に

よ
る

臨
床

試
験

の
科

学
性

と
倫

理
性

を
担

保
す

る
体

制
構

築
の

支
援

と
普

及
、

そ
の

た
め

の
方

法
論

の
研

究
を

行
っ

た
。

　
・
医

師
・
C

R
C

向
け

の
JC

O
G

臨
床

試
験

セ
ミ
ナ

ー
を

実
施

し
た

（
JC

O
G

内
8
4
名

、
JC

O
G

外
2
9
名

参
加

）
。

【
平

成
2
4
年

9
月

】
　

・
デ

ー
タ

管
理

業
務

の
効

率
化

を
目

的
と

し
て

オ
ン

ラ
イ

ン
デ

ー
タ

収
集

（
E
D

C
）
シ

ス
テ

ム
構

築
に

着
手

し
た

。
　

・
適

応
外

使
用

薬
の

適
応

拡
大

を
目

的
と

す
る

先
進

医
療

B
制

度
下

の
JC

O
G

試
験

2
試

験
の

準
備

を
支

援
し

た
。

　
・
JC

O
G

、
W

JO
G

、
JA

L
S
G

、
JG

O
G

、
JP

L
S
G

、
J-

C
R
S
U

、
小

児
固

形
が

ん
臨

床
試

験
共

同
機

構
の

7
つ

の
臨

床
試

験
グ

ル
ー

プ
の

　
　

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
と

の
間

で
、

有
害

事
象

報
告

の
仕

組
み

、
利

益
相

反
管

理
等

に
関

す
る

情
報

共
有

を
行

い
、

有
害

事
象

報
告

  
  
 規

準
と

報
告

書
式

の
グ

ル
ー

プ
横

断
的

な
標

準
化

に
着

手
し

た
。

○
 （

東
病

院
臨

床
試

験
支

援
室

に
て

）
効

率
的

な
早

期
開

発
の

医
師

主
導

治
験

等
を

実
施

す
る

た
め

の
方

法
論

の
検

討
を

行
っ

た
。

サ
ン

プ
リ
ン

グ
S
D

V
シ

ス
テ

ム
の

導
入

・
評

価
、

早
期

開
発

試
験

に
お

け
る

情
報

共
有

基
盤

の
整

備
、

P
ar

t 
1
1
対

応
の

必
須

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

の
導

入
、

早
期

開
発

臨
床

研
究

グ
ル

ー
プ

の
構

築
・
運

用
の

方
法

論
的

な
検

討
な

ど

○
東

病
院

が
主

催
す

る
が

ん
臨

床
研

究
セ

ミ
ナ

ー
を

、
築

地
キ

ャ
ン

パ
ス

に
て

中
継

開
催

し
た

。
（
8
回

開
催

延
べ

参
加

者
4
6
4
名

）

　 　 　 　
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

○
　

前
年

度
ま

で
に

開
発

を
進

め
た

低
酸

素
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
プ

ロ
ー

ブ
で

、
低

酸
素

細
胞

に
お

け
る

集
積

増
強

を
確

認
し

た
も

の
の

う
ち

、
3
種

類
に

つ
い

て
小

動
物

in
 v

iv
o
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
研

究
に

発
展

さ
せ

た
。

前
年

度
ま

で
に

特
許

申
請

を
行

っ
た

肝
臓

へ
の

停
滞

の
少

な
い

S
P
E
C

T
核

種
封

入
リ
ポ

ソ
ー

ム
に

つ
い

て
、

封
入

し
た

S
P
E
C

T
核

種
の

肝
臓

か
ら

の
排

泄
機

構
に

つ
い

て
解

明
を

進
め

た
。

○
ス

キ
ャ

ニ
ン

グ
照

射
の

シ
ス

テ
ム

開
発

が
終

了
し

、
臨

床
応

用
の

た
め

の
治

療
計

画
検

証
と

コ
ミ
シ

ョ
ニ

ン
グ

を
実

施
し

て
い

る
。

今
年

度
内

に
外

部
評

価
委

員
会

を
開

催
し

て
、

前
立

腺
癌

症
例

を
対

象
に

臨
床

治
療

を
開

始
す

る
。

○
タ

キ
ソ

ー
ル

内
包

ミ
セ

ル
が

乳
が

ん
対

象
の

第
３

相
治

験
に

突
入

し
た

。
抗

体
付

加
ミ
セ

ル
を

３
種

類
作

製
し

た
。

○
C

A
S
T

療
法

の
た

め
の

抗
不

溶
性

フ
ィ

ブ
リ
ン

抗
体

を
作

製
し

、
不

溶
性

フ
ィ

ブ
リ
ン

の
特

殊
な

空
間

構
造

を
世

界
で

は
じ

め
て

証
明

し
た

。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

　
有

効
な

が
ん

検
診

法
の

研
究

開
発

オ
　

有
効

な
が

ん
検

診
法

の
研

究
開

発
オ

　
有

効
な

が
ん

検
診

法
の

研
究

開
発

　
科

学
的

根
拠

に
基

づ
く

検
診

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
に

つ
い

て
検

討
す

る
と

と
も

に
、

検
診

の
有

効
性

評
価

及
び

精
度

管
理

に
関

す
る

研
究

を
推

進
す

る
。

　
が

ん
検

診
の

受
診

率
向

上
の

た
め

、
効

果
的

な
受

診
勧

奨
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

と
と

も
に

、
検

診
提

供
体

制
や

任
意

型
検

診
も

含
め

た
受

診
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

　
有

効
な

検
診

を
高

い
質

で
行

え
る

よ
う

、
有

効
性

評
価

及
び

精
度

管
理

に
関

す
る

研
究

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

死
亡

率
減

少
が

実
現

で
き

る
検

診
シ

ス
テ

ム
を

開
発

す
る

。

○
有

効
な

検
診

の
科

学
的

根
拠

を
明

ら
か

に
し

、
検

診
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
作

成
を

推
進

し
た

。
　

　
　

・
乳

が
ん

検
診

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

作
成

中
で

あ
り

、
年

度
内

に
シ

ス
テ

テ
ィ

ッ
ク

・
レ

ビ
ュ

ー
完

了
。

　
　

　
・
胃

が
ん

検
診

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

更
新

に
向

け
て

、
シ

ス
テ

テ
ィ

ッ
ク

・
レ

ビ
ュ

ー
完

了
　

　
　

・
子

宮
頸

が
ん

検
診

（
Ｈ

Ｐ
Ｖ

検
査

）
の

評
価

に
関

し
て

、
諸

外
国

情
報

を
収

集
し

た

○
有

効
な

検
診

を
高

い
質

で
行

う
た

め
の

精
度

管
理

に
関

す
る

研
究

を
推

進
し

た
。

　
　

　
・
市

区
町

村
で

行
わ

れ
て

い
る

精
度

管
理

に
つ

い
て

、
最

新
(平

成
2
4
年

度
)の

状
況

を
調

査
し

た
。

　
　

　
・
精

度
管

理
評

価
・
還

元
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
エ

ビ
デ

ン
ス

を
得

る
た

め
の

介
入

試
験

の
中

間
評

価
を

行
っ

た
　

　
　

・
市

区
町

村
へ

の
ヒ

ア
リ
ン

グ
等

の
調

査
を

行
い

、
市

区
町

村
や

都
道

府
県

が
精

度
管

理
向

上
に

取
り

組
む

際
に

有
用

な
　

　
　

　
「
精

度
管

理
向

上
指

導
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
を

作
成

 し
た

(平
成

2
5
年

5
月

終
了

予
定

)
　

　
　

・
厚

労
省

の
全

国
市

町
村

の
が

ん
検

診
標

準
化

受
診

率
の

計
算

等
の

作
業

を
支

援
し

て
お

り
、

平
成

2
1
・
2
2
年

度
の

受
診

率
を

  
  
  
  
公

表
し

た

○
が

ん
検

診
の

有
効

性
評

価
の

個
別

研
究

を
行

っ
た

。
　

　
　

・
大

腸
内

視
鏡

検
査

に
よ

る
大

腸
が

ん
検

診
の

ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
試

験
を

推
進

し
、

累
積

リ
ク

ル
ー

ト
数

は
5
0
0
1
人

と
な

っ
た

　
　

　
・
胃

内
視

鏡
検

査
に

よ
る

胃
が

ん
検

診
の

症
例

対
照

研
究

を
完

了
し

た
　

　
　

・
胃

内
視

鏡
検

診
の

有
効

性
評

価
の

た
め

の
無

作
為

割
付

け
な

し
の

比
較

対
照

試
験

の
研

究
を

開
始

し
、

初
年

度
8
0
0
人

を
  
  
  
  
 リ

ク
ル

ー
ト
し

た
。

胃
内

視
鏡

検
診

の
精

度
評

価
研

究
を

行
っ

た
。

○
が

ん
検

診
の

受
診

率
向

上
の

た
め

、
効

果
的

な
受

診
勧

奨
法

を
検

討
し

た
。

　
　

　
・
自

治
体

の
が

ん
検

診
の

受
診

率
の

向
上

に
必

要
な

受
診

勧
奨

体
制

整
備

状
況

の
実

態
（
平

成
2
4
年

度
）
を

明
ら

か
に

し
た

　
　

　
・
個

別
受

診
勧

奨
(乳

、
子

宮
、

大
腸

が
ん

)の
効

果
を

あ
き

ら
か

に
し

た
。

対
象

者
の

心
理

特
性

に
基

づ
い

た
テ

イ
ラ

ー
ド

の
受

診
　

　
　

　
勧

奨
の

効
果

を
実

証
し

た
(乳

、
大

腸
が

ん
)

○
が

ん
検

診
の

受
診

率
向

上
の

た
め

、
検

診
提

供
体

制
や

任
意

型
検

診
も

含
め

た
が

ん
検

診
体

制
の

在
り

方
を

検
討

し
た

。
　

　
　

・
既

存
統

計
に

基
づ

き
、

診
療

に
含

ま
れ

る
無

症
状

受
診

者
（
が

ん
検

診
相

当
）
の

推
計

を
行

っ
た

　
　

　
・
保

険
者

を
対

象
と

し
た

が
ん

検
診

の
提

供
体

制
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を

実
施

し
た

。
　

　
　

・
モ

デ
ル

地
域

に
お

い
て

事
業

所
を

対
象

と
し

た
が

ん
検

診
の

提
供

体
制

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
た

　
　

　
・
モ

デ
ル

地
域

に
お

い
て

産
業

医
を

対
象

と
し

た
職

域
に

お
け

る
が

ん
検

診
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を

実
施

し
た

　
　

　
・
日

本
・
韓

国
に

お
け

る
が

ん
検

診
提

供
体

制
に

関
す

る
比

較
検

討
を

行
っ

た
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

カ
　

が
ん

患
者

の
療

養
生

活
の

質
を

尊
重

す
る

が
ん

医
療

の
提

供
体

制
の

整
備

に
資

す
る

研
究

開
発

の
推

進

カ
　

が
ん

患
者

の
療

養
生

活
の

質
を

尊
重

す
る

が
ん

医
療

の
提

供
体

制
の

整
備

に
資

す
る

研
究

開
発

の
推

進

カ
　

が
ん

患
者

の
療

養
生

活
の

質
を

尊
重

す
る

が
ん

医
療

の
提

供
体

制
の

整
備

に
資

す
る

研
究

開
発

の
推

進

　
外

来
通

院
治

療
な

ど
の

安
全

で
か

つ
効

率
的

・
効

果
的

な
実

践
と

普
及

の
た

め
の

研
究

開
発

を
行

う
。

　
苦

痛
の

な
い

が
ん

治
療

の
た

め
、

早
期

か
ら

の
緩

和
ケ

ア
の

導
入

に
よ

る
副

作
用

の
対

策
や

症
状

緩
和

の
臨

床
研

究
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
が

ん
患

者
の

Q
O

L
の

向
上

に
資

す
る

緩
和

ケ
ア

や
精

神
心

理
的

ケ
ア

を
、

切
れ

目
な

く
効

果
的

に
提

供
す

る
た

め
、

入
院

か
ら

在
宅

療
養

へ
の

移
行

を
見

据
え

た
緩

和
ケ

ア
の

提
供

体
制

を
開

発
す

る
。

　
さ

ら
に

、
地

域
医

療
（
在

宅
医

療
な

ど
）
・
福

祉
と

の
連

携
に

よ
る

が
ん

患
者

・
家

族
支

援
の

モ
デ

ル
の

開
発

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
通

院
治

療
か

ら
在

宅
ケ

ア
に

至
る

切
れ

目
の

な
い

効
果

的
な

治
療

体
制

と
そ

の
支

援
体

制
を

構
築

す
る

。

　
が

ん
治

療
地

域
医

療
連

携
の

中
で

医
療

情
報

の
適

切
な

伝
達

を
目

標
と

し
て

、
基

本
必

須
内

容
を

含
む

電
子

カ
ル

テ
内

で
作

成
可

能
な

紹
介

状
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

開
発

を
進

め
る

。
　

が
ん

患
者

の
療

養
生

活
の

質
の

改
善

を
目

標
と

し
て

、
抗

悪
性

腫
瘍

薬
で

高
頻

度
な

有
害

事
象

の
一

つ
の

脱
毛

を
減

少
す

る
た

め
、

頭
部

冷
却

装
置

の
臨

床
試

験
を

通
院

治
療

に
お

い
て

実
施

す
る

。
　

が
ん

相
談

対
話

外
来

の
内

容
等

の
分

析
を

通
じ

て
、

が
ん

医
療

の
課

題
を

明
確

に
し

、
が

ん
患

者
の

療
養

生
活

の
質

の
向

上
も

含
め

た
が

ん
医

療
の

提
供

体
制

の
在

り
方

に
つ

い
て

の
検

討
を

進
め

る
。

○
化

学
療

法
を

受
け

る
肺

が
ん

患
者

に
対

す
る

治
療

初
期

か
ら

の
包

括
的

緩
和

ケ
ア

介
入

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

関
す

る
研

究
の

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

が
当

セ
ン

タ
ー

の
研

究
倫

理
審

査
委

員
会

で
承

認
さ

れ
、

患
者

登
録

を
開

始
し

た
。

○
緩

和
治

療
の

効
果

因
子

に
関

す
る

多
施

設
コ

ホ
ー

ト
研

究
に

参
加

、
当

セ
ン

タ
ー

の
研

究
倫

理
審

査
委

員
会

で
承

認
さ

れ
、

患
者

登
録

を
開

始
し

た
。

○
予

後
予

測
指

標
の

多
施

設
（
在

宅
・
緩

和
ケ

ア
病

棟
・
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

）
検

証
試

験
に

参
加

、
当

セ
ン

タ
ー

の
研

究
倫

理
審

査
委

員
会

で
承

認
さ

れ
、

患
者

登
録

を
開

始
し

た
。

○
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

の
P
al

lia
ti
ve

 C
ar

e 
C

lin
ic

al
 S

tu
d
ie

s 
C

o
lla

b
o
ra

ti
ve

(P
aC

C
sC

)が
中

心
に

な
っ

て
行

わ
れ

て
い

る
ア

ジ
ア

太
平

洋
地

域
で

の
緩

和
ケ

ア
に

お
け

る
薬

物
療

法
の

副
作

用
・
効

果
に

関
す

る
観

察
研

究
で

あ
る

　
R
ap

id
 p

h
am

ac
o
vi

gl
ia

n
ce

 i
n
 p

al
lia

ti
ve

ca
re

（
緩

和
ケ

ア
に

お
け

る
迅

速
な

薬
物

療
法

の
副

作
用

・
効

果
に

関
す

る
観

察
研

究
）
に

参
加

し
、

当
セ

ン
タ

ー
の

研
究

倫
理

審
査

委
員

会
で

承
認

さ
れ

、
患

者
登

録
を

開
始

し
た

。

○
多

施
設

研
究

　
呼

吸
困

難
に

対
す

る
オ

キ
シ

コ
ド

ン
の

臨
床

試
験

に
参

加
、

当
セ

ン
タ

ー
の

研
究

倫
理

審
査

委
員

会
で

承
認

さ
れ

、
患

者
登

録
を

開
始

し
た

。

○
国

立
高

度
専

門
研

究
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

東
日

本
大

震
災

か
ら

の
医

療
の

復
興

の
資

す
る

研
究

に
お

い
て

｢被
災

地
に

展
開

可
能

な
が

ん
在

宅
緩

和
医

療
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
関

す
る

研
究

｣に
取

り
組

ん
だ

。

○
外

来
に

通
院

す
る

患
者

家
族

に
対

し
て

、
在

宅
で

の
療

養
を

支
援

す
る

予
防

的
な

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

シ
ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

に
着

手
し

た
。

◯
高

齢
者

の
在

宅
療

養
を

支
援

す
る

た
め

に
、

外
来

・
在

宅
療

養
中

の
患

者
の

A
D

L
、

IA
D

L
調

査
を

お
こ

な
っ

た
。

○
施

設
単

位
で

の
が

ん
疼

痛
治

療
成

績
の

指
標

を
開

発
す

る
た

め
の

「
除

痛
率

」
開

発
研

究
を

開
始

し
、

3
月

末
ま

で
に

青
森

県
立

中
央

病
院

の
全

入
院

が
ん

患
者

(5
,8

4
6
名

）
の

う
ち

3
,0

9
7
名

が
研

究
に

同
意

し
登

録
さ

れ
た

。

〇
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

で
あ

る
が

ん
相

談
対

話
外

来
を

利
用

し
た

患
者

の
利

用
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト
の

内
容

を
分

析
す

る
こ

と
に

よ
り

、
利

用
者

の
肯

定
的

評
価

と
否

定
的

評
価

の
要

因
が

明
ら

か
に

な
り

、
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

や
が

ん
医

療
に

お
い

て
求

め
ら

れ
る

医
療

従
事

者
の

態
度

の
要

点
を

明
ら

か
に

し
た

。

○
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
実

施
し

て
い

る
相

談
支

援
や

サ
ポ

ー
ト
グ

ル
ー

プ
に

つ
い

て
、

内
容

を
分

析
す

る
こ

と
に

よ
り

患
者

や
家

族
に

必
要

な
支

援
方

法
の

要
点

を
明

ら
か

に
し

た
。
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績
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画
2
4
年

度
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度
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画

キ
　

が
ん

の
原

因
・
本

態
解

明
研

究
の

基
盤

整
備

・
構

築
と

活
用

キ
　

が
ん

の
原

因
・
本

態
解

明
研

究
の

基
盤

整
備

・
構

築
と

活
用

キ
　

が
ん

の
原

因
・
本

態
解

明
研

究
の

基
盤

整
備

・
構

築
と

活
用

　
病

院
の

診
療

や
臨

床
試

験
か

ら
生

み
出

さ
れ

る
診

療
情

報
並

び
に

臨
床

試
料

を
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
及

び
バ

イ
オ

リ
ソ

ー
ス

バ
ン

ク
と

し
て

整
備

し
、

他
施

設
と

の
共

同
研

究
へ

の
供

与
も

含
め

、
広

く
が

ん
対

策
に

資
す

る
研

究
に

活
用

す
る

。

　
病

院
の

診
療

や
臨

床
試

験
か

ら
生

み
出

さ
れ

る
診

療
情

報
並

び
に

臨
床

試
料

を
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
及

び
バ

イ
オ

リ
ソ

ー
ス

バ
ン

ク
と

し
て

整
備

し
、

カ
タ

ロ
グ

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
充

実
を

図
り

つ
つ

試
料

を
適

切
に

管
理

し
て

、
手

術
検

体
等

を
新

規
に

受
け

入
れ

、
倫

理
審

査
委

員
会

が
承

認
し

た
研

究
の

た
め

に
適

切
な

バ
イ

ア
ル

数
を

払
い

出
し

、
ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ
ナ

ル
リ
サ

ー
チ

を
推

進
す

る
。

　
正

常
組

織
・
前

が
ん

病
変

組
織

細
胞

等
も

積
極

的
に

受
け

入
れ

、
培

養
・
不

死
化

し
、

が
ん

の
原

因
・
本

態
解

明
研

究
に

役
立

て
る

。
　

セ
ン

タ
ー

で
行

う
動

物
実

験
を

支
援

す
る

体
制

を
整

備
す

る
。

　
ナ

シ
ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
等

と
協

調
し

、
が

ん
に

限
ら

ず
医

学
系

研
究

・
開

発
全

般
を

推
進

す
る

オ
ー

ル
ジ

ャ
パ

ン
バ

イ
オ

バ
ン

ク
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

構
築

を
推

進
す

る
。

○
研

究
採

血
に

基
づ

く
ゲ

ノ
ム

研
究

を
含

む
オ

プ
ト
イ

ン
方

式
（
明

示
的

な
同

意
の

意
思

表
示

が
な

い
限

り
は

同
意

と
み

な
さ

な
い

方
式

）
に

よ
る

包
括

的
同

意
新

体
制

に
お

い
て

、
リ
サ

ー
チ

・
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ェ

の
説

明
に

よ
り

、
同

意
割

合
は

8
9
.1

%
と

昨
年

に
引

き
続

き
高

い
水

準
を

維
持

し
て

い
る

。
【
同

意
取

得
割

合
（
セ

ン
タ

ー
全

体
）
】

　
8
9
.1

%
(対

象
患

者
数

1
1
,6

7
8
人

、
同

意
患

者
数

1
0
,4

0
1
人

)

○
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
バ

イ
オ

バ
ン

ク
の

病
理

凍
結

組
織

・
病

理
ブ

ロ
ッ

ク
・
診

療
採

血
血

液
管

理
・
研

究
採

血
血

液
管

理
4
部

門
は

、
バ

イ
オ

バ
ン

ク
調

整
委

員
会

の
下

に
、

新
規

試
料

の
採

取
・
保

管
を

順
調

に
行

い
、

外
部

機
関

と
の

共
同

研
究

を
含

む
研

究
倫

理
審

査
委

員
会

の
承

認
を

受
け

た
研

究
に

試
料

を
払

い
出

し
て

、
ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ
ナ

ル
リ
サ

ー
チ

の
推

進
に

貢
献

し
た

。

○
包

括
的

同
意

新
体

制
に

基
づ

い
て

8
,0

7
1
症

例
(3

2
,0

9
1
バ

イ
ア

ル
)の

研
究

採
血

血
液

 (
血

漿
)を

新
規

に
バ

イ
オ

バ
ン

ク
に

受
け

入
れ

、
1
3
8
症

例
 (
1
3
9
バ

イ
ア

ル
)を

倫
理

審
査

委
員

会
の

承
認

を
受

け
て

行
わ

れ
る

研
究

に
払

い
出

し
た

。
現

有
す

る
研

究
採

血
血

液
検

体
は

、
1
4
,9

4
4
症

例
(5

9
,2

8
7
バ

イ
ア

ル
)で

あ
る

。

○
1
,4

5
9
症

例
(7

,1
6
4
バ

イ
ア

ル
)の

病
理

凍
結

組
織

 (
手

術
検

体
)を

新
規

に
バ

イ
オ

バ
ン

ク
に

受
け

入
れ

、
1
,0

4
4
症

例
(1

,9
9
3
バ

イ
ア

ル
)を

倫
理

審
査

委
員

会
の

承
認

を
受

け
て

行
わ

れ
る

研
究

に
払

い
出

し
た

。
現

有
す

る
病

理
凍

結
組

織
検

体
は

、
1
4
,8

3
0
症

例
(6

0
,4

2
1
バ

イ
ア

ル
)で

あ
る

。

○
 当

セ
ン

タ
ー

職
員

は
、

ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
バ

イ
オ

バ
ン

ク
運

営
協

議
会

議
長

、
倫

理
検

討
部

会
・
情

報
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
検

討
部

会
長

、
中

央
研

究
倫

理
支

援
部

門
部

門
長

を
務

め
、

包
括

同
意

と
試

料
収

集
の

両
面

で
先

行
す

る
当

セ
ン

タ
ー

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

提
供

し
て

、
N

C
B

N
 (
ナ

シ
ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
バ

イ
オ

バ
ン

ク
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

)プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

発
進

に
貢

献
し

た
。

○
N

C
C

バ
イ

オ
バ

ン
ク

5
7
3
例

の
肺

が
ん

手
術

組
織

を
用

い
た

ゲ
ノ

ム
解

析
研

究
に

よ
り

、
R
E
T

融
合

遺
伝

子
を

新
規

ド
ラ

イ
バ

ー
遺

伝
子

と
し

て
同

定
し

た
。

○
胃

が
ん

患
者

腹
水

か
ら

約
4
0
種

の
新

規
細

胞
株

を
樹

立
し

た
。

○
食

道
が

ん
患

者
の

術
前

化
学

療
法

後
の

胸
管

リ
ン

パ
液

か
ら

約
1
0
種

の
薬

剤
耐

性
細

胞
株

の
樹

立
に

成
功

し
た

。

○
正

常
子

宮
内

膜
、

子
宮

内
膜

症
由

来
の

細
胞

を
分

離
し

不
死

化
し

、
in

 v
it
ro

発
が

ん
モ

デ
ル

を
構

築
し

た
。
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④
　

医
薬

品
及

び
医

療
機

器
の

開
発

の
推

進

ア
　

高
度

先
駆

的
な

が
ん

の
診

断
･治

療
な

ど
臨

床
開

発
の

推
進

ア
　

高
度

先
駆

的
な

が
ん

の
診

断
･治

療
な

ど
臨

床
開

発
の

推
進

ア
　

高
度

先
駆

的
な

が
ん

の
診

断
･治

療
な

ど
臨

床
開

発
の

推
進

　
基

礎
的

研
究

成
果

や
最

先
端

技
術

を
応

用
し

た
新

し
い

医
療

技
術

（
診

断
・
治

療
・
緩

和
）
の

早
期

臨
床

開
発

を
行

う
。

　
具

体
的

に
は

、
ゲ

ノ
ム

や
プ

ロ
テ

オ
ミ
ク

ス
を

応
用

し
た

高
精

度
診

断
マ

ー
カ

ー
、

最
先

端
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
技

術
や

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
応

用
し

た
新

し
い

画
像

診
断

技
術

な
ど

診
断

技
術

及
び

が
ん

の
本

態
解

明
に

基
づ

い
た

分
子

標
的

治
療

薬
な

ど
新

規
薬

物
療

法
、

遺
伝

子
・
細

胞
・
免

疫
治

療
、

新
た

な
放

射
線

治
療

法
、

機
能

温
存

手
術

や
再

生
医

療
技

術
な

ど
を

用
い

た
新

し
い

外
科

手
術

手
技

の
開

発
、

新
し

い
緩

和
医

療
技

術
や

精
神

腫
瘍

学
的

介
入

法
な

ど
の

臨
床

開
発

を
産

官
学

連
携

の
も

と
セ

ン
タ

ー
全

体
で

積
極

的
に

推
進

し
、

世
界

の
臨

床
開

発
拠

点
の

一
翼

を
担

う
。

　
基

礎
的

研
究

成
果

や
最

先
端

技
術

を
応

用
し

た
新

し
い

医
療

技
術

（
診

断
・
治

療
・
緩

和
）
の

早
期

臨
床

開
発

を
行

う
。

　
具

体
的

に
は

、
病

院
と

研
究

所
の

連
携

に
よ

り
、

腫
瘍

組
織

や
非

が
ん

部
組

織
・
末

梢
血

等
の

ゲ
ノ

ム
・
ト
ラ

ン
ス

ク
リ
プ

ト
ー

ム
等

解
析

に
よ

る
治

療
の

個
別

化
を

図
り

、
最

適
な

医
療

を
提

供
す

る
た

め
の

、
分

子
標

的
薬

等
の

早
期

臨
床

試
験

を
含

む
臨

床
研

究
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

ゲ
ノ

ム
や

プ
ロ

テ
オ

ミ
ク

ス
を

応
用

し
た

高
精

度
診

断
マ

ー
カ

ー
開

発
や

、
病

院
の

臨
床

研
究

と
連

携
し

た
薬

理
ゲ

ノ
ム

研
究

を
推

進
す

る
。

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
解

析
等

に
基

づ
く

、
慢

性
肝

炎
・
肝

硬
変

症
に

よ
り

経
過

観
察

中
の

患
者

に
お

け
る

肝
細

胞
が

ん
発

生
リ
ス

ク
評

価
指

標
を

、
さ

ら
に

微
量

検
体

で
高

感
度

で
安

価
に

施
行

で
き

る
よ

う
に

し
、

多
施

設
共

同
検

証
を

進
め

る
と

と
も

に
、

企
業

と
連

携
し

て
キ

ッ
ト
化

・
臨

床
検

査
と

し
て

の
実

用
化

を
目

指
す

。
　

低
酸

素
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
を

用
い

た
新

た
な

内
視

鏡
診

断
機

器
や

よ
り

安
全

性
を

高
め

た
内

視
鏡

治
療

機
器

等
の

最
先

端
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
技

術
や

ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
応

用
し

た
新

し
い

画
像

診
断

技
術

の
開

発
を

進
め

る
。

さ
ら

に
、

国
内

で
増

え
続

け
る

大
腸

癌
罹

患
率

の
抑

制
に

向
け

、
将

来
性

・
患

者
受

容
性

が
期

待
で

き
る

検
査

法
と

し
て

大
腸

カ
プ

セ
ル

内
視

鏡
の

薬
事

承
認

・
保

険
収

載
に

向
け

た
交

渉
を

進
め

る
。

　 　

○
JC

O
G

バ
イ

オ
バ

ン
ク

運
用

シ
ス

テ
ム

を
確

定
し

、
本

年
度

内
に

開
始

さ
れ

た
臨

床
試

験
で

の
バ

ン
キ

ン
グ

を
開

始
し

た
。

○
新

た
な

内
視

鏡
診

断
機

器
、

内
視

鏡
治

療
機

器
、

早
期

開
発

臨
床

試
験

の
実

施
に

よ
る

臨
床

開
発

を
産

官
学

連
携

の
も

と
セ

ン
タ

ー
全

体
で

積
極

的
に

推
進

し
た

。
・
大

腸
ポ

リ
ー

プ
切

除
後

の
経

過
観

察
に

関
す

る
多

施
設

共
同

前
向

き
ラ

ン
ダ

ム
化

比
較

試
験

（
R
C

T
)の

登
録

と
登

録
後

３
年

の
経

過
観

察
を

約
4
0
0
0
名

全
例

完
了

し
た

。
今

年
度

中
に

デ
ー

タ
解

析
を

行
い

英
語

論
文

化
す

る
予

定
で

あ
る

。
・
企

業
と

協
力

し
内

視
鏡

治
療

用
デ

バ
イ

ス
の

開
発

を
進

め
、

2
つ

の
内

視
鏡

治
療

用
デ

バ
イ

ス
が

市
販

さ
れ

た
。

さ
ら

に
、

そ
の

デ
バ

イ
ス

に
改

良
を

加
え

薬
事

を
取

得
、

市
販

化
に

向
け

て
検

討
を

進
め

て
い

る
。

○
国

内
で

増
え

続
け

る
大

腸
癌

罹
患

率
の

抑
制

に
向

け
、

将
来

性
・
患

者
受

容
性

が
期

待
で

き
る

検
査

法
と

し
て

「
大

腸
カ

プ
セ

ル
内

視
鏡

」
を

日
本

で
初

め
て

導
入

し
、

多
施

設
共

同
試

験
を

完
遂

し
、

さ
ら

に
3
施

設
で

の
治

験
が

全
て

終
了

し
た

。
現

在
、

「
大

腸
カ

プ
セ

ル
内

視
鏡

」
の

薬
事

承
認

へ
向

け
準

備
を

進
め

て
い

る
。

○
医

療
機

器
メ

ー
カ

ー
よ

り
未

承
認

医
療

機
器

の
提

供
を

受
け

て
、

早
期

開
発

を
行

う
の

研
究

者
主

導
臨

床
試

験
を

3
試

験
実

施
し

た
。

○
ア

カ
デ

ミ
ア

発
の

新
規

抗
が

ん
剤

に
関

し
て

、
製

薬
会

社
・
大

学
な

ど
と

共
同

で
、

fi
rs

t 
in

 m
an

の
第

I相
試

験
を

研
究

者
主

導
臨

床
試

験
と

し
て

試
験

開
始

し
た

。

○
ア

カ
デ

ミ
ア

発
の

抗
が

ん
剤

及
び

、
製

薬
企

業
か

ら
未

承
認

の
抗

が
ん

剤
の

提
供

を
受

け
て

実
施

す
る

早
期

の
医

師
主

導
治

験
に

つ
い

て
、

1
試

験
を

終
了

し
、

2
試

験
の

IR
B

承
認

を
得

た
。

○
ア

カ
デ

ミ
ア

発
の

抗
が

ん
剤

、
未

承
認

医
療

機
器

お
よ

び
適

応
外

医
薬

品
を

用
い

て
行

う
先

進
医

療
B

で
実

施
す

る
も

の
を

含
め

た
臨

床
試

験
を

4
試

験
実

施
し

1
試

験
が

終
了

し
た

。

○
が

ん
ワ

ク
チ

ン
カ

ク
テ

ル
を

用
い

た
、

成
人

、
小

児
の

医
師

主
導

治
験

の
薬

事
戦

略
相

談
な

ど
を

開
始

し
た

。

○
新

規
治

療
標

的
分

子
と

し
て

、
R
E
T

融
合

遺
伝

子
を

同
定

・
F
IS

H
, 
R
T

-
P
C

R
に

よ
る

診
断

法
を

確
立

し
、

阻
害

剤
を

用
い

た
医

師
主

導
治

験
の

開
始

に
至

っ
た

。

○
生

検
等

微
小

試
料

の
変

異
検

出
（
cl

in
ic

al
 s

eq
u
en

ci
n
ｇ
）
の

た
め

の
体

制
整

備
を

行
っ

た
。

生
検

等
微

小
試

料
を

用
い

た
C

lin
ic

al
se

q
u
en

ci
n
ｇ
の

遺
伝

子
変

異
・
融

合
検

出
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

た
。

○
独

自
に

開
発

し
た

多
内

分
泌

腺
腫

瘍
症

1
型

の
新

し
い

遺
伝

子
診

断
法

を
新

規
症

例
に

適
用

し
、

本
疾

患
の

確
定

診
断

に
有

用
で

あ
る

こ
と

を
示

し
た

。

○
神

経
芽

細
胞

腫
の

予
後

を
予

測
す

る
D

N
A

メ
チ

ル
化

マ
ー

カ
ー

に
つ

い
て

、
実

用
化

に
向

け
た

企
業

と
の

共
同

研
究

を
継

続
し

た
。

○
胃

粘
膜

に
蓄

積
し

た
D

N
A

メ
チ

ル
化

異
常

を
定

量
し

、
発

が
ん

リ
ス

ク
を

診
断

す
る

こ
と

を
実

用
化

す
る

た
め

に
、

8
0
0
例

の
症

例
に

よ
る

前
向

き
研

究
を

継
続

し
た

。

○
胃

が
ん

の
術

後
再

発
を

予
知

す
る

臨
床

検
査

用
高

感
度

腹
腔

洗
浄

液
ミ
ニ

チ
ッ

プ
を

企
業

と
の

連
携

で
完

成
し

、
P
M

D
A

へ
の

薬
事

申
請

の
準

備
を

進
め

た
。

 
 

 
 

④
　

医
薬

品
及

び
医

療
機

器
の

開
発

の
推

進

　
「
新

成
長

戦
略

（
基

本
方

針
）
」

（
平

成
2
1
年

1
2
月

3
0
日

閣
議

決
定

）
に

お
い

て
は

、
ラ

イ
フ

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
健

康
大

国
戦

略
と

し
て

、
革

新
的

な
医

薬
品

、
医

療
・
介

護
技

術
の

研
究

開
発

・
実

用
化

の
促

進
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

　
こ

の
趣

旨
を

踏
ま

え
、

が
ん

に
関

す
る

研
究

成
果

等
を

安
全

か
つ

速
や

か
に

臨
床

現
場

へ
応

用
す

る
た

め
に

、
医

薬
品

及
び

医
療

機
器

の
治

験
（
適

応
拡

大
を

含
む

。
）
、

特
に

高
度

に
専

門
的

な
知

識
や

経
験

が
要

求
さ

れ
る

等
実

施
に

困
難

を
伴

う
治

験
、

臨
床

研
究

の
実

現
を

目
指

し
た

研
究

を
推

進
す

る
。

　
ま

た
、

海
外

で
は

有
効

性
と

安
全

性
が

検
証

さ
れ

て
い

る
が

、
国

内
で

は
未

承
認

の
医

薬
品

、
医

療
機

器
に

つ
い

て
、

治
験

等
臨

床
研

究
を

推
進

す
る

。
　

こ
れ

ら
に

よ
り

平
成

2
1
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
臨

床
研

究
実

施
件

数
（
倫

理
委

員
会

に
て

承
認

さ
れ

た
研

究
を

い
う

。
）
及

び
治

験
（
製

造
販

売
後

臨
床

試
験

も
含

む
。

）
の

実
施

件
数

の
合

計
数

の
5
％

以
上

の
増

加
を

図
る

こ
と

。

④
　

医
薬

品
及

び
医

療
機

器
の

開
発

の
推

進
④

　
医

薬
品

及
び

医
療

機
器

の
開

発
の

推
進
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

イ
　

国
内

未
承

認
の

医
薬

品
・
医

療
機

器
治

験
等

臨
床

研
究

の
推

進

イ
　

国
内

未
承

認
の

医
薬

品
・
医

療
機

器
治

験
等

臨
床

研
究

の
推

進

イ
　

国
内

未
承

認
の

医
薬

品
・
医

療
機

器
治

験
等

臨
床

研
究

の
推

進

　
が

ん
の

診
断

・
治

療
な

ど
の

臨
床

開
発

を
行

う
上

で
必

須
で

あ
る

早
期

開
発

治
験

や
国

際
共

同
治

験
、

医
師

主
導

治
験

な
ど

を
積

極
的

に
実

施
し

、
世

界
の

が
ん

医
療

の
開

発
拠

点
の

一
翼

を
担

う
。

　
が

ん
の

診
断

・
治

療
な

ど
の

臨
床

開
発

を
行

う
上

で
必

須
で

あ
る

早
期

開
発

治
験

や
国

際
共

同
治

験
、

医
師

主
導

治
験

な
ど

を
積

極
的

に
実

施
し

、
世

界
の

が
ん

医
療

の
開

発
拠

点
の

一
翼

を
担

う
。

　
こ

れ
ら

に
よ

り
、

平
成

2
1
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
臨

床
研

究
実

施
件

数
（
倫

理
委

員
会

に
て

承
認

さ
れ

た
研

究
を

い
う

。
）
及

び
治

験
（
製

造
販

売
後

臨
床

試
験

も
含

む
。

）
の

実
施

件
数

の
合

計
数

の
5
％

以
上

の
増

加
を

目
指

す
。

○
「
臨

床
研

究
（
先

進
医

療
B

）
の

内
部

監
査

に
関

す
る

標
準

業
務

手
順

書
」
、

「
医

師
主

導
治

験
の

監
査

に
関

す
る

標
準

業
務

手
順

書
」
を

制
定

し
た

（
平

成
2
4
年

1
0
月

1
日

）
。

〇
上

記
手

順
書

に
則

り
セ

ン
タ

ー
内

監
査

部
門

が
行

う
監

査
計

画
を

、
先

進
医

療
B

適
用

試
験

1
試

験
、

医
師

主
導

治
験

1
試

験
に

つ
い

て
立

案
し

た
。

○
「
医

師
主

導
治

験
に

お
け

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
に

関
す

る
標

準
業

務
手

順
書

」
を

制
定

し
た

(平
成

2
4
年

1
2
月

2
7
日

)。

○
上

記
手

順
書

に
則

り
、

医
師

主
導

治
験

1
試

験
に

つ
い

て
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

実
施

中
で

あ
る

。

【
早

期
開

発
治

験
】

1
3
5
件

(中
央

：
7
8
件

/
東

：
5
7
件

)

【
国

際
共

同
治

験
】

1
5
0
件

(中
央

：
8
3
件

/
東

：
6
7
件

)

【
医

師
主

導
治

験
】

1
7
件

(中
央

：
9
件

/
東

：
8
件

)

【
臨

床
研

究
実

施
件

数
及

び
治

験
の

実
施

件
数

の
合

計
数

】
1
,4

1
1
件

(築
地

：
9
0
8
件

/
柏

：
5
0
3
件

)
　

  
 ・

臨
床

研
究

（
倫

理
審

査
委

員
会

に
て

承
認

さ
れ

た
研

究
）
実

施
件

数
  
1
,0

4
5
件

(中
央

：
7
0
1
件

/
東

：
3
4
4
件

)
  
  
 ･

治
験

（
医

師
主

導
治

験
・
製

造
販

売
後

臨
床

試
験

を
含

む
）
実

施
件

数
  
3
6
6
件

(中
央

：
2
0
7
件

/
東

：
1
5
9
件

)

　 　

　 　 　 　
が

ん
の

本
態

解
明

に
基

づ
い

た
分

子
標

的
治

療
薬

な
ど

新
規

薬
物

療
法

、
ペ

プ
チ

ド
ワ

ク
チ

ン
や

遺
伝

子
・
細

胞
・
免

疫
治

療
の

早
期

臨
床

開
発

、
新

た
な

放
射

線
治

療
法

、
機

能
温

存
手

術
や

再
生

医
療

技
術

な
ど

を
用

い
た

新
し

い
外

科
手

術
手

技
の

開
発

、
新

し
い

緩
和

医
療

技
術

や
精

神
腫

瘍
学

的
介

入
法

な
ど

の
臨

床
開

発
を

、
産

官
学

連
携

の
も

と
セ

ン
タ

ー
全

体
で

積
極

的
に

推
進

す
る

。
　

製
薬

会
社

な
ど

か
ら

未
承

認
薬

の
提

供
を

う
け

て
、

早
期

開
発

を
共

同
し

て
行

う
た

め
の

医
師

主
導

治
験

等
、

早
期

開
発

臨
床

試
験

の
実

施
に

よ
る

臨
床

開
発

を
産

官
学

連
携

の
も

と
セ

ン
タ

ー
全

体
で

積
極

的
に

推
進

す
る

。

 
 

 

 

○
静

岡
県

立
が

ん
セ

ン
タ

ー
、

オ
ン

チ
ッ

プ
・
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

ズ
社

、
東

ソ
ー

株
式

会
社

、
コ

ニ
カ

ミ
ノ

ル
タ

株
式

会
社

、
独

立
行

政
法

人
産

業
技

術
総

合
研

究
所

と
の

共
同

研
究

に
よ

る
、

ci
rc

u
la

ti
n
g 

tu
m

o
r 

ce
ll（

C
T

C
）
測

定
機

器
の

開
発

を
行

っ
た

。

○
骨

軟
部

肉
腫

を
対

象
し

た
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ロ

ン
β

遺
伝

子
治

療
の

臨
床

研
究

実
施

計
画

書
を

作
成

し
、

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

遺
伝

子
治

療
研

究
審

査
委

員
会

で
の

審
議

を
受

け
た

。

○
 東

病
院

臨
床

部
門

と
臨

床
開

発
セ

ン
タ

ー
の

基
礎

研
究

部
門

が
共

同
し

て
、

タ
ー

ゲ
ッ

ト
シ

ー
ク

エ
ン

ス
を

用
い

た
が

ん
患

者
の

遺
伝

子
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
を

明
ら

か
に

す
る

遺
伝

子
解

析
研

究
（
A

B
C

 s
tu

d
y）

を
開

始
し

た
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

（
２

）
均

て
ん

化
に

着
目

し
た

研
究

①
　

が
ん

医
療

の
質

的
向

上
・
均

て
ん

化
の

た
め

の
研

究
開

発
の

推
進

ア
　

が
ん

医
療

の
質

の
管

理
の

推
進

に
資

す
る

研
究

の
実

施
ア

　
が

ん
医

療
の

質
の

管
理

の
推

進
に

資
す

る
研

究
の

実
施

ア
　

が
ん

医
療

の
質

の
管

理
の

推
進

に
資

す
る

研
究

の
実

施

イ
　

人
材

育
成

に
関

す
る

研
究

の
推

進
イ

　
人

材
育

成
に

関
す

る
研

究
の

推
進

イ
　

人
材

育
成

に
関

す
る

研
究

の
推

進

○
が

ん
対

策
情

報
セ

ン
タ

ー
が

取
り

組
ん

で
い

る
研

修
に

お
い

て
、

評
価

方
法

が
開

発
さ

れ
た

研
修

に
つ

い
て

研
修

の
効

果
に

つ
い

て
の

評
価

を
行

な
い

、
そ

の
評

価
に

基
づ

い
て

研
修

内
容

を
改

善
す

る
な

ど
、

研
修

の
評

価
と

そ
れ

を
用

い
た

研
修

の
改

善
方

法
の

確
立

に
向

け
た

検
討

を
進

め
た

　
全

国
の

が
ん

医
療

の
均

て
ん

化
の

推
進

に
資

す
る

よ
う

、
専

門
的

に
が

ん
医

療
に

従
事

す
る

者
を

育
成

す
る

た
め

の
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
、

各
地

域
で

が
ん

医
療

に
つ

い
て

指
導

的
な

役
割

を
担

う
者

を
育

成
し

て
い

く
た

め
の

研
修

の
方

法
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

　
全

国
の

が
ん

医
療

の
均

て
ん

化
の

推
進

に
資

す
る

よ
う

、
専

門
的

に
が

ん
医

療
に

従
事

す
る

者
を

効
果

的
に

育
成

す
る

研
修

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、

研
修

効
果

を
測

定
す

る
評

価
尺

度
の

開
発

を
進

め
る

。

　
が

ん
医

療
の

質
を

評
価

す
る

信
頼

性
・
妥

当
性

の
あ

る
指

標
の

開
発

を
行

う
。

　
が

ん
医

療
の

均
て

ん
化

に
資

す
る

が
ん

医
療

の
提

供
体

制
や

全
国

レ
ベ

ル
で

の
医

療
機

関
の

連
携

体
制

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

す
る

と
と

も
に

、
が

ん
医

療
の

質
を

管
理

す
る

方
策

と
し

て
、

効
果

的
な

画
像

診
断

支
援

、
病

理
診

断
支

援
、

放
射

線
品

質
管

理
、

画
像

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築
等

に
関

す
る

研
究

・
開

発
を

行
う

。
　

関
係

学
会

等
と

連
携

し
、

Ｅ
Ｂ

Ｍ
を

踏
ま

え
た

診
断

・
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

の
作

成
に

寄
与

す
る

。

　
が

ん
医

療
の

質
を

評
価

す
る

信
頼

性
・
妥

当
性

の
あ

る
指

標
の

開
発

を
行

う
と

と
も

に
、

効
率

の
良

い
測

定
方

法
を

検
討

す
る

。
　

教
育

的
な

病
理

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ
ン

症
例

を
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
と

し
て

公
開

す
る

仕
組

み
づ

く
り

を
進

め
る

。
　

日
本

病
理

学
会

と
共

同
で

分
子

標
的

療
法

の
適

応
決

定
の

た
め

の
免

疫
染

色
の

全
国

的
な

精
度

保
証

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

関
す

る
研

究
を

進
め

る
。

　
デ

ジ
タ

ル
病

理
診

断
の

va
lid

at
io

n
を

行
う

と
と

も
に

、
デ

ジ
タ

ル
病

理
画

像
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築
を

進
め

る
。

○
が

ん
臨

床
研

究
班

で
実

施
さ

れ
た

Q
u
al

it
y 

In
d
ic

at
o
r収

集
に

関
す

る
、

院
内

が
ん

登
録

や
D

P
C

・
レ

セ
プ

ト
な

ど
の

デ
ー

タ
源

に
よ

る
、

施
設

へ
の

負
担

が
少

な
い

情
報

収
集

方
法

に
つ

い
て

の
パ

イ
ロ

ッ
ト
ス

タ
デ

ィ
に

協
力

し
た

。

○
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
等

に
対

し
、

病
理

診
断

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ
ン

(4
3
0
件

)を
実

施
し

た
。

病
理

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ
ン

症
例

の
中

か
ら

公
開

用
の

教
育

的
症

例
を

選
ぶ

作
業

を
進

め
た

。
日

本
病

理
学

会
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

委
員

会
と

数
回

会
合

を
持

ち
、

将
来

の
病

理
診

断
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

の
在

り
方

に
つ

い
て

コ
ン

セ
ン

サ
ス

の
形

成
を

進
め

た
。

○
日

本
病

理
学

会
と

共
同

で
分

子
標

的
療

法
の

適
応

決
定

の
た

め
の

免
疫

染
色

の
全

国
的

な
制

度
保

証
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
関

す
る

研
究

を
進

め
る

と
と

も
に

、
永

続
的

に
外

部
精

度
管

理
を

行
う

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

目
指

す
活

動
を

進
め

た
。

○
デ

ジ
タ

ル
病

理
診

断
の

検
証

を
行

う
環

境
整

備
と

デ
ジ

タ
ル

病
理

画
像

イ
ン

テ
リ
ジ

ェ
ン

ス
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築
を

企
業

と
の

共
同

研
究

で
進

め
た

。

○
複

数
の

画
像

転
送

シ
ス

テ
ム

を
用

い
た

転
送

を
実

施
し

て
情

報
収

集
し

、
現

行
オ

ン
ラ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

の
改

善
点

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
た

。
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
の

放
射

線
診

断
医

意
識

調
査

を
実

施
し

課
題

を
抽

出
し

た
。

臨
床

試
験

の
画

像
中

央
判

定
支

援
利

用
と

し
て

、
シ

ス
テ

ム
の

改
善

点
と

運
用

の
効

率
化

を
検

討
し

た
。

○
新

規
分

野
の

登
録

（
緩

和
IV

R
お

よ
び

骨
軟

部
腫

瘍
の

公
開

）
を

進
め

、
自

己
学

習
ソ

フ
ト
を

開
発

・
公

開
し

た
。

症
例

の
作

成
・
登

録
の

円
滑

な
方

法
と

有
効

な
発

信
方

法
を

検
討

し
た

。
頭

頸
部

腫
瘍

の
診

断
要

点
を

国
際

学
会

で
展

示
発

表
し

教
育

賞
を

受
け

た
。

○
新

規
V

S
作

成
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
た

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
に

よ
る

肝
癌

病
理

組
織

D
B

の
雛

形
を

作
成

し
た

。
肺

腺
癌

診
断

の
新

国
際

分
類

を
検

証
し

て
分

類
診

断
一

致
率

等
の

問
題

点
解

消
を

検
討

し
た

。

○
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
等

に
お

け
る

緩
和

ケ
ア

の
提

供
体

制
に

関
す

る
支

援
の

方
法

に
つ

い
て

の
検

討
を

開
始

し
た

。

①
 　

医
療

の
均

て
ん

化
手

法
の

開
発

の
推

進

　
関

係
学

会
等

と
の

連
携

を
図

り
、

臨
床

評
価

指
標

の
開

発
並

び
に

診
断

・
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

の
作

成
及

び
普

及
に

寄
与

す
る

研
究

を
推

進
す

る
。

　
が

ん
に

対
す

る
医

療
を

担
う

高
度

か
つ

専
門

的
な

技
術

を
持

つ
人

材
育

成
を

図
る

た
め

、
系

統
だ

っ
た

教
育

・
研

修
方

法
の

開
発

を
推

進
す

る
。

②
　

情
報

発
信

手
法

の
開

発
　

が
ん

に
対

す
る

正
し

い
理

解
を

促
進

し
、

患
者

・
家

族
に

対
す

る
支

援
の

質
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

医
療

従
事

者
及

び
患

者
・
国

民
へ

の
啓

発
手

法
の

研
究

を
推

進
す

る
。

①
　

が
ん

医
療

の
質

的
向

上
・
均

て
ん

化
の

た
め

の
研

究
開

発
の

推
進

①
　

が
ん

医
療

の
質

的
向

上
・
均

て
ん

化
の

た
め

の
研

究
開

発
の

推
進

（
２

）
均

て
ん

化
に

着
目

し
た

研
究

（
２

）
均

て
ん

化
に

着
目

し
た

研
究

（
２

）
均

て
ん

化
に

着
目

し
た

研
究
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
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②
　

情
報

発
信

手
法

の
開

発
②

　
情

報
発

信
手

法
の

開
発

②
　

情
報

発
信

手
法

の
開

発
②

　
情

報
発

信
手

法
の

開
発

ア
　

が
ん

医
療

の
均

て
ん

化
に

資
す

る
医

療
者

向
け

情
報

の
提

供
方

法
等

の
開

発

ア
　

が
ん

医
療

の
均

て
ん

化
に

資
す

る
医

療
者

向
け

情
報

の
提

供
方

法
等

の
開

発

ア
　

が
ん

医
療

の
均

て
ん

化
に

資
す

る
医

療
者

向
け

情
報

の
提

供
方

法
等

の
開

発

  
医

療
者

向
け

情
報

に
つ

い
て

、
コ

ン
テ

ン
ツ

の
効

率
的

な
収

集
・
維

持
体

制
や

提
供

方
法

に
関

す
る

研
究

を
行

う
。

　
日

本
癌

治
療

学
会

、
 日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
医

療
情

報
サ

ー
ビ

ス
 M

in
d
s、

各
種

が
ん

関
連

専
門

学
会

と
が

ん
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

公
開

体
制

の
あ

り
方

に
関

す
る

検
討

を
行

う
。

○
が

ん
の

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

作
成

・
公

開
に

関
連

し
て

い
る

日
本

癌
治

療
学

会
、

 日
本

医
療

機
能

評
価

機
構

医
療

情
報

サ
ー

ビ
ス

M
in

d
s、

各
種

が
ん

関
連

専
門

学
会

と
が

ん
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

公
開

体
制

に
向

け
た

検
討

会
を

実
施

。
【
平

成
2
5
年

1
月

2
9
日

】

イ
　

患
者

・
国

民
等

へ
の

が
ん

医
療

・
が

ん
研

究
に

対
す

る
理

解
を

支
援

す
る

方
法

の
開

発

イ
　

患
者

・
国

民
等

へ
の

が
ん

医
療

・
が

ん
研

究
に

対
す

る
理

解
を

支
援

す
る

方
法

の
開

発
イ

　
患

者
・
国

民
等

へ
の

が
ん

医
療

・
が

ん
研

究
に

対
す

る
理

解
を

支
援

す
る

方
法

の
開

発

　
が

ん
と

共
生

で
き

る
社

会
作

り
に

つ
い

て
の

国
民

的
合

意
の

形
成

に
向

け
て

、
医

療
経

済
、

社
会

保
障

、
生

命
倫

理
等

の
研

究
分

野
と

の
連

携
を

図
り

、
総

合
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

の
手

法
開

発
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

 患
者

・
家

族
・
国

民
等

に
対

し
て

、
が

ん
の

予
防

、
早

期
発

見
、

診
断

、
治

療
、

が
ん

研
究

に
関

す
る

知
識

や
情

報
を

集
積

し
て

わ
か

り
や

す
く

提
供

す
る

こ
と

に
関

す
る

研
究

に
取

り
組

む
。

　
が

ん
の

患
者

会
の

情
報

を
収

集
し

、
患

者
会

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、

公
開

基
準

に
つ

い
て

、
検

討
す

る
。

○
が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
の

各
ペ

ー
ジ

か
ら

の
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を

解
析

し
、

探
し

た
が

見
つ

か
ら

な
い

と
さ

れ
た

情
報

に
考

慮
し

て
、

各
種

が
ん

の
解

説
の

タ
ブ

形
式

に
よ

る
、

提
示

方
法

を
検

討
し

、
項

目
を

確
定

し
た

。

○
が

ん
情

報
提

供
に

関
す

る
意

識
調

査
を

実
施

し
、

が
ん

に
つ

い
て

、
知

り
た

い
情

報
、

情
報

取
得

手
段

等
に

関
す

る
情

報
を

得
た

。

○
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
（
総

合
病

院
2
施

設
、

大
学

病
院

2
施

設
）
に

お
い

て
、

病
院

の
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
に

対
す

る
患

者
の

ニ
ー

ズ
調

査
を

実
施

し
、

各
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

状
況

、
相

談
を

利
用

し
な

い
理

由
等

の
情

報
を

得
た

。

○
全

国
が

ん
（
成

人
病

）
セ

ン
タ

ー
協

議
会

加
盟

施
設

の
生

存
率

協
同

調
査

の
結

果
に

つ
い

て
、

条
件

を
選

択
し

て
生

存
曲

線
を

表
示

す
る

新
た

な
K

ap
W

eb
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

生
存

率
情

報
を

公
開

し
た

。

　
が

ん
に

対
す

る
正

し
い

理
解

を
促

進
し

、
患

者
・
家

族
に

対
す

る
支

援
の

質
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

医
療

従
事

者
及

び
患

者
・
国

民
へ

の
啓

発
手

法
の

研
究

を
推

進
す

る
。

　
患

者
・
家

族
・
国

民
等

に
対

し
て

、
が

ん
の

予
防

、
早

期
発

見
、

診
断

、
治

療
、

が
ん

研
究

に
関

す
る

知
識

や
情

報
を

集
積

し
て

わ
か

り
や

す
く

提
供

す
る

こ
と

に
関

す
る

研
究

に
取

り
組

む
。
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績
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ウ
　

が
ん

予
防

及
び

が
ん

検
診

の
普

及
等

に
関

す
る

研
究

の
推

進

ウ
　

が
ん

予
防

及
び

が
ん

検
診

の
普

及
等

に
関

す
る

研
究

の
推

進

ウ
　

が
ん

予
防

及
び

が
ん

検
診

の
普

及
等

に
関

す
る

研
究

の
推

進

　
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
が

ん
予

防
の

推
進

に
資

す
る

研
究

を
行

う
。

特
に

、
「
日

本
人

の
た

め
の

が
ん

予
防

法
」
の

内
容

を
最

新
に

保
つ

た
め

に
適

宜
更

新
す

る
と

と
も

に
、

が
ん

予
防

法
を

実
践

し
て

も
ら

う
た

め
に

行
動

変
容

支
援

の
た

め
の

ツ
ー

ル
の

開
発

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

　
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
が

ん
検

診
の

普
及

の
方

法
に

つ
い

て
検

討
す

る
と

と
も

に
、

評
価

を
行

う
。

○
「
日

本
人

の
た

め
の

が
ん

予
防

法
」
に

つ
い

て
は

、
内

容
を

最
新

に
保

つ
と

共
に

、
「
が

ん
対

策
推

進
基

本
計

画
」
、

「
健

康
日

本
２

１
（
第

2
次

）
」
の

策
定

に
お

い
て

、
そ

の
情

報
を

提
供

し
て

国
の

施
策

に
貢

献
し

た
。

そ
し

て
、

そ
の

普
及

の
た

め
に

、
一

般
の

人
に

も
わ

か
り

や
す

く
手

に
取

り
や

す
い

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を

作
成

し
た

。
ま

た
、

禁
煙

・
防

煙
に

つ
い

て
は

大
学

生
、

野
菜

摂
取

量
・
身

体
活

動
量

増
加

に
つ

い
て

は
中

年
期

の
独

居
男

性
に

対
し

て
効

果
的

な
普

及
方

法
を

検
討

し
た

。
子

ど
も

に
対

す
る

が
ん

の
教

育
・
普

及
啓

発
に

資
す

る
コ

ン
テ

ン
ツ

と
し

て
、

学
習

ま
ん

が
の

作
成

す
る

と
共

に
、

学
童

を
対

象
と

し
た

が
ん

教
育

指
導

法
の

開
発

お
よ

び
そ

の
評

価
と

し
て

、
教

師
向

け
の

指
導

用
資

料
を

開
発

を
行

っ
て

い
る

。

○
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
が

ん
検

診
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

作
成

方
法

及
び

そ
の

普
及

に
つ

い
て

検
討

し
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
と

そ
の

定
期

的
な

評
価

・
更

新
に

向
け

た
検

討
を

行
っ

た
　

　
・
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
更

新
方

法
に

関
す

る
情

報
を

収
集

し
、

米
国

IO
M

の
新

レ
ポ

ー
ト
に

基
づ

き
更

新
方

法
に

つ
い

て
検

討
し

た

○
都

道
府

県
に

お
け

る
が

ん
検

診
精

度
管

理
の

質
の

均
て

ん
化

に
つ

い
て

検
討

し
た

（
自

治
体

担
当

者
、

検
診

従
事

者
へ

の
情

報
提

供
、

　
　

支
援

）
　

　
・
精

度
管

理
の

研
究

成
果

に
よ

り
作

成
し

た
精

度
管

理
研

修
の

コ
ン

テ
ン

ツ
や

管
理

ツ
ー

ル
を

作
成

・
更

新
し

た
　

　
・
都

道
府

県
に

お
け

る
精

度
管

理
の

均
て

ん
化

の
為

の
都

道
府

県
生

活
習

慣
病

検
診

管
理

指
導

協
議

会
メ

ン
バ

ー
を

対
象

と
し

た
  
  
  
全

国
研

修
会

を
実

施
(乳

が
ん

、
子

宮
が

ん
)す

る

○
が

ん
検

診
の

不
利

益
を

含
め

た
情

報
提

供
の

受
診

率
へ

の
影

響
に

つ
い

て
検

討
を

開
始

し
た

。

エ
　

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
政

策
提

言
の

実
施

に
資

す
る

研
究

の
推

進

エ
　

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
政

策
提

言
の

実
施

に
資

す
る

研
究

の
推

進

エ
　

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
政

策
提

言
の

実
施

に
資

す
る

研
究

の
推

進

　
今

後
の

が
ん

対
策

に
関

し
て

、
科

学
的

根
拠

に
基

づ
く

効
果

的
な

政
策

提
言

が
で

き
る

よ
う

検
討

を
進

め
る

。
　

た
ば

こ
政

策
へ

の
政

策
提

言
の

た
め

の
政

策
的

根
拠

の
収

集
方

法
を

開
発

す
る

と
と

も
に

、
政

策
提

言
の

た
め

の
新

た
な

情
報

発
信

手
段

の
開

発
を

進
め

る
。

○
わ

が
国

の
が

ん
医

療
の

提
供

体
制

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く

た
め

に
、

都
道

府
県

ご
と

及
び

が
ん

種
ご

と
の

が
ん

医
療

の
提

供
体

制
の

現
在

の
状

況
に

つ
い

て
整

理
す

る
な

ど
、

今
後

の
検

討
に

必
要

な
情

報
を

収
集

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
あ

り
方

に
つ

い
て

の
検

討
し

た
。

○
た

ば
こ

政
策

へ
の

政
策

提
言

の
た

め
の

科
学

的
根

拠
の

収
集

方
法

の
開

発
と

実
施

（
科

研
費

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

か
ら

の
研

究
成

果
の

抽
出

・
分

析
、

W
eb

 o
f 
S
ci

en
ce

等
の

文
献

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

と
の

統
合

、
W

H
O

文
書

の
翻

訳
）
を

行
い

、
統

合
化

と
可

視
化

（
リ
サ

ー
チ

マ
ッ

ピ
ン

グ
）
を

行
っ

た
。

○
政

策
推

進
エ

ン
ジ

ン
と

し
て

の
、

ラ
イ

ブ
ス

ト
リ
ー

ミ
ン

グ
番

組
の

制
作

・
配

信
を

１
年

に
わ

た
り

行
い

、
た

ば
こ

政
策

に
関

す
る

国
と

地
域

の
推

進
団

体
の

情
報

発
信

力
の

増
幅

と
と

も
に

連
携

強
化

を
行

っ
た

。

○
日

本
版

ク
ィ

ッ
ト
ラ

イ
ン

(禁
煙

電
話

相
談

)に
関

す
る

専
門

家
パ

ネ
ル

を
設

置
し

、
わ

が
国

の
状

況
に

相
応

し
い

モ
デ

ル
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

　

　
科

学
的

根
拠

に
基

づ
く

政
策

提
言

の
在

り
方

、
手

法
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

  
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
が

ん
予

防
の

推
進

に
資

す
る

研
究

を
行

う
。

　
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
が

ん
検

診
の

普
及

の
方

法
に

つ
い

て
検

討
す

る
と

と
も

に
、

評
価

を
行

う
。
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２
．

医
療

の
提

供
に

関
す

る
事

項

（
１

）
高

度
先

駆
的

な
医

療
、

標
準

化
に

資
す

る
医

療
の

提
供

①
高

度
先

駆
的

医
療

の
提

供

　
　

ア
　

高
度

先
駆

的
医

療
の

提
供

　
我

が
国

の
が

ん
医

療
を

主
導

す
る

医
療

機
関

と
し

て
、

高
度

先
駆

的
医

療
を

率
先

し
て

導
入

し
、

他
の

が
ん

専
門

病
院

と
連

携
し

て
、

医
師

主
導

治
験

や
高

度
医

療
評

価
制

度
の

臨
床

試
験

に
よ

り
評

価
す

る
と

と
も

に
、

高
度

先
駆

的
医

療
の

標
準

化
が

見
込

め
る

場
合

は
、

国
内

主
要

研
究

施
設

と
連

携
し

て
、

臨
床

試
験

に
よ

り
評

価
し

、
普

及
を

図
る

。
　

開
発

的
な

医
療

を
安

定
し

た
状

態
で

提
供

す
る

た
め

の
診

療
体

制
を

整
備

す
る

。
特

に
、

全
身

状
態

が
低

下
し

た
患

者
に

対
す

る
治

療
の

安
全

性
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

総
合

内
科

や
集

中
治

療
の

体
制

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

地
域

の
総

合
病

院
と

も
連

携
し

て
、

高
度

先
駆

的
医

療
の

提
供

を
行

う
。

　
病

院
と

研
究

所
の

連
携

に
よ

り
、

腫
瘍

組
織

や
非

が
ん

部
組

織
、

体
液

等
の

ゲ
ノ

ム
・
プ

ロ
テ

オ
ー

ム
等

の
解

析
に

よ
る

治
療

の
個

別
化

を
図

り
、

最
適

な
医

療
を

提
供

す
る

た
め

の
臨

床
研

究
を

推
進

す
る

。
　

国
内

主
要

研
究

施
設

と
連

携
し

、
新

規
医

薬
品

・
医

療
機

器
の

医
師

主
導

治
験

及
び

高
度

医
療

評
価

制
度

で
の

臨
床

試
験

を
展

開
し

、
最

先
端

の
医

療
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
先

進
的

な
医

療
機

器
を

使
用

で
き

る
環

境
を

整
え

る
。

○
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
の

み
で

受
け

ら
れ

る
高

度
先

駆
的

な
治

療
と

し
て

、
以

下
の

治
療

を
実

施
し

た
。

頭
頸

部
内

科
　

 　
　

・
鼻

腔
が

ん
に

対
す

る
導

入
化

学
療

法
→

化
学

療
法

同
時

併
用

す
る

陽
子

線
療

法
頭

頸
部

外
科

・
食

道
外

科
　

・
頭

頸
部

が
ん

と
胸

部
食

道
が

ん
の

同
時

切
除

頭
頸

部
外

科
　

　
　

 ・
化

学
放

射
線

治
療

後
局

所
再

発
症

例
に

対
す

る
外

科
治

療
眼

腫
瘍

科
・
放

射
線

治
療

科
　

　
・
眼

内
腫

瘍
に

対
す

る
ル

テ
ニ

ウ
ム

小
線

源
治

療
眼

腫
瘍

科
　

　
　

　
　

・
網

膜
芽

細
胞

腫
の

遺
伝

子
診

断
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
網

膜
芽

細
胞

腫
瘍

に
対

す
る

選
択

的
眼

動
脈

注
入

乳
腺

外
科

　
　

　
　

　
・
化

学
療

法
後

局
所

進
行

乳
癌

に
対

す
る

セ
ン

チ
ネ

ル
リ
ン

パ
節

生
検

大
腸

外
科

　
　

　
　

　
・
局

所
高

度
進

行
直

腸
が

ん
に

対
す

る
n
eo

ad
ju

va
n
t治

療
と

拡
大

根
治

切
除

手
術

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・
直

腸
が

ん
局

所
再

発
に

対
す

る
n
eo

ad
ju

va
n
t治

療
と

拡
大

根
治

切
除

手
術

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・
従

来
人

工
肛

門
と

な
っ

て
い

た
肛

門
管

に
か

か
る

直
腸

が
ん

に
対

す
る

n
eo

ad
ju

va
n
t治

療
と

肛
門

温
存

手
術

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・
高

解
像

度
M

R
I所

見
に

基
づ

く
根

治
性

と
Q

O
L
機

能
温

存
を

両
立

さ
せ

る
直

腸
が

ん
手

術
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
骨

盤
内

悪
性

腫
瘍

(原
発

・
再

発
)に

対
す

る
根

治
性

と
Q

O
L
の

両
立

を
目

指
し

た
機

能
温

存
再

建
手

術
・
治

療
、

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

特
に

骨
盤

内
蔵

全
摘

(T
P
E
)を

回
避

し
得

る
手

術
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
・
ク

リ
ッ

プ
や

針
状

鉗
子

を
用

い
た

傷
が

残
ら

な
い

腹
腔

鏡
下

肛
門

温
存

手
術

食
道

外
科

　
　

　
　

　
・
完

全
胸

腔
鏡

下
食

道
切

除
術

＋
腹

腔
鏡

補
助

下
胃

管
再

建
術

内
視

鏡
科

　
　

　
　

  
・
麻

酔
科

管
理

下
に

よ
る

治
療

困
難

早
期

が
ん

に
対

す
る

粘
膜

下
層

剥
離

術
（
E
S
D

）
消

化
管

内
視

鏡
科

 ・
食

道
が

ん
治

療
後

難
治

性
良

性
狭

窄
に

対
す

る
生

分
解

ス
テ

ン
ト
留

置
術

骨
軟

部
腫

瘍
科

・
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
　

 　
　

・
骨

軟
部

腫
瘍

に
対

す
る

M
R
/
Ｃ

Ｔ
画

像
装

置
を

利
用

し
た

画
像

支
援

手
術

血
液

腫
瘍

科
　

　
　

 ・
縦

隔
原

発
び

ま
ん

性
大

細
胞

型
B

細
胞

リ
ン

パ
腫

に
対

す
る

強
力

化
学

療
法

(R
-
C

O
D

O
X

-
M

/
R
-
IV

A
C

療
法

)
小

児
腫

瘍
科

　
　

　
 ・

外
見

関
連

思
春

期
/
小

児
患

者
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
コ

ス
メ

テ
ィ

ッ
ク

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ
ン

」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
神

経
芽

腫
新

規
維

持
療

法
放

射
線

治
療

科
　

　
・
限

局
性

前
立

腺
が

ん
に

対
す

る
陽

子
線

治
療

の
寡

分
割

照
射

○
先

進
医

療
へ

の
取

り
組

み
中

央
病

院
　

・
経

皮
的

肺
が

ん
ラ

ジ
オ

派
焼

灼
法

、
原

発
性

又
は

転
移

性
肺

が
ん

（
切

除
が

困
難

な
も

の
に

限
る

）
　

　
　

　
　

　
　

・
経

皮
的

腎
が

ん
ラ

ジ
オ

派
焼

灼
法

、
原

発
性

又
は

転
移

性
腎

が
ん

（
切

除
が

困
難

な
も

の
に

限
る

）
　

　
　

　
　

　
　

・
パ

ク
リ
タ

キ
セ

ル
静

脈
内

投
与

、
カ

ル
ボ

プ
ラ

チ
ン

静
脈

内
投

与
及

び
ベ

バ
シ

ズ
マ

ブ
静

脈
内

投
与

の
併

用
療

法
　

　
　

　
　

　
　

（
こ

れ
ら

を
三

週
間

に
一

回
投

与
す

る
も

の
に

限
る

）
に

よ
る

維
持

療
法

再
発

卵
巣

が
ん

、
卵

管
が

ん
ま

た
は

原
発

性
　

　
　

　
　

　
　

　
腹

膜
が

ん
)

　
　

　
　

　
　

　
・
術

後
の

ホ
ル

モ
ン

療
法

及
び

S
-
l内

服
投

与
の

併
用

療
法

、
原

発
性

乳
が

ん
(エ

ス
ト
ロ

ゲ
ン

受
容

体
が

陽
性

で
あ

っ
て

、
　

　
　

　
　

　
　

　
H

E
R
2
が

陰
性

の
も

の
に

限
る

）
　

　
　

　
　

　
　

・
網

膜
芽

細
胞

腫
の

遺
伝

子
診

断

東
病

院
　

　
　

・
先

進
医

療
と

し
て

、
脳

腫
瘍

（
原

発
性

の
み

）
、

頭
蓋

底
腫

瘍
（
脊

索
腫

・
軟

骨
肉

腫
な

ど
）
、

頭
頸

部
腫

瘍
、

肺
が

ん
、

　
　

　
　

　
　

　
　

 肝
細

胞
が

ん
、

転
移

性
肝

が
ん

（
単

発
で

他
の

部
位

に
転

移
が

な
い

も
の

）
、

骨
軟

部
肉

腫
、

前
立

腺
が

ん
な

ど
を

　
　

　
　

　
　

　
　

 適
応

対
象

と
し

た
陽

子
線

治
療

　
　

　
　

　
　

　
 ・

大
腸

腫
瘍

に
対

す
る

内
視

鏡
的

粘
膜

下
層

剥
離

術

　
が

ん
征

圧
の

た
め

の
中

核
機

関
と

し
て

、
科

学
と

信
頼

に
基

づ
い

た
最

良
の

が
ん

医
療

を
推

進
し

て
い

く
こ

と
に

よ
り

、
が

ん
対

策
基

本
法

の
基

本
理

念
と

し
て

掲
げ

ら
れ

た
「
科

学
的

知
見

に
基

づ
く

適
切

な
が

ん
に

係
る

医
療

の
提

供
」
及

び
「
が

ん
患

者
本

人
の

意
向

を
十

分
尊

重
し

て
が

ん
の

治
療

方
法

等
が

選
択

さ
れ

る
体

制
整

備
」
の

実
現

を
図

る
と

と
も

に
、

が
ん

対
策

推
進

基
本

計
画

の
全

体
目

標
と

し
て

定
め

ら
れ

た
「
が

ん
に

よ
る

死
亡

者
の

減
少

」
及

び
「
す

べ
て

の
が

ん
患

者
及

び
そ

の
家

族
の

苦
痛

の
軽

減
並

び
に

療
養

生
活

の
質

の
維

持
向

上
」
の

達
成

に
貢

献
す

る
。

　
臨

床
研

究
に

よ
る

研
究

開
発

に
取

り
組

む
上

で
も

、
患

者
の

安
全

を
最

優
先

に
し

た
医

療
の

提
供

を
行

う
。

医
療

の
提

供
に

当
た

っ
て

は
、

最
新

の
知

見
に

基
づ

い
た

標
準

的
が

ん
医

療
を

実
践

す
る

と
と

も
に

、
が

ん
医

療
を

行
う

医
療

機
関

等
と

連
携

し
、

が
ん

患
者

の
意

向
及

び
利

便
性

に
配

慮
し

た
適

切
か

つ
良

質
な

医
療

が
提

供
で

き
る

体
制

を
構

築
す

る
。

　
ま

た
、

人
材

の
育

成
と

情
報

の
発

信
に

も
資

す
る

開
発

的
な

医
療

と
最

新
の

標
準

的
な

医
療

を
提

供
で

き
る

診
療

体
制

を
整

え
る

。

（
１

）
高

度
先

駆
的

な
医

療
、

標
準

化
に

資
す

る
医

療
の

提
供

　
我

が
国

に
お

け
る

が
ん

に
対

す
る

中
核

的
な

医
療

機
関

と
し

て
、

が
ん

対
策

推
進

基
本

計
画

に
掲

げ
ら

れ
た

、
「
が

ん
に

よ
る

死
亡

者
の

減
少

」
及

び
「
す

べ
て

の
が

ん
患

者
及

び
そ

の
家

族
の

苦
痛

の
軽

減
並

び
に

療
養

生
活

の
質

の
維

持
向

上
」
と

い
う

目
標

を
達

成
す

る
た

め
、

国
内

外
の

知
見

を
集

約
し

、
高

度
先

駆
的

医
療

の
提

供
を

行
う

こ
と

。
　

ま
た

、
が

ん
に

対
す

る
医

療
の

標
準

化
を

推
進

す
る

た
め

、
最

新
の

科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
た

医
療

の
提

供
を

行
う

こ
と

。

①
高

度
先

駆
的

医
療

の
提

供

２
．

医
療

の
提

供
に

関
す

る
事

項
２

．
医

療
の

提
供

に
関

す
る

事
項

２
．

医
療

の
提

供
に

関
す

る
事

項
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

（
１

）
高

度
先

駆
的

な
医

療
、

標
準

化
に

資
す

る
医

療
の

提
供

①
　

高
度

先
駆

的
医

療
の

提
供

イ
　

開
発

的
な

医
療

を
安

定
し

た
状

態
で

提
供

す
る

た
め

の
診

療
体

制
の

整
備

○
開

発
的

な
医

療
を

幅
広

い
病

態
に

対
応

し
て

行
え

る
よ

う
、

腎
臓

内
科

医
及

び
感

染
症

内
科

医
を

増
強

す
る

な
ど

、
中

央
病

院
の

総
合

内
科

の
診

療
範

囲
を

拡
充

し
、

充
実

に
努

め
た

。
特

に
、

IC
U

に
つ

い
て

は
、

IC
U

専
従

医
に

よ
る

cl
o
se

d
 I
C

U
管

理
を

よ
り

充
実

さ
せ

た
。

○
腎

機
能

障
害

に
よ

る
透

析
患

者
に

も
、

治
療

の
可

能
性

を
拡

充
す

べ
く

、
血

液
透

析
(H

D
)を

IC
U

病
棟

で
可

能
と

な
る

よ
う

整
備

し
、

1
0
月

よ
り

運
用

を
開

始
し

た
。

○
柏

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、

各
診

療
科

か
ら

若
手

医
師

を
選

抜
し

、
診

療
科

横
断

的
P
h
as

e 
Iチ

ー
ム

構
築

に
向

け
て

合
同

回
診

・
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
実

施
し

た
。

ウ
　

治
療

の
個

別
化

エ
　

国
内

主
要

研
究

施
設

と
連

携
し

た
医

師
主

導
治

験
及

び
高

度
医

療
評

価
制

度
で

の
臨

床
試

験
の

展
開

○
国

内
主

要
施

設
と

の
共

同
で

、
先

進
医

療
制

度
（
先

進
医

療
B

）
（
旧

高
度

医
療

評
価

制
度

）
を

利
用

す
る

臨
床

試
験

及
び

医
師

主
導

治
験

の
実

施
又

は
実

施
準

備
を

進
め

た
。

【
先

進
医

療
制

度
（
先

進
医

療
B

）
（
旧

高
度

医
療

評
価

制
度

）
を

利
用

す
る

臨
床

試
験

と
し

て
申

請
予

定
 の

倫
理

審
査

承
認

課
題

】
7
課

題
1
0
件

(2
課

題
4
件

は
申

請
済

、
5
課

題
6
件

は
申

請
準

備
中

)

【
医

師
主

導
治

験
】

1
7
件

(中
央

：
9
件

/
東

：
8
件

)

　
開

発
的

な
医

療
を

安
定

し
た

状
態

で
提

供
す

る
た

め
の

診
療

体
制

を
整

備
す

る
。

　
病

院
と

研
究

所
の

連
携

に
よ

り
、

腫
瘍

組
織

や
非

が
ん

部
組

織
、

体
液

等
の

ゲ
ノ

ム
・
プ

ロ
テ

オ
ー

ム
等

の
解

析
に

よ
る

治
療

の
個

別
化

を
図

り
、

最
適

な
医

療
を

提
供

す
る

。
具

体
的

に
は

『
H

E
R
2
陽

性
胃

癌
に

対
す

る
高

度
医

療
評

価
制

度
を

用
い

た
術

後
補

助
化

学
療

法
の

臨
床

試
験

』
の

実
施

な
ど

に
よ

る
個

別
化

治
療

の
開

発
・
普

及
を

行
う

。
　

数
年

後
を

目
途

に
、

基
本

的
に

手
術

例
の

が
ん

関
連

遺
伝

子
の

塩
基

配
列

決
定

を
「
先

進
医

療
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

（
仮

称
）
」
を

組
織

す
る

こ
と

に
よ

り
行

い
、

将
来

の
ゲ

ノ
ム

解
析

に
基

づ
く

が
ん

医
療

の
実

現
の

基
盤

を
創

る
。

　
ま

た
、

国
内

主
要

研
究

施
設

と
連

携
し

、
新

規
医

薬
品

・
医

療
機

器
の

医
師

主
導

治
験

及
び

高
度

医
療

評
価

制
度

で
の

臨
床

試
験

を
展

開
し

、
最

先
端

の
医

療
を

提
供

す
る

。

○
膠

芽
腫

の
予

後
・
治

療
効

果
予

知
因

子
で

あ
る

M
G

M
T

の
メ

チ
ル

化
を

正
確

に
定

量
す

る
ア

ッ
セ

イ
を

P
yr

o
se

q
u
en

ci
n
gを

用
い

て
開

発
し

た
。

○
新

規
治

療
標

的
分

子
と

し
て

、
R
E
T

融
合

遺
伝

子
を

同
定

・
F
IS

H
, 
R
T

-
P
C

R
に

よ
る

診
断

法
を

確
立

し
、

阻
害

剤
を

用
い

た
医

師
主

導
治

験
の

開
始

に
至

っ
た

。

○
本

邦
肺

腺
が

ん
の

6
割

は
、

E
G

F
R
, 
K

R
A

S
,H

E
R
2
,B

R
A

F
遺

伝
子

の
変

異
、

A
L
K

, 
R
E
T

, 
R
O

S
1
の

遺
伝

子
融

合
を

原
因

（
ド

ラ
イ

バ
ー

変
異

）
と

し
て

発
生

し
、

既
存

分
子

標
的

薬
の

治
療

効
果

が
得

ら
れ

る
も

し
く

は
見

込
め

る
こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

。

○
骨

肉
腫

の
術

前
化

学
療

法
の

奏
効

性
を

予
測

す
る

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
の

検
証

実
験

を
推

進
し

た
。

　 　

53



国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

②
医

療
の

標
準

化
を

推
進

す
る

た
め

の
、

最
新

の
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
医

療
の

提
供

ア
　

標
準

的
な

診
療

方
針

の
成

文
化

等
に

よ
る

標
準

的
治

療
の

実
践

○
診

療
科

ご
と

に
代

表
的

な
疾

患
・
治

療
の

説
明

文
書

を
整

備
し

、
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

に
装

備
し

た
こ

と
に

よ
り

、
担

当
医

が
必

要
に

応
じ

て
出

力
す

る
事

で
治

療
同

意
を

得
る

際
の

説
明

内
容

を
標

準
化

さ
せ

る
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

内
容

を
更

新
す

る
よ

う
に

し
た

。

○
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

診
療

科
ご

と
の

治
療

実
績

と
診

療
方

針
の

概
要

を
記

載
し

、
患

者
か

ら
も

参
照

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
内

容
を

更
新

す
る

よ
う

に
し

た
。

○
診

療
科

毎
の

診
療

方
針

な
ど

を
記

載
し

た
診

療
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
更

新
し

た
。

○
E
B

M
の

構
築

の
た

め
、

ev
id

en
ce

の
創

出
に

も
努

め
て

い
る

。
(診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
1
4
件

に
採

択
さ

れ
た

)

②
医

療
の

標
準

化
を

推
進

す
る

た
め

の
、

最
新

の
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
医

療
の

提
供

②
医

療
の

標
準

化
を

推
進

す
る

た
め

の
、

最
新

の
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
医

療
の

提
供

　
最

新
の

科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
た

医
療

を
安

定
し

た
状

態
で

提
供

す
る

た
め

の
診

療
体

制
を

整
え

、
稀

少
が

ん
及

び
難

治
が

ん
を

含
め

た
各

種
が

ん
の

標
準

的
治

療
の

実
践

に
取

り
組

む
。

　
最

新
の

科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
た

医
療

を
安

定
し

た
状

態
で

提
供

す
る

た
め

の
診

療
体

制
の

整
備

を
進

め
る

。
標

準
医

療
、

開
発

的
医

療
の

位
置

づ
け

を
整

理
す

る
と

と
も

に
、

診
療

方
針

の
成

文
化

を
進

め
る

。
　

標
準

化
を

進
め

る
に

当
た

っ
て

は
、

資
源

的
制

約
を

踏
ま

え
、

良
質

の
医

療
を

広
く

普
及

し
、

継
続

的
に

供
給

す
る

た
め

の
適

切
な

が
ん

医
療

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

（
２

）
患

者
の

視
点

に
立

っ
た

良
質

か
つ

安
心

な
医

療
の

提
供

①
適

切
な

治
療

選
択

の
支

援

ア
　

正
確

で
わ

か
り

や
す

い
診

療
情

報
の

提
供

　
患

者
・
家

族
が

適
切

な
治

療
を

医
療

者
と

と
も

に
主

体
的

に
選

択
、

決
定

で
き

る
よ

う
、

説
明

文
書

な
ど

の
充

実
を

図
り

、
病

態
に

応
じ

た
正

確
で

分
か

り
や

す
い

最
新

の
情

報
を

提
供

す
る

よ
う

努
め

る
と

と
も

に
、

病
院

に
お

け
る

診
療

実
績

の
情

報
開

示
を

進
め

る
。

　
が

ん
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
や

が
ん

相
談

対
話

外
来

の
活

動
を

通
じ

て
、

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
を

含
め

た
患

者
・
家

族
の

幅
広

い
相

談
に

対
応

す
る

。
　

が
ん

相
談

対
話

外
来

を
含

め
た

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
の

実
施

件
数

を
2
,4

0
0
件

以
上

と
す

る
。

○
周

術
期

外
来

を
設

置
し

看
護

部
、

薬
剤

部
、

歯
科

、
栄

養
科

が
初

診
時

か
ら

関
わ

る
診

療
体

制
と

す
る

こ
と

で
、

患
者

の
不

安
や

疑
問

に
対

応
し

治
療

選
択

を
支

援
で

き
る

体
制

と
し

た
。

 ○
第

8
2
回

－
第

9
8
回

柏
の

葉
料

理
教

室
を

開
催

し
た

（
が

ん
治

療
に

伴
う

諸
症

状
に

悩
む

患
者

様
及

び
そ

の
家

族
を

対
象

）
 ○

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
・
市

民
公

開
講

座
の

開
催

（
平

成
2
4
年

1
0
月

2
0
日

）
 ○

膵
が

ん
教

室
を

8
回

開
催

（
膵

が
ん

に
つ

い
て

の
患

者
啓

蒙
を

目
的

）

○
前

年
度

に
引

き
続

き
、

下
記

看
護

外
来

を
実

施
し

た
。

　
・
リ
ン

パ
浮

腫
外

来
（
週

1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
2
9
1
件

、
実

施
：
5
0
回

）
  
・
ス

ト
マ

ケ
ア

外
来

（
平

日
毎

日
）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
1
1
9
1
件

）

○
前

年
度

に
引

き
続

き
、

下
記

の
患

者
教

室
等

を
実

施
し

た
。

　
・
膵

が
ん

･胆
道

が
ん

教
室

(定
例

週
1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
3
7
回

開
催

・
の

べ
1
3
8
人

参
加

）
  
・
膵

が
ん

･胆
道

が
ん

教
室

家
族

会
(年

1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
1
回

開
催

・
1
1
人

参
加

）
  
・
コ

ス
メ

テ
ィ

ッ
ク

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ
ン

(定
例

月
2
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
2
3
回

開
催

・
の

べ
2
8
6
人

参
加

）
  
・
乳

が
ん

術
後

ボ
デ

ィ
イ

メ
ー

ジ
教

室
（
定

例
月

1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
1
2
回

開
催

・
の

べ
6
4
人

参
加

）
　

・
脳

腫
瘍

家
族

テ
ー

ブ
ル

(定
例

月
1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
1
2
回

開
催

・
の

べ
5
0
人

参
加

）
　

・
栄

養
教

室
（
定

例
週

1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
5
0
回

開
催

・
の

べ
1
3
5
人

参
加

）
　

・
リ
マ

ン
マ

ル
ー

ム
（
月

1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
1
2
回

開
催

・
の

べ
7
人

参
加

）
　

・
リ
ン

パ
浮

腫
教

室
（
月

3
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
3
8
回

開
催

・
の

べ
1
7
8
人

参
加

）
　

・
抗

が
ん

剤
治

療
教

室
（
週

1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
5
1
回

開
催

・
の

べ
7
7
人

参
加

）
　

・
痛

み
止

め
を

飲
ん

で
い

る
方

へ
（
週

1
回

）
→

1
1
月

末
で

休
止

　
　

　
（
3
月

末
時

点
実

績
：
3
4
回

開
催

・
の

べ
3
6
人

参
加

）
　

・
よ

り
み

ち
相

談
室

（
週

1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
5
1
回

開
催

・
の

べ
7
9
人

参
加

）
　

・
術

前
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

(週
5
回

)（
3
月

末
時

点
実

績
：
1
4
5
回

開
催

・
の

べ
1
7
5
人

参
加

）
　 ○

平
成

2
4
年

度
診

療
報

酬
改

定
に

伴
い

外
来

枠
を

新
設

（
平

成
2
4
年

4
月

よ
り

運
用

開
始

、
6
月

よ
り

算
定

）
。

　
・
造

血
幹

細
胞

移
植

後
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

外
来

(週
4
回

：
月

～
木

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
3
8
2
件

）

○
5
0
周

年
記

念
事

業
の

際
に

作
成

し
た

「
生

活
の

工
夫

カ
ー

ド
」
（
全

2
9
種

類
）
を

外
来

1
階

に
常

設
、

お
よ

び
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
開

し
た

。

○
が

ん
の

親
を

も
つ

子
ど

も
の

サ
ポ

ー
ト
グ

ル
ー

プ
C

L
IM

B
を

創
設

（
平

成
2
4
年

1
2
月

～
平

成
2
5
年

1
月

開
催

。
全

6
回

シ
リ
ー

ズ
、

全
日

程
参

加
必

須
。

3
名

の
子

ど
も

が
参

加
）

○
患

者
･家

族
へ

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
が

ん
を

知
っ

て
歩

む
会

」
　

を
平

成
2
4
年

5
～

6
月

（
参

加
者

1
7
名

）
と

1
0
～

1
1
月

（
参

加
者

1
9

名
）
に

各
4
回

シ
リ
ー

ズ
で

実
施

。

　
患

者
・
家

族
に

必
要

な
説

明
を

行
い

、
情

報
の

共
有

化
に

努
め

る
こ

と
に

よ
り

、
患

者
と

の
信

頼
関

係
を

構
築

し
、

ま
た

、
患

者
・

家
族

が
治

療
の

選
択

、
決

定
を

医
療

者
と

と
も

に
主

体
的

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
支

援
す

る
こ

と
に

加
え

、
チ

ー
ム

医
療

の
推

進
、

入
院

時
か

ら
地

域
ケ

ア
を

見
通

し
た

医
療

の
提

供
、

医
療

安
全

管
理

体
制

の
充

実
、

客
観

的
指

標
等

を
用

い
た

医
療

の
質

の
評

価
等

に
よ

り
、

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
良

質
か

つ
安

心
な

医
療

の
提

供
を

行
う

こ
と

。

　
緩

和
医

療
に

つ
い

て
は

、
が

ん
患

者
と

そ
の

家
族

が
質

の
高

い
療

養
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
治

療
の

初
期

段
階

か
ら

緩
和

ケ
ア

を
提

供
で

き
る

体
制

を
整

備
す

る
こ

と
。

①
適

切
な

治
療

選
択

の
支

援
①

適
切

な
治

療
選

択
の

支
援

　
患

者
・
家

族
が

適
切

な
治

療
を

医
療

者
と

と
も

に
主

体
的

に
選

択
、

決
定

で
き

る
よ

う
、

病
態

に
応

じ
た

説
明

文
書

の
提

供
な

ど
正

確
で

わ
か

り
や

す
い

診
療

情
報

の
提

供
に

努
め

る
。

　
ま

た
、

患
者

自
身

の
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

外
来

受
診

や
家

族
に

よ
る

医
療

相
談

を
円

滑
に

進
め

る
た

め
に

、
支

援
体

制
を

整
備

す
る

。

（
２

）
患

者
の

視
点

に
立

っ
た

良
質

か
つ

安
心

な
医

療
の

提
供

（
２

）
患

者
の

視
点

に
立

っ
た

良
質

か
つ

安
心

な
医

療
の

提
供
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

イ
　

診
療

実
績

の
情

報
開

示

○
各

診
療

科
の

診
療

実
績

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

開
示

し
、

必
要

に
応

じ
て

適
宜

更
新

・
改

訂
し

、
最

新
の

診
療

情
報

を
提

供
し

た
。

○
研

究
的

な
診

療
に

関
す

る
情

報
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
開

示
し

、
必

要
に

応
じ

て
適

時
更

新
・
改

訂
し

た
。

ウ
　

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
を

含
め

た
患

者
・
家

族
の

幅
広

い
相

談
へ

の
対

応

○
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

が
ん

患
者

や
そ

の
家

族
が

抱
え

る
疑

問
、

不
安

や
悩

み
を

伺
い

、
必

要
な

支
援

を
行

い
、

対
面

及
び

電
話

に
よ

る
相

談
支

援
を

実
施

し
た

。
医

療
に

直
接

か
か

わ
る

相
談

以
外

に
も

、
が

ん
患

者
が

抱
え

る
就

労
に

関
す

る
問

題
や

経
済

的
な

問
題

へ
の

支
援

な
ど

に
つ

い
て

幅
広

く
対

応
し

た
。

○
中

央
病

院
の

「
が

ん
相

談
対

話
外

来
」
に

お
い

て
、

医
師

、
看

護
師

、
が

ん
専

門
相

談
員

、
精

神
腫

瘍
医

が
相

談
に

応
じ

て
、

が
ん

の
治

療
に

つ
い

て
患

者
・
家

族
が

納
得

し
た

選
択

が
で

き
る

よ
う

な
支

援
を

継
続

し
た

。

○
平

成
2
5
年

2
月

よ
り

家
族

性
腫

瘍
外

来
を

東
病

院
に

開
設

し
た

。

【
が

ん
相

談
対

話
外

来
を

含
め

た
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

の
実

施
件

数
】

2
,8

0
9
件

　
（
中

央
病

院
：
1
,4

8
9
件

、
東

病
院

：
1
,3

2
0
件

）
/
目

標
：
2
4
0
0
件

以
上

②
患

者
参

加
型

医
療

の
推

進

ア
　

患
者

か
ら

の
意

見
収

集
と

院
内

掲
示

イ
　

患
者

満
足

度
調

査
の

内
容

の
充

実

○
患

者
満

足
度

調
査

を
実

施
し

、
次

年
度

以
降

の
調

査
の

検
討

材
料

と
し

充
実

さ
せ

る
こ

と
と

し
た

。
【
平

成
2
5
年

3
月

】

○
平

成
2
3
年

度
の

患
者

満
足

度
調

査
の

結
果

を
集

計
し

、
内

部
サ

ー
バ

ー
へ

掲
載

す
る

準
備

を
進

め
た

。

　
患

者
・
家

族
か

ら
の

意
見

収
集

を
継

続
し

て
行

い
、

診
療

内
容

や
業

務
の

改
善

に
活

用
す

る
と

と
も

に
、

患
者

か
ら

の
生

の
声

・
意

見
を

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

に
配

慮
し

つ
つ

院
内

に
掲

示
す

る
。

定
期

的
な

患
者

満
足

度
調

査
に

つ
い

て
、

内
容

の
充

実
を

図
る

。

○
リ
サ

ー
チ

・
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ェ

に
よ

り
、

全
新

患
患

者
に

対
し

て
、

初
診

手
続

き
サ

ポ
ー

ト
（
共

通
予

診
カ

ー
ド

の
記

載
補

助
、

感
染

症
検

査
の

説
明

、
質

問
対

応
、

他
）
を

実
施

し
た

。
【
築

地
キ

ャ
ン

パ
ス

　
8
,1

3
9
件

】
【
柏

キ
ャ

ン
パ

ス
　

4
,6

5
1
件

】
ま

た
、

そ
の

際
、

当
セ

ン
タ

ー
受

診
に

あ
た

っ
て

の
質

問
事

項
を

受
け

付
け

、
対

応
し

た
。

患
者

か
ら

の
意

見
は

、
患

者
サ

ー
ビ

ス
向

上
委

員
会

と
必

要
時

共
有

し
た

。

○
定

期
的

に
収

集
し

た
「
利

用
者

の
声

」
を

患
者

サ
ー

ビ
ス

向
上

委
員

会
で

検
討

し
、

サ
ー

ビ
ス

の
改

善
を

図
る

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
を

院
内

掲
示

板
に

掲
載

す
る

運
用

を
継

続
し

た
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
情

報
周

知
に

つ
い

て
は

、
委

員
会

事
務

局
の

監
視

下
で

確
実

に
行

う
よ

う
手

順
を

見
直

し
た

。

○
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
5
0
周

年
を

記
念

し
た

”
が

ん
の

今
と

、
こ

れ
か

ら
”
と

い
う

イ
ベ

ン
ト
を

9
月

1
5
、

1
6
日

に
開

催
し

た
。

こ
の

場
を

通
し

て
、

双
方

向
的

に
が

ん
の

患
者

と
そ

の
家

族
の

要
望

を
吸

収
し

、
情

報
提

供
を

併
せ

て
行

っ
た

。

②
患

者
参

加
型

医
療

の
推

進
②

患
者

参
加

型
医

療
の

推
進

　 　 　

　 　

　 　 　
患

者
か

ら
の

生
の

声
・
意

見
を

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

に
配

慮
し

つ
つ

、
院

内
に

掲
示

す
る

。
ま

た
、

定
期

的
な

患
者

満
足

度
調

査
や

日
常

的
な

患
者

・
家

族
の

意
見

収
集

を
行

い
、

診
療

内
容

や
業

務
の

改
善

に
活

用
す

る
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

③
チ

ー
ム

医
療

の
推

進

ア
　

多
職

種
の

医
療

チ
ー

ム
に

よ
る

医
療

支
援

活
動

の
充

実
と

活
動

環
境

の
整

備

○
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

、
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

、
感

染
症

対
策

チ
ー

ム
、

褥
瘡

対
策

チ
ー

ム
、

外
来

化
学

療
法

チ
ー

ム
、

周
術

期
管

理
チ

ー
ム

な
ど

専
門

的
知

識
・
技

術
を

身
に

付
け

た
多

職
種

か
ら

な
る

医
療

チ
ー

ム
に

よ
る

医
療

の
支

援
活

動
を

実
施

し
た

。

○
口

腔
ケ

ア
に

つ
い

て
日

本
歯

科
医

師
会

と
連

携
し

た
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
、

充
実

を
図

っ
た

。

○
IC

U
の

拡
充

に
伴

い
、

周
術

期
管

理
チ

ー
ム

の
取

り
扱

い
範

囲
を

高
リ
ス

ク
症

例
の

術
後

管
理

に
ま

で
拡

大
し

た
。

透
析

患
者

に
も

治
療

機
会

を
拡

充
す

る
よ

う
、

血
液

透
析

(H
D

)の
体

制
を

整
え

た
。

○
平

成
2
4
年

4
月

に
千

葉
県

歯
科

医
師

会
と

東
病

院
で

が
ん

患
者

口
腔

ケ
ア

医
科

歯
科

連
携

に
つ

い
て

合
意

書
を

交
わ

し
た

。

【
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

全
体

で
の

目
標

症
例

数
】

　
　

1
,2

5
6
件

(中
央

病
院

：
8
8
4
件

、
東

病
院

：
3
7
5
件

)/
目

標
：
8
0
0
件

以
上

イ
　

診
療

方
針

検
討

会
へ

の
参

加
者

の
拡

充
と

質
の

向
上

○
多

分
野

に
よ

る
診

療
方

針
検

討
会

の
運

用
を

見
直

し
、

疾
患

の
特

性
に

応
じ

て
質

の
高

い
議

論
が

で
き

る
よ

う
実

効
性

の
高

い
開

催
方

式
に

し
た

。

③
チ

ー
ム

医
療

の
推

進
③

チ
ー

ム
医

療
の

推
進

　 　
緩

和
ケ

ア
・
栄

養
サ

ポ
ー

ト
・

感
染

対
策

・
外

来
化

学
療

法
・

褥
瘡

対
策

な
ど

専
門

的
知

識
・

技
術

を
身

に
つ

け
た

多
職

種
か

ら
な

る
医

療
チ

ー
ム

に
よ

る
医

療
の

支
援

活
動

を
充

実
さ

せ
る

。
他

分
野

の
チ

ー
ム

設
置

（
周

術
期

管
理

）
も

検
討

す
る

。
　

ま
た

、
疾

患
毎

に
診

断
医

・
外

科
医

・
内

科
医

を
中

心
と

し
て

行
っ

て
い

る
診

療
方

針
の

検
討

会
（
キ

ャ
ン

サ
ー

・
ト
リ
ー

ト
メ

ン
ト
・
ボ

ー
ド

）
に

つ
い

て
は

放
射

線
治

療
医

や
薬

剤
師

・
看

護
師

な
ど

参
加

者
の

拡
充

を
図

り
、

質
の

向
上

に
努

め
る

。

　
緩

和
ケ

ア
・
栄

養
サ

ポ
ー

ト
・

感
染

対
策

・
外

来
化

学
療

法
・

褥
瘡

対
策

・
周

術
期

管
理

な
ど

の
専

門
的

知
識

・
技

術
を

身
に

つ
け

た
多

職
種

か
ら

な
る

医
療

チ
ー

ム
に

よ
る

医
療

の
支

援
活

動
に

つ
い

て
、

栄
養

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
全

体
で

の
目

標
症

例
数

を
8
0
0
件

以
上

と
す

る
な

ど
充

実
を

図
る

。
　

多
職

種
医

療
チ

ー
ム

と
そ

れ
に

対
応

す
る

委
員

会
の

連
携

を
強

め
て

、
多

職
種

医
療

チ
ー

ム
が

円
滑

に
活

動
で

き
る

環
境

を
整

え
る

。
　

疾
患

ご
と

の
診

療
方

針
の

検
討

会
（
ﾄｩ

ｰ
ﾓ

ｱ
・
ﾎ
ﾞｰ

ﾄﾞ
）
に

つ
い

て
は

、
画

像
及

び
病

理
診

断
医

・
外

科
医

・
内

科
医

の
ほ

か
、

放
射

線
治

療
医

・
薬

剤
師

・
看

護
師

な
ど

多
様

な
職

種
の

参
加

を
得

て
、

質
の

向
上

に
努

め
る

。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

④
入

院
時

か
ら

緩
和

ケ
ア

を
見

通
し

た
医

療
の

提
供

ア
　

入
院

診
療

と
外

来
診

療
を

統
合

的
に

管
理

で
き

る
診

療
体

制
の

構
築

イ
　

が
ん

医
療

を
行

う
医

療
機

関
等

と
の

連
携

促
進

○
が

ん
医

療
を

行
う

地
域

の
医

療
機

関
等

と
の

連
携

促
進

を
図

る
た

め
、

在
宅

緩
和

ケ
ア

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
等

を
開

催
し

た
。

　
　

 【
 計

1
4
回

開
催

、
地

域
の

医
療

機
関

を
含

め
計

1
,2

2
9
名

が
参

加
】

○
地

域
連

携
の

促
進

の
た

め
の

関
係

機
関

の
メ

ー
リ
ン

グ
リ
ス

ト
を

充
実

し
た

。
1
8
1
名

が
参

加
】

○
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

が
介

入
し

た
患

者
の

う
ち

、
転

院
ま

た
は

在
宅

緩
和

ケ
ア

に
移

行
時

に
、

転
院

先
ま

た
は

訪
問

診
療

を
担

当
す

る
医

師
に

対
し

て
診

療
情

報
提

供
書

と
電

話
に

よ
る

情
報

交
換

を
行

い
、

転
院

や
在

宅
移

行
後

も
切

れ
目

の
な

い
緩

和
ケ

ア
の

提
供

に
努

め
た

。
（
緩

和
ケ

ア
病

棟
1
8
件

、
一

般
病

棟
1
6
件

、
在

宅
ケ

ア
1
1
件

）

○
IC

T
に

よ
る

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

を
用

い
た

地
域

連
携

モ
デ

ル
の

実
施

可
能

性
の

検
討

に
関

す
る

研
究

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

を
作

成
中

で
あ

る
。

研
究

倫
理

審
査

委
員

会
承

認
後

、
患

者
登

録
を

開
始

予
定

で
あ

る
。

ウ
　

外
来

化
学

療
法

【
外

来
化

学
療

法
実

施
数

】
4
4
,3

0
3
件

(中
央

病
院

:2
6
,0

3
4
件

、
東

病
院

：
1
8
,2

6
9
件

)/
目

標
：
3
8
,0

0
0
件

　
患

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向

上
を

図
る

た
め

、
再

編
さ

れ
た

診
療

科
単

位
の

組
織

の
下

で
、

入
院

診
療

か
ら

外
来

診
療

へ
切

れ
目

な
く

適
切

な
医

療
を

提
供

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
　

地
域

緩
和

ケ
ア

連
携

の
た

め
の

定
期

的
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
開

催
や

入
院

中
か

ら
在

宅
ま

で
を

見
据

え
た

ク
リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
作

成
に

よ
り

、
が

ん
医

療
を

行
う

医
療

機
関

等
と

の
連

携
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
良

好
な

継
続

医
療

の
提

供
に

努
め

る
。

　
外

部
の

医
療

機
関

の
が

ん
診

療
体

制
に

関
す

る
情

報
を

収
集

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
て

他
の

医
療

機
関

と
共

有
し

、
医

療
連

携
を

推
進

す
る

。
　

こ
れ

ら
の

取
り

組
み

に
よ

り
、

外
来

化
学

療
法

実
施

数
(延

べ
数

）
を

3
8
,0

0
0
件

以
上

と
す

る
。

○
4
1
名

の
医

師
が

緩
和

ケ
ア

研
修

会
を

受
講

し
研

修
を

修
了

し
た

。

○
年

に
2
回

、
病

床
利

用
率

を
基

に
病

床
配

分
を

柔
軟

に
調

整
し

、
外

来
診

療
と

入
院

診
療

の
移

行
が

し
や

す
い

環
境

を
構

築
し

た
。

○
退

院
調

整
を

行
う

専
任

看
護

師
が

入
院

か
ら

外
来

診
療

へ
の

切
り

替
え

を
支

援
す

る
活

動
を

行
っ

た
。

○
緩

和
チ

ー
ム

が
全

病
棟

か
ら

情
報

を
集

め
、

緩
和

ケ
ア

の
必

要
な

患
者

に
は

主
科

と
連

携
し

て
、

早
期

に
介

入
す

る
活

動
を

継
続

的
に

行
っ

た
。

④
入

院
時

か
ら

緩
和

ケ
ア

を
見

通
し

た
医

療
の

提
供

④
入

院
時

か
ら

緩
和

ケ
ア

を
見

通
し

た
医

療
の

提
供

　
患

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向

上
を

図
る

た
め

、
入

院
診

療
か

ら
外

来
診

療
へ

の
移

行
を

進
め

る
と

と
も

に
、

切
れ

目
な

く
適

切
な

医
療

を
提

供
で

き
る

よ
う

、
入

院
診

療
と

外
来

診
療

を
統

合
的

に
管

理
で

き
る

診
療

体
制

を
構

築
す

る
。

　
が

ん
医

療
を

行
う

医
療

機
関

等
と

の
連

携
促

進
を

図
り

、
良

好
な

継
続

医
療

の
提

供
に

努
め

る
。

　
具

体
的

に
は

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
外

来
化

学
療

法
実

施
数

に
つ

い
て

年
間

3
8
,0

0
0
件

以
上

（
延

べ
数

）
に

増
加

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
　

ま
た

、
院

外
を

含
め

て
よ

り
多

く
の

相
談

支
援

を
行

う
た

め
に

、
「
が

ん
患

者
・
家

族
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
」
を

本
来

業
務

と
位

置
づ

け
強

化
す

る
と

と
も

に
、

今
後

一
層

重
要

と
な

る
患

者
会

・
遺

族
ケ

ア
に

関
す

る
取

組
を

一
層

強
化

す
る

。
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立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

エ
　

「
が

ん
患

者
・
家

族
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
」
の

取
り

組
み

○
東

病
院

の
院

外
に

あ
る

｢が
ん

患
者

･家
族

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

｣で
は

、
従

来
通

り
相

談
支

援
、

各
種

サ
ポ

ー
ト
グ

ル
ー

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
継

続
し

た
。

今
年

度
の

新
し

い
取

り
組

み
と

し
て

は
、

近
隣

の
病

院
で

治
療

を
受

け
て

い
る

患
者

に
関

し
て

は
、

患
者

が
同

意
し

た
際

に
は

、
そ

の
病

院
へ

の
相

談
支

援
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

【
相

談
件

数
】

　
　

　
7
0
7
件

オ
　

患
者

会
・
遺

族
ケ

ア
に

関
す

る
取

組
の

強
化

○
前

年
度

に
引

き
続

き
、

下
記

の
家

族
サ

ポ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
　

・
膵

が
ん

･胆
道

が
ん

教
室

家
族

会
(年

1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
1
回

開
催

・
の

べ
1
1
人

参
加

）
　

・
脳

腫
瘍

家
族

テ
ー

ブ
ル

(定
例

月
1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
1
2
回

開
催

・
の

べ
5
0
人

参
加

）

○
が

ん
の

親
を

も
つ

子
ど

も
の

サ
ポ

ー
ト
グ

ル
ー

プ
C

L
IM

B
を

創
設

（
平

成
2
4
年

1
2
月

～
平

成
2
5
年

1
月

開
催

。
全

6
回

シ
リ
ー

ズ
、

全
日

程
参

加
必

須
。

3
名

の
子

ど
も

が
参

加
）

○
患

者
･家

族
へ

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
が

ん
を

知
っ

て
歩

む
会

」
　

を
平

成
2
4
年

5
～

6
月

（
参

加
者

1
7
名

）
と

1
0
～

1
1
月

（
参

加
者

1
9

名
）
に

各
4
回

シ
リ
ー

ズ
で

実
施

し
た

。

○
平

成
1
7
年

度
以

降
の

参
加

者
（
修

了
者

）
を

対
象

と
し

た
「
が

ん
を

知
っ

て
歩

む
会

同
窓

会
」
を

開
催

し
た

（
参

加
者

数
7
8
名

）
【
平

成
2
4
年

9
月

2
5
日

】
。

○
中

央
病

院
及

び
東

病
院

で
亡

く
な

っ
た

患
者

の
慰

霊
祭

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

剖
検

に
協

力
い

た
だ

い
た

患
者

に
対

す
る

感
謝

状
の

交
付

式
を

昨
年

に
引

き
続

き
開

催
し

た
。

　
・
中

央
病

院
【
平

成
2
4
年

9
月

2
1
日

　
中

央
ブ

ロ
ッ

サ
ム

】
　

・
東

病
院

【
平

成
2
4
年

9
月

2
8
日

　
柏

市
民

文
化

会
館

】
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
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告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

⑤
安

全
管

理
体

制
の

充
実

ア
　

医
療

安
全

管
理

を
統

括
監

督
す

る
体

制
の

構
築

○
イ

ン
シ

デ
ン

ト
報

告
を

定
期

的
に

集
計

、
分

析
、

評
価

し
、

そ
の

結
果

に
基

づ
き

、
必

要
な

対
応

策
を

講
じ

た
。

ま
た

、
院

内
の

医
療

安
全

講
習

会
に

限
ら

ず
、

日
々

報
告

さ
れ

る
医

療
安

全
に

関
す

る
事

項
に

つ
い

て
迅

速
き

め
細

か
に

対
応

し
、

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
利

用
し

て
、

職
員

の
医

療
安

全
に

対
す

る
認

識
の

強
化

を
図

っ
た

。
【
中

央
・
東

病
院

合
同

医
療

安
全

講
習

会
1
回

開
催

（
T

V
中

継
）
、

他
に

、
中

央
病

院
は

1
回

・
東

病
院

は
2
回

開
催

】

イ
　

医
療

安
全

管
理

担
当

に
よ

る
医

療
安

全
管

理
業

務
の

統
括

○
医

療
安

全
管

理
担

当
は

、
各

部
署

の
医

療
安

全
に

関
わ

る
関

係
法

令
、

指
針

等
と

の
整

合
性

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
と

と
も

に
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト
、

ア
ク

シ
デ

ン
ト
に

対
す

る
対

応
策

を
明

示
す

る
な

ど
、

迅
速

な
報

告
体

制
と

初
動

対
応

を
含

め
た

危
機

管
理

対
応

を
統

括
し

た
。

⑥
客

観
的

指
標

等
を

用
い

た
医

療
の

質
の

評
価

ア
　

客
観

的
指

標
等

を
用

い
た

質
の

評
価

○
東

病
院

に
お

い
て

平
成

2
4
年

度
外

部
評

価
委

員
会

を
設

置
し

た
。

【
平

成
2
5
年

3
月

2
7
日

】
※

委
員

は
以

下
の

通
り

（
敬

称
略

）
齋

藤
　

康
  
千

葉
大

学
　

学
長

大
河

内
信

弘
  
  
  
  
筑

波
大

学
附

属
病

院
　

副
院

長
清

水
光

行
  
  
  
  
  
 東

京
慈

恵
会

医
科

大
学

付
属

柏
病

院
　

病
院

長
武

田
純

三
  
  
  
  
  
 慶

応
義

塾
大

学
病

院
　

病
院

長
田

中
宣

威
  
  
  
  
  
 日

本
医

科
大

学
千

葉
北

総
病

院
　

病
院

長

　
患

者
の

視
点

に
立

っ
た

良
質

か
つ

安
心

な
医

療
の

提
供

を
行

う
た

め
、

セ
ン

タ
ー

で
提

供
す

る
医

療
に

つ
い

て
、

客
観

的
指

標
等

を
用

い
た

質
の

評
価

を
行

う
。

　
患

者
の

視
点

に
立

っ
た

良
質

か
つ

安
心

な
医

療
の

提
供

を
行

う
た

め
、

セ
ン

タ
ー

で
提

供
す

る
医

療
に

つ
い

て
、

客
観

的
指

標
等

を
用

い
た

質
の

評
価

を
行

う
。

　
医

療
安

全
管

理
を

統
括

、
監

督
す

る
体

制
を

構
築

し
、

医
療

事
故

の
報

告
の

有
無

に
関

わ
ら

ず
、

定
期

的
に

病
院

の
各

部
門

に
対

し
安

全
管

理
に

必
要

な
事

項
を

調
査

す
る

と
と

も
に

対
策

を
立

案
し

、
各

部
門

に
対

し
て

助
言

、
勧

告
、

指
導

を
行

う
。

　
医

療
安

全
管

理
担

当
は

、
関

係
法

令
、

指
針

等
に

則
っ

て
、

各
部

門
に

お
け

る
医

療
安

全
に

関
わ

る
管

理
体

制
の

編
成

、
日

常
的

な
医

療
安

全
の

管
理

業
務

、
医

療
事

故
等

の
発

生
時

に
お

け
る

初
動

対
応

と
危

機
管

理
等

を
統

括
す

る
。

　
イ

ン
シ

デ
ン

ト
及

び
ア

ク
シ

デ
ン

ト
の

集
計

調
査

結
果

に
基

づ
き

、
医

療
安

全
体

制
の

不
備

を
是

正
し

、
業

務
改

善
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
成

果
を

検
証

す
る

こ
と

を
通

じ
て

、
医

療
安

全
に

対
す

る
職

員
の

認
識

を
強

化
す

る
。

　
各

部
署

の
医

療
安

全
に

関
わ

る
管

理
体

制
の

編
成

、
日

常
的

な
医

療
安

全
の

管
理

業
務

、
医

療
事

故
等

の
発

生
時

に
お

け
る

初
動

対
応

と
危

機
管

理
等

に
つ

い
て

検
証

し
、

必
要

な
改

善
を

行
う

。

⑤
安

全
管

理
体

制
の

充
実

⑤
安

全
管

理
体

制
の

充
実

⑥
客

観
的

指
標

等
を

用
い

た
医

療
の

質
の

評
価

⑥
客

観
的

指
標

等
を

用
い

た
医

療
の

質
の

評
価
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績
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画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

（
３

）
そ

の
他

医
療

政
策

の
一

環
と

し
て

実
施

す
べ

き
医

療
の

提
供

①
が

ん
患

者
に

対
す

る
緩

和
医

療
の

提
供

と
療

養
生

活
の

質
の

向
上

ア
　

治
療

初
期

か
ら

の
緩

和
ケ

ア

イ
　

総
合

内
科

の
取

り
組

み

○
平

成
2
4
年

4
月

よ
り

新
た

に
循

環
器

内
科

医
１

名
が

加
わ

り
、

糖
尿

病
専

門
医

２
名

、
循

環
器

専
門

医
2
名

、
腎

臓
専

門
医

１
名

、
感

染
症

専
門

医
1
名

の
体

制
と

な
っ

た
。

さ
ら

に
7
月

か
ら

は
「
が

ん
救

急
科

」
が

併
設

さ
れ

、
救

命
救

急
専

門
医

1
名

が
加

わ
り

、
が

ん
患

者
に

併
存

す
る

慢
性

疾
患

の
管

理
か

ら
が

ん
救

急
ま

で
、

シ
ー

ム
レ

ス
な

対
応

を
目

指
し

て
い

る
。

入
院

患
者

の
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

な
ら

び
に

、
退

院
後

の
外

来
フ

ォ
ロ

ー
を

行
っ

て
い

る
。

が
ん

の
治

療
状

況
に

合
わ

せ
て

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
併

存
疾

患
の

管
理

を
行

う
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

。
今

年
度

外
来

患
者

延
人

数
は

2
,9

2
0
名

で
あ

っ
た

。

○
透

析
患

者
の

が
ん

治
療

に
も

対
応

す
べ

く
、

血
液

透
析

装
置

を
購

入
。

慢
性

透
析

患
者

の
が

ん
治

療
に

も
対

応
可

能
と

な
っ

た
。

○
平

成
2
3
年

4
月

よ
り

開
始

し
た

東
病

院
で

の
糖

尿
病

外
来

を
継

続
（
平

日
午

後
連

日
）
。

糖
尿

病
合

併
症

例
の

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ
ン

と
外

来
フ

ォ
ロ

ー
を

実
施

し
て

い
る

。
院

内
で

の
講

演
や

各
病

棟
で

の
勉

強
会

を
企

画
・
実

施
し

、
院

内
で

の
糖

尿
病

診
療

レ
ベ

ル
向

上
を

目
指

し
た

。

（
３

）
そ

の
他

医
療

政
策

の
一

環
と

し
て

、
セ

ン
タ

ー
で

実
施

す
べ

き
医

療
の

提
供

（
３

）
そ

の
他

医
療

政
策

の
一

環
と

し
て

、
セ

ン
タ

ー
で

実
施

す
べ

き
医

療
の

提
供

　
が

ん
患

者
と

そ
の

家
族

が
質

の
高

い
療

養
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
が

ん
患

者
が

必
要

と
す

る
緩

和
医

療
や

精
神

心
理

的
ケ

ア
を

幅
広

く
提

供
で

き
る

よ
う

治
療

初
期

か
ら

の
介

入
を

目
指

す
。

こ
れ

を
実

践
す

る
た

め
に

、
多

職
種

に
よ

る
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

を
強

化
し

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

の
関

わ
る

症
例

数
に

つ
い

て
年

間
1
,5

0
0
件

以
上

に
増

加
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

　
ま

た
、

外
部

の
医

療
機

関
な

ど
と

の
共

同
診

療
体

制
の

構
築

に
努

め
る

と
と

も
に

、
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

充
実

を
図

る
。

①
が

ん
患

者
に

対
す

る
緩

和
医

療
の

提
供

と
療

養
生

活
の

質
の

向
上

①
が

ん
患

者
に

対
す

る
緩

和
医

療
の

提
供

と
療

養
生

活
の

質
の

向
上

○
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

の
関

わ
っ

た
診

療
件

数
の

う
ち

、
が

ん
治

療
実

施
中

か
ら

緩
和

ケ
ア

が
開

始
さ

れ
た

割
合

が
、

中
央

病
院

7
2
.3

%
、

東
病

院
7
7
.2

%
、

全
体

で
は

7
5
%
と

、
前

年
度

に
続

い
て

、
早

期
か

ら
の

緩
和

ケ
ア

の
実

施
が

高
い

割
合

で
維

持
さ

れ
て

い
る

。

○
「
が

ん
と

診
断

さ
れ

た
時

か
ら

の
緩

和
ケ

ア
の

提
供

」
の

一
環

と
し

て
、

7
月

1
日

以
降

、
中

央
病

院
の

全
初

診
患

者
を

対
象

に
、

痛
み

の
有

無
と

程
度

、
気

持
ち

の
つ

ら
さ

に
つ

い
て

共
通

外
来

予
診

カ
ー

ト
に

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
と

、
痛

み
な

ど
の

つ
ら

い
症

状
の

緩
和

や
心

の
ケ

ア
に

関
す

る
診

療
が

受
け

ら
れ

る
旨

の
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

(7
月

～
1
2
月

の
パ

イ
ロ

ッ
ト
調

査
で

は
　

新
患

数
5
,5

6
6
人

中
4
,3

4
8
人

に
対

し
て

情
報

提
供

が
行

わ
れ

た
)

○
緩

和
ケ

ア
外

来
（
中

央
病

院
）
受

診
中

の
患

者
に

対
し

て
の

電
話

相
談

体
制

（
緩

和
ケ

ア
ホ

ッ
ト
ラ

イ
ン

）
を

整
備

し
、

痛
み

等
の

症
状

へ
の

対
応

、
薬

剤
の

副
作

用
、

体
調

不
良

、
不

安
な

ど
幅

広
い

相
談

に
対

応
で

き
る

体
制

を
整

備
し

、
外

来
で

の
緩

和
ケ

ア
提

供
体

制
の

質
の

向
上

を
図

っ
た

。
(電

話
相

談
件

数
9
8
件

)

○
多

職
種

参
加

に
よ

り
る

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
1
7
6
回

開
催

し
、

延
べ

2
,5

8
0
人

の
職

員
が

参
加

し
た

。

【
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

の
症

例
数

】
本

年
度

実
績

：
1
,7

9
4
件

（
中

央
：
8
8
7
件

（
が

ん
治

療
中

6
4
1
件

/
7
2
.3

%
）
、

東
：
9
0
7
(が

ん
治

療
中

7
0
0
件

/
7
7
.2

%
)　

全
体

1
,3

4
1
/
1
,7

9
4

件
(

％
)

　
が

ん
患

者
と

そ
の

家
族

が
質

の
高

い
療

養
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
が

ん
自

体
に

よ
る

苦
痛

や
治

療
に

伴
う

苦
痛

の
緩

和
、

治
療

初
期

か
ら

の
精

神
症

状
へ

の
介

入
な

ど
、

早
期

か
ら

の
緩

和
ケ

ア
の

介
入

を
行

う
。

薬
物

に
よ

る
症

状
緩

和
の

み
な

ら
ず

、
抗

が
ん

剤
治

療
、

外
科

治
療

あ
る

い
は

IV
R
な

ど
を

用
い

た
緩

和
医

療
を

積
極

的
に

導
入

し
、

そ
の

評
価

を
行

な
う

。
　

多
職

種
に

よ
る

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
を

強
化

し
、

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
全

体
で

の
目

標
症

例
数

を
1
,3

0
0
件

以
上

と
す

る
。

　
未

曾
有

の
高

齢
化

を
迎

え
る

我
が

国
に

お
い

て
、

持
続

可
能

な
が

ん
医

療
を

提
供

す
る

た
め

、
在

宅
医

療
の

推
進

に
関

す
る

国
の

政
策

と
一

体
と

な
り

、
終

末
期

に
お

け
る

在
宅

医
療

の
推

進
に

資
す

る
取

り
組

み
を

進
め

る
。

　
合

併
症

の
あ

る
が

ん
患

者
に

対
す

る
治

療
が

適
切

に
行

え
る

よ
う

、
総

合
内

科
の

体
制

を
整

え
る

と
と

も
に

、
循

環
器

疾
患

、
糖

尿
病

、
腎

臓
病

等
に

関
す

る
院

内
教

育
を

充
実

す
る

。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

ウ
　

リ
ハ

ビ
リ
科

の
取

り
組

み

○
理

学
療

法
士

2
名

、
作

業
療

法
士

1
名

、
言

語
聴

覚
士

1
名

が
業

務
を

担
当

し
、

施
設

基
準

、
疾

患
の

特
性

か
ら

が
ん

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
中

心
に

稼
働

率
約

8
0
％

で
実

施
し

た
。

３
病

棟
、

３
診

療
科

と
の

定
期

的
カ

ン
フ

ァ
ラ

ン
ス

を
実

施
し

、
連

携
、

啓
蒙

活
動

を
企

画
実

施
し

た
。

ま
た

、
東

病
院

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
為

に
、

週
2
回

O
T

を
派

遣
し

、
施

設
拡

充
の

支
援

を
行

っ
て

い
る

。

【
患

者
延

人
数

】
　

6
3
6
名

（
総

請
求

額
：
 2

4
,6

0
7
,5

1
6
円

）

エ
　

が
ん

患
者

の
口

腔
ケ

ア

○
日

本
歯

科
医

師
会

と
の

協
同

事
業

「
が

ん
患

者
の

口
腔

を
支

え
る

医
科

歯
科

連
携

事
業

」
を

推
進

し
た

。
　

　
１

）
事

業
の

意
義

に
賛

同
し

、
均

て
ん

化
講

習
を

受
講

し
た

2
,0

0
0
件

強
の

歯
科

医
師

を
が

ん
連

携
歯

科
医

院
と

し
て

登
録

し
、

　
　

　
 連

携
名

簿
を

作
成

し
た

。
　

　
２

）
手

術
前

の
が

ん
患

者
口

腔
ケ

ア
の

地
域

連
携

を
開

始
し

、
4
0
0
名

近
い

患
者

の
連

携
を

行
っ

た
。

　
　

３
）
化

学
療

法
、

頭
頸

部
放

射
線

療
法

な
ど

口
腔

の
リ
ス

ク
の

高
い

患
者

に
対

す
る

口
腔

ケ
ア

の
地

域
連

携
を

開
始

し
、

４
６

名
の

　
　

　
患

者
を

が
ん

連
携

歯
科

医
院

に
紹

介
し

た
。

　
　

４
）
緩

和
医

療
を

受
け

て
い

る
患

者
、

終
末

期
の

患
者

な
ど

口
腔

の
リ
ス

ク
の

高
い

患
者

に
対

す
る

医
科

歯
科

連
携

開
始

の
た

め
の

、
　

　
　

歯
科

医
師

均
て

ん
化

講
習

会
を

開
催

し
た

。
教

育
ツ

ー
ル

と
し

て
テ

キ
ス

ト
や

D
V

D
な

ど
を

作
成

し
、

が
ん

患
者

へ
の

歯
科

治
療

に
　

　
　

対
す

る
歯

科
医

療
者

へ
の

知
識

普
及

に
努

め
た

。

○
厚

生
労

働
省

の
委

託
事

業
と

し
て

、
医

科
歯

科
連

携
に

関
連

す
る

学
会

の
有

識
者

に
参

集
い

た
だ

き
、

「
が

ん
医

科
歯

科
連

携
推

進
専

門
家

パ
ネ

ル
」
を

開
催

し
た

　
　

１
）
連

携
の

全
国

展
開

に
向

け
た

ツ
ー

ル
と

し
て

「
全

国
共

通
が

ん
医

科
歯

科
連

携
講

習
テ

キ
ス

ト
・
D

V
D

」
を

作
成

し
た

。

　 　

　 　 　 　 　
が

ん
患

者
に

対
す

る
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

院
内

教
育

を
充

実
す

る
。

　
が

ん
患

者
の

口
腔

ケ
ア

を
充

実
す

る
た

め
、

日
本

歯
科

医
師

会
と

の
共

同
事

業
に

よ
り

口
腔

リ
ス

ク
の

高
い

患
者

に
対

す
る

医
科

歯
科

連
携

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

に
対

す
る

医
科

歯
科

連
携

の
取

組
の

普
及

を
図

る
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

②
療

養
生

活
の

質
の

向
上

ア
　

療
養

生
活

の
質

の
改

善
に

資
す

る
情

報
提

供

②
療

養
生

活
の

質
の

向
上

　
患

者
教

室
等

を
継

続
し

て
開

催
す

る
と

と
も

に
、

実
施

内
容

や
方

法
の

評
価

を
行

う
。

患
者

会
連

絡
会

を
定

期
的

に
開

催
し

情
報

交
換

を
進

め
る

ほ
か

、
患

者
・

家
族

へ
の

サ
ポ

ー
ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
が

ん
を

知
っ

て
歩

む
会

」
や

「
が

ん
を

知
っ

て
歩

む
会

同
窓

会
」
を

開
催

す
る

。
　

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
相

談
業

務
の

質
を

高
め

る
た

め
、

相
談

員
の

教
育

の
充

実
を

図
る

。
が

ん
患

者
・
家

族
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

が
ん

患
者

サ
ロ

ン
を

立
ち

上
げ

る
。

　
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

紹
介

、
募

集
、

研
修

や
懇

親
会

の
開

催
等

を
通

じ
て

、
が

ん
患

者
の

療
養

生
活

の
質

の
向

上
に

つ
な

が
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
支

援
す

る
。

　
生

涯
の

う
ち

に
国

民
の

2
人

に
1
人

が
が

ん
に

な
る

時
代

を
迎

え
る

中
、

が
ん

に
関

す
る

正
し

い
知

識
を

国
民

に
普

及
す

る
と

と
も

に
、

が
ん

患
者

が
抱

え
る

生
活

上
の

不
便

さ
を

軽
減

す
る

工
夫

等
を

紹
介

し
、

が
ん

を
恐

れ
ず

身
近

な
病

気
と

し
て

向
き

合
う

社
会

づ
く

り
に

向
け

た
取

り
組

み
を

推
進

す
る

。

○
前

年
度

に
引

き
続

き
、

下
記

看
護

外
来

を
実

施
し

た
。

　
・
リ
ン

パ
浮

腫
外

来
（
週

1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
2
9
1
件

、
実

施
：
5
0
回

）
  
・
ス

ト
マ

ケ
ア

外
来

（
平

日
毎

日
）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
1
1
9
1
件

）

○
前

年
度

に
引

き
続

き
、

下
記

の
患

者
教

室
等

を
実

施
し

た
。

　
・
膵

が
ん

･胆
道

が
ん

教
室

(定
例

週
1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
3
7
回

開
催

・
の

べ
1
3
8
人

参
加

）
　

・
膵

が
ん

･胆
道

が
ん

教
室

家
族

会
(年

1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
1
回

開
催

・
の

べ
1
1
人

参
加

）
　

・
コ

ス
メ

テ
ィ

ッ
ク

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ
ン

(定
例

月
2
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
2
3
回

開
催

・
の

べ
2
8
6
人

参
加

）
　

・
乳

が
ん

術
後

ボ
デ

ィ
イ

メ
ー

ジ
教

室
（
定

例
月

1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
1
2
回

開
催

・
の

べ
6
4
人

参
加

）
　

・
脳

腫
瘍

家
族

テ
ー

ブ
ル

(定
例

月
1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
1
2
回

開
催

・
の

べ
5
0
人

参
加

）
　

・
栄

養
教

室
（
定

例
週

1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
5
0
回

開
催

・
の

べ
1
3
5
人

参
加

）
　

・
リ
マ

ン
マ

ル
ー

ム
（
月

1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
1
2
回

開
催

・
の

べ
7
人

参
加

）
　

・
リ
ン

パ
浮

腫
教

室
（
月

3
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
3
8
回

開
催

・
の

べ
1
7
8
人

参
加

）
　

・
抗

が
ん

剤
治

療
教

室
（
週

1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
5
1
回

開
催

・
の

べ
7
7
人

参
加

）
　

・
痛

み
止

め
を

飲
ん

で
い

る
方

へ
（
週

1
回

）
→

1
1
月

末
で

休
止

（
3
月

末
時

点
実

績
：
3
4
回

開
催

・
の

べ
3
6
人

参
加

）
　

・
よ

り
み

ち
相

談
室

（
週

1
回

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
5
1
回

開
催

・
の

べ
7
9
人

参
加

）
　

・
術

前
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

(週
5
回

)（
3
月

末
時

点
実

績
：
1
4
5
回

開
催

・
の

べ
1
7
5
人

参
加

）
　 ○

平
成

2
4
年

度
診

療
報

酬
改

定
に

伴
い

外
来

枠
を

新
設

（
平

成
2
4
年

4
月

よ
り

運
用

開
始

、
6
月

よ
り

算
定

）
。

　
・
造

血
幹

細
胞

移
植

後
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

外
来

(週
4
回

：
月

～
木

）
（
3
月

末
時

点
実

績
：
3
8
2
件

）

○
5
0
周

年
記

念
事

業
の

際
に

作
成

し
た

「
生

活
の

工
夫

カ
ー

ド
」
（
全

2
9
種

類
）
を

外
来

1
階

に
常

設
、

お
よ

び
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
開

し
た

。

○
が

ん
の

親
を

も
つ

子
ど

も
の

サ
ポ

ー
ト
グ

ル
ー

プ
C

L
IM

B
を

創
設

（
平

成
2
4
年

1
2
月

～
平

成
2
5
年

1
月

開
催

。
全

6
回

シ
リ
ー

ズ
、

全
日

程
参

加
必

須
。

3
名

の
子

ど
も

が
参

加
）

○
患

者
･家

族
へ

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
が

ん
を

知
っ

て
歩

む
会

」
　

を
平

成
2
4
年

5
～

6
月

（
参

加
者

1
7
名

）
と

1
0
～

1
1
月

（
参

加
者

1
9

名
）
に

各
4
回

シ
リ
ー

ズ
で

実
施

。
○

平
成

1
7
年

度
以

降
の

参
加

者
（
修

了
者

）
を

対
象

と
し

た
「
が

ん
を

知
っ

て
歩

む
会

同
窓

会
」
を

開
催

（
参

加
者

数
7
8
名

）
【
平

成
2
4
年

9
月

2
5
日

】
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

イ
　

外
部

の
医

療
機

関
の

が
ん

診
療

体
制

に
関

す
る

情
報

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

ウ
　

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
業

務
内

容
の

充
実

○
効

果
的

な
相

談
支

援
を

実
施

で
き

る
相

談
員

を
育

成
し

て
い

く
こ

と
を

目
的

に
、

相
談

員
に

対
す

る
教

育
関

連
資

料
を

よ
り

一
層

充
実

さ
せ

、
相

談
員

の
教

育
体

制
の

更
な

る
整

備
を

進
め

た
。

○
相

談
支

援
業

務
と

し
て

、
が

ん
患

者
や

そ
の

家
族

が
抱

え
る

疑
問

、
不

安
や

悩
み

を
伺

い
、

必
要

な
支

援
を

行
い

、
対

面
及

び
電

話
に

よ
る

個
人

相
談

を
実

施
し

た
。

○
が

ん
患

者
が

抱
え

る
就

労
に

関
す

る
問

題
に

つ
い

て
、

複
合

的
な

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
な

が
ら

就
労

支
援

を
積

極
的

に
実

施
し

た
。

○
こ

れ
ま

で
取

り
組

ん
で

き
た

サ
ポ

ー
ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
加

え
て

、
新

た
な

サ
ポ

ー
ト
グ

ル
ー

プ
と

し
て

「
が

ん
の

親
を

持
つ

た
め

の
サ

ポ
ー

ト
グ

ル
ー

プ
」
を

多
職

種
協

働
に

よ
り

開
始

し
た

。
（
実

施
し

て
い

る
サ

ポ
ー

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
膵

が
ん

胆
道

が
ん

教
室

、
乳

が
ん

術
後

ボ
デ

ィ
イ

メ
ー

ジ
教

室
、

脳
腫

瘍
家

族
テ

ー
ブ

ル
、

が
ん

の
親

を
持

つ
た

め
の

サ
ポ

ー
ト
グ

ル
ー

プ
）

エ
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

○
中

央
病

院
・
東

病
院

と
も

に
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

研
修

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ン
サ

ー
ト
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

○
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
が

円
滑

に
い

く
よ

う
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
整

備
し

た
。

○
地

域
連

携
病

院
に

対
し

て
「
国

が
ん

東
ニ

ュ
ー

ス
」
を

発
行

し
、

地
域

連
携

パ
ス

を
動

か
す

体
制

の
構

築
を

推
進

し
た

。

○
「
第

8
回

、
第

9
回

地
域

医
療

連
携

の
た

め
の

情
報

交
換

会
」
を

柏
市

に
お

い
て

開
催

し
た

。

○
小

児
陽

子
線

治
療

に
お

い
て

小
児

腫
瘍

科
と

周
辺

地
域

病
院

小
児

科
と

の
連

携
体

制
を

構
築

し
た

。

○
外

部
医

療
機

関
に

関
す

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

情
報

を
更

新
す

る
と

と
も

に
、

外
部

向
け

の
医

療
連

携
に

関
す

る
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

つ
い

て
も

情
報

を
更

新
し

、
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

体
制

を
よ

り
一

層
推

進
し

た
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

３
．

人
材

育
成

に
関

す
る

事
項

３
．

人
材

育
成

に
関

す
る

事
項

３
．

人
材

育
成

に
関

す
る

事
項

（
１

）
リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

躍
で

き
る

人
材

の
育

成

ア
　

専
門

教
育

制
度

の
充

実

イ
　

専
門

家
教

育
に

か
か

わ
る

部
門

の
充

実

○
教

育
・
研

修
に

関
す

る
組

織
・
規

定
・
関

連
委

員
会

の
役

割
分

担
を

整
理

し
、

一
貫

性
の

あ
る

運
営

が
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

○
築

地
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

は
、

意
思

決
定

に
か

か
わ

る
教

育
委

員
会

と
実

務
調

整
を

行
う

研
修

協
議

会
を

そ
れ

ぞ
れ

毎
月

開
催

し
た

。

○
日

常
診

療
に

関
す

る
最

新
の

知
識

を
提

供
す

る
N

C
C

 U
n
iv

er
si

ty
を

教
育

委
員

会
の

管
理

下
に

毎
月

開
催

し
た

。

○
柏

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、

各
診

療
科

か
ら

若
手

医
師

を
選

抜
し

、
診

療
科

横
断

的
P
h
as

e 
Iチ

ー
ム

構
築

に
向

け
て

合
同

回
診

・
合

同
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
行

い
、

早
期

臨
床

開
発

を
担

う
医

師
の

o
n
 t

h
e 

jo
b
で

の
教

育
を

実
施

し
た

。

　
が

ん
領

域
の

医
療

や
研

究
に

お
け

る
リ
ー

ダ
ー

と
し

て
国

内
外

を
問

わ
ず

活
躍

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、
レ

ジ
デ

ン
ト
制

度
・
が

ん
専

門
修

練
医

制
度

を
は

じ
め

と
す

る
専

門
教

育
制

度
の

充
実

を
図

る
。

レ
ジ

デ
ン

ト
希

望
者

の
多

様
な

要
望

に
対

応
す

る
た

め
、

研
修

期
間

が
3
か

月
か

ら
2
年

ま
で

の
短

期
コ

ー
ス

を
充

実
さ

せ
、

多
く

の
意

欲
あ

る
人

材
を

確
保

す
る

。
　

T
u
m

o
r 

b
o
ar

d
、

N
C

C
U

n
iv

er
si

ty
、

リ
サ

ー
チ

・
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
テ

ー
マ

を
吟

味
し

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

連
携

大
学

院
制

度
を

利
用

し
て

勤
務

し
な

が
ら

の
学

位
取

得
を

積
極

的
に

進
め

る
。

　
チ

ー
ム

医
療

を
構

成
す

る
人

材
養

成
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

中
央

病
院

と
東

病
院

と
の

交
流

研
修

を
推

進
す

る
。

　
人

材
育

成
は

、
セ

ン
タ

ー
が

医
療

政
策

を
牽

引
す

る
上

で
特

に
重

要
な

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

セ
ン

タ
ー

が
国

内
外

の
有

為
な

人
材

の
育

成
拠

点
と

な
る

よ
う

、
が

ん
に

対
す

る
医

療
及

び
研

究
を

推
進

す
る

に
あ

た
り

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

躍
で

き
る

人
材

の
育

成
を

行
う

と
と

も
に

、
モ

デ
ル

的
な

研
修

及
び

講
習

の
実

施
及

び
普

及
に

努
め

る
こ

と
。

　
が

ん
領

域
の

医
療

や
研

究
に

お
け

る
リ
ー

ダ
ー

と
し

て
国

内
外

を
問

わ
ず

活
躍

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

に
、

レ
ジ

デ
ン

ト
制

度
・
が

ん
専

門
修

練
医

制
度

を
は

じ
め

と
す

る
専

門
教

育
制

度
の

充
実

を
図

る
。

　
チ

ー
ム

医
療

を
構

成
す

る
人

材
を

養
成

す
る

た
め

医
師

以
外

の
職

種
に

も
対

応
し

た
制

度
と

し
て

発
展

さ
せ

る
。

ま
た

、
こ

う
し

た
専

門
家

教
育

に
か

か
わ

る
部

門
の

充
実

を
図

る
。

○
東

京
医

科
歯

科
大

学
大

学
院

の
中

に
、

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

が
新

た
に

講
座

を
設

置
す

る
と

い
う

新
た

な
連

携
協

力
を

平
成

2
5

年
2
月

1
日

に
締

結
し

た
。

尚
、

こ
の

新
講

座
は

平
成

2
5
年

4
月

よ
り

開
始

さ
れ

る
。

○
レ

ジ
デ

ン
ト
採

用
に

当
た

っ
て

は
、

が
ん

診
療

一
般

に
関

す
る

ペ
ー

パ
ー

テ
ス

ト
お

よ
び

面
接

を
行

い
、

客
観

的
評

価
も

行
い

つ
つ

、
意

欲
あ

る
人

材
確

保
に

努
め

た
【
新

規
受

入
数

：
レ

ジ
デ

ン
ト
正

規
コ

ー
ス

 4
3
名

、
レ

ジ
デ

ン
ト
短

期
コ

ー
ス

2
9
名

、
が

ん
専

門
修

練
医

3
4
名

、
薬

剤
師

レ
ジ

デ
ン

ト
1
3
名

】

○
レ

ジ
デ

ン
ト
・
修

練
医

に
つ

い
て

、
教

育
研

修
の

一
環

と
し

て
各

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

単
位

で
の

業
績

評
価

を
実

施
し

た
。

○
平

成
2
3
年

度
に

レ
ジ

デ
ン

ト
希

望
者

の
多

様
な

要
望

に
対

応
す

る
た

め
開

始
し

た
短

期
コ

ー
ス

に
つ

い
て

は
、

運
用

を
継

続
し

な
が

ら
レ

ジ
デ

ン
ト
制

度
全

体
と

し
て

の
向

上
を

は
か

る
た

め
の

調
整

を
進

め
た

。

○
平

成
2
3
年

度
に

創
設

し
た

が
ん

研
究

特
別

研
究

員
制

度
継

続
し

、
本

年
度

は
1
4
名

の
若

手
研

究
者

を
受

け
入

れ
た

。

○
臨

床
側

と
基

礎
研

究
者

が
一

堂
に

会
し

た
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

の
場

と
し

て
の

リ
サ

ー
チ

・
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
継

続
的

に
開

催
し

、
本

年
度

は
計

8
回

開
催

し
た

。

○
診

療
に

か
か

わ
る

最
新

の
知

識
を

提
供

す
る

Ｎ
Ｃ

Ｃ
 U

n
iv

er
si

ty
を

毎
月

開
催

し
た

。

○
セ

ン
タ

ー
の

レ
ジ

デ
ン

ト
・
職

員
を

対
象

と
し

た
新

た
な

連
携

大
学

院
協

定
に

基
づ

き
、

平
成

2
4
年

度
は

慶
應

大
学

大
学

院
に

７
名

、
順

天
堂

大
学

大
学

院
に

2
3
名

が
進

学
し

た
。

○
柏

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
基

礎
研

究
部

門
と

臨
床

部
門

が
共

同
で

実
施

す
る

T
R
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
継

続
的

に
実

施
し

た
。

（
2
回

/
月

）

（
１

）
リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

躍
で

き
る

人
材

の
育

成
（
１

）
リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

躍
で

き
る

人
材

の
育

成
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

（
２

）
モ

デ
ル

的
研

修
・
講

習
の

実
施

（
２

）
モ

デ
ル

的
研

修
・
講

習
の

実
施

（
２

）
モ

デ
ル

的
研

修
・
講

習
の

実
施

①
指

導
的

な
立

場
に

あ
る

薬
剤

師
を

対
象

と
し

た
研

修
を

新
た

に
開

始
す

る
な

ど
、

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

等
の

医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

、
が

ん
化

学
療

法
チ

ー
ム

、
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

、
診

療
放

射
線

技
師

、
臨

床
検

査
技

師
、

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

相
談

員
、

院
内

が
ん

登
録

実
務

者
、

地
域

が
ん

登
録

行
政

担
当

者
・
実

務
者

を
対

象
と

し
た

専
門

研
修

を
実

施
し

た
。

【
セ

ン
タ

ー
外

の
医

療
従

事
者

等
を

対
象

と
し

た
指

導
者

の
育

成
を

目
的

と
し

た
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

数
】

2
3
種

類
/
目

標
2
0
種

類
以

上
　 が

ん
看

護
研

修
企

画
・
指

導
者

研
修

が
ん

看
護

専
門

分
野

(指
導

者
)講

義
研

修
(が

ん
化

学
療

法
看

護
コ

ー
ス

)
が

ん
看

護
専

門
分

野
(指

導
者

)講
義

研
修

(緩
和

ケ
ア

コ
ー

ス
)

が
ん

看
護

専
門

分
野

(指
導

者
)講

義
研

修
(が

ん
放

射
線

療
法

看
護

コ
ー

ス
)

が
ん

看
護

専
門

分
野

(指
導

者
)実

地
研

修
（
が

ん
化

学
療

法
看

護
コ

ー
ス

）
が

ん
看

護
専

門
分

野
(指

導
者

)実
地

研
修

（
造

血
幹

細
胞

移
植

看
護

コ
ー

ス
）

が
ん

看
護

専
門

分
野

(指
導

者
)実

地
研

修
（
緩

和
ケ

ア
コ

ー
ス

)
が

ん
看

護
専

門
分

野
(指

導
者

)実
地

研
修

（
が

ん
放

射
線

療
法

看
護

コ
ー

ス
)

が
ん

看
護

研
修

企
画

・
指

導
者

研
修

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
相

談
員

指
導

者
研

修
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
相

談
員

指
導

者
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

院
内

が
ん

登
録

実
務

指
導

者
研

修
院

内
が

ん
登

録
実

務
指

導
者

継
続

研
修

院
内

が
ん

登
録

実
務

指
導

者
修

了
者

研
修

が
ん

診
療

に
従

事
す

る
診

療
放

射
線

技
師

指
導

者
研

修
（
治

療
コ

ー
ス

）
が

ん
診

療
に

従
事

す
る

診
療

放
射

線
技

師
指

導
者

研
修

（
診

断
コ

ー
ス

）
が

ん
診

療
に

従
事

す
る

臨
床

検
査

技
師

指
導

者
研

修
（
細

胞
診

コ
ー

ス
）

が
ん

診
療

に
従

事
す

る
臨

床
検

査
技

師
指

導
者

研
修

（
超

音
波

コ
ー

ス
）

が
ん

化
学

療
法

医
療

チ
ー

ム
養

成
に

か
か

る
指

導
者

研
修

緩
和

ケ
ア

の
基

本
教

育
の

た
め

の
都

道
府

県
指

導
者

研
修

会
精

神
腫

瘍
学

の
基

本
教

育
の

た
め

の
都

道
府

県
指

導
者

研
修

会
抗

が
ん

剤
治

療
調

剤
に

携
わ

る
薬

剤
師

（
指

導
者

）
講

義
研

修
抗

が
ん

剤
治

療
調

剤
に

携
わ

る
薬

剤
師

（
指

導
者

）
実

技
研

修

【
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
受

講
者

数
】

平
成

1
8
年

度
か

ら
の

累
計

で
3
,8

8
8
人

(平
成

2
4
年

度
8
0
8
人

受
講

）
/
目

標
3
,5

0
0
人

以
上

　
が

ん
対

策
推

進
基

本
計

画
に

基
づ

き
、

が
ん

医
療

の
均

て
ん

化
を

推
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
地

域
で

中
核

的
に

が
ん

医
療

に
携

わ
っ

て
い

る
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
の

医
療

従
事

者
等

を
対

象
に

専
門

的
な

技
能

向
上

の
た

め
の

研
修

を
企

画
・

調
整

し
実

施
す

る
。

　
具

体
的

に
は

、
医

師
（
身

体
担

当
及

び
精

神
担

当
）
・
薬

剤
師

・
看

護
師

を
対

象
に

し
た

緩
和

ケ
ア

、
化

学
療

法
等

の
チ

ー
ム

研
修

や
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
相

談
員

、
院

内
が

ん
登

録
実

務
者

研
修

等
、

セ
ン

タ
ー

外
の

医
療

従
事

者
等

を
対

象
と

し
た

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

種
類

を
毎

年
1
6
種

類
以

上
提

供
し

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
同

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

延
べ

受
講

者
数

に
つ

い
て

、
4
,5

0
0
人

以
上

に
増

加
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

　
が

ん
医

療
の

均
て

ん
化

を
推

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

地
域

で
中

核
的

に
が

ん
医

療
に

携
わ

っ
て

い
る

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

の
医

療
従

事
者

等
を

対
象

に
専

門
的

な
技

能
向

上
の

た
め

の
研

修
を

企
画

・
調

整
し

実
施

す
る

。
　

が
ん

医
療

の
指

導
者

の
育

成
に

資
す

る
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
種

類
を

2
0
種

類
以

上
提

供
し

、
同

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

延
べ

受
講

者
数

を
、

平
成

1
8
年

度
か

ら
の

累
計

で
3
,5

0
0
人

以
上

と
す

る
。

○
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
等

で
指

導
的

な
立

場
に

あ
る

医
療

従
事

者
等

を
対

象
に

、
医

師
、

看
護

師
、

薬
剤

師
、

が
ん

化
学

療
法

チ
ー

ム
、

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
、

診
療

放
射

線
技

師
、

臨
床

検
査

技
師

、
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
相

談
員

、
院

内
が

ん
登

録
実

務
者

、
地

域
が

ん
登

録
行

政
担

当
者

・
実

務
者

を
対

象
と

し
た

専
門

研
修

を
実

施
し

た
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

４
．

医
療

の
均

て
ん

化
と

情
報

の
収

集
･発

信
に

関
す

る
事

項

（
１

）
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

構
築

の
推

進
（
１

）
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

構
築

の
推

進
（
１

）
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

構
築

の
推

進

①
都

道
府

県
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
連

絡
協

議
会

の
開

催

②
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
等

に
対

す
る

技
術

指
導

な
ら

び
に

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ
ン

等
の

実
施

○
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
等

に
対

し
、

放
射

線
治

療
品

質
管

理
・
安

全
管

理
体

制
確

立
の

支
援

と
し

て
、

放
射

線
治

療
品

質
管

理
(物

理
品

質
保

証
(Q

u
al

it
y 

A
ss

u
ra

n
ce

)支
援

(4
6
件

)、
臨

床
試

験
Q

A
評

価
(1

0
7
件

)及
び

8
拠

点
病

院
へ

の
訪

問
に

よ
る

技
術

指
導

を
実

施
し

た
。

○
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
等

に
対

し
、

画
像

診
断

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ
ン

(9
1
件

)を
実

施
し

、
利

用
促

進
の

た
め

説
明

会
を

開
催

し
た

。

○
臨

床
試

験
の

画
像

中
央

判
定

支
援

と
し

て
、

画
像

診
断

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ
ン

・
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
画

像
デ

ー
タ

収
集

・
内

容
確

認
を

実
施

し
た

。

○
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
等

に
対

し
、

病
理

診
断

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ
ン

(4
3
0
件

)を
実

施
し

、
病

理
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

症
例

の
中

か
ら

公
開

用
の

教
育

的
症

例
を

選
ぶ

作
業

を
開

始
し

た
。

【
病

理
診

断
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

件
数

】
4
3
0
件

/
目

標
3
0
0
件

　
セ

ン
タ

ー
及

び
都

道
府

県
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
等

間
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

、
高

度
先

駆
的

医
療

の
普

及
及

び
医

療
の

標
準

化
に

努
め

る
こ

と
。

　
都

道
府

県
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
連

絡
協

議
会

を
毎

年
開

催
し

、
全

国
の

都
道

府
県

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

等
と

、
が

ん
医

療
、

相
談

支
援

・
情

報
提

供
、

院
内

が
ん

登
録

等
に

つ
い

て
、

意
見

交
換

や
情

報
共

有
を

行
う

。
　

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

等
に

対
し

、
画

像
診

断
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

、
病

理
診

断
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

、
放

射
線

治
療

品
質

管
理

・
安

全
管

理
体

制
確

立
の

支
援

及
び

放
射

線
治

療
ス

タ
ッ

フ
へ

の
技

術
指

導
等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
、

病
理

診
断

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ
ン

の
件

数
に

つ
い

て
年

間
2
5
0
件

以
上

に
増

加
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

　
都

道
府

県
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
連

絡
協

議
会

、
並

び
に

同
協

議
会

臨
床

試
験

部
会

及
び

が
ん

登
録

部
会

を
開

催
し

、
セ

ン
タ

ー
と

都
道

府
県

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
の

連
携

を
進

め
る

。
　

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

等
に

対
し

、
画

像
診

断
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

、
病

理
診

断
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

、
放

射
線

治
療

品
質

管
理

・
安

全
管

理
体

制
確

立
の

支
援

と
し

て
放

射
線

治
療

品
質

管
理

物
理

品
質

保
証

(Q
u
al

it
y 

A
ss

u
ra

n
ce

)支
援

、
臨

床
試

験
Q

A
評

価
を

引
き

続
き

行
う

と
と

も
に

、
放

射
線

ス
タ

ッ
フ

へ
の

技
術

指
導

等
を

行
う

。
病

理
診

断
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

の
目

標
件

数
を

年
間

3
0
0
件

以
上

と
す

る
。

　
教

育
的

な
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

症
例

を
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
と

し
て

公
開

す
る

仕
組

み
づ

く
り

を
進

め
る

と
と

も
に

、
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

に
利

用
し

て
い

る
オ

ン
ラ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

を
臨

床
試

験
に

応
用

す
る

検
討

を
進

め
る

。

○
都

道
府

県
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
連

絡
協

議
会

が
ん

登
録

部
会

を
開

催
し

、
院

内
が

ん
登

録
の

状
況

、
追

跡
調

査
等

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
実

施
し

た
。

【
平

成
2
4
年

5
月

お
よ

び
8
月

】

○
都

道
府

県
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
連

絡
協

議
会

が
ん

登
録

部
会

デ
ー

タ
利

用
審

査
委

員
会

を
組

織
し

、
院

内
が

ん
登

録
の

デ
ー

タ
利

用
に

関
す

る
申

請
案

件
に

つ
い

て
具

体
的

に
検

討
･審

査
を

開
始

し
た

。

○
都

道
府

県
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
連

絡
協

議
会

を
開

催
し

、
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
と

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
の

連
携

強
化

に
つ

い
て

、
検

討
す

る
と

と
も

に
、

情
報

提
供

・
相

談
支

援
部

会
の

設
置

を
決

定
し

た
。

ま
た

、
「
が

ん
診

療
に

携
わ

る
医

師
に

対
す

る
緩

和
ケ

ア
研

修
会

に
関

す
る

提
案

に
つ

い
て

検
討

し
た

。
【
平

成
2
4
年

7
月

】

○
都

道
府

県
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
連

絡
協

議
会

情
報

提
供

相
談

支
援

部
会

を
開

催
し

、
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

好
事

例
に

つ
い

て
情

報
共

有
を

行
い

、
意

見
交

換
を

実
施

し
た

。
【
平

成
2
4
年

1
1
月

】

○
九

州
・
沖

縄
ブ

ロ
ッ

ク
の

相
談

支
援

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

し
、

県
内

の
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
県

境
を

越
え

た
連

携
に

つ
い

て
、

意
見

交
換

・
情

報
共

有
を

行
っ

た
。

【
平

成
2
4
年

1
2
月

、
平

成
2
5
年

3
月

】

４
．

医
療

の
均

て
ん

化
と

情
報

の
収

集
･発

信
に

関
す

る
事

項
４

．
医

療
の

均
て

ん
化

と
情

報
の

収
集

･発
信

に
関

す
る

事
項

４
．

医
療

の
均

て
ん

化
と

情
報

の
収

集
･発

信
に

関
す

る
事

項
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

（
２

）
情

報
の

収
集

・
発

信
（
２

）
情

報
の

収
集

・
発

信
（
２

）
情

報
の

収
集

・
発

信

①
が

ん
に

関
連

す
る

情
報

の
収

集
・
発

信
体

制
の

整
備

○
セ

ン
タ

ー
発

行
の

が
ん

の
冊

子
を

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

が
安

価
で

購
入

で
き

る
「
が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
刊

行
物

発
注

シ
ス

テ
ム

」
を

推
進

し
、

4
回

の
集

計
で

1
5
5
施

設
よ

り
、

6
6
7
,6

1
9
千

冊
部

の
受

注
を

受
け

、
拠

点
病

院
等

に
供

給
し

た
。

○
民

間
企

業
（
N

K
S
Jひ

ま
わ

り
生

命
、

第
一

生
命

、
ア

フ
ラ

ッ
ク

、
住

友
生

命
）
と

の
間

で
締

結
し

た
が

ん
情

報
普

及
に

関
す

る
包

括
的

連
携

に
関

す
る

協
定

に
基

づ
き

、
が

ん
情

報
普

及
の

た
め

の
啓

発
資

料
の

作
成

、
一

般
向

け
が

ん
啓

発
イ

ベ
ン

ト
で

の
展

示
協

力
（
平

成
２

４
年

9
月

東
京

）
一

般
向

け
が

ん
情

報
講

演
会

（
9
月

東
京

、
名

古
屋

、
1
0
月

大
阪

）
へ

の
協

力
な

ど
を

実
施

し
た

。

○
「
も

し
も

、
が

ん
が

再
発

し
た

ら
」
p
d
f版

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

向
け

電
子

書
籍

版
を

作
成

し
、

公
開

し
た

。

○
働

く
世

代
に

向
け

た
が

ん
情

報
と

し
て

ビ
ジ

ネ
ス

パ
ー

ソ
ン

向
け

の
w
eb

マ
ガ

ジ
ン

サ
イ

ト
で

あ
る

日
経

ビ
ジ

ネ
ス

オ
ン

ラ
イ

ン
に

「
が

ん
と

共
に

働
く

　
ま

ず
一

歩
前

へ
（
は

じ
め

に
、

本
人

編
、

家
族

編
、

病
院

編
、

職
場

編
、

地
域

編
、

ま
と

め
編

）
を

公
開

し
た

後
、

一
部

修
正

し
て

、
が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
に

掲
載

し
た

。
本

コ
ン

テ
ン

ツ
は

、
第

1
9
回

日
経

B
P
広

告
賞

に
て

、
優

秀
デ

ジ
タ

ル
広

告
賞

(タ
イ

ア
ッ

プ
・
経

営
/
社

会
)を

受
賞

し
た

。

○
堺

市
立

健
康

福
祉

プ
ラ

ザ
視

覚
・
聴

覚
障

害
者

セ
ン

タ
ー

と
の

が
ん

情
報

普
及

の
た

め
の

協
定

を
締

結
し

、
が

ん
情

報
の

ニ
ー

ズ
を

も
つ

人
に

対
し

て
点

訳
、

音
訳

な
ど

、
特

殊
な

技
術

を
必

要
と

す
る

媒
体

を
作

成
す

る
と

と
も

に
、

全
国

の
点

字
図

書
館

を
は

じ
め

と
す

る
情

報
提

供
施

設
や

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

の
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
の

連
携

の
促

進
に

つ
い

て
、

検
討

し
た

。

②
患

者
・
家

族
・
国

民
に

対
す

る
が

ん
関

連
情

報
等

の
発

信

○
が

ん
療

養
と

リ
ン

パ
浮

腫
が

ん
の

冊
子

6
種

類
（
G

IS
T

、
精

巣
腫

瘍
、

神
経

膠
腫

（
グ

リ
オ

ー
マ

）
、

が
ん

療
養

と
リ
ン

パ
浮

腫
、

身
近

な
人

が
が

ん
に

な
っ

た
ら

、
も

し
も

、
が

ん
が

再
発

し
た

ら
）
と

ち
ら

し
「
知

れ
ば

安
心

　
が

ん
情

報
」
を

P
D

F
フ

ァ
イ

ル
で

公
開

し
た

。

○
が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
各

種
が

ん
の

情
報

に
お

い
て

、
G

IS
T

を
追

加
す

る
と

と
も

に
、

精
巣

腫
瘍

、
肺

が
ん

、
子

宮
頸

が
ん

、
上

咽
頭

が
ん

、
胃

が
ん

、
胸

腺
腫

と
胸

腺
が

ん
、

食
道

が
ん

、
中

皮
腫

の
ペ

ー
ジ

に
つ

い
て

、
情

報
を

更
新

し
、

タ
ブ

形
式

に
変

更
し

た
。

③
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
の

診
療

実
績

情
報

等
の

情
報

公
開

○
病

院
を

探
す

の
ペ

ー
ジ

を
更

新
し

、
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
の

情
報

に
関

し
て

、
専

門
医

療
職

か
ら

探
す

検
索

機
能

、
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

の
対

応
状

況
や

、
患

者
さ

ん
や

ご
家

族
が

語
り

合
う

た
め

の
場

、
が

ん
に

関
す

る
専

門
外

来
の

設
置

状
況

を
が

ん
種

別
、

都
道

府
県

別
に

一
覧

で
参

照
で

き
る

機
能

な
ど

を
新

た
に

実
装

し
た

。

　
情

報
発

信
に

あ
た

っ
て

は
、

医
療

従
事

者
や

患
者

・
家

族
が

が
ん

に
関

し
て

信
頼

の
お

け
る

情
報

を
分

か
り

や
す

く
入

手
で

き
る

よ
う

、
国

内
外

の
が

ん
に

関
す

る
知

見
を

収
集

、
整

理
及

び
評

価
し

、
科

学
的

根
拠

に
基

づ
く

診
断

及
び

治
療

法
等

に
つ

い
て

、
国

民
向

け
及

び
医

療
機

関
向

け
の

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
。

　
全

国
に

お
い

て
適

切
な

が
ん

対
策

が
実

施
さ

れ
る

よ
う

、
が

ん
に

関
連

す
る

情
報

を
収

集
、

整
理

及
び

評
価

し
、

発
信

す
る

。
ま

た
、

そ
の

た
め

に
必

要
な

体
制

を
整

備
す

る
。

　
患

者
・
家

族
・
国

民
に

対
し

、
が

ん
の

予
防

、
早

期
発

見
、

診
断

、
治

療
及

び
療

養
に

関
す

る
科

学
的

根
拠

の
あ

る
が

ん
関

連
情

報
や

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

の
診

療
実

績
情

報
等

を
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

「
が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
（
一

般
の

方
へ

）
」
、

冊
子

、
患

者
必

携
、

講
演

会
等

を
通

し
て

、
発

信
す

る
。

発
信

情
報

の
作

成
に

当
た

っ
て

は
、

が
ん

対
策

情
報

セ
ン

タ
ー

「
患

者
・
市

民
パ

ネ
ル

」
の

協
力

を
得

て
行

い
、

ま
た

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
情

報
提

供
を

進
め

る
。

  
医

療
者

に
対

し
て

、
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
、

が
ん

の
臨

床
試

験
情

報
 が

ん
診

療
画

像
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
、

パ
ス

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

、
が

ん
研

究
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

の
情

報
を

「
が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
（
医

療
関

係
者

の
方

へ
）
、

（
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
の

方
へ

）
」
よ

り
発

信
す

る
。

　
が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

の
背

景
、

満
足

度
等

を
確

認
す

る
仕

組
み

を
導

入
し

、
利

用
状

況
を

確
認

す
る

。
有

識
者

、
医

療
関

係
者

、
が

ん
患

者
、

家
族

の
代

表
で

構
成

さ
れ

る
「
が

ん
対

策
情

報
セ

ン
タ

ー
運

営
評

議
会

」
の

意
見

に
基

づ
き

サ
ー

ビ
ス

の
改

善
を

行
っ

て
い

く
。

　 　 　

　
患

者
必

携
「
が

ん
に

な
っ

た
ら

手
に

と
る

ガ
イ

ド
」
及

び
「
も

し
も

、
が

ん
が

再
発

し
た

ら
-
-
本

人
と

家
族

に
伝

え
た

い
こ

と
」
の

普
及

・
展

開
を

進
め

る
と

と
も

に
、

「
が

ん
に

な
っ

た
ら

手
に

と
る

ガ
イ

ド
」
の

改
訂

を
行

う
。

　
が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
に

掲
載

す
る

各
種

が
ん

の
解

説
の

更
新

を
行

う
。

　
が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を

実
施

し
、

課
題

の
抽

出
を

行
い

、
改

善
を

図
る

と
と

も
に

、
患

者
・
市

民
パ

ネ
ル

の
協

力
を

得
て

、
新

規
コ

ン
テ

ン
ツ

の
企

画
検

討
、

作
成

、
レ

ビ
ュ

ー
を

実
施

す
る

。
　

「
が

ん
対

策
情

報
セ

ン
タ

ー
外

部
意

見
交

換
会

」
を

開
催

し
、

が
ん

対
策

情
報

セ
ン

タ
ー

の
活

動
に

つ
い

て
意

見
を

い
た

だ
き

、
意

見
に

基
づ

い
た

改
善

を
図

る
。

　
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
推

薦
書

・
現

況
報

告
書

等
の

情
報

を
元

に
、

「
が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
病

院
を

探
す

」
を

改
修

し
、

情
報

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
よ

り
見

や
す

い
情

報
提

供
を

行
う

。
　

が
ん

の
情

報
を

よ
り

広
く

普
及

さ
せ

る
た

め
、

民
間

企
業

と
の

協
業

を
推

進
す

る
。

　
都

道
府

県
に

お
け

る
が

ん
に

関
す

る
情

報
の

普
及

体
制

に
つ

い
て

、
医

療
・
福

祉
介

護
・
行

政
関

係
者

の
構

成
と

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
現

況
を

把
握

し
、

地
域

に
お

け
る

が
ん

患
者

の
療

養
生

活
の

質
の

向
上

に
資

す
る

情
報

提
供

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
を

支
援

す
る

。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

④
患

者
の

視
点

に
立

っ
た

情
報

提
供

⑤
医

療
者

に
対

す
る

公
開

情
報

の
充

実

⑥
が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

の
背

景
、

満
足

度
、

利
用

状
況

の
確

認

○
が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
（
一

般
向

け
サ

イ
ト
）
目

次
を

除
く

全
ペ

ー
ジ

（
約

1
3
0
0
ペ

ー
ジ

）
に

ア
ン

ケ
ー

ト
へ

の
リ
ン

ク
を

設
置

し
、

手
に

入
っ

た
情

報
、

手
に

入
ら

な
か

っ
た

情
報

等
に

つ
い

て
、

w
eb

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

約
2
万

件
の

回
答

を
得

て
、

利
用

者
が

求
め

る
情

報
、

見
つ

け
ら

れ
な

い
情

報
に

つ
い

て
、

分
析

を
行

い
、

ペ
ー

ジ
更

新
に

反
映

し
た

。

○
デ

ジ
タ

ル
録

音
図

書
版

「
も

し
も

、
が

ん
が

再
発

し
た

ら
」
w
eb

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施
を

実
施

し
た

。

○
ビ

ジ
ネ

ス
パ

ー
ソ

ン
向

け
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

を
介

し
て

、
が

ん
に

関
す

る
w
eb

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
た

。

○
全

国
統

一
番

号
に

よ
る

患
者

必
携

サ
ポ

ー
ト
セ

ン
タ

ー
の

電
話

応
対

業
務

を
9
月

よ
り

開
始

す
る

と
と

も
に

、
ち

ら
し

「
知

れ
ば

安
心

が
ん

情
報

」
な

ど
を

介
し

て
、

患
者

必
携

サ
ポ

ー
ト
セ

ン
タ

ー
の

電
話

番
号

の
周

知
に

努
め

、
4
2
3
件

の
相

談
に

対
応

し
た

。

○
患

者
・
市

民
パ

ネ
ル

検
討

会
を

5
月

、
1
1
月

に
開

催
し

、
「
が

ん
に

な
っ

て
も

安
心

で
き

る
社

会
と

は
」
、

「
患

者
・
市

民
パ

ネ
ル

と
し

て
で

き
る

こ
と

」
に

つ
い

て
、

意
見

交
換

を
行

っ
た

。

○
が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
の

新
規

作
成

・
更

新
に

あ
た

り
、

患
者

・
市

民
パ

ネ
ル

に
よ

る
レ

ビ
ュ

ー
を

実
施

し
、

患
者

に
と

っ
て

わ
か

り
や

す
い

情
報

の
作

成
を

心
掛

け
た

。

○
患

者
・
市

民
パ

ネ
ル

の
検

討
に

基
づ

き
、

ち
ら

し
「
知

れ
ば

安
心

が
ん

情
報

」
、

冊
子

「
身

近
な

人
が

が
ん

に
な

っ
た

ら
」
に

つ
い

て
、

企
画

か
ら

検
討

を
進

め
、

公
開

し
た

。

○
が

ん
の

領
域

、
都

道
府

県
、

試
験

進
捗

状
況

に
よ

り
、

が
ん

の
臨

床
試

験
を

絞
り

込
ん

で
表

示
で

き
る

「
が

ん
の

臨
床

試
験

を
探

す
」
を

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

向
け

に
公

開
し

た
。

○
「
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
院

内
が

ん
登

録
全

国
集

計
　

2
0
1
0
年

全
国

集
計

報
告

書
」
を

公
開

し
た

。

○
「
全

国
が

ん
罹

患
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
集

計
（
2
0
0
7
年

罹
患

数
・
率

報
告

）
」
を

公
開

し
た

。

○
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
「
が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
（
医

療
関

係
者

の
方

へ
）
」
に

お
い

て
、

が
ん

診
療

画
像

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
情

報
を

更
新

し
た

。

○
が

ん
診

療
画

像
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（
医

療
関

係
者

向
け

）
で

は
、

新
規

症
例

公
開

（
日

本
語

3
4
例

、
英

語
1
6
例

）
（
公

開
合

計
2
6
9
例

、
1
1
7
例

）
、

オ
ン

ラ
イ

ン
学

習
ソ

フ
ト
（
肺

結
節

の
C

T
診

断
－

腺
癌

の
新

国
際

分
類

に
よ

る
病

理
診

断
解

説
付

）
の

作
成

・
公

開
、

病
理

診
断

の
た

め
の

手
引

き
集

の
統

合
と

再
配

置
を

実
施

、
リ
ン

ク
・
二

次
利

用
・
著

作
権

お
よ

び
投

稿
規

定
を

公
開

し
た

。

　
　 　   

 

　 　
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
等

に
お

い
て

実
施

さ
れ

る
院

内
が

ん
登

録
及

び
都

道
府

県
に

お
い

て
実

施
さ

れ
る

地
域

が
ん

登
録

等
の

実
施

状
況

を
把

握
し

、
が

ん
対

策
情

報
セ

ン
タ

ー
に

デ
－

タ
を

収
集

し
、

集
計

・
発

信
を

行
う

と
と

も
に

、
予

後
調

査
な

ど
の

転
帰

情
報

の
収

集
を

支
援

す
る

。
　

地
域

が
ん

登
録

、
院

内
が

ん
登

録
の

登
録

項
目

の
標

準
化

を
促

進
す

る
。

ま
た

、
地

域
が

ん
登

録
実

施
県

を
増

加
さ

せ
る

た
め

に
、

地
域

が
ん

登
録

の
標

準
方

式
の

設
定

、
標

準
方

式
に

準
拠

し
た

シ
ス

テ
ム

開
発

・
配

布
、

登
録

実
務

担
当

者
の

教
育

研
修

な
ど

を
通

じ
て

、
未

実
施

県
で

の
導

入
に

際
し

て
技

術
的

支
援

を
行

う
。

　
こ

の
た

め
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
、

院
内

が
ん

登
録

実
地

調
査

に
つ

い
て

、
合

計
1
3
0
施

設
以

上
、

全
て

の
都

道
府

県
で

の
実

施
を

目
指

す
。

ま
た

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
地

域
が

ん
登

録
訪

問
調

査
に

つ
い

て
、

全
て

の
都

道
府

県
に

訪
問

調
査

を
実

施
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

　 　 　 　 　 　 　 　
地

域
が

ん
登

録
、

院
内

が
ん

登
録

の
登

録
項

目
の

標
準

化
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
地

域
が

ん
登

録
の

標
準

方
式

の
普

及
、

こ
れ

に
準

拠
し

た
シ

ス
テ

ム
開

発
・

配
布

、
登

録
実

務
担

当
者

の
教

育
研

修
な

ど
を

通
じ

て
、

都
道

府
県

や
医

療
施

設
等

で
の

導
入

及
び

運
用

に
対

す
る

技
術

的
支

援
を

行
う

。
　

院
内

が
ん

登
録

実
地

調
査

を
1
0
県

3
1
施

設
以

上
で

、
地

域
が

ん
登

録
訪

問
調

査
を

1
7
県

以
上

で
実

施
し

て
、

地
域

が
ん

登
録

等
の

実
施

状
況

を
把

握
し

、
が

ん
対

策
情

報
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
デ

－
タ

を
収

集
、

集
計

、
発

信
す

る
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

⑦
「
が

ん
対

策
情

報
セ

ン
タ

ー
外

部
意

見
交

換
会

」
の

開
催

○
第

４
回

外
部

委
員

意
見

交
換

会
を

開
催

し
、

が
ん

対
策

情
報

セ
ン

タ
ー

の
活

動
に

つ
い

て
の

意
見

を
伺

い
、

活
動

の
参

考
に

し
た

。
【
平

成
2
4
年

７
月

４
日

】

⑧
地

域
が

ん
登

録
等

の
実

施
状

況
の

把
握

○
地

域
が

ん
登

録
に

つ
い

て
は

、
研

究
班

に
提

出
さ

れ
た

3
6
道

府
県

（
う

ち
2
府

県
参

考
値

）
の

罹
患

デ
ー

タ
か

ら
、

基
準

を
満

た
す

2
6

府
県

デ
-
タ

に
基

づ
き

2
0
0
8
年

の
罹

患
数

・
率

全
国

値
推

計
を

行
い

、
結

果
を

報
告

書
と

し
て

ま
と

め
公

表
し

、
全

国
の

関
係

機
関

に
配

布
す

る
予

定
で

あ
る

。

○
院

内
が

ん
登

録
に

つ
い

て
は

、
2
0
1
0
年

全
国

集
計

（
3
8
8
施

設
、

5
4
8
,9

7
9
症

例
）
に

関
す

る
報

告
書

（
施

設
別

集
計

を
含

む
）
を

作
成

し
、

拠
点

病
院

他
に

配
布

・
公

表
し

た
。

ま
た

、
3
9
7
拠

点
病

院
か

ら
2
0
1
1
年

症
例

デ
ー

タ
を

収
集

（
5
8
4
,1

2
2
症

例
）
し

、
報

告
書

の
公

表
に

向
け

た
作

業
を

行
っ

た
。

○
ま

た
、

準
拠

点
病

院
（
2
7
5
施

設
程

度
）
を

対
象

に
、

2
0
1
1
年

症
例

デ
ー

タ
を

手
上

げ
方

式
で

1
5
6
施

設
か

ら
約

8
.9

万
件

の
収

集
を

行
っ

た
。

⑨
地

域
が

ん
登

録
、

院
内

が
ん

登
録

の
登

録
項

目
の

標
準

化

○
地

域
が

ん
登

録
の

標
準

登
録

様
式

と
院

内
が

ん
登

録
の

標
準

登
録

様
式

の
共

通
化

を
図

る
べ

く
、

双
方

の
改

定
案

を
策

定
し

た
上

で
、

前
者

は
地

域
が

ん
登

録
関

係
者

に
お

い
て

協
議

し
、

後
者

は
拠

点
病

院
院

内
が

ん
登

録
の

登
録

様
式

改
定

手
続

を
進

め
る

よ
う

厚
生

労
働

省
健

康
局

が
ん

対
策

・
健

康
増

進
課

に
政

策
提

案
し

た
。

○
U

IC
C

 T
N

M
分

類
第

7
版

に
つ

い
て

の
研

修
を

継
続

的
に

実
施

し
、

ま
た

、
幅

広
く

地
域

の
要

望
に

応
じ

て
、

地
域

で
の

研
修

会
に

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
検

討
や

教
材

提
供

な
ど

で
協

力
し

た
。

⑩
地

域
が

ん
登

録
未

実
施

県
で

の
導

入
に

向
け

た
技

術
的

支
援

○
地

域
が

ん
登

録
事

業
実

施
全

県
に

お
い

て
、

地
域

が
ん

登
録

標
準

方
式

の
運

用
を

継
続

支
援

し
た

。

○
研

究
班

で
開

発
し

、
平

成
2
2
年

度
に

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

に
譲

渡
さ

れ
た

地
域

が
ん

登
録

の
標

準
シ

ス
テ

ム
を

保
守

・
改

修
し

、
各

県
へ

の
シ

ス
テ

ム
導

入
・
保

守
を

支
援

す
る

業
務

を
開

始
し

た
（
標

準
シ

ス
テ

ム
利

用
県

は
前

年
度

よ
り

3
県

増
え

、
3
7
県

と
な

っ
た

）
。

○
地

域
が

ん
登

録
未

実
施

県
に

お
け

る
事

業
立

ち
上

げ
の

支
援

を
行

っ
た

（
実

施
県

は
前

年
度

よ
り

2
県

増
え

、
4
7
県

と
な

っ
た

）
。

⑪
院

内
が

ん
登

録
実

地
調

査
及

び
地

域
が

ん
登

録
訪

問
調

査

【
院

内
が

ん
登

録
実

地
調

査
】

 1
0
県

3
2
施

設
/
目

標
1
0
県

3
1
施

設
以

上

【
地

域
が

ん
登

録
訪

問
調

査
】

1
9
県

(事
業

実
施

1
6
県

、
事

業
開

始
3
県

)/
目

標
1
7
県

以
上
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

５
．

国
へ

の
政

策
提

言
に

関
す

る
事

項

（
1
）
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
専

門
的

な
政

策
提

言

　
医

療
政

策
を

よ
り

強
固

な
科

学
的

根
拠

に
基

づ
き

、
か

つ
、

医
療

現
場

の
実

態
に

即
し

た
も

の
に

す
る

た
め

、
科

学
的

見
地

か
ら

専
門

的
提

言
を

行
う

こ
と

。

（
2
）
政

策
提

案
を

恒
常

的
に

実
施

す
る

組
織

の
構

築

○
日

本
の

が
ん

医
療

・
研

究
・
教

育
を

巡
る

諸
問

題
等

に
関

し
て

、
理

事
長

の
シ

ン
ク

タ
ン

ク
と

し
て

検
討

指
示

事
項

に
対

す
る

情
報

収
集

・
分

析
、

対
応

策
に

つ
い

て
答

申
及

び
提

言
等

を
行

う
組

織
と

し
て

、
企

画
戦

略
局

を
設

置
し

た
。

○
国

立
高

度
専

門
医

療
セ

ン
タ

ー
の

理
事

長
会

議
に

お
い

て
、

新
た

に
現

場
担

当
部

長
ら

に
よ

る
「
た

ば
こ

」
に

関
す

る
共

同
調

査
事

業
の

合
同

会
議

を
発

足
さ

せ
る

な
ど

、
6
セ

ン
タ

ー
が

密
接

に
協

力
し

て
政

策
課

題
に

つ
い

て
検

討
を

実
施

し
た

。

　
我

が
国

の
が

ん
対

策
が

、
よ

り
強

固
な

科
学

的
根

拠
を

持
ち

、
か

つ
、

が
ん

患
者

を
含

め
た

国
民

の
視

点
に

立
っ

た
実

情
に

即
し

た
も

の
に

な
る

よ
う

、
世

界
の

科
学

技
術

の
動

向
、

研
究

成
果

や
そ

の
有

効
性

、
社

会
情

勢
、

社
会

的
要

請
等

を
踏

ま
え

、
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
専

門
的

な
政

策
提

言
を

行
う

。
　

ま
た

、
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
政

策
提

言
機

能
を

実
施

す
る

た
め

の
組

織
を

構
築

す
る

。

　
我

が
国

の
が

ん
対

策
が

、
よ

り
強

固
な

科
学

的
根

拠
を

持
ち

、
か

つ
、

が
ん

患
者

を
含

め
た

国
民

の
視

点
に

立
っ

た
も

の
と

な
る

よ
う

、
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
等

と
の

連
携

の
下

に
が

ん
医

療
の

実
態

把
握

を
行

う
と

と
も

に
、

世
界

の
科

学
技

術
の

動
向

、
研

究
成

果
や

そ
の

有
効

性
の

把
握

・
評

価
に

努
め

、
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
専

門
的

な
政

策
提

言
を

行
う

。
　

高
度

先
駆

的
医

療
を

均
て

ん
化

す
る

た
め

に
必

要
な

諸
条

件
の

整
備

に
つ

い
て

政
策

提
言

す
る

。
　

医
療

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

会
議

と
の

緊
密

な
連

携
の

下
に

、
国

家
戦

略
と

し
て

の
医

療
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
に

向
け

、
積

極
的

な
提

言
を

行
う

。
ま

た
、

ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
に

共
通

す
る

政
策

課
題

に
つ

い
て

協
議

す
る

た
め

、
６

ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
連

絡
協

議
会

を
定

期
的

に
開

催
す

る
。

　
が

ん
と

共
生

で
き

る
社

会
作

り
に

つ
い

て
の

国
民

的
合

意
の

形
成

に
向

け
て

、
医

療
経

済
、

社
会

保
障

、
生

命
倫

理
等

を
含

め
た

学
際

的
な

議
論

を
行

う
。

○
全

国
の

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

の
意

見
を

取
り

ま
と

め
、

２
０

１
２

年
６

月
策

定
の

が
ん

対
策

推
進

基
本

計
画

に
お

い
て

、
緩

和
ケ

ア
が

「
が

ん
と

診
断

さ
れ

た
時

か
ら

」
と

変
更

さ
れ

た
意

義
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
研

修
会

の
担

い
手

で
あ

る
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
に

お
け

る
研

修
会

開
催

の
実

情
を

加
味

し
た

緩
和

ケ
ア

研
修

体
制

の
見

直
し

が
行

な
わ

れ
る

よ
う

、
厚

生
労

働
省

に
提

案
書

を
提

出
し

た
。

○
が

ん
登

録
を

推
進

し
て

い
く

た
め

の
議

論
を

よ
り

一
層

深
め

て
い

く
た

め
、

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

連
絡

協
議

会
が

ん
登

録
部

会
を

2
回

開
催

し
、

が
ん

登
録

に
関

わ
る

提
言

等
を

意
見

聴
取

し
た

。

○
6
N

C
バ

イ
オ

バ
ン

ク
運

営
協

議
会

並
び

に
そ

の
下

部
組

織
で

あ
る

4
つ

の
検

討
部

会
に

参
加

し
、

6
N

C
バ

イ
オ

バ
ン

ク
（
N

C
B

N
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）
の

構
築

を
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

従
い

進
め

た
。

○
が

ん
に

関
す

る
正

し
い

知
識

の
国

民
へ

の
普

及
と

、
が

ん
患

者
が

抱
え

る
生

活
上

の
不

便
さ

の
軽

減
に

役
立

つ
情

報
の

提
供

を
目

的
に

、
創

立
5
0
周

年
記

念
イ

ベ
ン

ト
「
が

ん
の

今
と

、
こ

れ
か

ら
」
を

開
催

し
、

患
者

・
国

民
に

広
く

当
セ

ン
タ

ー
の

最
新

の
研

究
活

動
、

が
ん

患
者

の
療

養
支

援
情

報
を

展
示

、
フ

ォ
ー

ラ
ム

、
W

eb
配

信
に

て
発

信
し

た
。

○
が

ん
患

者
の

抱
え

る
生

活
上

の
不

便
さ

を
把

握
す

る
た

め
、

外
来

患
者

を
対

象
に

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

基
づ

き
、

不
便

さ
の

類
型

と
そ

の
軽

減
の

た
め

の
工

夫
に

つ
い

て
整

理
し

、
5
0
周

年
記

念
イ

ベ
ン

ト
の

企
画

に
反

映
さ

せ
た

。

○
６

ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

「
た

ば
こ

」
に

関
す

る
共

同
調

査
事

業
を

開
始

す
る

た
め

、
各

専
門

領
域

を
活

か
し

た
活

動
計

画
な

ら
び

に
研

究
企

画
に

つ
い

て
、

討
議

・
検

討
を

行
う

た
め

の
各

担
当

部
長

に
よ

る
合

同
会

議
を

設
置

し
た

。

○
都

道
府

県
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
連

絡
協

議
会

情
報

提
供

・
相

談
支

援
部

会
に

お
い

て
、

拠
点

病
院

と
し

て
、

持
つ

べ
き

情
報

提
供

・
相

談
支

援
機

能
に

つ
い

て
、

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。

○
2
0
1
2
年

1
1
月

に
が

ん
医

療
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0
1
2
「
地

域
で

支
え

る
新

し
い

が
ん

医
療

の
か

た
ち

」
を

開
催

、
人

文
社

会
科

学
の

視
点

を
加

え
た

学
際

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
り

、
文

化
・
社

会
的

背
景

な
ど

の
社

会
環

境
を

踏
ま

え
た

全
人

的
な

が
ん

患
者

の
療

養
支

援
に

向
け

た
議

論
を

行
い

、
が

ん
情

報
サ

ー
ビ

ス
を

通
し

て
広

く
発

信
し

た
。

５
．

国
へ

の
政

策
提

言
に

関
す

る
事

項
５

．
国

へ
の

政
策

提
言

に
関

す
る

事
項

５
．

国
へ

の
政

策
提

言
に

関
す

る
事

項
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

６
．

そ
の

他
我

が
国

の
医

療
政

策
の

推
進

等
に

関
す

る
事

項

（
１

）
公

衆
衛

生
上

の
重

大
な

危
害

へ
の

対
応

①
災

害
や

公
衆

衛
生

上
重

大
な

危
機

が
発

生
し

た
場

合
の

対
応

（
２

）
国

際
貢

献
（
２

）
国

際
貢

献
（
２

）
国

際
貢

献
（
２

）
国

際
貢

献

①
国

際
貢

献
・
国

際
連

携

  
我

が
国

に
お

け
る

が
ん

に
対

す
る

中
核

的
機

関
と

し
て

、
そ

の
特

性
に

応
じ

た
国

際
貢

献
を

行
う

こ
と

。

　
わ

が
国

の
が

ん
対

策
の

中
核

機
関

と
し

て
、

知
的

支
援

体
制

を
整

え
積

極
的

に
国

際
貢

献
を

図
っ

て
い

く
。

そ
の

た
め

、
が

ん
の

研
究

・
医

療
・
政

策
に

係
る

国
際

的
団

体
へ

の
貢

献
を

は
じ

め
と

し
て

、
研

究
開

発
や

政
策

形
成

等
に

お
け

る
国

際
連

携
に

積
極

的
に

参
加

・
参

画
す

る
と

と
も

に
、

二
国

間
等

で
の

研
究

等
協

力
を

推
進

し
て

い
く

。

　
わ

が
国

の
が

ん
対

策
の

中
核

機
関

と
し

て
、

が
ん

の
研

究
・
医

療
・
政

策
に

係
る

国
際

的
団

体
へ

の
貢

献
を

は
じ

め
と

し
て

、
研

究
開

発
や

政
策

形
成

等
に

お
け

る
国

際
連

携
に

積
極

的
に

参
加

・
参

画
す

る
と

と
も

に
、

二
国

間
等

で
の

研
究

等
協

力
を

推
進

す
る

。

○
国

際
が

ん
ゲ

ノ
ム

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
 (
IC

G
C

)の
活

動
と

し
て

、
肝

が
ん

・
肺

が
ん

の
W

o
rk

in
g 

gr
o
u
p
を

開
催

し
た

。
ま

た
希

少
が

ん
の

解
析

に
お

け
る

国
際

協
力

体
制

構
築

に
向

け
て

、
IC

G
C

 b
o
n
e 

ca
n
ce

r 
m

ee
ti
n
gに

日
本

の
代

表
と

し
て

参
加

し
た

。

○
国

際
ヒ

ト
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
（
IH

E
C

）
 の

我
が

国
の

代
表

チ
ー

ム
と

し
て

、
正

常
肝

細
胞

等
の

標
準

エ
ピ

ゲ
ノ

ム
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
を

決
定

し
、

デ
ー

タ
公

開
を

準
備

し
た

。
IH

E
C

国
際

科
学

委
員

を
務

め
、

同
委

員
会

・
年

次
集

会
等

に
参

加
し

、
国

際
貢

献
を

図
っ

た
。

○
H

u
m

an
 P

ro
te

o
m

e 
O

rg
an

iz
at

io
n
 (
H

U
P
O

)が
主

催
す

る
抗

体
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
で

あ
る

A
n
ti
b
o
d
y-

b
as

ed
 P

ro
te

in
 C

ap
tu

re
C

o
m

m
it
te

eに
co

-
ch

ai
rと

し
て

参
加

し
、

デ
ー

タ
登

録
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
に

貢
献

し
た

。

○
国

際
共

同
研

究
（
F
em

al
e 

L
u
n
g 

C
an

ce
r 

C
o
n
so

rt
iu

m
 i
n
 A

si
a：

F
L
C

C
A

)に
参

画
し

、
ア

ジ
ア

人
非

喫
煙

者
女

性
の

肺
腺

が
ん

リ
ス

ク
を

規
定

す
る

遺
伝

子
座

を
複

数
個

同
定

し
た

。

○
イ

ン
ド

ー
日

本
・
二

国
間

国
際

交
流

事
業

：
研

究
所

の
分

子
細

胞
治

療
研

究
分

野
は

JS
T

の
助

成
に

よ
り

、
イ

ン
ド

の
ニ

ュ
ー

デ
リ
ー

の
国

立
研

究
機

関
で

あ
る

IC
G

B
E
と

の
国

際
交

流
を

通
し

て
、

 H
B

V
と

肝
細

胞
が

ん
に

関
す

る
m

ic
ro

R
N

A
研

究
を

共
同

で
開

始
し

た
。

双
方

の
研

究
者

が
両

国
を

訪
問

、
短

期
滞

在
し

、
共

同
研

究
を

実
施

し
た

。

○
デ

ン
マ

ー
ク

ー
日

本
・
戦

略
的

国
際

科
学

技
術

協
力

推
進

事
業

：
研

究
所

の
分

子
細

胞
治

療
研

究
分

野
は

、
JS

T
と

デ
ン

マ
ー

ク
科

学
技

術
開

発
庁

（
D

A
S
T

I）
の

双
方

の
助

成
に

よ
り

，
デ

ン
マ

ー
ク

の
オ

ー
フ

ス
大

学
と

の
共

同
研

究
で

、
前

立
腺

が
ん

、
乳

が
ん

に
関

す
る

分
泌

型
m

ic
ro

R
N

A
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

探
索

を
共

同
で

開
始

し
た

。
特

に
，

オ
ー

フ
ス

大
学

の
有

す
る

バ
イ

オ
バ

ン
ク

事
業

と
の

連
携

を
は

か
る

。

○
韓

国
が

ん
セ

ン
タ

ー
を

は
じ

め
と

す
る

韓
国

の
3
施

設
と

、
頭

蓋
内

胚
細

胞
腫

の
ゲ

ノ
ム

解
析

に
関

す
る

共
同

研
究

を
開

始
す

る
こ

と
で

合
意

し
た

。

○
韓

国
が

ん
セ

ン
タ

ー
を

訪
問

し
、

共
同

研
究

及
び

バ
イ

オ
バ

ン
ク

構
築

に
つ

い
て

情
報

交
換

を
進

め
た

。

　

 
 

 

　 　

 
  

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

　
 

 

　
 公

衆
衛

生
上

重
大

な
危

害
が

発
生

し
又

は
発

生
し

よ
う

と
し

て
い

る
場

合
に

は
、

国
の

要
請

に
応

じ
、

迅
速

か
つ

適
切

な
対

応
を

行
う

こ
と

。

　
国

の
要

請
に

対
し

て
は

積
極

的
な

対
応

を
行

う
。

ま
た

、
災

害
や

公
衆

衛
生

上
重

大
な

危
機

が
発

生
し

又
は

発
生

し
よ

う
と

し
て

い
る

場
合

に
は

、
が

ん
医

療
に

関
す

る
範

囲
内

に
て

、
可

能
な

限
り

適
切

な
対

応
を

行
う

。

　
国

の
要

請
に

対
し

て
は

積
極

的
な

対
応

を
行

う
。

ま
た

、
災

害
や

公
衆

衛
生

上
重

大
な

危
機

が
発

生
し

又
は

発
生

し
よ

う
と

し
て

い
る

場
合

に
は

、
が

ん
医

療
に

関
す

る
範

囲
内

に
て

、
可

能
な

限
り

適
切

な
対

応
を

行
う

。

○
東

日
本

大
規

模
地

震
を

教
訓

に
地

震
を

想
定

し
た

災
害

訓
練

を
実

施
し

た
。

○
国

民
の

生
活

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

る
放

射
線

量
に

関
す

る
情

報
に

つ
い

て
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
通

じ
て

積
極

的
に

発
信

し
た

。

（
１

）
公

衆
衛

生
上

の
重

大
な

危
害

へ
の

対
応

（
１

）
公

衆
衛

生
上

の
重

大
な

危
害

へ
の

対
応

（
１

）
公

衆
衛

生
上

の
重

大
な

危
害

へ
の

対
応

６
．

そ
の

他
我

が
国

の
医

療
政

策
の

推
進

等
に

関
す

る
事

項
６

．
そ

の
他

我
が

国
の

医
療

政
策

の
推

進
等

に
関

す
る

事
項

６
．

そ
の

他
我

が
国

の
医

療
政

策
の

推
進

等
に

関
す

る
事

項
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

  
　

　
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

○
日

韓
が

ん
研

究
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

組
織

し
た

。

○
中

国
の
复

旦
大

学
と

消
化

管
間

質
腫

瘍
の

共
同

研
究

を
行

い
、

術
後

再
発

を
予

測
す

る
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

の
検

証
実

験
に

着
手

し
た

。
肝

細
胞

が
ん

に
関

し
て

も
共

同
研

究
を

行
っ

て
お

り
、

組
織

ア
レ

イ
を

用
い

た
プ

ロ
テ

オ
ー

ム
解

析
に

よ
り

、
早

期
再

発
に

関
わ

る
核

内
因

子
を

網
羅

的
に

解
析

し
た

。
ま

た
、

中
国

人
臨

床
医

１
名

を
受

け
入

れ
、

プ
ロ

テ
オ

ー
ム

解
析

の
実

験
指

導
を

行
な

っ
た

。

○
日

中
韓

交
流

事
業

に
参

加
し

た
。

○
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
の

カ
ロ

リ
ン

ス
カ

研
究

所
と

抗
体

を
用

い
た

タ
ン

パ
ク

質
の

翻
訳

後
修

飾
の

網
羅

的
解

析
を

実
施

し
た

。

○
タ

イ
の

コ
ン

　
カ

エ
ン

大
学

よ
り

大
学

院
生

1
名

を
受

け
入

れ
、

H
P
V

1
6
の

ア
ジ

ア
型

バ
リ
ア

ン
ト
の

高
発

が
ん

性
に

関
し

て
共

同
研

究
を

開
始

し
た

。

○
が

ん
患

者
の

味
覚

障
害

に
関

す
る

患
者

の
実

態
調

査
を

２
国

間
の

共
同

研
究

（
日

本
—

タ
イ

）
と

し
て

行
っ

た
。

口
内

炎
に

よ
る

Q
O

L
低

下
を

予
防

す
る

た
め

の
基

礎
研

究
を

開
始

し
た

。

○
N

at
u
re

 P
u
b
lis

h
in

g 
G

ro
u
p
が

主
催

す
る

抗
体

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

で
あ

る
A

n
ti
b
o
d
yp

ed
ia

に
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
と

し
て

参
加

し
、

デ
ー

タ
登

録
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
に

貢
献

し
た

。

○
W

H
O

-
F
IC

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

に
日

本
協

力
セ

ン
タ

ー
の

一
員

と
し

て
参

加
し

、
IC

D
（
国

際
疾

病
分

類
）
の

改
善

（
U

p
d
at

e）
に

協
力

し
た

。

○
IC

D
-
1
1
策

定
に

関
す

る
腫

瘍
に

関
連

ア
ド

バ
イ

ザ
リ
ー

・
グ

ル
ー

プ
（
N

eo
p
la

sm
 T

A
G

）
の

メ
ン

バ
ー

と
し

て
、

IC
D

-
1
1
の

β
バ

ー
ジ

ョ
ン

の
作

成
作

業
に

従
事

し
た

。

○
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
国

で
運

用
さ

れ
て

い
る

死
因

統
計

シ
ス

テ
ム

（
IR

IS
）
の

導
入

検
討

に
関

連
し

て
、

独
・
仏

・
伊

3
国

の
状

況
を

視
察

す
る

と
共

に
、

コ
ア

グ
ル

ー
プ

会
議

に
参

加
し

、
改

善
の

プ
ロ

セ
ス

に
貢

献
し

た
。

○
多

施
設

臨
床

試
験

支
援

セ
ン

タ
ー

が
支

援
し

て
い

る
JC

O
G

試
験

の
う

ち
以

下
の

2
試

験
を

国
際

共
同

研
究

と
し

て
実

施
し

た
。

　
・
日

韓
共

同
：
JC

O
G

0
7
0
5
（
治

癒
切

除
不

能
進

行
胃

癌
に

対
す

る
胃

切
除

術
の

意
義

に
関

す
る

ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
第

Ⅲ
相

試
験

）
　

・
日

米
共

同
：
JC

O
G

1
0
0
8
（
高

齢
切

除
不

能
進

行
大

腸
癌

に
対

す
る

全
身

化
学

療
法

に
関

す
る

ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
第

Ⅲ
相

試
験

）

○
昭

和
5
3
年

以
来

の
「
喫

煙
と

健
康

」
W

H
O

指
定

研
究

協
力

セ
ン

タ
ー

と
し

て
、

「
世

界
禁

煙
デ

ー
記

念
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
（
東

京
フ

ォ
ー

ラ
ム

）
」
を

「
命

の
た

め
の

政
策

：
た

ば
こ

産
業

の
妨

害
を

阻
止

し
よ

う
」
を

厚
生

労
働

省
と

共
催

し
、

W
H

O
の

た
ば

こ
規

制
に

関
す

る
国

際
的

な
最

新
知

見
の

共
有

と
情

報
発

信
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

W
H

O
た

ば
こ

規
制

枠
組

条
約

の
第

5
条

3
項

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
翻

訳
、

発
行

す
る

と
と

も
に

、
W

H
O

た
ば

こ
規

制
枠

組
条

約
第

5
回

締
約

国
会

議
（
C

O
P
５

）
に

政
府

代
表

団
副

団
長

と
し

て
出

席
し

た
。

○
W

H
O

た
ば

こ
規

制
枠

組
条

約
の

第
1
4
条

普
及

の
た

め
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
に

関
す

る
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
に

専
門

家
と

し
て

出
席

し
た

。

○
W

H
O

た
ば

こ
規

制
枠

組
条

約
の

認
知

促
進

の
た

め
、

「
F
C

T
C

の
日

」
を

設
け

、
啓

発
普

及
の

た
め

の
ス

ト
リ
ー

ミ
ン

グ
番

組
を

配
信

し
た

。

○
W

H
O

た
ば

こ
規

制
枠

組
条

約
第

9
条

/
1
0
条

、
第

1
2
条

、
第

1
3
条

、
第

1
4
条

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

翻
訳

し
た

。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

  
　

　
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

　

 
 

 

　 　 ○
W

H
O

西
太

平
洋

地
域

ク
ィ

ッ
ト
ラ

イ
ン

（
禁

煙
電

話
相

談
）
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
に

参
加

し
た

。

○
台

湾
衛

生
研

究
所

に
よ

る
保

健
医

療
従

事
者

の
た

め
の

た
ば

こ
対

策
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
に

専
門

家
と

し
て

招
聘

さ
れ

た
。

○
外

国
人

の
任

意
研

修
・
見

学
等

４
月

か
ら

新
規

に
1
3
1
人

（
1
月

中
開

始
見

込
み

２
人

及
び

中
国

衛
生

庁
協

力
研

修
の

４
人

含
む

）
受

け
入

れ
た

。

○
国

際
協

力
機

構
（
JI

C
A

）
か

ら
委

託
さ

れ
た

外
国

人
の

研
修

を
実

施
し

た
。

（
８

人
受

け
入

れ
）

○
提

携
後

初
の

合
同

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
（
N

C
C

＆
タ

イ
の

マ
ヒ

ド
ン

大
学

ラ
マ

テ
ィ

ボ
デ

ィ
病

院
＆

順
天

堂
）
を

バ
ン

コ
ク

に
て

開
催

し
た

。
（
中

央
病

院
と

東
病

院
か

ら
1
1
人

の
医

師
及

び
看

護
師

ら
が

参
加

し
た

。
）
【
平

成
2
4
年

7
月

】

○
順

天
堂

＋
北

京
大

学
合

同
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
に

当
セ

ン
タ

ー
医

師
2
名

が
シ

ン
ポ

ジ
ス

ト
と

し
て

参
加

し
た

。
【
平

成
2
4
年

9
月

】

○
各

国
政

府
要

人
を

含
め

た
９

件
の

視
察

対
応

を
行

っ
た

。
（
中

国
、

ト
ル

ク
メ

ニ
ス

タ
ン

、
ロ

シ
ア

等
か

ら
の

要
人

等
、

W
H

O
）

○
M

ed
ic

al
 E

xc
el

le
n
ce

 J
A

P
A

N
と

協
力

し
外

国
人

患
者

の
受

け
入

れ
体

制
の

整
備

を
完

了
し

た
。

○
複

数
の

ア
ジ

ア
諸

国
の

主
要

が
ん

セ
ン

タ
ー

・
大

学
と

の
連

携
に

向
け

た
作

業
を

行
っ

て
い

る
。

○
国

際
共

同
研

究
（
A

si
a 

B
re

as
t 

C
an

ce
r 

C
o
n
so

rt
iu

m
: 
A

B
C

C
）
に

参
画

し
、

乳
が

ん
リ
ス

ク
に

関
連

す
る

遺
伝

子
多

型
を

明
ら

か
に

し
た

。

○
国

際
共

同
研

究
（
C

o
lla

b
o
ra

ti
ve

 G
ro

u
p
 o

n
 H

o
rm

o
n
al

 F
ac

to
rs

 i
n
 B

re
as

t 
C

an
ce

r）
に

参
画

し
、

生
理

・
生

殖
要

因
と

乳
が

ん
リ

ス
ク

の
関

連
を

大
規

模
統

合
解

析
に

よ
り

明
ら

か
に

し
た

。

○
国

際
共

同
研

究
（
A

si
a 

C
o
h
o
rt

 C
o
n
so

rt
iu

m
: 
A

C
C

）
に

参
画

し
、

コ
ホ

ー
ト
研

究
の

統
合

解
析

に
よ

り
、

体
格

と
膵

が
ん

死
亡

、
喫

煙
・
飲

酒
・
体

格
と

小
腸

が
ん

リ
ス

ク
、

体
格

と
糖

尿
病

の
関

連
を

明
ら

か
に

し
た

。

○
国

際
共

同
研

究
（
H

ar
va

rd
 P

o
o
lin

g 
P
ro

je
ct

）
に

参
画

し
、

コ
ホ

ー
ト
研

究
の

統
合

解
析

に
よ

り
、

カ
ロ

テ
ノ

イ
ド

摂
取

と
ホ

ル
モ

ン
受

容
体

別
乳

が
ん

リ
ス

ク
の

関
連

を
明

ら
か

に
し

た
。

○
米

国
、

ブ
ラ

ジ
ル

に
お

け
る

日
系

移
民

を
対

象
と

し
た

国
際

共
同

研
究

に
よ

る
成

果
を

3
本

の
原

著
論

文
と

し
て

発
表

し
た

。

〇
E
u
ro

p
ea

n
 g

u
id

el
in

es
 f
o
r 

q
u
al

it
y 

as
su

ra
n
ce

 i
n
 c

o
lo

re
ct

al
 c

an
ce

r 
sc

re
en

in
g 

an
d
 d

ia
gn

o
si

s.
 F

ir
st

 E
d
it
io

n
. 
に

re
vi

ew
er

と
し

て
参

画
し

た
。

〇
In

te
rn

at
io

n
al

 C
an

ce
r 

S
cr

ee
n
in

g 
N

et
 W

o
rk

　
(N

C
Iに

よ
る

) 
に

日
本

の
乳

が
ん

検
診

、
子

宮
が

ん
検

診
に

関
す

る
p
ro

gr
am

u
p
d
at

e 
を

行
い

、
世

界
の

が
ん

検
診

標
準

化
の

た
め

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築
に

協
力

し
た

。
h
tt

p
:/

/
ap

p
lie

d
re

se
ar

ch
.c

an
ce

r.
go

v/
ic

sn
/
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

第
２

　
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
取

る
べ

き
措

置

１
．

効
率

的
な

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

（
１

）
効

率
的

な
業

務
運

営
体

制

①
副

院
長

複
数

制
の

導
入

○
複

数
の

副
院

長
に

よ
る

役
割

分
担

の
下

に
、

病
院

経
営

の
効

率
的

な
運

用
を

引
き

続
き

継
続

し
た

。
　

・
中

央
病

院
：
診

療
担

当
、

教
育

担
当

、
研

究
担

当
、

医
療

安
全

担
当

　
・
東

病
院

：
診

療
・
経

営
担

当
、

教
育

・
研

究
担

当
、

医
療

安
全

管
理

担
当

②
事

務
部

門
の

改
革

ア
　

事
務

部
門

の
配

置
見

直
し

　
病

院
部

門
に

お
い

て
は

、
複

数
の

副
院

長
に

よ
る

役
割

分
担

の
下

に
病

院
経

営
の

効
率

的
な

運
用

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

診
療

科
長

制
度

の
下

に
中

央
病

院
と

東
病

院
が

同
一

の
診

療
方

針
に

基
づ

き
診

療
に

当
た

る
体

制
を

構
築

す
る

。

○
事

務
職

に
お

い
て

は
統

括
事

務
部

長
及

び
東

病
院

事
務

部
長

の
ポ

ス
ト
を

導
入

し
、

ラ
イ

ン
の

権
限

と
責

任
の

明
確

化
を

図
っ

た
。

○
診

断
書

作
成

業
務

の
委

託
に

伴
っ

て
、

医
療

支
援

室
を

廃
止

し
た

。

②
事

務
部

門
の

改
革

　
業

務
の

質
の

向
上

及
び

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

強
化

を
目

指
し

、
か

つ
、

効
率

的
な

業
務

運
営

体
制

と
す

る
た

め
、

定
期

的
に

事
務

及
び

事
業

の
評

価
を

行
い

、
役

割
分

担
の

明
確

化
及

び
職

員
の

適
正

配
置

等
を

通
じ

、
弾

力
的

な
組

織
の

再
編

及
び

構
築

を
行

う
こ

と
。

　
総

人
件

費
に

つ
い

て
は

、
セ

ン
タ

ー
の

果
た

す
べ

き
役

割
の

重
要

性
を

踏
ま

え
つ

つ
、

簡
素

で
効

率
的

な
政

府
を

実
現

す
る

た
め

の
行

政
改

革
の

推
進

に
関

す
る

法
律

（
平

成
1
8
年

法
律

第
4
7

号
）
や

「
経

済
財

政
運

営
と

構
造

改
革

に
関

す
る

基
本

方
針

2
0
0
6
」
（
平

成
1
8
年

7
月

7
日

閣
議

決
定

）
に

基
づ

い
て

人
件

費
改

革
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
給

与
水

準
に

関
し

て
国

民
の

理
解

が
十

分
得

ら
れ

る
よ

う
必

要
な

説
明

や
評

価
を

受
け

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
　

そ
の

際
、

併
せ

て
、

医
療

法
（
昭

和
2
3
年

法
律

第
2
0
5
号

）
及

び
診

療
報

酬
上

の
人

員
基

準
に

沿
っ

た
対

応
を

行
う

こ
と

は
も

と
よ

り
、

国
の

制
度

の
創

設
や

改
正

に
伴

う
人

材
確

保
も

含
め

高
度

先
駆

的
医

療
の

推
進

の
た

め
の

対
応

や
医

療
安

全
を

確
保

す
る

た
め

の
適

切
な

取
組

を
行

う
こ

と
。

　
ま

た
、

独
立

行
政

法
人

に
関

す
る

制
度

の
見

直
し

の
状

況
を

踏
ま

え
適

切
な

取
組

を
行

う
こ

と
。

　
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
使

命
を

果
た

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
組

織
内

の
企

画
立

案
、

調
整

、
分

析
機

能
を

高
め

る
と

と
も

に
、

人
的

・
物

的
資

源
を

有
効

に
活

用
し

、
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
強

化
を

目
指

し
た

体
制

を
構

築
す

る
。

　
さ

ら
に

セ
ン

タ
ー

の
使

命
に

応
じ

て
、

よ
り

効
率

的
に

成
果

を
生

み
出

せ
る

よ
う

、
各

部
門

の
再

編
を

行
う

。
　

総
人

件
費

に
つ

い
て

は
、

セ
ン

タ
ー

の
果

た
す

べ
き

役
割

の
重

要
性

を
踏

ま
え

つ
つ

、
簡

素
で

効
率

的
な

政
府

を
実

現
す

る
た

め
の

行
政

改
革

の
推

進
に

関
す

る
法

律
（
平

成
1
8
年

法
律

第
4
7

号
）
に

基
づ

き
平

成
2
2
年

度
に

お
い

て
１

％
以

上
を

基
本

と
す

る
削

減
に

取
り

組
み

、
「
経

済
財

政
運

営
と

構
造

改
革

に
関

す
る

基
本

方
針

2
0
0
6
」
（
平

成
1
8
年

7
月

7
日

閣
議

決
定

）
に

基
づ

き
、

人
件

費
改

革
の

取
組

を
平

成
2
3
年

度
ま

で
継

続
す

る
と

と
も

に
、

給
与

水
準

に
関

し
て

国
民

の
理

解
が

十
分

得
ら

れ
る

よ
う

必
要

な
説

明
や

評
価

を
受

け
る

も
の

と
す

る
。

　
そ

の
際

、
併

せ
て

、
医

療
法

（
昭

和
2
3
年

法
律

第
2
0
5
号

）
及

び
診

療
報

酬
上

の
人

員
基

準
に

沿
っ

た
対

応
を

行
う

こ
と

は
も

と
よ

り
、

国
の

制
度

の
創

設
や

改
正

に
伴

う
人

材
確

保
も

含
め

高
度

先
駆

的
医

療
の

推
進

の
た

め
の

対
応

や
医

療
安

全
を

確
保

す
る

た
め

の
適

切
な

取
組

を
行

う
。

　
ま

た
、

独
立

行
政

法
人

に
関

す
る

制
度

の
見

直
し

の
状

況
を

踏
ま

え
適

切
な

取
組

を
行

う
。

　 　

　
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
使

命
を

果
た

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

組
織

内
の

企
画

立
案

、
調

整
、

分
析

機
能

を
高

め
る

と
と

も
に

、
人

的
・

物
的

資
源

を
有

効
に

活
用

し
、

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

強
化

を
図

る
。

①
副

院
長

複
数

制
の

導
入

１
．

効
率

的
な

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

１
．

効
率

的
な

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

１
．

効
率

的
な

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

（
１

）
効

率
的

な
業

務
運

営
体

制
（
１

）
効

率
的

な
業

務
運

営
体

制

　
事

務
部

門
に

お
い

て
は

、
セ

ン
タ

ー
の

使
命

に
即

し
た

業
務

改
善

に
積

極
的

に
取

り
組

む
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、
事

務
職

員
を

対
象

に
問

題
把

握
や

企
画

能
力

の
向

上
並

び
に

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

に
資

す
る

研
修

を
年

4
回

以
上

実
施

す
る

と
と

も
に

、
関

連
す

る
事

務
の

集
約

化
を

進
め

、
事

務
作

業
の

効
率

化
を

図
る

。

第
３

　
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
事

項

第
２

　
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
取

る
べ

き
措

置

第
２

　
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
取

る
べ

き
措

置
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

イ
　

事
務

職
員

を
対

象
に

し
た

研
修

の
実

施

○
事

務
職

員
を

対
象

と
し

た
S
D

（
ス

タ
ッ

フ
デ

ベ
ロ

ッ
プ

メ
ン

ト
）
研

修
を

開
催

し
、

企
画

立
案

能
力

の
開

発
等

に
つ

い
て

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
っ

た
（
計

5
回

開
催

）
　

7
月

2
6
日

　
調

達
契

約
研

修
会

　
9
月

1
4
日

　
全

国
大

学
職

員
S
D

研
修

会
　

9
月

1
9
日

　
係

長
試

験
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
　

1
2
月

1
7
日

　
病

院
長

・
所

長
に

よ
る

事
務

職
員

に
向

け
て

　
3
月

5
日

　
組

織
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

研
修

【
事

務
職

員
を

対
象

と
し

た
研

修
】

　
　

5
回

/
目

標
4
回

○
｢調

達
契

約
｣に

つ
い

て
、

事
務

職
員

を
対

象
に

講
義

法
に

よ
る

研
修

を
実

施
し

た
。

○
国

立
大

学
法

人
山

形
大

学
で

毎
年

開
催

し
て

い
る

Ｓ
Ｄ

研
修

に
昨

年
度

に
引

き
続

き
職

員
２

名
が

参
加

し
た

。

○
係

長
試

験
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
に

つ
い

て
、

係
長

選
考

試
験

を
受

け
る

３
名

に
よ

る
模

擬
プ

レ
ゼ

ン
を

実
施

し
た

。

○
病

院
長

・
所

長
に

よ
る

事
務

職
員

に
向

け
て

の
講

演
に

よ
り

、
事

務
職

員
に

求
め

ら
れ

る
役

割
・
期

待
に

つ
い

て
　

再
確

認
す

る
研

修
を

実
施

し
た

。

○
外

部
講

師
を

招
き

組
織

内
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
あ

り
方

に
つ

い
て

の
講

義
を

実
施

し
た

。

ウ
　

事
務

の
集

約
化

と
効

率
化

の
推

進

○
事

務
職

に
お

い
て

は
統

括
事

務
部

長
及

び
東

病
院

事
務

部
長

の
ポ

ス
ト
を

導
入

し
、

ラ
イ

ン
の

権
限

と
責

任
の

明
確

化
を

図
っ

た
。

○
給

与
明

細
の

メ
ー

ル
配

信
を

実
施

し
、

業
務

の
効

率
化

を
図

っ
た

。
（
築

地
地

区
9
0
％

､柏
地

区
4
0
％

）

○
源

泉
徴

収
票

の
配

布
に

つ
い

て
も

、
メ

ー
ル

配
信

で
実

施
し

、
業

務
の

効
率

化
を

図
っ

た
。

○
健

康
診

断
に

つ
い

て
、

外
部

委
託

化
を

導
入

し
９

９
％

に
受

診
率

を
上

げ
る

と
と

も
に

、
業

務
の

効
率

化
に

努
め

た
。

　 　 　 　

　 　 　 　 　 ①
副

院
長

複
数

制
の

導
入

　
特

命
事

項
を

担
う

副
院

長
の

設
置

を
可

能
と

す
る

と
と

も
に

、
副

院
長

の
役

割
と

院
内

で
の

位
置

付
け

を
明

確
化

す
る

。

②
事

務
部

門
の

改
革

　
事

務
部

門
に

つ
い

て
は

、
配

置
を

見
直

し
、

効
率

的
・
効

果
的

な
運

営
体

制
と

す
る

。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

（
２

）
効

率
化

に
よ

る
収

支
改

善
（
２

）
効

率
化

に
よ

る
収

支
改

善
（
２

）
効

率
化

に
よ

る
収

支
改

善

○
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
使

命
を

果
た

す
た

め
の

経
営

戦
略

や
事

業
計

画
を

通
じ

た
経

営
管

理
に

よ
り

、
平

成
2
4
年

度
の

損
益

計
算

に
お

い
て

経
常

収
支

率
が

1
0
0
％

以
上

と
な

る
よ

う
経

営
改

善
に

取
り

組
ん

だ
。

【
経

常
収

支
率

】
　

　
1
0
0
.8

%
/
目

標
：
1
0
0
％

①
給

与
制

度
の

適
正

化
①

給
与

制
度

の
適

正
化

①
給

与
制

度
の

適
正

化

　
給

与
水

準
等

に
つ

い
て

は
、

社
会

一
般

の
情

勢
に

適
合

す
る

よ
う

、
民

間
の

従
業

員
の

給
与

等
を

踏
ま

え
、

業
務

の
内

容
・
実

績
に

応
じ

た
も

の
と

な
る

よ
う

見
直

す
。

　
給

与
水

準
等

に
つ

い
て

は
、

セ
ン

タ
ー

の
使

命
を

果
た

す
上

で
必

要
な

人
材

確
保

に
支

障
が

生
じ

な
い

よ
う

配
慮

す
る

と
と

も
に

、
社

会
一

般
の

情
勢

に
適

合
す

る
よ

う
、

民
間

の
従

業
員

の
給

与
等

を
踏

ま
え

、
業

務
の

内
容

・
実

績
に

応
じ

た
も

の
と

な
る

よ
う

、
見

直
し

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

○
専

門
技

術
職

員
に

適
切

な
俸

給
表

を
適

用
す

る
た

め
「
専

門
技

術
職

基
本

給
表

」
を

創
設

し
た

。

○
中

央
病

院
と

東
病

院
に

お
け

る
地

域
手

当
格

差
に

つ
い

て
、

法
人

運
営

の
一

体
化

を
推

進
し

て
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
更

な
る

向
上

を
図

る
た

め
「
医

療
研

究
連

携
加

算
」
を

創
設

し
た

。

○
「
国

家
公

務
員

の
給

与
の

改
定

及
び

臨
時

特
例

に
関

す
る

法
律

」
の

施
行

に
よ

り
、

国
家

公
務

員
の

給
与

の
減

額
措

置
が

実
施

さ
れ

た
こ

と
に

伴
い

、
管

理
職

以
上

の
職

員
に

対
し

て
給

与
の

減
額

を
実

施
し

た
。

○
社

会
一

般
の

情
勢

に
適

合
し

た
給

与
水

準
と

な
る

よ
う

、
退

職
手

当
改

定
を

検
討

し
た

。
（
1
0
0
分

の
8
7
ま

で
の

段
階

的
な

引
き

下
げ

）
。

【
平

成
2
5
年

2
月

よ
り

】

②
材

料
費

の
節

減
②

材
料

費
の

節
減

②
材

料
費

の
抑

制

　
医

薬
品

、
医

療
材

料
等

の
購

入
方

法
、

契
約

単
価

の
見

直
し

に
よ

り
、

材
料

費
率

の
抑

制
に

努
め

る
。

　
材

料
費

の
抑

制
を

図
る

た
め

、
医

療
材

料
に

つ
い

て
は

預
託

型
Ｓ

Ｐ
Ｄ

の
運

用
を

開
始

す
る

。
医

薬
品

に
つ

い
て

は
市

場
価

格
の

把
握

を
踏

ま
え

、
N

C
共

同
調

達
や

セ
ン

タ
ー

単
独

調
達

を
進

め
る

。

○
預

託
型

S
P
D

の
導

入
に

よ
り

、
医

療
材

料
の

調
達

に
つ

い
て

2
2
年

度
調

達
価

格
に

比
し

て
3
.8

7
％

コ
ス

ト
削

減
し

た
。

【
平

成
2
4
年

4
月

～
平

成
2
5
年

3
月

分
　

削
減

額
約

7
0
,3

1
4
千

円
】

○
医

薬
品

・
試

薬
等

に
つ

い
て

は
、

６
ナ

シ
ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
共

同
調

達
の

実
施

に
よ

り
経

費
節

減
を

図
っ

た
。

　
セ

ン
タ

ー
の

効
率

的
な

運
営

を
図

る
た

め
、

以
下

の
取

組
を

進
め

る
こ

と
。

①
　

給
与

水
準

に
つ

い
て

、
セ

ン
タ

ー
が

担
う

役
割

に
留

意
し

つ
つ

、
適

切
な

給
与

体
系

と
な

る
よ

う
見

直
し

②
　

共
同

購
入

等
に

よ
る

医
薬

品
医

療
材

料
等

購
入

費
用

の
適

正
化

③
　

一
般

管
理

費
（
退

職
手

当
を

除
く

。
）
に

つ
い

て
、

平
成

2
1

年
度

に
比

し
、

中
期

目
標

期
間

の
最

終
年

度
に

お
い

て
1
5
％

以
上

の
削

減
④

　
医

業
未

収
金

の
発

生
防

止
及

び
徴

収
の

改
善

並
び

に
診

療
報

酬
請

求
業

務
の

改
善

等
収

入
の

確
保

 セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

使
命

を
果

た
す

た
め

の
経

営
戦

略
や

毎
年

の
事

業
計

画
を

通
じ

た
経

営
管

理
に

よ
り

収
支

相
償

の
経

営
を

目
指

す
こ

と
と

し
、

５
年

間
を

累
計

し
た

損
益

計
算

に
お

い
て

、
経

常
収

支
率

が
1
0
0
％

以
上

と
な

る
よ

う
経

営
改

善
に

取
り

組
む

。

　
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
使

命
を

果
た

す
た

め
の

経
営

戦
略

や
事

業
計

画
を

通
じ

た
経

営
管

理
に

よ
り

、
経

常
収

支
率

が
1
0
0
％

以
上

と
な

る
よ

う
引

き
続

き
経

営
改

善
に

取
り

組
む

。
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が
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究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

③
一

般
管

理
費

の
節

減
③

一
般

管
理

費
の

節
減

③
一

般
管

理
費

の
節

減

　
平

成
2
1
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
の

期
間

の
最

終
年

度
に

お
い

て
、

一
般

管
理

費
（
退

職
手

当
を

除
く

。
）
に

つ
い

て
、

1
5
％

以
上

節
減

を
図

る
。

　
一

般
管

理
費

（
退

職
手

当
を

除
く

）
に

つ
い

て
は

、
入

札
対

象
外

に
つ

い
て

も
、

購
入

伺
い

等
の

際
の

業
者

相
見

積
に

よ
る

価
格

比
較

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

セ
ン

タ
ー

全
体

の
電

気
・
ガ

ス
消

費
量

の
無

駄
を

な
く

し
、

経
費

節
減

の
徹

底
を

図
る

。
　

電
子

カ
ル

テ
等

の
情

報
シ

ス
テ

ム
（
保

守
・
運

用
含

む
。

）
の

更
新

に
当

た
り

、
ＩＴ

専
門

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
を

導
入

し
、

効
率

的
・
効

果
的

な
シ

ス
テ

ム
構

築
、

競
争

性
の

確
保

等
に

よ
り

、
一

層
の

費
用

削
減

を
図

る
。

④
建

築
コ

ス
ト
の

適
正

化
④

建
築

コ
ス

ト
の

適
正

化
④

建
築

コ
ス

ト
の

適
正

化

　
建

築
単

価
の

見
直

し
等

を
進

め
る

と
と

も
に

、
コ

ス
ト
削

減
を

図
り

、
投

資
の

効
率

化
を

図
る

。

建
築

単
価

の
見

直
し

等
、

建
築

コ
ス

ト
の

削
減

に
取

り
組

む
。

○
少

額
随

意
契

約
の

改
修

・
修

繕
等

に
係

る
調

達
に

当
た

っ
て

は
、

複
数

業
者

か
ら

見
積

提
示

を
さ

せ
、

積
算

資
料

等
の

金
額

を
元

に
価

格
交

渉
を

行
い

、
効

率
的

な
コ

ス
ト
節

減
を

図
っ

た
（
随

意
契

約
分

4
8
1
件

、
削

減
額

　
2
4
,6

1
5
千

円
）
。

○
消

耗
品

等
の

調
達

に
当

た
っ

て
は

、
全

て
の

業
者

見
積

も
り

を
複

数
者

か
ら

徴
し

、
徹

底
し

た
無

駄
の

排
除

を
図

る
と

と
も

に
、

職
員

の
コ

ス
ト
意

識
の

徹
底

を
継

続
し

た
。

○
施

設
設

備
に

係
る

適
正

な
維

持
・
管

理
の

徹
底

及
び

随
意

契
約

範
囲

内
の

修
理

・
修

繕
等

に
係

る
見

積
も

り
査

定
作

業
を

徹
底

し
、

経
費

節
減

に
努

め
た

。
（
4
8
1
件

、
2
4
,6

1
5
千

円
）

○
セ

ン
タ

ー
全

体
の

電
気

・
ガ

ス
消

費
量

を
抑

え
る

取
組

と
し

て
、

小
型

ボ
イ

ラ
ー

の
運

用
を

開
始

し
た

。
ま

た
、

外
来

ア
ト
リ
ウ

ム
に

遮
熱

フ
ィ

ル
ム

を
貼

付
す

る
こ

と
に

よ
り

、
光

熱
水

料
の

節
減

取
組

の
徹

底
を

図
っ

た
。

○
中

期
計

画
に

お
け

る
C

O
2
削

減
（
都

条
例

目
標

8
％

）
に

向
け

て
、

排
出

量
の

少
な

い
小

型
ボ

イ
ラ

ー
の

運
用

を
開

始
し

た
。

○
事

務
消

耗
品

費
に

つ
い

て
は

、
少

額
随

意
契

約
の

単
価

契
約

化
を

図
り

、
単

価
コ

ス
ト
の

削
減

を
図

っ
た

。

○
現

状
の

複
写

機
の

調
達

方
法

（
単

体
調

達
）
を

改
め

、
平

成
2
5
年

7
月

開
始

を
目

標
に

、
コ

ス
ト
削

減
及

び
業

務
軽

減
を

図
る

た
め

、
電

子
複

写
機

に
よ

る
複

写
サ

ー
ビ

ス
の

供
給

（
包

括
契

約
）
方

式
の

導
入

に
向

け
た

準
備

を
開

始
し

た
。

【
一

般
管

理
費

(退
職

手
当

を
除

く
）
】

　
　

　
平

成
2
1
年

度
に

比
し

、
1
7
.3

%
の

節
減
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究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

⑤
収

入
の

確
保

⑤
収

入
の

確
保

⑤
収

入
の

確
保

ア
　

診
療

報
酬

の
上

位
基

準
の

取
得

等

イ
　

病
院

運
営

状
況

の
改

善

○
病

床
稼

働
率

　
・
中

央
病

院
は

、
平

成
2
3
年

度
8
9
.0

%
か

ら
平

成
2
4
年

度
8
9
.6

%
へ

と
、

0
.6

%
上

昇
し

た
。

　
・
東

病
院

は
、

平
成

2
3
年

度
8
7
.8

%
か

ら
平

成
2
4
年

度
8
9
.6

%
へ

と
1
.8

％
上

昇
し

た
。

 ○
手

術
件

数
　

・
中

央
病

院
は

、
全

身
麻

酔
を

伴
う

複
雑

な
手

術
の

件
数

が
平

成
2
3
年

度
3
,9

8
9
件

か
ら

平
成

2
4
年

度
4
,0

7
3
件

へ
と

約
2
.1

％
上

昇
し

た
。

　
・
東

病
院

は
、

全
身

麻
酔

を
伴

う
複

雑
な

手
術

の
件

数
が

平
成

2
3
年

度
2
,3

7
8
件

か
ら

平
成

2
4
年

度
2
,5

6
4
件

へ
と

約
7
.8

%
上

昇
し

た
。

○
中

央
病

院
平

成
2
4
年

点
数

改
正

に
伴

い
、

新
設

の
施

設
基

準
を

取
得

し
た

。
【
新

設
】

感
染

防
止

対
策

加
算

・
感

染
防

止
対

策
地

域
連

携
加

算
、

患
者

サ
ポ

ー
ト
体

制
加

算
、

デ
ー

タ
提

出
加

算
2
、

外
来

緩
和

ケ
ア

加
算

、
移

植
後

患
者

指
導

管
理

料
、

外
来

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

診
療

料
、

外
来

放
射

線
照

射
治

療
料

、
が

ん
治

療
連

携
管

理
料

、
大

腸
C

T
撮

影
加

算
、

腹
腔

鏡
下

肝
切

除
術

、
腹

腔
鏡

下
膵

体
尾

部
腫

瘍
切

除
術

、
輸

血
適

正
使

用
加

算
、

内
視

鏡
手

術
用

施
設

機
器

加
算

、
体

外
照

射
呼

吸
性

移
動

対
策

加
算

、
定

位
放

射
線

治
療

呼
吸

移
動

対
策

加
算

、
保

険
医

療
機

関
間

の
連

携
に

よ
る

病
理

診
断

、
病

理
診

断
加

算
、

患
者

サ
ポ

ー
ト
体

制
加

算
、

移
植

後
患

者
指

導
管

理
料

○
東

病
院

平
成

2
4
年

点
数

改
正

に
伴

い
、

新
設

の
施

設
基

準
を

取
得

し
た

。
【
新

設
】

感
染

防
止

対
策

加
算

１
・
感

染
防

止
対

策
地

域
連

携
加

算
、

デ
ー

タ
提

出
加

算
2
、

外
来

緩
和

ケ
ア

管
理

料
、

外
来

放
射

線
照

射
診

療
料

、
が

ん
治

療
連

携
管

理
料

、
大

腸
C

T
撮

影
加

算
、

腹
腔

鏡
下

膵
体

尾
部

腫
瘍

切
除

術
、

早
期

悪
性

腫
瘍

大
腸

粘
膜

下
層

剥
離

術
、

人
工

肛
門

・
人

工
膀

胱
造

設
術

前
処

置
加

算
、

体
外

照
射

呼
吸

性
移

動
対

策
加

算
、

定
位

放
射

線
治

療
呼

吸
移

動
対

策
加

算
、

病
理

診
断

加
算

２

○
東

病
院

は
、

以
下

の
先

進
医

療
の

承
認

を
受

け
た

。
・
平

成
2
4
.6

.1
付

　
ペ

メ
ト
レ

キ
セ

ド
静

脈
内

投
与

お
よ

び
シ

ス
プ

ラ
チ

ン
静

脈
内

投
与

の
併

用
療

法
　

肺
が

ん
（
扁

平
上

皮
肺

が
ん

お
よ

び
小

細
胞

肺
が

ん
を

除
き

、
病

理
学

的
見

地
か

ら
完

全
に

切
除

さ
れ

た
と

判
断

さ
れ

る
も

の
に

限
る

。
）

・
平

成
2
4
.1

1
.1

付
　

「
術

後
の

ホ
ル

モ
ン

療
法

及
び

S
-
1
内

服
投

与
の

併
用

療
法

　
原

発
性

乳
が

ん
　

（
エ

ス
ト
ロ

ゲ
ン

受
容

体
が

陽
性

で
あ

っ
て

、
H

E
R
2
が

陰
性

の
も

の
に

限
る

）
」

　
医

業
未

収
金

に
つ

い
て

は
、

新
規

発
生

の
防

止
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
定

期
的

な
支

払
案

内
等

の
督

促
業

務
を

行
う

な
ど

回
収

に
努

め
る

こ
と

や
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
払

い
の

導
入

等
に

よ
り

、
平

成
2
1
年

度
に

比
し

て
（
※

）
医

業
未

収
金

比
率

の
縮

減
に

取
り

組
む

。
　

ま
た

、
診

療
報

酬
請

求
業

務
に

つ
い

て
は

、
院

内
の

レ
セ

プ
ト

点
検

体
制

の
確

立
等

に
よ

り
適

正
な

診
療

報
酬

請
求

事
務

の
推

進
に

努
め

る
。

　
※

平
成

2
1
年

度
（
平

成
2
0
年

4
月

～
平

成
2
2
年

1
月

末
時

点
）

医
業

未
収

金
比

率
0
.1

2
％

　
診

療
報

酬
の

上
位

基
準

の
取

得
・
維

持
に

努
め

る
と

と
も

に
、

外
来

患
者

数
、

病
床

稼
働

率
、

手
術

件
数

等
の

病
院

収
入

に
関

す
る

指
標

の
管

理
を

行
い

、
状

況
に

応
じ

た
適

切
な

対
応

を
図

る
。

　
診

療
報

酬
請

求
業

務
に

つ
い

て
は

、
院

内
の

レ
セ

プ
ト
点

検
体

制
の

確
立

、
医

療
材

料
に

関
す

る
預

託
型

Ｓ
Ｐ

Ｄ
の

運
用

等
に

よ
り

、
適

正
な

診
療

報
酬

請
求

事
務

の
推

進
に

努
め

る
。

　
医

業
未

収
金

に
つ

い
て

は
、

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

払
い

の
運

用
等

の
促

進
、

新
規

発
生

の
防

止
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
定

期
的

な
支

払
案

内
等

の
督

促
業

務
を

行
う

な
ど

回
収

に
努

め
る

。
　

余
裕

資
金

に
つ

い
て

は
、

安
全

性
を

重
視

し
た

上
で

、
適

切
な

運
用

に
努

め
る

。
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2
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画

ウ
　

適
正

な
診

療
報

酬
請

求
事

務
の

推
進

○
中

央
病

院
で

は
、

病
棟

で
の

処
置

等
請

求
漏

れ
を

防
ぐ

た
め

、
看

護
部

内
委

員
会

を
中

心
に

医
事

室
、

委
託

会
社

と
の

連
携

を
強

化
し

た
。

　
ま

た
、

入
院

計
算

担
当

を
病

棟
内

に
配

置
、

現
場

と
連

携
を

密
に

し
、

請
求

漏
れ

防
止

を
図

っ
た

。

○
査

定
・
減

点
通

知
を

受
け

た
場

合
の

再
審

査
請

求
の

適
否

と
対

応
を

診
療

報
酬

委
員

会
で

検
討

し
た

結
果

、
中

央
病

院
・
東

病
院

共
に

再
審

査
復

活
額

が
増

加
し

た
。

　
【
中

央
病

院
】
(平

成
2
5
年

3
月

分
ま

で
)

　
　

　
平

成
2
3
年

度
　

4
,0

5
5
,8

1
9
円

　
　

　
平

成
2
4
年

度
　

5
,1

9
9
,9

9
6
円

　
【
東

病
院

】
(平

成
2
5
年

3
月

分
ま

で
)

　
　

　
平

成
2
3
年

度
　

1
,1

9
4
,7

1
0
円

　
　

　
平

成
2
4
年

度
　

1
,9

3
4
,0

0
5
円

○
診

療
報

酬
改

定
に

当
た

り
事

前
説

明
会

を
実

施
し

、
算

定
要

件
等

に
つ

い
て

周
知

を
図

る
等

、
審

査
減

へ
の

対
応

を
行

っ
た

結
果

、
中

央
病

院
は

審
査

減
が

減
少

し
、

東
病

院
は

審
査

減
が

増
加

し
た

。
　

【
中

央
病

院
】
(平

成
2
5
年

5
月

分
ま

で
（
3
月

診
療

分
ま

で
）

　
　

　
平

成
2
3
年

度
　

2
0
,0

7
3
,2

6
3
円

　
　

　
平

成
2
4
年

度
　

1
9
,3

0
4
,9

6
0
円

　
　

　
※

高
額

な
審

査
減

に
つ

い
て

は
、

全
医

師
の

メ
ー

ル
送

信
し

、
周

知
徹

底
を

図
っ

た
。

(診
療

報
酬

委
員

会
)

　
【
東

病
院

】
(平

成
2
5
年

5
月

分
ま

で
（
3
月

診
療

分
ま

で
）

　
　

　
平

成
2
3
年

度
　

2
1
,3

3
4
,3

8
5
円

　
　

　
平

成
2
4
年

度
　

2
4
,6

9
8
,7

6
4
円

○
返

戻
、

過
誤

返
戻

は
翌

月
に

再
請

求
を

行
う

こ
と

で
早

期
の

収
益

化
を

実
現

し
た

。

エ
　

医
業

未
収

金
の

新
規

発
生

の
防

止
と

回
収

○
医

業
未

収
金

の
回

収
率

の
向

上
を

図
る

た
め

、
不

良
債

権
の

原
因

調
査

に
基

づ
き

個
別

の
対

応
策

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、

効
果

的
な

督
促

方
法

を
示

し
た

督
促

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

整
備

し
、

各
部

協
力

の
も

と
で

回
収

に
当

た
っ

た
。

【
回

収
額

合
計

 ：
1
8
8
,8

3
2
,8

4
6
円

】
（
2
4
年

度
中

、
2
3
年

度
以

前
未

収
金

(3
月

末
時

点
)）

　
　

・
中

央
病

院
：
8
9
,4

5
3
,1

2
3
円

　
　

・
東

病
院

　
 ：

9
9
,3

7
9
,7

2
3
円

○
医

業
未

収
金

新
規

発
生

の
防

止
手

段
と

し
て

、
引

き
続

き
ク

レ
ジ

ッ
ト
カ

ー
ド

の
運

用
を

行
っ

た
。

○
高

額
医

療
費

制
度

（
限

定
額

認
定

証
、

委
任

払
な

ど
）
の

案
内

を
確

実
に

行
う

と
と

も
に

、
高

額
療

養
費

や
分

割
払

い
の

相
談

等
を

何
時

で
も

快
く

受
け

る
体

制
を

引
き

続
き

整
備

し
た

。

○
上

記
の

取
り

組
み

に
よ

り
、

医
事

未
収

金
比

率
（
平

成
2
4
年

4
月

～
平

成
2
5
年

1
月

末
診

療
に

係
る

平
成

2
5
年

3
月

末
時

点
で

の
未

収
金

比
率

）
は

0
.0

7
％

と
な

っ
た

。

【
医

業
未

収
金

比
率

】
　

　
　

0
.0

7
％

(対
2
1
年

度
0
.0

5
ポ

イ
ン

ト
縮

減
)
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オ
　

資
金

運
用

○
　

安
全

性
を

重
視

し
た

資
金

運
用

を
行

い
、

定
期

預
金

で
3
,2

5
1
千

円
、

有
価

証
券

利
息

で
3
6
,6

3
4
千

円
の

計
3
9
,8

8
5
千

円
の

財
務

収
入

（
受

取
利

息
）
を

得
た

。

２
．

電
子

化
の

推
進

２
．

電
子

化
の

推
進

２
．

電
子

化
の

推
進

２
．

電
子

化
の

推
進

（
１

）
電

子
化

の
推

進
に

よ
る

業
務

の
効

率
化

　
業

務
の

効
率

化
及

び
質

の
向

上
を

目
的

と
し

た
電

子
化

を
費

用
対

効
果

を
勘

案
し

つ
つ

推
進

し
、

情
報

を
経

営
分

析
等

に
活

用
す

る
こ

と
。

　
推

進
に

あ
た

っ
て

は
職

員
の

利
便

性
に

配
慮

し
つ

つ
、

情
報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
の

向
上

に
努

め
る

こ
と

。

　
業

務
の

効
率

化
を

図
る

た
め

に
職

員
に

対
す

る
通

報
等

の
文

書
の

電
子

化
を

、
費

用
対

効
果

を
勘

案
し

つ
つ

取
り

組
む

よ
う

努
め

る
と

と
も

に
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
向

上
を

図
る

。

　
業

務
の

効
率

化
を

図
る

た
め

、
費

用
対

効
果

を
勘

案
し

つ
つ

、
職

員
に

対
す

る
通

報
等

の
文

書
の

電
子

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

向
上

を
図

る
。

　
電

子
カ

ル
テ

等
の

情
報

シ
ス

テ
ム

に
係

る
経

費
節

減
を

図
る

観
点

か
ら

、
引

き
続

き
、

外
部

の
シ

ス
テ

ム
系

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
の

専
門

家
の

協
力

を
得

て
、

運
用

・
保

守
に

係
る

仕
様

書
等

の
見

直
し

を
行

う
。

○
業

務
の

効
率

化
を

図
る

た
め

、
費

用
対

効
果

を
勘

案
し

つ
つ

、
職

員
に

対
す

る
通

報
等

の
文

書
の

電
子

化
、

ま
た

情
報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
の

向
上

に
つ

い
て

は
平

成
2
4
年

4
月

か
ら

給
与

明
細

を
個

人
ご

と
に

パ
ス

ワ
ー

ド
を

設
定

し
本

格
的

に
メ

ー
ル

で
送

信
す

る
よ

う
に

し
た

。

○
電

子
カ

ル
テ

更
新

の
入

札
を

行
い

経
費

節
減

を
図

っ
た

。
東

は
2
5
年

5
月

か
ら

、
中

央
は

2
6
年

1
月

か
ら

稼
働

予
定

。
ま

た
情

報
シ

ス
テ

ム
に

係
る

経
費

削
減

を
図

る
観

点
か

ら
引

き
続

き
外

部
の

シ
ス

テ
ム

系
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト
の

専
門

家
の

協
力

を
得

て
、

運
用

・
保

守
に

係
る

仕
様

書
等

の
見

直
し

を
行

っ
た

。

（
２

）
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
導

入
に

よ
る

月
次

決
算

の
実

施

①
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

円
滑

な
実

施

○
会

計
業

務
の

円
滑

な
実

施
を

確
保

す
る

た
め

、
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

運
用

を
行

う
と

と
も

に
、

更
な

る
業

務
の

効
率

化
を

行
う

た
め

に
、

伝
票

検
索

の
簡

素
化

、
伝

票
情

報
の

充
実

、
伝

票
操

作
履

歴
の

追
加

な
ど

に
必

要
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
改

修
を

行
っ

た
。

○
振

替
伝

票
及

び
証

拠
書

類
等

の
イ

メ
ー

ジ
化

及
び

フ
ァ

イ
リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
導

入
に

よ
り

、
振

替
伝

票
及

び
関

連
資

料
の

検
索

の
迅

速
化

及
び

振
替

伝
票

等
の

情
報

共
有

化
に

よ
る

業
務

の
効

率
化

を
図

っ
た

。

②
月

次
決

算
に

よ
る

財
務

状
況

の
把

握
と

経
営

改
善

○
企

業
会

計
原

則
の

会
計

処
理

の
下

、
月

次
決

算
を

行
い

財
務

状
況

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

経
営

改
善

に
努

め
た

。

○
診

療
科

別
の

経
営

デ
ー

タ
を

毎
月

と
り

ま
と

め
、

各
診

療
科

の
経

営
努

力
の

評
価

に
活

用
す

る
な

ど
、

経
営

管
理

の
徹

底
に

よ
り

病
院

経
営

の
改

善
に

努
め

た
。

　
企

業
会

計
原

則
に

基
づ

く
独

立
行

政
法

人
会

計
基

準
へ

の
移

行
に

伴
い

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
月

次
決

算
を

行
い

、
財

務
状

況
を

把
握

す
る

と
と

も
に

経
営

改
善

に
努

め
る

。

　
企

業
会

計
原

則
に

基
づ

く
独

立
行

政
法

人
会

計
基

準
を

遵
守

し
た

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
円

滑
な

実
施

を
図

り
、

月
次

決
算

に
よ

り
財

務
状

況
を

的
確

に
把

握
し

、
経

営
改

善
に

努
め

る
。

（
２

）
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
導

入
に

よ
る

月
次

決
算

の
実

施
（
２

）
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
導

入
に

よ
る

月
次

決
算

の
実

施

（
１

）
電

子
化

の
推

進
に

よ
る

業
務

の
効

率
化

（
１

）
電

子
化

の
推

進
に

よ
る

業
務

の
効

率
化
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３
．

法
令

遵
守

等
内

部
統

制
の

適
切

な
構

築

（
1
）
内

部
統

制
の

強
化

　
法

令
遵

守
（
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
）
等

内
部

統
制

を
適

切
に

構
築

す
る

こ
と

。
　

特
に

契
約

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
一

般
競

争
入

札
等

に
よ

る
も

の
と

し
、

競
争

性
及

び
透

明
性

が
十

分
確

保
さ

れ
る

方
法

に
よ

り
実

施
す

る
と

と
も

に
、

随
意

契
約

の
適

正
化

を
図

る
こ

と
。

　
法

令
遵

守
（
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
）
等

の
内

部
統

制
の

た
め

、
内

部
監

査
等

の
組

織
を

構
築

す
る

。

　
契

約
業

務
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

一
般

競
争

入
札

等
に

よ
る

も
の

と
し

、
競

争
性

、
公

正
性

、
透

明
性

を
確

保
し

、
適

正
に

契
約

業
務

を
遂

行
す

る
と

と
も

に
、

随
意

契
約

に
つ

い
て

は
、

従
前

の
「
随

意
契

約
見

直
し

計
画

」
を

踏
ま

え
た

適
正

化
を

図
り

、
そ

の
取

組
状

況
を

公
表

す
る

。

　
法

令
遵

守
（
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
）
等

の
内

部
統

制
の

た
め

、
セ

ン
タ

ー
各

部
門

の
問

題
事

項
の

抽
出

及
び

業
務

改
善

に
向

け
た

提
案

を
推

進
し

、
更

な
る

無
駄

の
削

減
及

び
業

務
効

率
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

内
部

監
査

（
現

場
実

査
）
の

一
層

の
強

化
充

実
を

図
り

、
職

員
の

意
識

改
革

や
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
強

化
を

図
る

。
　

研
究

費
の

経
理

に
関

し
て

、
研

究
費

不
正

使
用

防
止

計
画

を
作

成
し

、
定

期
的

に
経

過
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

。
　

築
地

キ
ャ

ン
パ

ス
と

柏
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

事
務

的
業

務
の

整
合

性
を

検
証

し
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
や

実
施

要
領

の
統

一
化

を
推

進
し

、
業

務
効

率
を

高
め

る
。

○
契

約
監

視
委

員
会

主
催

の
調

達
契

約
研

修
会

【
平

成
2
4
年

7
月

2
6
日

】
を

開
催

し
、

法
令

遵
守

（
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
）
や

内
部

統
制

の
あ

り
方

の
改

善
を

推
進

し
、

更
な

る
無

駄
の

削
減

及
び

、
業

務
効

率
の

向
上

を
図

っ
た

。

○
監

査
室

に
お

い
て

、
監

事
及

び
外

部
監

査
人

と
連

携
し

な
が

ら
、

ガ
バ

ナ
ン

ス
及

び
法

令
遵

守
等

の
内

部
統

制
の

た
め

、
業

務
効

率
化

、
経

営
管

理
等

多
角

的
な

視
点

に
よ

る
内

部
監

査
を

1
2
件

実
施

し
、

セ
ン

タ
ー

各
部

門
の

業
務

改
善

及
び

業
務

効
率

の
向

上
を

図
っ

た
。

○
研

究
費

適
正

経
理

管
理

室
を

組
織

の
新

体
制

に
合

わ
せ

て
再

編
成

し
、

研
究

費
不

正
使

用
防

止
計

画
の

具
体

策
を

作
成

・
実

施
し

、
定

期
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

。

○
内

部
監

査
（
現

場
実

査
）
に

お
い

て
、

築
地

キ
ャ

ン
パ

ス
と

柏
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

事
務

的
業

務
の

整
合

性
を

検
証

し
、

使
用

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

実
施

要
領

等
の

統
一

化
を

推
進

し
、

事
務

業
務

の
効

率
化

を
推

進
し

た
。

○
研

究
費

の
不

正
使

用
防

止
の

為
、

取
引

業
者

に
対

し
当

セ
ン

タ
ー

に
対

す
る

債
権

及
び

債
務

残
高

調
査

を
実

施
し

た
。

○
６

ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ン
タ

ー
の

監
事

連
絡

会
議

を
2
回

主
催

し
て

、
情

報
共

有
及

び
監

査
水

準
の

向
上

に
努

め
た

。

○
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ
ス

ト
を

作
成

し
、

所
管

す
る

業
務

を
厳

正
に

自
己

評
価

す
る

こ
と

に
よ

り
、

各
担

当
に

不
適

正
事

項
を

認
識

さ
せ

て
自

主
的

な
業

務
改

善
に

つ
な

げ
る

と
と

も
に

、
効

率
的

な
内

部
監

査
を

実
施

す
る

為
の

資
料

と
し

て
活

用
で

き
る

こ
と

と
し

た
。

（
2
）
適

切
な

契
約

の
確

保
（
2
）
適

切
な

契
約

の
確

保

（
1
）
内

部
統

制
の

強
化

　
契

約
業

務
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

一
般

競
争

入
札

等
に

よ
る

も
の

と
し

、
競

争
性

、
公

正
性

、
透

明
性

を
確

保
し

、
適

正
に

契
約

業
務

を
遂

行
す

る
。

随
意

契
約

に
つ

い
て

は
、

従
前

の
随

意
契

約
見

直
し

計
画

を
踏

ま
え

た
適

正
化

を
図

り
、

そ
の

取
組

状
況

を
公

表
す

る
。

契
約

監
視

委
員

会
を

開
催

し
、

契
約

状
況

の
監

視
強

化
を

図
る

。

○
一

般
競

争
入

札
等

の
調

達
手

続
き

の
競

争
性

、
公

正
性

、
透

明
性

等
を

確
保

す
る

た
め

、
契

約
審

査
委

員
会

の
審

査
を

経
る

な
ど

適
正

な
契

約
業

務
を

遂
行

し
た

。

○
契

約
審

査
委

員
会

に
お

い
て

、
調

達
事

案
に

係
る

必
要

性
・
妥

当
性

の
審

査
な

ど
を

踏
ま

え
、

真
に

必
要

性
な

ど
が

認
め

ら
れ

る
事

案
の

み
随

意
契

約
と

し
、

随
意

契
約

の
適

正
化

を
図

る
と

と
も

に
、

そ
の

取
り

組
み

状
況

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
公

表
し

た
。

３
．

法
令

遵
守

等
内

部
統

制
の

適
切

な
構

築
３

．
法

令
遵

守
等

内
部

統
制

の
適

切
な

構
築

３
．

法
令

遵
守

等
内

部
統

制
の

適
切

な
構

築
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

第
３

　
予

算
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

　
１

．
自

己
収

入
の

増
加

に
関

す
る

事
項

（
1
）
外

部
資

金
の

獲
得

２
．

資
産

お
よ

び
負

債
の

管
理

に
関

す
る

事
項

（
1
）
長

期
借

入
金

　
セ

ン
タ

ー
の

機
能

の
維

持
、

向
上

を
図

り
つ

つ
、

投
資

を
計

画
的

に
行

い
、

固
定

負
債

（
長

期
借

入
金

の
残

高
）
を

償
還

確
実

性
が

確
保

で
き

る
範

囲
と

し
、

運
営

上
、

中
・
長

期
的

に
適

正
な

も
の

と
な

る
よ

う
努

め
る

こ
と

。

　
セ

ン
タ

ー
の

機
能

の
維

持
・
向

上
を

図
り

つ
つ

、
投

資
を

計
画

的
に

行
い

、
中

・
長

期
的

な
固

定
負

債
（
長

期
借

入
金

の
残

高
）
を

償
還

確
実

性
が

確
保

で
き

る
範

囲
と

し
、

運
営

上
適

切
な

も
の

と
な

る
よ

う
努

め
る

。
　

そ
の

た
め

、
大

型
医

療
機

器
等

の
投

資
に

当
た

っ
て

は
、

原
則

、
償

還
確

実
性

を
確

保
す

る
。

（
１

）
予

　
　

算
　

別
紙

２
（
２

）
収

支
計

画
　

別
紙

３
（
３

）
資

金
計

画
　

別
紙

４

　
セ

ン
タ

ー
の

機
能

の
維

持
・
向

上
を

図
り

つ
つ

、
投

資
を

計
画

的
に

行
い

、
平

成
2
4
年

度
の

長
期

借
入

金
の

予
定

枠
を

3
,2

1
8

百
万

円
と

す
る

。
　

（
１

）
予

 　
 算

　
別

紙
２

　
（
２

）
収

支
計

画
　

別
紙

３
　

（
３

）
資

金
計

画
　

別
紙

４

○
長

期
借

入
金

の
新

規
借

入
は

、
競

争
性

の
確

保
及

び
価

格
交

渉
に

よ
り

9
3
4
百

万
円

か
ら

1
1
6
百

万
円

の
削

減
を

図
り

、
借

入
額

を
圧

縮
し

た
。

残
り

の
2
,2

8
4
百

万
円

は
整

備
の

進
捗

状
況

な
ど

か
ら

翌
年

度
へ

繰
越

し
と

し
た

。
【
長

期
借

入
金

】
8
1
8
百

万
円

(実
績

)／
目

標
3
,2

1
8
百

万
円

２
．

資
産

お
よ

び
負

債
の

管
理

に
関

す
る

事
項

２
．

資
産

お
よ

び
負

債
の

管
理

に
関

す
る

事
項

２
．

資
産

お
よ

び
負

債
の

管
理

に
関

す
る

事
項

　
わ

が
国

の
が

ん
医

療
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

に
つ

な
が

る
独

創
的

、
革

新
的

又
は

実
用

的
な

研
究

を
当

セ
ン

タ
ー

が
中

核
と

な
っ

て
推

進
す

る
た

め
、

研
究

寄
附

金
や

受
託

研
究

費
の

受
入

れ
、

外
部

の
競

争
的

研
究

資
金

へ
の

応
募

な
ど

、
外

部
研

究
資

金
の

獲
得

を
積

極
的

に
行

う
。

　
１

．
自

己
収

入
の

増
加

に
関

す
る

事
項

 民
間

企
業

等
か

ら
の

資
金

の
受

け
入

れ
体

制
を

構
築

し
、

寄
附

や
受

託
研

究
の

受
け

入
れ

等
、

外
部

資
金

の
獲

得
を

行
う

。

○
寄

附
受

入
規

程
に

沿
っ

て
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

掲
載

、
ポ

ス
タ

ー
等

の
掲

示
、

振
込

用
紙

の
設

置
、

広
報

等
を

継
続

し
、

民
間

等
か

ら
の

寄
附

受
入

を
継

続
し

た
。

　
　

2
4
年

度
実

績
：
合

計
4
9
,6

1
1
千

円
　

　
・
5
0
周

年
記

念
事

業
寄

附
金

（
協

賛
金

）
：
2
8
,3

3
0
千

円
（
企

業
3
5
件

）
　

　
・
そ

の
他

一
般

寄
附

金
：
2
1
,2

8
1
千

円
（
企

業
8
件

、
個

人
4
8
件

）

○
民

間
企

業
か

ら
の

治
験

及
び

共
同

研
究

に
係

る
外

部
資

金
の

額
は

下
記

の
と

お
り

で
あ

る
。

　
　

・
治

験
　

　
　

　
2
,3

7
0
,1

3
2
千

円
（
中

央
病

院
: 
1
,3

5
3
,6

5
7
千

円
、

東
病

院
: 
1
,0

1
6
,4

7
5
千

円
）

　
　

・
共

同
研

究
　

2
4
8
,4

2
1
千

円
（
築

地
: 
1
8
4
,0

6
4
千

円
、

柏
:4

4
,3

1
5
千

円
、

共
通

：
2
0
,0

0
0
千

円
）

○
国

等
の

競
争

的
研

究
費

に
対

す
る

積
極

的
な

申
請

を
促

し
、

総
額

 3
,8

8
5
,7

2
0
千

円
の

研
究

費
を

受
け

入
れ

た
。

　
　

・
文

部
科

学
省

科
学

研
究

費
(3

6
9
,8

4
6
千

円
)

　
　

・
厚

生
労

働
科

学
研

究
費

(2
,0

1
4
,9

4
5
千

円
）

　
　

・
科

学
技

術
振

興
機

構
受

託
研

究
費

(4
7
2
,6

9
9
千

円
)

　
　

・
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
受

託
研

究
費

(3
8
,5

9
3
千

円
)

　
　

・
医

薬
基

盤
研

究
所

受
託

研
究

費
(8

1
8
,7

9
1
千

円
)

　
　

・
そ

の
他

受
託

研
究

費
（
治

験
を

除
く

）
(3

,0
2
6
千

円
)

　
　

・
そ

の
他

研
究

費
(1

6
7
,8

2
0
千

円
)

 

第
４

　
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

事
項

第
３

　
予

算
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

第
３

　
予

算
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

　
「
第

３
　

業
務

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

事
項

」
で

定
め

た
事

項
に

配
慮

し
た

中
期

計
画

の
予

算
を

作
成

し
、

当
該

予
算

に
よ

る
運

営
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

中
期

目
標

の
期

間
に

お
け

る
期

首
に

対
す

る
期

末
の

財
務

内
容

の
改

善
を

図
る

こ
と

。

１
．

自
己

収
入

の
増

加
に

関
す

る
事

項

　
が

ん
に

対
す

る
医

療
政

策
を

牽
引

し
て

い
く

拠
点

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

た
め

、
運

営
費

交
付

金
以

外
の

外
部

資
金

の
積

極
的

な
導

入
に

努
め

る
こ

と
。

　
「
第

２
　

業
務

の
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

取
る

べ
き

措
置

」
で

定
め

た
計

画
を

確
実

に
実

施
し

、
財

務
内

容
の

改
善

を
図

る
。

１
．

自
己

収
入

の
増

加
に

関
す

る
事

項
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

第
４

　
短

期
借

入
金

の
限

度
額

第
４

　
短

期
借

入
金

の
限

度
額

第
４

　
短

期
借

入
金

の
限

度
額

１
．

限
度

額
　

３
，

４
０

０
百

万
円

２
．

想
定

さ
れ

る
理

由
（
１

）
運

営
費

交
付

金
の

受
入

遅
延

等
に

よ
る

資
金

不
足

へ
の

対
応 （
２

）
業

績
手

当
（
ボ

ー
ナ

ス
）
の

支
給

等
、

資
金

繰
り

資
金

の
出

費
へ

の
対

応
（
３

）
予

定
外

の
退

職
者

の
発

生
に

伴
う

退
職

手
当

の
支

給
等

、
偶

発
的

な
出

費
増

へ
の

対
応

１
．

限
度

額
　

3
,4

0
0
百

万
円

２
．

想
定

さ
れ

る
理

由
（
１

）
運

営
費

交
付

金
の

受
入

遅
延

等
に

よ
る

資
金

不
足

へ
の

対
応 （
２

）
業

績
手

当
（
ボ

ー
ナ

ス
）
の

支
給

等
、

資
金

繰
り

資
金

の
出

費
へ

の
対

応
（
３

）
予

定
外

の
退

職
者

の
発

生
に

伴
う

退
職

手
当

の
支

給
等

、
偶

発
的

な
出

費
増

へ
の

対
応

○
　

短
期

借
入

金
は

な
か

っ
た

。

【
短

期
借

入
金

】
な

し
／

目
標

3
,4

0
0
百

万
円

以
内

第
５

　
重

要
な

財
産

を
処

分
し

、
又

は
担

保
に

供
し

よ
う

と
す

る
時

は
そ

の
計

画

○
重

要
な

財
産

の
処

分
又

は
担

保
供

与
は

な
し

。

第
６

　
剰

余
金

の
使

途
第

６
　

剰
余

金
の

使
途

第
６

　
剰

余
金

の
使

途

　
決

算
に

お
い

て
剰

余
を

生
じ

た
場

合
は

、
将

来
の

投
資

（
建

物
等

の
整

備
・
修

繕
、

医
療

機
器

等
の

購
入

等
）
及

び
借

入
金

の
償

還
に

充
て

る
。

　
決

算
に

お
い

て
剰

余
を

生
じ

た
場

合
は

、
将

来
の

投
資

（
建

物
等

の
整

備
・
修

繕
、

医
療

機
器

等
の

購
入

等
）
及

び
借

入
金

の
償

還
に

充
て

る
。

○
平

成
2
4
年

度
の

決
算

に
お

い
て

2
0
0
百

万
円

の
剰

余
が

生
じ

た
た

め
、

積
立

金
に

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

　
な

し
　

な
し

第
５

　
重

要
な

財
産

を
処

分
し

、
又

は
担

保
に

供
し

よ
う

と
す

る
時

は
そ

の
計

画

第
５

　
重

要
な

財
産

を
処

分
し

、
又

は
担

保
に

供
し

よ
う

と
す

る
時

は
そ

の
計

画
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

第
７

　
そ

の
他

主
務

省
令

で
定

め
る

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

１
．

施
設

･設
備

整
備

に
関

す
る

計
画

　
施

設
・
設

備
整

備
に

つ
い

て
は

、
セ

ン
タ

ー
の

機
能

の
維

持
、

向
上

の
他

、
費

用
対

効
果

及
び

財
務

状
況

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
計

画
的

な
整

備
に

努
め

る
こ

と
。

　
中

期
目

標
の

期
間

中
に

整
備

す
る

施
設

・
設

備
整

備
に

つ
い

て
は

、
別

紙
５

の
と

お
り

と
す

る
。

　
長

期
借

入
金

等
を

活
用

し
て

、
経

営
状

況
を

勘
案

し
つ

つ
必

要
な

整
備

を
行

う
。

２
．

人
事

の
最

適
化

に
関

す
る

事
項

２
．

人
事

シ
ス

テ
ム

の
最

適
化

２
．

人
事

シ
ス

テ
ム

の
最

適
化

２
．

人
事

シ
ス

テ
ム

の
最

適
化

（
1
）
業

績
評

価
制

度
の

適
切

な
運

用
と

定
着

化

○
評

価
者

に
対

し
て

、
業

績
評

価
の

研
修

を
実

施
し

、
業

績
評

価
制

度
の

適
切

な
運

用
を

図
っ

た
。

○
業

績
評

価
の

評
価

基
準

の
改

正
や

配
分

点
数

の
見

直
し

を
行

っ
た

。

○
業

績
評

価
の

結
果

を
踏

ま
え

て
、

Ｃ
・
Ｄ

評
価

の
事

務
職

員
8
名

に
対

し
て

、
統

括
事

務
部

長
、

人
事

部
長

よ
り

面
談

を
実

施
し

た
。

（
2
）
国

立
大

学
法

人
等

と
の

人
事

交
流

○
優

秀
な

人
材

を
持

続
的

に
確

保
す

る
観

点
か

ら
、

国
、

国
立

大
学

法
人

等
と

の
人

事
交

流
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
在

籍
出

向
制

度
に

よ
り

国
立

大
学

法
人

等
か

ら
2
名

を
採

用
し

て
い

る
。

（
文

部
科

学
省

1
名

、
千

葉
大

学
1
名

）
）
。

○
平

成
2
4
年

1
0
月

よ
り

、
Ｐ

Ｍ
Ｄ

Ａ
と

の
人

事
交

流
を

実
施

す
る

た
め

研
究

員
1
名

を
派

遣
し

た
。

ま
た

、
平

成
2
5
年

1
月

に
は

医
師

1
名

を
派

遣
し

た
。

（
3
）
職

場
環

境
の

整
備

　
セ

ン
タ

ー
の

専
門

的
機

能
の

向
上

を
図

る
た

め
、

職
員

の
意

欲
向

上
及

び
能

力
開

発
に

努
め

る
と

と
も

に
、

人
事

評
価

を
適

切
に

行
う

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
こ

と
。

　
ま

た
、

年
功

序
列

を
排

し
、

能
力

・
実

績
本

位
の

人
材

登
用

な
ど

の
確

立
に

努
め

、
さ

ら
に

、
優

秀
な

人
材

を
持

続
的

に
確

保
す

る
た

め
、

女
性

の
働

き
や

す
い

環
境

の
整

備
及

び
非

公
務

員
型

独
立

行
政

法
人

の
特

性
を

活
か

し
た

人
材

交
流

の
促

進
等

を
推

進
す

る
こ

と
。

　
職

員
が

業
務

で
発

揮
し

た
能

力
、

適
性

、
実

績
等

を
評

価
し

、
職

員
の

給
与

に
反

映
さ

せ
る

と
と

も
に

、
業

務
遂

行
意

欲
の

向
上

を
図

る
業

績
評

価
制

度
を

導
入

す
る

。
当

該
制

度
の

適
切

な
運

用
を

行
う

こ
と

に
よ

り
優

秀
な

人
材

の
定

着
を

図
り

、
人

事
制

度
へ

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

セ
ン

タ
ー

全
体

の
能

率
的

運
営

に
つ

な
げ

る
。

　
非

公
務

員
型

組
織

の
特

性
を

活
か

し
た

人
材

交
流

の
促

進
な

ど
、

優
秀

な
人

材
を

持
続

的
に

確
保

す
る

観
点

か
ら

人
材

の
適

切
な

流
動

性
を

有
し

た
組

織
を

構
築

す
る

た
め

、
国

、
国

立
病

院
機

構
等

独
立

行
政

法
人

、
国

立
大

学
法

人
、

民
間

等
と

円
滑

な
人

事
交

流
を

行
う

体
制

を
構

築
す

る
。

　
女

性
の

働
き

や
す

い
環

境
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
医

師
の

本
来

の
役

割
が

発
揮

で
き

る
よ

う
、

医
師

と
そ

の
他

医
療

従
事

者
と

の
役

割
分

担
を

見
直

し
、

職
員

に
と

っ
て

魅
力

的
で

働
き

や
す

い
職

場
環

境
の

整
備

に
努

め
る

。

　
業

績
評

価
制

度
の

適
切

な
運

用
と

定
着

化
を

進
め

、
職

員
が

業
務

で
発

揮
し

た
能

力
、

適
性

、
実

績
等

を
職

員
の

給
与

に
反

映
さ

せ
、

業
務

遂
行

意
欲

の
向

上
を

図
る

。
　

優
秀

な
人

材
を

持
続

的
に

確
保

す
る

観
点

か
ら

、
人

材
の

適
切

な
流

動
性

を
有

し
た

組
織

を
構

築
す

る
た

め
、

引
き

続
き

、
国

、
独

立
行

政
法

人
、

国
立

大
学

法
人

、
民

間
等

と
円

滑
な

人
事

交
流

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

将
来

的
な

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
も

視
野

に
入

れ
た

セ
ン

タ
ー

職
員

の
採

用
を

進
め

る
。

　
子

育
て

中
の

職
員

が
働

き
続

け
ら

れ
る

環
境

を
整

備
す

る
観

点
か

ら
、

院
内

保
育

所
に

つ
い

て
、

夜
間

や
休

日
の

対
応

、
緊

急
時

の
オ

ン
コ

ー
ル

対
応

等
、

多
様

な
保

育
ニ

ー
ズ

に
柔

軟
に

対
応

で
き

る
体

制
を

整
備

す
る

。
　

医
師

と
そ

の
他

医
療

従
事

者
と

の
役

割
分

担
を

見
直

し
、

医
師

等
に

か
か

る
業

務
の

負
担

軽
減

策
を

図
る

な
ど

、
職

員
に

と
っ

て
魅

力
的

で
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
に

努
め

る
。

　
障

害
者

の
法

定
雇

用
率

の
確

保
に

向
け

、
障

害
者

雇
用

を
推

進
す

る
。

○
施

設
利

用
者

側
の

実
態

等
の

検
証

等
を

踏
ま

え
、

効
率

性
・
利

便
性

等
を

十
分

反
映

さ
せ

、
無

理
・
無

駄
の

な
い

設
計

を
行

い
、

（
仮

称
）
治

療
棟

の
整

備
工

事
を

進
め

た
。

○
新

研
究

棟
の

基
本

構
想

に
当

た
っ

て
は

、
セ

ン
タ

ー
全

体
の

敷
地

利
用

計
画

を
踏

ま
え

、
適

正
な

整
備

地
の

選
定

を
行

い
、

効
率

性
・
利

便
性

等
を

十
分

反
映

さ
せ

、
無

理
・
無

駄
の

な
い

設
計

を
開

始
し

た
。

○
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
電

気
・
都

市
ガ

ス
）
供

給
の

複
数

化
を

図
り

、
緊

急
時

対
応

及
び

ピ
ー

ク
カ

ッ
ト
対

策
と

し
て

、
ガ

ス
コ

ー
ジ

ェ
ネ

レ
ー

シ
ョ
ン

シ
ス

テ
ム

の
導

入
工

事
を

行
い

、
次

年
度

か
ら

運
用

開
始

予
定

。

１
．

施
設

･設
備

整
備

に
関

す
る

事
項

１
．

施
設

･設
備

整
備

に
関

す
る

計
画

１
．

施
設

･設
備

整
備

に
関

す
る

計
画

第
５

　
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

重
要

事
項

第
７

　
そ

の
他

主
務

省
令

で
定

め
る

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

第
７

　
そ

の
他

主
務

省
令

で
定

め
る

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

○
当

セ
ン

タ
ー

で
働

く
女

性
職

員
や

乳
幼

児
の

い
る

職
員

が
、

キ
ャ

リ
ア

を
中

断
す

る
こ

と
な

く
安

心
し

て
業

務
を

行
え

る
よ

う
「
夜

間
・
休

日
保

育
の

導
入

」
、

「
オ

ン
コ

ー
ル

体
制

の
導

入
」
「
一

時
保

育
の

導
入

」
を

行
っ

た
。

【
平

成
2
4
年

4
月

】

○
健

康
診

断
に

つ
い

て
、

従
来

職
員

が
行

っ
て

い
た

業
務

を
全

面
見

直
し

を
図

る
こ

と
と

し
、

柔
軟

な
対

応
を

行
う

た
め

全
面

委
託

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
職

員
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
受

診
日

を
増

や
す

な
ど

の
対

策
を

行
い

、
受

診
率

が
9
9
％

と
改

善
さ

れ
た

。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

（
4
）
医

師
と

そ
の

他
医

療
従

事
者

と
の

役
割

分
担

の
見

直
し

○
中

央
病

院
に

お
い

て
病

棟
ク

ラ
ー

ク
を

5
名

増
員

（
全

体
で

1
5
名

雇
用

）
し

、
入

院
案

内
や

患
者

へ
の

オ
リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

業
務

に
か

か
る

看
護

師
の

負
担

を
軽

減
し

た
。

ま
た

、
新

た
に

外
来

ク
ラ

ー
ク

1
0
名

（
外

来
6
名

、
通

院
治

療
セ

ン
タ

ー
2
名

、
内

視
鏡

室
1
名

、
Ｃ

Ｔ
室

1
名

）
を

配
置

し
、

医
師

、
看

護
師

の
負

担
を

軽
減

し
た

。

○
東

病
院

に
お

い
て

病
棟

ク
ラ

ー
ク

を
9
名

を
新

た
に

配
置

し
、

外
来

ク
ラ

ー
ク

を
1
4
名

増
員

(全
体

で
2
0
名

雇
用

)し
、

医
師

、
看

護
師

の
負

担
を

軽
減

し
た

。

（
5
）
障

が
い

者
の

雇
用

促
進

○
障

が
い

者
雇

用
の

新
た

な
取

り
組

み
と

し
て

、
平

成
2
4
年

4
月

に
新

た
に

3
名

の
知

的
障

が
い

者
を

雇
用

し
た

。
　

・
築

地
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

は
、

病
棟

の
補

助
業

務
と

し
て

3
名

を
雇

用

○
平

成
2
5
年

4
月

に
法

定
雇

用
率

が
2
.1

％
か

ら
2
.3

％
に

引
き

上
げ

ら
れ

る
た

め
、

平
成

2
5
年

4
月

に
さ

ら
に

知
的

障
が

い
者

3
名

を
雇

用
し

た
。

　
・
築

地
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
病

棟
補

助
業

務
3
名

雇
用

○
障

が
い

者
の

雇
用

促
進

に
役

立
つ

知
識

等
を

習
得

す
る

た
め

、
ジ

ョ
ブ

コ
ー

チ
等

5
名

が
障

害
者

職
業

生
活

相
談

員
講

習
を

修
了

し
た

。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

３
．

人
事

に
関

す
る

方
針

３
．

人
事

に
関

す
る

方
針

３
．

人
事

に
関

す
る

方
針

（
１

）
方

針
（
１

）
方

針
（
１

）
方

針

①
良

質
な

医
療

を
効

率
的

に
提

供
し

て
い

く
た

め
の

医
療

従
事

者
の

確
保

○
平

成
2
4
年

7
月

、
理

事
長

が
兼

務
し

て
い

た
中

央
病

院
長

、
東

病
院

長
に

つ
い

て
、

理
事

長
自

ら
が

面
接

を
実

施
し

病
院

長
を

任
命

し
た

。

○
理

事
長

自
ら

が
業

務
内

容
や

業
務

量
の

実
態

を
精

査
し

た
上

で
、

人
員

が
不

足
し

て
い

る
部

門
に

は
適

任
者

を
採

用
し

た
。

○
独

立
行

政
法

人
化

以
降

、
任

期
付

き
常

勤
制

度
の

活
用

等
に

よ
り

、
常

勤
職

員
を

2
5
6
名

増
員

し
た

。
（
平

成
2
4
年

度
3
7
名

の
増

員
）

○
非

常
勤

職
員

の
任

期
満

了
に

伴
い

、
新

た
に

一
般

公
募

を
実

施
し

1
4
6
名

採
用

し
た

。
（
築

地
7
4
名

、
柏

7
2
名

）

②
医

師
・
看

護
師

不
足

に
対

す
る

確
保

対
策

○
看

護
師

確
保

対
策

と
し

て
、

以
下

の
取

り
組

み
を

行
っ

た
。

・
募

集
活

動
と

し
て

、
病

棟
で

の
シ

ャ
ド

ウ
研

修
を

含
む

病
院

見
学

会
を

開
催

し
た

。
・
業

者
主

催
の

合
同

就
職

会
へ

の
参

加
と

そ
れ

に
合

わ
せ

て
、

各
大

学
、

専
門

学
校

へ
の

募
集

活
動

を
事

務
職

員
と

併
せ

て
行

っ
た

。
・
看

護
師

の
卒

業
校

へ
の

訪
問

、
大

学
で

の
就

職
説

明
会

へ
参

加
し

た
。

・
二

交
替

制
病

棟
に

つ
い

て
、

中
央

病
院

に
お

い
て

は
1
0
病

棟
か

ら
1
1
病

棟
に

増
や

し
、

東
病

院
に

お
い

て
は

全
病

棟
実

施
し

た
。

・
新

卒
者

の
定

着
を

図
る

た
め

に
、

専
従

で
教

育
担

当
副

看
護

師
長

を
配

置
し

、
個

別
指

導
を

行
っ

た
。

・
仕

事
に

迷
い

が
生

じ
て

い
る

者
・
退

職
希

望
者

へ
の

面
接

を
行

い
、

離
職

防
止

に
努

め
た

。

③
公

募
を

基
本

と
し

た
優

秀
な

人
材

の
確

保

○
今

年
度

よ
り

厚
生

労
働

省
や

Ｎ
Ｈ

Ｏ
か

ら
の

人
事

交
流

を
行

い
、

厚
生

労
働

省
か

ら
幹

部
職

員
を

採
用

し
た

。
・
理

事
長

特
任

補
佐

、
統

括
事

務
部

長
、

経
理

室
長

○
公

募
を

行
っ

た
幹

部
職

員
は

以
下

の
と

お
り

。
・
大

腸
外

科
長

　
良

質
な

医
療

を
効

率
的

に
提

供
し

て
い

く
た

め
、

医
師

、
看

護
師

等
の

医
療

従
事

者
に

つ
い

て
は

、
医

療
を

取
り

巻
く

状
況

の
変

化
に

応
じ

て
柔

軟
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
経

営
に

十
分

配
慮

す
る

。
　

医
師

・
看

護
師

不
足

に
対

す
る

確
保

対
策

を
引

き
続

き
推

進
す

る
と

と
も

に
、

離
職

防
止

や
復

職
支

援
の

対
策

に
取

り
組

む
。

　
幹

部
職

員
な

ど
専

門
的

な
技

術
を

有
す

る
者

に
つ

い
て

は
、

公
募

を
基

本
と

し
、

優
秀

な
人

材
の

確
保

に
努

め
る

。

　
良

質
な

医
療

を
効

率
的

に
提

供
し

て
い

く
た

め
、

医
師

、
看

護
師

等
の

医
療

従
事

者
に

つ
い

て
は

、
医

療
を

取
り

巻
く

状
況

の
変

化
に

応
じ

て
柔

軟
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
経

営
に

十
分

配
慮

す
る

。
　

特
に

、
医

師
・
看

護
師

不
足

に
対

す
る

確
保

対
策

を
引

き
続

き
推

進
す

る
と

と
も

に
離

職
防

止
や

復
職

支
援

の
対

策
を

講
じ

る
。

　
ま

た
、

幹
部

職
員

な
ど

専
門

的
な

技
術

を
有

す
る

者
に

つ
い

て
は

、
公

募
を

基
本

と
し

、
優

秀
な

人
材

の
確

保
に

努
め

る
。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

（
２

）
指

標
（
２

）
指

標
（
２

）
指

標

①
安

全
で

良
質

な
医

療
の

提
供

に
支

障
が

生
じ

な
い

適
正

な
人

員
配

置

②
技

能
職

の
外

部
委

託
の

推
進

○
中

央
病

院
の

技
能

職
職

員
2
名

（
調

理
師

1
名

、
看

護
助

手
1
名

）
東

病
院

技
能

職
員

1
名

（
調

理
師

1
名

）
が

定
年

退
職

し
た

た
め

、
後

任
職

員
は

補
充

せ
ず

平
成

2
5
年

4
月

よ
り

委
託

職
員

に
切

り
替

え
た

。

○
東

病
院

の
技

能
職

員
1
名

が
定

年
退

職
し

た
た

め
、

平
成

2
5
年

4
月

よ
り

運
転

手
業

務
を

委
託

化
し

た
。

○
理

事
長

自
ら

が
業

務
内

容
や

業
務

量
の

実
態

を
精

査
し

た
上

で
、

人
員

が
不

足
し

て
い

る
部

門
に

は
、

迅
速

に
外

部
か

ら
適

任
者

を
採

用
し

た
。

○
中

央
病

院
勤

務
の

看
護

師
を

大
幅

に
増

員
し

、
引

き
続

き
3
人

夜
勤

二
交

替
制

病
棟

を
増

や
し

（
1
0
病

棟
→

1
1
病

棟
）
、

二
交

替
制

病
棟

等
か

ら
の

外
来

へ
の

支
援

体
制

を
図

り
、

人
材

の
有

効
活

用
を

行
っ

た
。

○
診

療
部

門
の

組
織

に
つ

い
て

、
専

門
分

野
の

科
長

を
明

確
化

す
る

た
め

に
2
2
の

科
を

3
0
の

科
に

細
分

化
し

た
。

　
セ

ン
タ

ー
の

平
成

2
2
年

度
期

首
に

お
け

る
職

員
数

を
1
,3

4
2
人

と
す

る
も

の
の

、
医

師
、

看
護

師
等

の
医

療
従

事
者

は
、

医
療

ニ
ー

ズ
に

適
切

に
対

応
す

る
た

め
に

、
変

動
が

見
込

ま
れ

る
も

の
で

あ
り

、
中

期
目

標
の

期
間

に
お

い
て

は
、

安
全

で
良

質
な

医
療

の
提

供
に

支
障

が
生

じ
な

い
よ

う
適

正
な

人
員

配
置

に
努

め
る

。
　

特
に

、
技

能
職

に
つ

い
て

は
、

外
部

委
託

の
推

進
に

努
め

る
。

（
参

考
）
中

期
目

標
の

期
間

中
の

人
件

費
総

額
見

込
み

　
5
3
,6

9
7

百
万

円

　
医

師
、

看
護

師
等

の
医

療
従

事
者

に
つ

い
て

は
、

安
全

で
良

質
な

医
療

の
提

供
に

支
障

が
生

じ
な

い
よ

う
適

正
な

人
員

配
置

に
努

め
る

。
技

能
職

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

、
外

部
委

託
の

推
進

に
努

め
る

。
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国
立

が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
事

業
報

告
書

2
4
年

度
の

業
務

の
実

績
中

期
目

標
中

期
計

画
2
4
年

度
・
年

度
計

画

３
．

そ
の

他
の

事
項

４
．

そ
の

他
の

事
項

４
．

そ
の

他
の

事
項

４
．

そ
の

他
の

事
項

（
1
）
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

作
成

○
セ

ン
タ

ー
の

ミ
ッ

シ
ョ
ン

及
び

厚
生

労
働

大
臣

に
よ

り
示

さ
れ

た
中

期
目

標
を

達
成

す
る

た
め

実
行

す
べ

き
事

項
を

定
め

た
中

期
計

画
の

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
で

あ
る

年
度

計
画

に
つ

い
て

、
平

成
2
4
年

度
に

お
い

て
も

、
こ

れ
が

確
実

に
実

施
さ

れ
る

よ
う

進
捗

管
理

を
行

っ
た

。

（
2
）
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
よ

る
情

報
開

示

○
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

記
者

発
表

等
を

通
し

て
、

病
院

の
治

療
成

績
、

先
進

医
療

の
提

供
状

況
、

治
験

の
実

施
状

況
な

ど
に

加
え

、
研

究
成

果
や

新
た

な
取

り
組

み
の

発
表

な
ど

を
行

い
、

情
報

公
開

を
推

進
し

た
。

○
広

報
室

が
対

外
的

な
照

会
に

対
す

る
一

元
的

な
窓

口
機

能
を

担
う

と
と

も
に

、
記

者
会

見
の

開
催

や
メ

デ
ィ

ア
関

係
者

と
の

意
見

交
換

会
、

が
ん

対
策

情
報

セ
ン

タ
ー

「
メ

デ
ィ

ア
・
セ

ミ
ナ

ー
」
な

ど
を

通
じ

、
セ

ン
タ

ー
の

活
動

に
つ

い
て

積
極

的
な

情
報

提
供

に
努

め
た

。

○
創

立
5
0
周

年
記

念
イ

ベ
ン

ト
「
が

ん
の

今
と

、
こ

れ
か

ら
」
を

9
月

に
開

催
、

フ
ォ

ー
ラ

ム
、

が
ん

患
者

の
暮

ら
し

の
ア

イ
デ

ア
展

、
が

ん
の

最
新

情
報

、
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
、

2
日

間
で

約
1
,6

0
0
名

の
方

が
参

加
し

、
当

セ
ン

タ
ー

の
取

り
組

み
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

も
記

録
動

画
を

配
信

し
た

。

○
年

報
、

A
n
n
u
al

 R
ep

o
rt

な
ど

、
当

セ
ン

タ
ー

の
業

績
集

を
作

成
し

、
大

学
、

研
究

機
関

、
拠

点
病

院
を

は
じ

め
関

係
各

所
に

提
供

、
幅

広
く

当
セ

ン
タ

ー
の

診
療

や
研

究
活

動
の

紹
介

を
行

っ
た

。

○
透

明
性

の
あ

る
法

人
運

営
の

観
点

か
ら

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

理
事

会
の

議
事

録
を

公
開

す
る

と
と

も
に

、
不

祥
事

案
も

隠
さ

ず
公

表
す

る
こ

と
で

、
隠

蔽
の

な
い

業
務

方
針

を
浸

透
さ

せ
た

。

○
国

民
の

生
活

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

る
放

射
線

量
に

関
す

る
情

報
に

つ
い

て
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
通

じ
て

積
極

的
に

発
信

し
た

。

○
創

立
5
0
周

年
記

念
事

業
の

一
環

と
し

て
、

が
ん

征
圧

に
向

け
て

挑
戦

し
続

け
る

医
療

関
係

者
や

研
究

者
の

活
動

の
記

録
を

紹
介

す
る

資
料

コ
ー

ナ
ー

を
中

央
病

院
棟

に
設

置
し

た
。

（
3
）
職

員
か

ら
の

意
見

聴
取

○
目

安
箱

に
よ

る
自

由
な

投
書

に
よ

っ
て

、
現

場
か

ら
の

声
に

適
切

に
対

応
し

た
。

○
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
今

後
の

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

の
あ

り
方

を
考

え
る

」
を

実
施

し
【
平

成
2
4
年

1
2
月

2
6
日

】
、

外
部

の
有

識
者

か
ら

意
見

を
伺

う
と

と
も

に
、

職
員

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
に

お
い

て
今

後
セ

ン
タ

ー
が

担
う

べ
き

役
割

、
そ

れ
ぞ

れ
の

職
種

が
N

C
C

の
中

で
担

う
役

割
に

つ
い

て
参

加
職

員
か

ら
メ

ー
ル

及
び

投
書

に
よ

っ
て

意
見

を
聴

取
し

た
。

　
中

期
目

標
に

基
づ

き
セ

ン
タ

ー
の

ミ
ッ

シ
ョ
ン

を
理

解
し

、
ミ
ッ

シ
ョ
ン

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

な
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
と

し
て

中
期

計
画

を
立

て
、

具
体

的
な

行
動

に
移

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

努
め

る
こ

と
。

　
ま

た
、

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
や

セ
ン

タ
ー

の
成

果
に

つ
い

て
、

一
般

の
国

民
が

理
解

し
や

す
い

方
法

、
内

容
で

情
報

開
示

を
行

う
よ

う
に

努
め

る
こ

と
。

　
ミ
ッ

シ
ョ
ン

の
確

認
、

現
状

の
把

握
、

問
題

点
の

洗
い

出
し

、
改

善
策

の
立

案
、

翌
年

度
の

年
度

計
画

の
作

成
等

に
資

す
る

た
め

、
定

期
的

に
職

員
の

意
見

を
聞

く
よ

う
、

努
め

る
こ

と
。

　
セ

ン
タ

ー
の

ミ
ッ

シ
ョ
ン

を
理

解
し

、
ミ
ッ

シ
ョ
ン

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

な
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
を

立
て

、
具

体
的

な
行

動
に

移
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
努

め
る

。
　

ま
た

、
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
や

セ
ン

タ
ー

の
成

果
に

つ
い

て
、

一
般

の
国

民
が

理
解

し
や

す
い

方
法

、
内

容
で

情
報

開
示

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
行

う
よ

う
に

努
め

る
。

　
ミ
ッ

シ
ョ
ン

の
確

認
や

現
状

の
把

握
、

問
題

点
の

洗
い

出
し

、
改

善
策

の
立

案
、

翌
年

度
の

年
度

計
画

の
作

成
等

に
資

す
る

よ
う

、
職

員
の

意
見

を
セ

ン
タ

ー
内

メ
ー

ル
・
シ

ス
テ

ム
等

に
て

聴
取

を
行

う
よ

う
努

め
る

。

　
職

員
が

セ
ン

タ
ー

の
ミ
ッ

シ
ョ
ン

を
理

解
し

、
ミ
ッ

シ
ョ
ン

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

な
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
を

作
成

す
る

。
　

セ
ン

タ
ー

の
問

題
点

や
改

善
策

に
つ

い
て

、
職

員
の

意
見

を
セ

ン
タ

ー
内

メ
ー

ル
で

募
集

し
、

改
善

策
の

立
案

及
び

次
年

度
の

年
度

計
画

の
策

定
等

に
反

映
さ

せ
る

。
　

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
や

セ
ン

タ
ー

の
成

果
に

つ
い

て
は

、
一

般
の

国
民

が
理

解
し

や
す

い
方

法
、

内
容

で
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

記
者

会
見

な
ど

を
通

じ
て

積
極

的
に

情
報

開
示

す
る

。
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